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:term:`Barman`は、Pythonで書かれた Postgresサーバーのディザスターリカバリーのためのオープンソー
ス管理ツールです。これにより、組織はビジネスクリティカルな環境で複数のサーバーのリモートバック
アップを実行して、リスクを削減し、復旧フェーズ中に DBAを支援できます。

Barman is distributed under GNU GPL 3 and maintained by EnterpriseDB, a platinum sponsor of the PostgreSQL
project.

1

https://www.pgbarman.org/
https://www.enterprisedb.com/
https://www.postgresql.org/
https://www.postgresql.org/
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第1章 コンセプト

ディザスターリカバリー計画の作成は、特にバックアップ管理に関係するさまざまな概念に慣れていない
人にとって、難しい場合があります。バックアップにはさまざまな方法があり、それぞれに独自の長所、
短所、および技術的要件があります。適切なアプローチの選択は、リソース、環境、および技術的知識に
よって異なります。誰もがこのコンテキストで十分な基礎を持っているわけではないことを承知で、この
セクションでは、特に Postgresと Barmanのコンテキストで、データベースのバックアップに関する最も
基本的な概念を説明することに専念しています。

バックアップの概念、Postgresの論理的および物理的バックアップに既に慣れている場合は、Barman concepts
and terminologyセクションに進んでください。

1.1 はじめに
完璧な世界では、バックアップは必要ありません。ただし、特に重要なビジネス環境では、予期せぬこと
が発生した場合に備えることが重要です。データベースシナリオでは、/"unexpected/"は次のいずれかの形
式を取ることができます。

• データの破損。

• システム障害ハードウェア障害を含む。

• 人的エラー。

• 自然災害。

このような場合、 :term:`ICT`マネージャーまたは :term:`DBA`は、可能な限り最短の時間でインシデントを
修正し、データベースを復旧できる必要があります。私たちは通常、この分野をディザスターリカバリー
と呼び、より広範にはビジネス継続性と呼んでいます。

ビジネス継続性の範囲では、Wikipediaで定義されている 2つの基本的なメトリックをよく理解することが
重要です。

• 目標復旧ポイント RPO重大なインシデントにより ITサービスからデータが失われる可能性のある
最大目標期間。

• 目標復旧時間 RTO災害または中断後に、ビジネス継続性の中断に関連する受け入れがたい結果を回
避するために、ビジネスプロセスを復元する必要がある目標期間とサービスレベル。

一言で言えば、RPOは損失してもよいデータの最大量を表し、RTOはサービスに許容できる最大ダウンタ
イムを表します。

当然のことながら、たとえそれが祖母のレシピウェブサイトであったとしても、私たち全員が RPO=0デー
タ損失ゼロと RTO=0ダウンタイムゼロ、理想郷を望んでいます。実際には、ビジネス継続性の要件を決定
するには、注意深いコスト分析フェーズが必要です。
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幸いなことに、 Barmanと Postgresで構成されるオープンソーススタックを使用すると、同期ストリーミ
ングレプリケーションのおかげで RPO=0を達成できます。 RTOは、 Patroniや repmgrのような高可用
性ソリューションの焦点です。したがって、Barmanをこれらのツールのいずれかと統合することにより、
RTOをほぼゼロに劇的に削減できます。

いずれにせよ、実際のツールではなく、ディザスターリカバリーに関連する文化的な側面をより強調する
ことが重要です。人間のいない道具は役に立ちません。 Barmanとの私たちの使命は、次のようなディザ
スターリカバリーの文化を促進することです。

• バックアップ手順に焦点を当てます。

• リカバリー手順にさらに焦点を当てます。

• チームメンバーの Postgresクラッシュリカバリー、バックアップ、ポイントインタイムリカバリー、
およびレプリケーションの強力な理論的および実践的な概念に関する教育とトレーニングに依存し
ます。

• 手動または自動で、バックアップのテストを促進しますテストされたバックアップのみが有効である
と考えられます。Barmanのフックスクリプトを使用して創造力を発揮してください。

• Devopsチームのすべてのメンバーによる、リカバリ手順の定期的な練習を促進しますはい、開発者
も、システム管理者や `DBA < DBA>`だけでなく。

• 3～6か月ごとに、チームとの定期的にスケジュールされた訓練とディザスターリカバリーシミュレー
ションを募集します。

• Postgresと Barmanの継続的なモニタリングに依存し、異常を迅速に特定できます。

さらに、災害が発生した場合に自分自身とチームを準備するためにできる限りのことを行ってください。
なぜなら、それが発生した場合

• それは金曜日の夕方であり、おそらくあなたがオフィスを出ようとしているときです。

• それは、あなたが休暇中であり、世界一周クルーズの真っ最中で、他の誰かがそれに対処しなければ
ならないときです。

• 確かにストレスがたまるでしょう。

• 最後に利用可能なバックアップが有効であることを確認しないと後悔するでしょう。

• 回復するまでにおよそどれくらいの時間がかかるかを知らなければ、一秒一秒が永遠のように見える
でしょう。

2011年、これらの目標を念頭に置いて、2ndQuadrantは現在 Postgresで最も使用されているバックアップ
ツールの 1つである Barmanの開発を開始しました。 Barmanは、/"Backup and Recovery Manager/"の頭字
語です。

準備をしてください、怖がらないでください。

1.2 一般的なバックアップの概念
各データベースシステムには独自の用語がある場合がありますが、すべてのリレーショナルデータベース
で一貫した基本的なバックアップ原則があります。このセクションでは、バックアップがどのように動作
するかを理解するために必要な中核概念の概要を提供します。
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1.2.1 物理的および論理的バックアップ
リレーショナルデータベースのコンテキストでは、論理バックアップは、実行時に、バックアップが取ら
れたときの正確な状態でデータを再作成する一連の操作に他なりません。簡単に言うと、データベースの
構造とデータを再構成する一連の SQLステートメントです。この方法は、データベースバージョンやシス
テムアーキテクチャなどの特定の環境仕様に依存しないため、互換性のないシステム間でデータを移行す
る場合に適した選択です。また、特定のデータベースオブジェクトまたはテーブルの復元を許可すること
により、柔軟性が向上します。

ただし、論理バックアップには時間がかかる場合があり、データベースのサイズによっては、数時間または
数日かかる場合があります。また、バックアップはバックアッププロセスの開始時のデータベースの状態
を反映するため、バックアップ中に行われた変更はキャプチャされず、データ損失の潜在的なウィンドウ
が発生します。その結果、この方法は、通常、小さくて複雑でないデータベースに推奨されます。 Postgres
では、論理バックアップは pg_dumpおよび pg_dumpallユーティリティを介して実装されます。

一方、物理バックアップは、ファイルシステムからデータベースファイルを直接コピーすることにより機
能します。したがって、このメソッドは通常、環境仕様に関連付けられます。物理的バックアップには、
cpのような基本的な Unixツールを使用したものから、 Barmanのようなバックアップマネージャーを使
用したより洗練されたソリューションに至るまで、さまざまなアプローチがあります。バックアップ管理
ツールは、ファイルがデータベースの一貫した状態を表すことを保証し、サーバーを通常に実行したまま
にすることは、手動で行うと困難であるため、物理的バックアップにおいて重要な役割を果たします。

物理的バックアップは、データベースを再作成するために操作を完全に再生する必要がないため、バック
アッププロセス中だけでなく、特にリカバリー中にも論理バックアップよりもはるかに高速です。また、
インクリメンタルバックアップの可能性が有効になり、時間とストレージの使用量が大幅に削減され、よ
り頻繁なバックアップが可能になります。最後に、このアプローチの最大の利点の 1つは、ポイントイン
タイムリカバリー PITRを実行できることです。これにより、データベースを現在時刻とバックアップ時
刻の間の特定の時点に復元できます。この機能は、トランザクションログが物理的バックアップとともに
アーカイブされる場合にのみ可能です。

お気づきのとおり、物理バックアップはより堅牢ですが、より複雑です。このため、Postgresの Barmanの
ような補助バックアップ管理ツールは、ディザスターリカバリー計画でこのプロセスが効果的かつ確実に
処理されるようにする上で重要な役割を果たします。

1.2.2 バックアップの種類
物理バックアップに関しては、基本的に 3つの異なるタイプに分類できます。フル、インクリメンタル、
差分。

フルバックアップはベースバックアップとも呼ばれ、特定の時点ですべてのデータをキャプチャし、基本
的にデータベース全体の完全なスナップショットを作成します。このタイプのバックアップには、システ
ムをバックアップが取られたときの正確な状態に復元するために必要なすべての情報が含まれています。
この意味で、一貫した完全な物理バックアップからのリカバリは、本質的に完全であるため、可能な限り
最速です。

一方、インクリメンタルバックアップは、以前のバックアップ以降に発生した変更のみをキャプチャする
ように設計されています。以前のバックアップは、完全バックアップまたは別のインクリメンタルバック
アップのいずれかです。インクリメンタルバックアップにより、時間とストレージの使用量が大幅に削減
され、より頻繁なバックアップが可能になり、その結果、データ損失のリスクが削減されます。通常、イン
クリメンタルバックアップは、ファイルや内部データブロックなどの低レベルのデータ構造に依存して、
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実際に何が変更されたかを判断するため、物理的バックアップでのみ可能です。インクリメンタルバック
アップからのリカバリーには、ベースから最新のインクリメンタルまでのすべてのバックアップのチェー
ンが必要です。

最後に、差分バックアップは、以前のバックアップ以降に行われた変更のみをキャプチャするという点で
インクリメンタルバックアップに似ています。ただし、主な違いは、差分バックアップは常に完全バック
アップを基準として変更を記録し、インクリメンタルまたは別の差分バックアップとは決して相対しない
ことです。実際、すべての差分バックアップは増分バックアップですが、すべての増分バックアップが差
分バックアップであるわけではありません。この場合のリカバリーには、最新の差分バックアップとそれ
に関連するベースバックアップのみが必要です。

1.2.3 トランザクションログ
トランザクションログは、ほとんどのリレーショナルデータベースの基本的な部分です。これは、データ
ベース内のすべての操作を実行前に記録する一連の連続したファイルで構成されています。その結果、彼
らは一定期間にデータベースで発生したすべての変更を所有します。これは、主に、クラッシュ前にディ
スクにフラッシュされていない操作を再生できることにより、データベースがクラッシュから効果的に回
復できることを保証し、データの損失を防ぎます。これは、データベースレプリケーションの多くの実装
のキーコンポーネントでもあります。

トランザクションログは、すべての操作が永続化された後、リサイクルされます。ただし、これらのログ
を事前にアーカイブできる場合は、基本的にデータベースに行われたすべての変更の完全な記録を保持し、
いつでも再生できます。トランザクションログのアーカイブとともにベースバックアップがあることによ
り、継続的なバックアップが可能になります。これは、完全なバックアップを定期的に取得することがで
きない大規模なデータベースで特に役立ちます。差分バックアップと同様の目標を達成しますが、ポイン
トインタイムリカバリーなどのより堅牢な機能も有効にするため、さらに多くの機能を備えていることに
気づくでしょう。

1.2.4 ポイントタイムリカバリー
ポイントインタイムリカバリーを使用すると、ベースバックアップの終了時間からアーカイブされたトラ
ンザクションログでカバーされる最も遠いポイントまでの特定の瞬間にデータベースを復元できます。ト
ランザクションログの継続的なアーカイブを維持することにより、現時点までにデータベースに加えられ
たすべての変更を再生できます。これは、ベースバックアップに基づいてすべてのトランザクションログ
を再生することにより実行され、たとえば、目的のタイムスタンプまたはトランザクション IDに基づい
て、任意の時点で再生を停止する機能も提供します。 PITRでは、秒未満の精度が可能で、通常毎日実行
される標準の完全バックアップと比べて、大きな利点があります。

この機能は、誤った削除や変更など、人的エラーまたは意図しない変更が発生した状況で特に役立ちます。
PITRは、データベースを不要なイベントの直前の正確な状態に復元することにより、RPOを大幅に削減
します。強力な安全装置を提供し、データベースを以前の完全バックアップに戻したり、その後のすべて
の正当な変更を失うリスクを負うことなく、重要なデータを迅速かつ正確にリカバリーできます。

ただし、PITRがすべての問題の解決策であることを意味するわけではありません。トランザクションロ
グの再生は、ベースバックアップからの距離によっては、依然として時間がかかる場合があります。した
がって、最適なソリューションは、実際にはすべての戦略の組み合わせです。完全バックアップと頻繁な
インクリメンタルバックアップ、およびトランザクションログのアーカイブ。このように、最新の状態へ
の復元は、最新のバックアップを復元し、その後に後続のトランザクションログを再生することになりま

6 第 1章コンセプト



Barman User Guide,リリース 3.17.0

す。同様に、特定のポイントへの復元は、ターゲットポイントに最も近い以前のバックアップを復元し、そ
の後に目的のターゲットまでの後続のトランザクションログを再生することです。

1.3 Postgresバックアップの概念と用語
このセクションでは、Postgres、その実装、および特定の特性のコンテキストでバックアップの概念を説明
します。コンテンツは主に Backup and Restore section from the Postgres official documentationに基づいてい
ますので、 Postgresがバックアップを処理する方法についてのより詳細な説明が必要な場合は、それを読
むことを強くお勧めします。

1.3.1 pg_dump vs pg_basebackup

Postgresでバックアップを取るための基本的に 2つの主要ツール pg_dumpおよび pg_basebackup。それ
らの違いは、基本的に、論理バックアップと物理バックアップの違いです。つまり、pg_dump pg_dumpall

を含むは論理バックアップを取得し、 pg_basebackupは物理的バックアップを取得します。

ò 注釈

Barmanは、論理バックアップで動作しないため、 pg_dumpまたは pg_dumpallをまったく利用しませ
ん。 pg_basebackupは、構成されたバックアップ方法に応じて Barmanによって使用されます。

pg_basebackupは、基本的に、 pg_basebackupを使用して、Postgresクラスターから宛先ディレクトリ
にテーブルスペースがある場合を含むすべてのファイルをコピーします。クラスター全体をバックアッ
プすることのみができ、特定のデータベースまたはオブジェクトをバックアップすることはできません。
pg_basebackup は、データベースサーバーをバックアップモードにおよび解除し、一貫性のために必要
なすべてのトランザクションログがベースバックアップとともに保存されていることを確認します。そ
のため、 pg_dumpとは異なり、 pg_basebackupで取得されたバックアップには、バックアップの進行中
に発生した変更も含まれます。これは、頻繁に高負荷が発生するデータベースにとって大きな利点です。
pg_basebackupの詳細については、 pg_basebackupで読むことができます。

ò 注釈

実際には、Postgresの物理バックアップは、少なくともバックアッププロセス中に生成されたトランザ
クションログ PostgresのWALもある場合にのみ完全/自己完結型です。それ以外の場合、バックアップ
自分自身は、新しい Postgresインスタンスを復元して起動するには不十分です。

pg_basebackupを使用して、pg_basebackupと同様の結果を達成することもできます。これは、Postgres
で物理的バックアップを取るさらに別の方法です。低レベル APIは、代替コピーツールを使用して物理的
バックアップを手動で取得する場合に使用されます。このシナリオでは、データベースサーバーを手動で
バックアップモードにおよび終了し、一貫性のために必要なすべてのトランザクションログが正しくアー
カイブされていることを確認する必要があります。

ò 注釈
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Barmanは、構成されたバックアップ方法に応じて Postgresの低レベルAPIを使用します backup_method

= rsync。

1.3.2 先行書き込みログ
ログの先行書き込みWALは、Postgresおよびその他のデータベースがトランザクションログを参照する
方法です。 Postgresでは、各WALファイルは 16 MB相当の変更構成可能をサポートします。WALファ
イルは次々にシークエンシャルに書き込まれ、チェックポイントが実行されるまで同時に維持されます。
Postgresのチェックポイントは、すべての変更をディスクに永続化して、後でWALをリサイクルできるよ
うにする行為です。チェックポイントは通常 5分ごと、または 1GBのWALファイルが生成された後に発
生し、両方のオプションを構成可能です。WALは、クラッシュリカバリー、データベースレプリケーショ
ン、PITRに役立つだけでなく、良好なパフォーマンスを保証するための重要なコンポーネントでもありま
す。そうしないと、各トランザクションがコミットした後に変更をディスクに同期する必要があり、巨大
な I/Oが発生します。WALでは、データベースの一貫性を保証するために十分であるため、変更をチェッ
クポイント時に延期できます。

1.3.3 WALアーカイブとWALストリーミング
トランザクションログのアーカイブは、Postgresでは/"継続的アーカイブ"または/"WALアーカイブ"として
知られています。WALアーカイブとは、本質的に、WALファイルがリサイクルされる前に他の場所に保存
できることを意味します。 Postgresでは、これを行う伝統的な方法は、サーバー構成の archive_command

パラメーターを使用することです。

archive_commandは、任意のシェルコマンドを値として受け入れ、完全に入力されるとWALファイルご
とに実行されます。このようなコマンドは、各ファイルが目的の場所に安全にコピーされることを確認し
ます。これにより、Postgresがこれらのファイルを保存する方法または場所について仮定を行わないとい
う意味で、非常に高い柔軟性を提供し、必要なコマンドまたはライブラリを使用できます。このコマンド
は、成功を示すゼロの終了ステータスを返す必要があります。それ以外の場合、Postgresはアーカイブが
失敗したことを理解し、正常にアーカイブされるまでこれらのファイルをリサイクルしません。これは安
全性の確保には役立ちますが、再び機能するか、ディスク領域が不足するまでWALファイルは蓄積され
続けるため、コマンドが何らかの理由で失敗し始めると悪夢になる可能性があります。 archive_command

の詳細については、こちらをご覧ください。

WALをアーカイブする別の方法は、ストリーミングレプリケーションプロトコルを使用してWALファイルを
目的の場所に転送するために使用されるネイティブPostgresユーティリティである pg_receivewalを使用す
ることです。一般にWALストリーミングとして知られるこの方法の大きな利点は、従来の archive_command

方法と比較して、ファイルがリアルタイムで転送されることです。つまり、転送を開始するためにWALセ
グメントが完全に満たされるまで待機する必要がないことですこれにより、データ損失の可能性が大幅に
減少します。

archive_commandとは異なり、デフォルトでは、この方法だけでは、WALファイルがリサイクルされる前
に正常にアーカイブされることは保証されません。これは、WALファイルをアーカイブする前にリサイク
ルでき、基本的にログが永久に失われることを意味します。このため、このシナリオでは、レプリケーショ
ンスロットの使用を強くお勧めします。レプリケーションスロットは、主にデータベースレプリケーション
のコンテキストで使用され、プライマリサーバーが後続のレプリカが必要とするWALファイルを正常に受
信するまで保持し、レプリカがオフラインになるか切断された場合の安全性を高めます。 pg_receivewal
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とともに使用すると、同じ目標を達成します。つまり、レシーバーに正常に転送されるまで、WALファイ
ルがリサイクルされないようにします。

1.3.4 リカバリー
Postgresの復旧プロセスは、バックアップの種類によって異なります。論理バックアップの場合、このプ
ロセスは、バックアップファイルの形式に応じて、 pg_restoreを実行するか、バックアップファイルか
らすべての SQLコマンドを実行するだけで簡単です。ただし、物理的バックアップの場合、プロセスは少
し複雑です。

物理バックアップから正常にリカバリーするには、クラスターファイルとそのWALアーカイブの両方が
必要です。少なくとも、バックアッププロセス中に生成されたWALファイルが必要です。バックアップ
が pg_basebackupで取得された場合、特に指定しない限り、必要なWALファイルは既に出力ディレクト
リに含まれています。ただし、 Postgres低レベル APIを使用して手動で取得した場合、リカバリ中に必要
なすべてのWALファイルが利用できることを確認するのは自分の責任です。

リカバリーの準備をするには、いくつかの手順に従う必要があります。これには、:term: PITR, among others.
For a detailed explanation of this process, refer to the Postgres official documentationを実行する場合、WALアー
カイブとターゲットポイントからWALファイルを取得するコマンドなど、バックアップクラスターディ
レクトリの構成ファイルでのいくつかのパラメーターの指定が含まれます。すべてが正しければ、バック
アップから新しいインスタンスを起動できます。Postgresは、必要なWALがすべて適用されていることを
確認します。

リカバリーに Postgresのインクリメンタルバックアップが含まれる場合、最初に pg_combinebackupを使
用してすべてのバックアップを結合する必要があります。合成フルバックアップが生成され、標準のフル
バックアップと同じ方法でリカバリーに使用できます。

1.4 Barmanの概念と用語
このセクションでは、 Barmanの重要な概念の概要を提供し、以前のセクションで説明した概念の一部を
Barmanが利用する方法を示します。

1.4.1 サーバー
Barmanは、複数のデータベースサーバーのバックアップを同時に管理できます。このため、バックアップ
サーバーの論理的分離が必要になります。 Barmanでは、バックアップサーバーまたは単にサーバーは、特
定のデータベースサーバーのバックアップコンテキストを表します。 Barmanがデータベースインスタン
スと対話する方法、バックアップが管理される方法、その保持ポリシーなどを定義します。各サーバーに
は、すべてのバックアップとWALファイルが保存される独自の専用ディレクトリと、ほとんどの Barman
で指定する必要がある一意の名前があります。コマンドを使用して、どのコンテキストで実行するかを指
定します。

1.4.2 バックアップ方法
Postgres backup concepts and terminologyで概要を示したように、Postgresサーバーをバックアップする方
法は複数あります。 Barmanのコンテキストでは、これらはバックアップ方法と呼ばれます。 Barmanは、
さまざまなバックアップ方法をサポートしており、それぞれが異なる Postgres機能に依存し、独自の要件、
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長所、短所があります。サーバーの構成ファイルの backup_methodパラメーターを使用して、目的のバッ
クアップ方法を指定できます。

ò 注釈

Barmanサーバーを管理するときは、単一のバックアップ方法を使用することを強くお勧めします。バッ
クアップ方法を変更する必要がある場合は、新しい Barmanサーバーをセットアップすることをお勧め
します。

1.4.3 Rsyncバックアップ
backup_method = rsyncで取得されたバックアップ。このバックアップ方法を使用する場合、Barmanは
Postgres低レベル APIと Rsyncを使用して、SSH接続を介してクラスターファイルを手動で転送します。
Rsyncは、2つの場所間でファイルとディレクトリを同期できる強力なコピーツールです。同じホスト上ま
たはネットワーク上の別のホスト上。 Barmanは、低レベル APIを使用してサーバーをバックアップモー
ドにおよびオフにし、同時に Rsyncを使用してすべての関連ファイルを Barmanのサーバーの指定された
ディレクトリにコピーします。このプロセスの最後に、BarmanはデータベースサーバーでWALスイッチ
を強制して、必要なすべてのWALファイルがアーカイブされるようにします。最後に、完全性チェック
が実行されて、バックアップが一貫していることを確認します。

1.4.4 ストリーミングバックアップ
backup_method = postgresで取得されたバックアップ。このバックアップ方法を使用する場合、Barman
はデータベースサーバーをバックアップするために pg_basebackupを呼び出します。 Barmanは、すべて
のテーブルスペースを Barman上のサーバーの専用ディレクトリにマップします。このプロセスの最後に、
BarmanはデータベースサーバーでWALスイッチを強制して、必要なすべてのWALファイルがアーカイ
ブされるようにします。最後に、完全性チェックが実行されて、バックアップが一貫していることを確認
します。

1.4.5 スナップショットバックアップ
スナップショットバックアップは、 backup_method = snapshotを設定するか、Barmanのクラウド CLI
ツールを直接使用して実行できます。これらのバックアップは、 Barmanをデータベースサーバーが存在
するクラウドプロバイダーと統合することにより機能します。データベースのストレージボリュームのス
ナップショットが物理的バックアップとして取得されます。このセットアップでは、 Barmanはクラウド
でバックアップを管理し、主にWALファイルとバックアップカタログのストレージサーバーとして機能
します。

1.4.6 ファイルレベルのインクリメンタルバックアップ
rsyncバックアップを使用する場合、ファイルレベルのインクリメンタルバックアップが可能です。これ
は、ファイルシステムのハードリンクに依存する重複排除の Rsyncネイティブ機能を使用します。ファイ
ルレベルのインクリメンタルバックアップを実行する場合、 Barmanは最初に使用可能な最新のサーバー
バックアップへのハードリンクを作成し、基本的に追加のディスク領域を消費せずにそのコンテンツを別
のディレクトリにレプリケートします。次に、Rsyncを使用してその内容を Postgresクラスターのコンテ
ンツと同期し、変更されたファイルのみをコピーします。ハードリンクを使用せずにファイルレベルのイ

10 第 1章コンセプト
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ンクリメンタルバックアップを持つこともできます。この場合、 Barmanは最初に以前のバックアップの
内容を新しいバックアップディレクトリにコピーします、基本的にそれを複製して追加のディスク領域を
消費しますが、変更されたファイルのみをコピーしますデータベースサーバー。

1.4.7 ブロックレベルのインクリメンタルバックアップ
streaming backupsを使用する場合、ブロックレベルのインクリメンタルバックアップが可能です。 Postgres
17で導入された、インクリメンタルバックアップのネイティブ pg_basebackup機能を活用します。この機
能には、ネイティブのインクリメンタルバックアップ用に適切に構成されたバージョン 17以降の Postgresイ
ンスタンスが必要です。ブロックレベルのインクリメンタルバックアップでは、有効な backup_manifest

ファイルを含むバックアップを重複排除のリファレンスとして使用できます。重複排除はブロックレベル
Postgresのページで発生するため、ブロックレベルのインクリメンタルバックアップはファイルレベルの
インクリメンタルバックアップよりも効率的です。

1.4.8 archive_commandを介したWALアーカイブ
これは、WAL ファイルを Barman に転送する 2 つの方法の 1 つです。一般的に rsync バックアップと
ともに使用されるこのアプローチには、 Postgres の archive_command パラメーターを構成して、WAL
ファイルを Barmanのサーバーの専用ディレクトリに直接アーカイブすることが含まれます。コマンドは、
BarmanホストでサーバーのWALディレクトリを手動で指定する Rsyncコマンド、またはサーバー名のみ
を必要とし、 Barmanが残りを処理する barman-wal-archiveユーティリティのいずれかです。さらに、
barman-wal-archiveは、ファイルを受信するとすぐに fsyncを実行することにより、安全性を向上させ
ます。

1.4.9 WALストリーミング
これは、WALファイルを Barmanに転送する 2つの方法の 1つです。一般的に streaming backupsととも
に使用されるこのアプローチは、 pg_receivewal ユーティリティに依存してWALファイルを転送しま
す。データベースサーバーで手動構成が必要ないため、構成が非常に簡単です。 streaming backupsで述べ
たように、WALストリーミングを使用する場合、レプリケーションスロットをお勧めします。バックアッ
プサーバー構成で create_slotから autoを設定することにより、事前に手動でスロットを作成するか、
Barmanにスロットを作成させることができます。

1.4.10 フックスクリプト
Barmanを使用すると、開発者は操作前および/または後として特定の操作に沿ってフックスクリプトを実
行できます。この機能は、開発者に、調整された多様な動作を実装する柔軟性を提供します。 rsyncを使
用する場合、バックアップ後スクリプトを利用してバックアップのマニフェストを生成できます。または、
バックアップ後 hook scripts with barman-cloud コマンドを組み合わせることで、バックアップをクラウド
ストレージにコピーできるハイブリッド分散アーキテクチャを作成できます。

このトピックのより詳細な説明については、 hook scriptsのメインセクションを参照してください。

1.4. Barmanの概念と用語 11
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1.4.11 リストアとリカバリー
Barmanでは、リカバリーは、新しい場所に必要なすべてのWALファイルとともにバックアップを復元
し、リカバリーのために Postgresインスタンスを効果的に準備するプロセスです。

リカバリーで概要を示したように、 Postgresの復旧プロセスは、ベースディレクトリの準備からサーバー
自分自身の起動までのいくつかの手順で構成されています。 Barmanは、バックアップを復旧する準備に
必要なすべての手順を実行できます。これは、Barmanの用語で/"restore/"と呼ばれます。この場合、復旧
の完了は、通常、サーバーを起動するだけで済みますので、Postgresは必要なWALを適用してライブ開始
できます。

12 第 1章コンセプト
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第2章 インストールする

Barman公式パッケージは、 :term:`PGDG`によって提供されています。これらのパッケージは、オペレー
ティングシステムに付属する Python 3のデフォルトバージョンを使用します。

Barman機能スイートを構成する 3つのパッケージ barman、 barman-cliおよび barman-cli-cloud。

• barmanはメインパッケージであり、インストールする必要があります。

• barman-cliは、 barman-wal-restoreおよび barman-wal-archiveユーティリティを保持するオ
プションパッケージです。このパッケージは、これらのユーティリティを archive_commandまたは
restore_commandとして使用する予定がある場合に必須です。 Barmanクラスターの一部である各
Postgresサーバーにインストールする必要があります。

• barman-cli-cloud は、クラウドプロバイダーでバックアップを管理するために使用できる
barman-cloud-*クライアントスクリプトを保持するオプションパッケージです。 Barmanをバイパ
スして、クラウドプロバイダーに直接バックアップする Postgresサーバーにインストールする必要が
あります。

ò 注釈

Barmanパッケージは、いくつかの異なるリポジトリで見つけることができます。互換性、安定性、最
新の更新へのアクセスが保証されるため、 PGDGリポジトリの使用をお勧めします。

. 警告

別のリポジトリを使用して Barmanをアップグレードしないでください。そうすることで、各ソースリ
ポジトリが異なる構成レイアウトを使用する異なるパッケージを提供するため、構成が失われるリスク
があります。

2.1 システム要件
Barmanサーバーを実行するために必要な最小システム要件は次のとおりです。

• Linuxオペレーティングシステム Debian、Ubuntu、RHEL、Rocky、Fedoraなどまたは UNIX系オペ
レーティングシステム FreeBSD、OpenBSDなど

• Python 3.8以降

• Pythonモジュール

– psycopg2 >= 2.4.2 Postgresサーバーに接続するために必要です
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– python-dateutil

– setuptools

– argcompleteオプショナル

• PostgreSQLクライアントツール Postgresサーバーと対話するために必要です

• PostgreSQLサーバー> = 13

• rsync >= 3.1.0リカバリーと Rsyncバックアップに必要

• boto3 >= 1.29.1 AWSのスナップショットロック機能と backup_method = snapshotを併用する場
合に必要

• file POSIXコマンド、通常は fileパッケージで提供されます

バージョン 3.14で非推奨: Pythonのバージョン 3.6および 3.7のサポートは非推奨になりました。 Barman
3.14は Python 3.6では動作しないことが知られています。 Python 3.7で動作する可能性がありますが、3.8
より前のバージョンの Pythonではテストされておらず、サポートされていません。

ò 注釈

RedHat Enterprise Linux、RockyLinux、およびAlmaLinuxのユーザーは、̀Extra Packages Enterprise Linux
EPELリポジトリ<https://fedoraproject.org/wiki/EPEL>`をインストールする必要があります。

2.2 RHELベースのディストリビューション
RHEL`システムおよび AlmaLinux、Oracle Linux、Rocky Linux などの同様の RHEL ベースのシステム
に:term:`RPM`パッケージを使用して、 ``barman`、 barman-cliおよび barman-cli-cloudをインストー
ルできます。

インストールを始めるには、最初に PGDG RPM repositoryをインストールします。

s 重要

barman-cli-cloudスクリプトは、PGDG`からの RHELベースのディストリビューションの ``barman-
cli`パッケージの一部です。したがって、クラウドスクリプトを使用するには、 barman-cliをインス
トールするだけで済みます。

2.2.1 バーテンダー
barmanパッケージをインストールするには barmanとして実行します。

dnf install barman

14 第 2章インストールする
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2.2.2 barman-cli

barman-cliパッケージをインストールするには、Postgresサーバーで barman-cliとして実行します。

dnf install barman-cli

ò 注釈

barman-cloudユーティリティを hook scriptsとして使用する場合、Barmanサーバーに barman-cliパッ
ケージをインストールする必要があります。

2.3 Debianベースのディストリビューション
DebianシステムおよびUbuntuのようなDebianベースのシステムでは、DEB`パッケージを使用して ``barman`
、 barman-cli、および barman-cli-cloudをインストールできます。

インストールをはじめに、PGDG APTリポジトリをインストールします。これはシステムによって異なり
ます。

• Debianの場合 PGDG Debian repository。

• Ubuntuの場合 PGDG Ubuntu repository。

s 重要

barman-cli-cloudパッケージは、 barman-cliのインストール時に推奨パッケージに含まれます。

インストールを開始する前に、ユースケースを評価することが重要です。 barman-cloud-backupなどの
barman-cloudクライアントスクリプトを使用する予定がない場合は、barman-cliのインストール時に
推奨パッケージとして barman-cli-cloudのインストールをスキップできます。ただし、barman-cloud
クライアントスクリプトのみを使用する場合は、 barman-cli-cloudパッケージを自分自身でインス
トールできます。

2.3.1 バーテンダー
barmanパッケージをインストールするには barmanとして実行します。

apt install barman

2.3.2 barman-cli

barman-cliパッケージをインストールするには、Postgresサーバーで barman-cliとして実行します。

apt install barman-cli

2.3. Debianベースのディストリビューション 15
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2.3.3 barman-cli-cloud

barman-cli-cloudパッケージをインストールするには、Postgresサーバーで barman-cli-cloudとして
実行します。

apt install barman-cli-cloud

ò 注釈

barman-cloudユーティリティを hook scriptsとして使用する場合、このパッケージを Barmanサーバー
にインストールする必要があります。

2.4 SLESベースのディストリビューション
barmanは、 :term: barmanにインストールできます。

インストールを開始するには、PGDG SLES Repository Configurationで入手可能な詳細な手順に従って、適
切なリポジトリを追加する必要があります。

The current supported version for installation is SLES 15 SP6.

s 重要

barman-cli-cloud ユーティリティは、 PGDG`からの SLES ベースのディストリビューションの
``barman-cli`パッケージの一部です。したがって、クラウドスクリプトを使用するには、 barman-cli

をインストールするだけで済みます。

2.4.1 バーテンダー
barmanパッケージをインストールするには barmanとして実行します。

zypper install barman

2.4.2 barman-cli

barman-cliパッケージをインストールするには、Postgresサーバーで barman-cliとして実行します。

zypper install barman-cli

ò 注釈

barman-cloudユーティリティを hook scriptsとして使用する場合、このパッケージを Barmanサーバー
にインストールする必要があります。

16 第 2章インストールする
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2.5 追加要件
クラウドストレージ統合やデータ圧縮などの一部の Barman機能は、オプションの Pythonライブラリに依
存しています。これらの依存関係は、システムのパッケージマネージャーを介して Barmanをインストー
ルする場合、デフォルトでは含まれません。

barman-cloud、スナップショットバックアップ、または特定の圧縮アルゴリズムなどの機能を有効にす
るには、以下の表にリストされている適切な追加依存関係をインストールする必要があります。これらの
依存関係が、Barmanが使用するのと同じ Pythonインタープリターにインストールされていることを確認
します。

Optional Libraries

機能/プロバイダー 必要なライブラリ
AWS S3 boto3
AWS EC2スナップショット boto3
Azure Blob Storage azure-identity、azure-storage-blob
Azure VMのスナップショッ
ト

azure-identity、azure-storage-blob、azure-mgmt-compute

Google Cloud Storage google-cloud-storage
GCPコンピューティングスナ
ップショット

grpcio、google-cloud-storage、google-cloud-compute

スナッピー圧縮 python-snappy、cramjam >= 2.7.0
Zstandard圧縮 zstandard
LZ4圧縮 lz4
オートコンプリート argcomplete

� Tip

barman-cloudの使用時に ModuleNotFoundErrorが発生した場合は、次のことを確認します。

1. Barmanが使用するのと同じ Pythonインタープリターを使用してライブラリをインストールしま
した。

2. インストールは、許可やネットワークエラーなしで正常に完了しました。

2.5. 追加要件 17
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barmanを使用したアーキテクチャバックアップデザインで述べられているように、専用ホストで Barman
をセットアップすることをお勧めします。ただし、このチュートリアルの例では、次のホストを前提とし
ています。

• pghost Postgresが実行されているホスト。

• barmanhost Barmanがセットアップされるホスト。

barmanhostに従って、Barmanが barmanhostに既にインストールされていると仮定すると、次の手順に
進むことができます。

3.1 最初のサーバーの構成
Barmanは、さまざまなバックアップおよびWALアーカイブ戦略をサポートしています。ここでは、最も
一般的に使用される 2つのアーキテクチャをセットアップするための簡単なレシピを見つけます。ニーズ
に最も適したものを選択し、次のセクションに進みます。

3.1.1 WALストリーミングを使用したストリーミングバックアップ
この戦略では、バックアップとWALアーカイブの両方に Postgresストリーミングレプリケーションプロ
トコルを使用するため、実装するには pghostと barmanhost間のネイティブ Postgres接続のみが必要で
す。このアプローチの主な利点は、SSH接続が必要ないため、他の戦略と比較してセットアップが簡単な
オプションになることです。

バックアップは pg_basebackupユーティリティに、WALファイルの転送は pg_receivewalに依存しま
す。したがって、事前に両方のツールを barmanhostにインストールしておく必要があります。これらの
ツールのインストール方法の詳細が必要な場合は、 pg_basebackupセクションを確認してください。

1.最初のステップとして、Postgresサーバーで必要なユーザーを作成しましょう。 pghostで、次のコマン
ドを実行します。

createuser -s -P barman

このコマンドは、 barman と呼ばれる新しい Postgresスーパーユーザーを作成します。これは、Postgres
サーバーのメンテナンスタスクに Barmanが使用します。または、スーパーユーザー権限は持たないが、
barmanのレシピに従って、必要な操作を実行するために必要な権限を持つユーザーを作成できます。

createuser -P --replication streaming_barman
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このコマンドは、レプリケーション特権を持つ streaming_barmanという新しい Postgresユーザーを作成
します。これは、 Barmanサーバーにファイルを転送するために pg_receivewalおよび pg_basebackup

を呼び出すときに Barmanが使用します。

どちらの createuserコマンドも、パスワードの入力を求めます。パスワードは、barmanhostの Barman
ホームディレクトリの下の .pgpassという名前の createuserに追加することをお勧めします。ストリー
ミング接続の構成方法の詳細が必要な場合は、 createuserセクションを確認してください。

これ以降、このセクションでは、Postgresユーザーとバックアップする Postgresサーバーの両方が既に作
成されていることを前提としています。また、 postgresという名前のデータベースが利用できることを
想定しているため、 Barmanはそのデータベースを介して Postgresサーバーに接続できます。

2.次に、以前に作成したユーザーへのアクセスを許可してください barmanhost。 pghostで、次の HBA
ルールを pg_hba.confファイルに追加します。

# allows access to the barman user from barmanhost

host all barman barmanhost/32 md5

# allows access to the streaming_barman user from barmanhost

host replication streaming_barman barmanhost/32 md5

次に、 Postgres構成をリロードして、新しい HBAルールを有効にします。 pghostで、次を実行します。

psql -c "SELECT pg_reload_conf();"

3. Still on pghost, make sure your Postgres server is properly configured for WAL streaming. On its postgresql.
conf file, assert that wal_level is set to replica or logical:

wal_level = replica

wal_level構成値が変更された場合は、Postgresサーバーを再起動して変更を有効にします。

4.次に、Barmanで最初のバックアップサーバーを構成します。 barmanhostで、次の内容を使用してファ
イルを /etc/barman.d/streaming-backup-server.confに作成します。

[streaming-backup-server]

description = "Postgres server using streaming replication"

streaming_archiver = on

backup_method = postgres

streaming_conninfo = host=pghost user=streaming_barman dbname=postgres

slot_name = barman

create_slot = auto

conninfo = host=pghost user=barman dbname=postgres

そこで

• [streaming-backup-server]は、 Barman上のバックアップサーバーに選択した名前です。

• descriptionは、バックアップサーバーの説明テキストです。

• streaming_archiver = onは、このバックアップサーバーのWALファイルがストリーミングレプ
リケーションを使用して Postgresから Barmanに転送されることを Barmanに指示します。
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• backup_method = postgresは、このサーバーがバックアップ方法として postgresを使用するこ
とを Barmanに伝えます。これは、本質的に pg_basebackupを使用してバックアップを取ることを
意味します。

• streaming_conninfo は、Postgres サーバーへの:term:libpq`接続の接続文字列です。これは、
``pg_receivewal` および pg_basebackupが Barmanサーバーにファイルを転送するために使用する接
続です。

• slot_nameは、このバックアップサーバーが pg_receivewalを介してWALをストリーミングする
ために使用される Postgresの物理レプリケーションスロットの名前です。

• create_slot = autoは、Postgresでレプリケーションスロットを自動的に作成する必要があること
を Barmanに指示し、事前の手動作成は必要ありません。

• conninfoは、Barmanがメンテナンスの目的で使用する Postgresサーバーへの:term:`libpq`接続の接
続文字列です。

barmanhostで、次を実行します。

barman list-servers

Barmanに構成されたすべてのバックアップサーバーを含む出力が表示され、新しいサーバーを認識したこ
とを確認します。

streaming-backup-server - Postgres server using streaming replication

5. Once finished with the configuration of both Barman and Postgres servers, you should be ready to go! Execute
the following command on barmanhost to check that everything is OK with your server:

barman check streaming-backup-server

WALアーカイブに関連する失敗したチェックが表示された場合でも、心配する必要はありません。これ
は、Barmanがまだ完全なWALファイルを受け取っていないことを意味します。おそらく、サーバーが最
初に作成されてから PostgresサーバーでWALセグメントがスイッチされていないためです。次のコマン
ドを使用して、 barmanhostからWALスイッチを強制できます。

barman switch-wal --force streaming-backup-server

また、レプリケーションスロットと pg_receivewalに関連するチェックが失敗した場合は、次のコマンド
を実行します。

barman cron

このコマンドは、Barmanサーバーでメンテナンスタスクを実行するバックグラウンドプロセスを開始しま
す。これらのタスクには、 Postgresのレプリケーションスロットの作成、 create_slot = autoの場合、
および pg_receivewalプロセスの起動が含まれます。

checkコマンドを再度実行し、失敗したチェックが表示されないことを確認します。

barman check streaming-backup-server
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このサーバーは、バックアップを取得し、PostgresサーバーからWALファイルを受信する準備が整いまし
た。 taking your first backupセクションに移動します。

3.1.2 WALアーカイブを使用したRsyncバックアップ
この戦略は、Rsyncおよび SSH接続に依存して、バックアップファイルとWALファイルを Barmanサー
バーに転送します。

SSH接続に依存するため、pghostと barmanhostの間で双方向のパスワードなしの SSH接続が必要です。
これを設定する方法の詳細については、 pghostセクションを参照してください。

1.最初のステップとして、Postgresサーバーで必要なユーザーを作成しましょう。 pghostで、次のコマン
ドを実行します。

createuser -s -P barman

このコマンドは、 barmanと呼ばれる新しい Postgresスーパーユーザーを作成します。これは、 Barman
がメンテナンスタスクと、Postgres低レベル APIを使用してバックアップコマンドを発行するために使用
されます。または、スーパーユーザー権限は持たないが、 barmanのレシピに従って、必要な操作を実行
するために必要な権限を持つユーザーを作成できます。

createuserコマンドは、パスワードの入力を求めます。パスワードは、 barmanhostの Barmanホーム
ディレクトリの下の .pgpassという名前の createuserに追加することをお勧めします。

これ以降、このセクションでは、この Postgresユーザーとバックアップする Postgresサーバーが既に作成
されていることを前提としています。また、 postgresという名前のデータベースが利用できることを想
定しているため、 Barmanはそのデータベースを介して Postgresサーバーに接続できます。

2.次に、以前に作成したユーザーへのアクセスを許可してください barmanhost。 pghostで、次の HBA
ルールを pg_hba.confファイルに追加します。

# allows access to the barman user from barmanhost

host all barman barmanhost/32 md5

次に、Postgres構成をリロードして、新しいHBAルールが有効になります。 pghostで、次を実行します。

psql -c "SELECT pg_reload_conf();"

3. Still on pghost, make sure your Postgres server is properly configured for WAL archiving. On its postgresql.
conf file, assert the following parameters are properly set:

wal_level = replica

archive_mode = on

archive_command = 'barman-wal-archive barmanhost rsync-backup-server %p'

ò 注釈

Barman 2.6以降、 archive_commandを介してWALファイルをアーカイブする推奨される方法は、上
記の例のように、 barman-wal-archiveユーティリティを使用することです。このユーティリティを
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使用するには、 pghostに barman-cliパッケージもインストールしていることを確認します。詳細お
よび代替コマンドオプションについては、 archive_commandセクションを確認してください。

4.次に、 Barmanで最初のバックアップサーバーを構成します。 barmanhostで、次の内容を使用して構
成ファイルを /etc/barman.d/rsync-backup-server.confに作成します。

[rsync-backup-server]

description = "Postgres server using Rsync and WAL archiving"

archiver = on

backup_method = rsync

reuse_backup = link

backup_options = concurrent_backup

ssh_command = ssh postgres@pghost

conninfo = host=pghost user=barman dbname=postgres

そこで

• [rsync-backup-server]は、 Barman上のバックアップサーバーに選択した名前です。

• descriptionは、バックアップサーバーの説明テキストです。

• archiver = on は、このバックアップサーバーの WAL ファイルが、Postgres で構成された
archive_commandを使用して Postgresから Barmanに転送されることを Barmanに指示します。

• backup_method = rsyncは、このバックアップサーバーがバックアップ方法として rsyncを使用す
ることを Barmanに伝えます。これは本質的に、Rsyncでクラスターファイルをコピーすることを意
味します。

• reuse_backup = linkは、以前のバックアップのファイルを再利用し、このサーバーの新しいバッ
クアップを取るたびにストレージとネットワークリソースを節約することにより、データ重複排除を
行うことを Barmanに指示します。詳細については、 reuse_backup = linkセクションを確認して
ください。

• backup_options = concurrent_backupは、Barmanがバックアップを行うときに Postgresサーバー
で非排他的なバックアップコマンドを発行することを示します。

• ssh_commandは、 barmanhostから pghostに接続するために使用される SSHコマンドです。この
構成値をそれに応じて置き換えます。

• conninfoは、Barmanがメンテナンスの目的で使用する Postgresサーバーへの:term:`libpq`接続の接
続文字列です。

barmanhostで、次を実行します。

barman list-servers

Barmanに構成されたすべてのバックアップサーバーを含む出力が表示され、新しいサーバーを認識したこ
とを確認します。

rsync-backup-server - Postgres server using Rsync and WAL archiving
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5. Once finished with the configuration of both Barman and Postgres servers, you should be ready to go! Execute
the following command on barmanhost to check that everything is OK with your server:

barman check rsync-backup-server

WALアーカイブに関連する失敗したチェックが表示された場合でも、心配する必要はありません。これ
は、BarmanがまだWALファイルを受信していないことを意味します。おそらく、サーバーが最初に作成
されてから PostgresサーバーでWALセグメントがスイッチされていないためです。次のコマンドを使用
して、 barmanhostからWALスイッチを強制できます。

barman switch-wal --force rsync-backup-server

次に、次のコマンドを実行します。これにより、 Barmanサーバーでメンテナンスタスクを実行するバッ
クグラウンドプロセスが開始されます。

barman cron

checkコマンドを再度実行し、失敗したチェックが表示されないことを確認します。

barman check rsync-backup-server

このサーバーは、バックアップを取得し、PostgresサーバーからWALファイルを受信する準備が整いまし
た。 taking your first backupセクションに移動します。

3.2 最初のバックアップの取得
バックアップサーバーにどの戦略を選択するかに関係なく、前の手順を完了すると、準備が整います。次
のコマンドを実行して、バックアップを取得できます。

barman backup --name first-backup <server_name>

コマンドが完了したら、次のコマンドを使用してバックアップサーバーのすべてのバックアップをリスト
できます。

barman list-backups <server_name>

そして、次のコマンドで特定のバックアップの詳細を表示します。

barman show-backup <server_name> first-backup

3.3 バックアップの復元
バックアップを復元する必要がある場合は、次のコマンドで行うことができます。

barman restore <server_name> first-backup /path/to/restore

リモートサーバーに復元する場合、 Barmanホストから宛先ホストへのパスワードなしの SSH接続が必要
で、その SSHコマンドは --remote-ssh-commandオプションを使用して指定する必要があります。
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barman restore --remote-ssh-command="ssh user@host" <server_name> first-backup /path/

↪→to/restore

3.3. バックアップの復元 25
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第4章 barmanを使用したアーキテクチャバック
アップデザイン

効果的なディザスターリカバリー計画は、注意深く設計されたアーキテクチャから始まります。重要な決
定には、他の考慮事項の中でも、バックアップサーバーをホストする場所とバックアップとWALファイル
を転送する方法の決定が含まれます。それを念頭に置いて、このセクションでは、 Barmanでバックアッ
プを展開および管理するためのいくつかの異なるセットアップについて説明します。

4.1 Barmanをインストールする場所
Barmanの基礎の 1つは、ネットワークを介してデータベースサーバーからリモートで操作できる機能です。

理論的には、Barmanサーバーを世界の別の地域、Postgresサーバーから数千マイル離れたデータセンターに
配置することができます。現実的には、バックアップとリカバリー時間の両方を制御できるように、Barman
サーバーを Postgresサーバーから遠すぎないようにします。

Barmanをセットアップするための「フリーサイズ」の方法はありませんが、特に従うことをお勧めする推
奨事項がいくつかあります。

• Barmanを専用サーバーにインストールします。

• Postgresサーバーと同じストレージを共有しないでください。

• Barmanをインフラ監視ツールと統合します。

• 運用に展開する前にすべてをテストします。

ディザスターリカバリーアーキテクチャのモデリングを開始するための良い方法には、次のものが含まれ
ます。

• 次のような Postgresと Barmanの場所に関して、いくつかの可能なアーキテクチャをデザインします。

1. 同じデータセンター。

2. 同じ大都市圏内の異なるデータセンター。

3. さまざまな大都市圏のさまざまなデータセンター。

• 各仮説の長所と短所を詳しく説明します。

• 費用対効果分析を使用して、システムの `SPOF`を評価します。

• 決定を下し、初期ソリューションを実装します。

それを念頭に置いて、 Barman の非常に一般的なセットアップは、Postgres サーバーと同じデータセン
ターにインストールすることです。その場合、 SPOF`はデータセンター自分自身です。ただし、このよ
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うな :term:`SPOF`のインパクトは、 :ref:`geographical redundancy Barman 2.6 で導入された geographical
redundancyなどの機能で大幅に軽減できます。

地理的冗長性を使用すると、別のデータセンター/アベイラビリティーゾーンにある Barmanインスタンス
を依存して、Postgresノードと同じデータセンターにある Barmanサーバーのコンテンツ全体を同期できま
す。また、 Barmanで地理的冗長性をグローバルレベルだけでなくサーバーレベルでも構成できることを
考えると、一部のサーバーがローカルの Postgresサーバーに直接接続され、他のサーバーがサブセットを
バックアップする Barmanのハイブリッドインストールを作成できます。さまざまな Barmanインストー
ルクロスサイトバックアップ。以下の図は、2つのアベイラビリティーゾーン 1つはヨーロッパに、もう
1つは米国にあり、それぞれにプライマリ Postgresサーバーがあり、ローカルの Barmanインストールで
バックアップされ、多層バックアップのために他の Barmanサーバーパッシブとして定義に中継されます。
Rsync / SSH経由。地理的冗長性の詳細については、 geographical redundancyセクションで入手できます。

Hook Scriptsのおかげで、 Barmanのバックアップは、tarを介したテープなどのさまざまなメディア、ま
たはクラウドプロバイダーのオブジェクトストレージバケットのような場所にエクスポートできます。

どのような決定も永遠ではないことに注意してください。一方の方法で開始し、時間の経過とともに自分
に最適なソリューションに適応できます。ただし、最初はシンプルにするようにしてください。
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4.2 1人のBarman、多数のPostgresサーバー
Barmanによって最初に紹介されたもう 1つの関連機能は、マルチプルのサーバーのサポートです。 Barman
は、バージョンが異なる場合でも、複数の Postgresインスタンスからのバックアップデータを一元化した
方法で保存できます。その結果、複雑なディザスターリカバリーアーキテクチャをモデル化し、Postgres
サーバーが中央の Barmanサーバーを中心にローテーションする/「スタースキーマ」を形成できます。

すべてのアーキテクチャは、独自の方法で意味があります。実際の実験とテストに基づいて、自分に共鳴
するもの、そして最も重要なことに、信頼できるものを選択してください。

4.3 バックアップ戦略
バックアップ戦略の選択も、セットアップにおいて重要な役割を果たします。 Barmanは、トランスポー
トメカニズムとして SSHを使用する Rsync、または Postgresストリーミングレプリケーションプロトコル
を使用する pg_basebackupを使用してバックアップを取得できます。これら 2つの方法のいずれかを選
択することは、決定する必要がありますが、一般的な使用のために、現在サポートされている Postgresの
すべてのバージョンでストリーミングレプリケーションを使用することをお勧めします。

ò 注釈

Barmanはストリーミングバックアップを使用するときに pg_basebackupを利用するため、現在パラ
レルバックアップなどの機能は利用できません。この場合、帯域幅制限にはいくつかの制限がありま
す-Rsyncを介した従来の方法と比較して。 17より前の Postgresバージョンでは、この方法を使用する
場合、インクリメンタルバックアップも利用できません。

pg_basebackupの制限が問題を引き起こす場合、Rsync / SSHを使用したバックアップをお勧めします。

ストリーミングバックアップをお勧めする理由は、私たちの経験から、セットアップが簡単であるためで
す。また、ストリーミングバックアップでは、Windowsで Postgresサーバーをバックアップでき、Docker
を使用する際に作業が簡単になります。

4.4 WALアーカイブ戦略
Postgresバックアップの回復は、トランザクションログ xlogまたはWALファイルとしても知られるを再
生することに依存しています。したがって、WALファイルはベースバックアップとともに Barmanが保存
して、復旧時に使用できるようにすることが重要です。これは、WALストリーミングまたは標準のWAL
アーカイブを使用してWALを Barmanサーバーにコピーすることにより実現できます。

1. WAL streaming involves transferring WAL files from the Postgres server with pg_receivewal using the Post-
gres streaming replication protocol. With WAL streaming, WALs are transferred while they are still being gener-
ated, which means that Barman doesn't have to wait for WAL segments to be completely filled in order to receive
them. Such mechanism makes WAL streaming able to significantly reduce the risk of data loss, bringing RPO
down to near zero values. It is also possible to add Barman as a synchronous WAL receiver in your Postgres clus-
ter and achieve zero data loss (RPO=0). With the use of replication slots, we can also assure that no WAL file is
recycled before being successfully received by Barman.

pg_receivewal のインストール方法の詳細については、 pre-requisites for wal streaming を参照してくだ
さい。
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ò 注釈

WALストリーミングを使用する場合、常にプライマリノードからストリーミングすることをお勧めし
ます。これは、フェイルオーバーが発生した場合でも、すべてのWALが Barmanによって受信される
ようにするためです。

2. Barman also supports standard WAL file archiving, which is achieved using the Postgres archive_command,
either using Rsync/SSH or barman-wal-archive from the barman-cli package. With this method, WAL files
are archived only when Postgres switches to a new WAL file, which normally happens every 16MB worth of data
changes. This approach offers more flexibility by allowing you to pick a tool of your choice for transferring the
WAL files.

WALストリーミングまたはWALアーカイブのいずれかを構成する必要があります。オプションでWAL
ストリーミングと標準のWALアーカイブの両方を構成することが可能です。そのような場合、Barmanは
着信WALを自動的に重複排除します。これはフォールバックメカニズムを提供し、WALストリーミング
が失敗した場合にもWALは Barmanのアーカイブにコピーされます。

一般的な使用の場合、WALストリーミングのみを構成することをお勧めします。

ò 注釈

Barmanの以前のバージョンでは、WALアーカイブとWALストリーミングの両方を使用することを推
奨していました。これは、9.4より前の Postgresバージョンがレプリケーションスロットをサポートし
ていないため、WALストリーミングだけではすべてのWALが BarmanのWALアーカイブに安全に保
存されることを保証できないためです。 Postgresのサポートされているすべてのバージョンにレプリ
ケーションスロットがあるため、WALストリーミングのみを構成するだけで十分です。

4.5 バックアップの 2つの一般的なシナリオ
あなたの人生を楽にするために、このセクションでは、 Barmanの特定の Postgresサーバーの 2つの最も
一般的なシナリオをまとめます。これは、 Barmanでバックアップすることにしたすべてのサーバーに対
して行う必要がある決定であることに注意してください。これは、同じ Barmanサーバー内で異種セット
アップを使用できることを意味します。

pgおよび backupを使用して、それぞれ Postgresおよび Barmanサーバーを参照します。ただし、実際に
は、アーキテクチャには、repmgr、pgBouncer、Nagios/Icingaなどの他のテクノロジーが含まれる可能性が
高くなります。

4.5.1 シナリオ 1ストリーミングプロトコルを介したバックアップ
Streaming Backupsで述べたように、このアプローチでは、 Postgresストリーミングプロトコルを使用して
クラスターファイルを Barmanサーバーに転送します。これは、pg_basebackupユーティリティを使用し
て実行されます。 Barmanでは、Barmanサーバー構成に backup_method = postgresを含めることによ
り、この方法を設定できます。

このアプローチでは、 Postgres 17 以降で利用可能な pg_basebackup が提供する block-level incremental
backupsサポートを活用できます。ブロックレベルのインクリメンタルバックアップは、重複排除率の点で
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Rsync戦略が提供する block-level incremental backupsよりもはるかに効率的である傾向があります。

この方法は、WALファイルのWALストリーミングと組み合わせて使用されます。 Barmanの用語では、
このセットアップは、バックアップおよびアーカイブ操作に SSH接続を使用しないため、ストリーミング
専用のセットアップと呼ばれます。これは、Docker環境や高度に規制された環境などに特に適しており、
非常に実用的です。

ストリーミングバックアップ方法は、通常、ほとんどのユースケースで推奨されるアプローチです。

次の図は、この設定が実際にどのように機能するかを示しています。

構成するには、次のものが必要です。

1.管理、調整、およびモニタリングを目的とした Postgresへの標準接続。

2. A streaming replication connection to be used by both pg_basebackup (for base backup operations) and
pg_receivewal (for WAL streaming).
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4.5.2 シナリオ 2 rsync / SSHを介したバックアップ
rsync backups概念で述べたように、このアプローチは Rsyncに依存してバックアップファイルを Barman
サーバーに転送します。これは、サーバーをバックアップモードにし、Rsyncを使用してクラスターファ
イルを転送することにより実行されます。

このアプローチの主な利点は、バックアップ操作の実行時に parallel jobsを使用できることです。これに
より、バックアップの全体的な時間を大幅に短縮できます。また、 parallel jobsを取得する機能も提供し
ます。これは、重複排除のために以前のバックアップのファイルを再利用します。ファイルレベルのイン
クリメンタルバックアップは、各バックアップが他から完全に独立しているため、 parallel jobsよりも柔
軟です。つまり、インクリメンタルバックアップに影響を与えることなくルートバックアップを削除でき
ます。

この方法のもう 1つの利点は、テーブルスペースごとなど、帯域幅の使用をより詳細に制御できることで
す。詳細については、 Managing Bandwidth Usageを確認してください。

次の図は、この設定が実際にどのように機能するかを示しています。

構成するには、次のものが必要です。
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1.管理、調整、およびモニタリングを目的とした Postgresへの標準接続。

2. An SSH connection to be used by Rsync for base backup operations that allow the barman user on the Barman
server to connect as the postgres user on the Postgres server.

3. An SSH connection for WAL archiving to be used by the archive_command in Postgres that allows the postgres
user on the Postgres server to connect as barman user on the Barman server.

4.5.3 ハイブリッドシナリオ
また、rsyncバックアップとWALストリーミングを組み合わせたハイブリッドアプローチを使用して、rsync
バックアップファイルレベルのインクリメンタルバックアップ、パラレルジョブなどとWALストリーミ
ングのものより効率的なWAL転送の利点を備えた結果を達成することもできます。、オプションの RPO
ゼロ）。

次の図は、この設定が実際にどのように機能するかを示しています。

これを行うには、Barmanサーバー構成で backup_methodを rsyncとして構成し、streaming_archiver

を onに設定する必要があります。また、WALアーカイブに pg_receivewalが使用するストリーミング
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レプリケーション接続と、Rsyncがベースバックアップ操作に使用する SSH接続も必要です。

4.5.4 WALアーカイブフォールバック冗長性
Barmanを使用すると、WALストリーミングに加えてWALアーカイブを構成して、WALストリーミングが失
敗した場合のフォールバックメカニズムを設けることができます。これは、上記で説明した backup_method

構成のいずれかで実行できます。

1. When using the streaming-only setup, described in the Scenario 1, you can also configure WAL archiving via
SSH in addition to WAL streaming. In such scenarios, WAL archiving would act as a fallback mechanism in case
WAL streaming failed.

2. When using the Rsync backup method, described in Scenario 2, you can also configure WAL streaming instead
of using the archive_command in order to have a lower RPO. You can also opt for configuring WAL streaming
in addition to WAL archiving and have both options.

いずれの場合も、BarmanはWALファイルがアーカイブで重複していないことを自動的に確認し、1回の
み保存します。

4.6 地理的な冗長性
Barmanの非常に一般的なセットアップは、PostgreSQLサーバーが存在するのと同じデータセンターにイン
ストールすることです。この場合、単一障害点はデータセンターです。幸いなことに、このような `SPOF`の
影響は、バックアップ層の数を増やすために Barmanが提供する 2つの機能のおかげで、緩和できます。

1. 地理的冗長性 Barman 2.6で導入

2. フックスクリプト

地理的冗長性を使用すると、別のデータセンター/アベイラビリティーゾーンにある別の Barmanインスタ
ンスに依存し、プライマリ Barmanサーバーのコンテンツ全体を同期できます。

さらにあります。Barmanで地理的冗長性をグローバルレベルだけでなくサーバーレベルでも構成できるこ
とを考えると、一部のサーバーがローカルの PostgreSQLサーバーに直接接続し、他のサーバーがサブセッ
トをバックアップする Barmanのハイブリッドインストールを作成できます。さまざまな Barmanインス
トールのクロスサイトバックアップ。

以下の図は、2つのアベイラビリティーゾーン 1つはヨーロッパに、もう 1つは米国にあり、それぞれに
プライマリ PostgreSQLサーバーがあり、ローカルの Barmanインストールでバックアップされ、多層バッ
クアップのために他の Barmanサーバーパッシブとして定義に中継されます。 rsync / SSH経由。地理的冗
長性の詳細については、 Geographical Redundancyセクションで入手できます。

次の画像は、この設定が実際にどのように機能するかを示しています。

34 第 4章 barmanを使用したアーキテクチャバックアップデザイン



Barman User Guide,リリース 3.17.0

4.7 クラウドスナップショットバックアップ
Barmanは、クラウドスナップショットバックアップもサポートしており、クラウド内の Postgresサーバー
が存在するストレージボリュームのスナップショットを取得します。 Barmanは現在、Azure、Google、お
よび AWSでこの方法をサポートしています。この方法の前提条件は、Postgresサーバーが存在するクラウ
ドプロバイダーによって異なるため、詳細についてはクラウドスナップショットバックアップセクショ
ンを確認することをお勧めします。
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このセクションでは、ユースケースに応じて Barman環境をセットアップするために必要ないくつかの要
件と構成について詳しく説明します。

このセクションでは、次のホストを想定しています。

• pghost Postgresが実行されているホスト。

• barmanhost Barmanがセットアップされるホスト。

5.1 Postgresユーザー
Barmanでサーバーに関する情報を収集するには、Postgresインスタンスへの接続が必要です。この接続を
セットアップするための推奨される方法は、 Postgresで barmanという名前の専用ユーザーを作成するこ
とです。このユーザーには、必要な特権が必要です。

ò 注釈

以下で実行する createuserコマンドは、パスワードの入力を求めます。パスワードは、 barmanhost

の Barmanホームディレクトリの下の .pgpassという名前の createuserに追加することをお勧めし
ます。さらに、Postgresが提供するものの中から希望のクライアント認証方法を選択できます。詳細に
ついては、 createuserを確認してください。

Postgresで barmanという名前のスーパーユーザーを作成するには、pghostで次のコマンドを実行します。

createuser -s -P barman

または、必要な特権のみを持つユーザーを選択する場合、次の手順を実行します。

1. pghostで、次のコマンドを実行して、Postgresに barmanという名前のユーザーを作成します。

createuser -P barman

2. pghostで、 psqlインターフェイスで、次のステートメントを実行します。

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_backup_start(text, boolean) to barman;

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_backup_stop(boolean) to barman;

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_switch_wal() to barman;

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_create_restore_point(text) to barman;

GRANT pg_read_all_settings TO barman;

GRANT pg_read_all_stats TO barman;
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Postgres バージョン 14 以前のバージョンを使用する場合、ファンクション pg_backup_start および
pg_backup_stop の名前とシグネチャが異なります。したがって、上記のブロックの最初の 2 行を次の
ように置き換える必要があります。

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_start_backup(text, boolean, boolean) to barman;

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_stop_backup() to barman;

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_stop_backup(boolean, boolean) to barman;

ò 注釈

Postgresバージョン 13以下では、barman switch-walコマンドの --forceオプションは、スーパーユー
ザーがないと機能しません。 Postgresバージョン 15以降では、ステートメント GRANT pg_checkpoint

TO barman;を実行することにより、 pg_checkpointロールを付与してスーパーユーザーなしで使用
できます。

5.2 Postgres接続
どのバックアップ方法を使用しているかに関係なく、Postgresインスタンスへの接続が必要です。この接
続は、 Barmanがデータベースサーバーとのアクティビティを調整するために、およびモニタリングのた
めに必要です。

barmanhostがスーパーユーザーとして、または必要な特権を持つユーザーとしてデータベースサーバー
に接続できることを確認します。 Postgres接続のセットアップに関する詳細情報は、 barmanhostで見つ
けることができます。

ユーザーを作成したら、 barmanhostで次のコマンドを実行して、Postgresインスタンスに接続できるこ
とをアサートします。

psql -c 'SELECT version()' -U barman -h pghost postgres

postgresは、 Barmanが Postgresインスタンスに接続できる利用可能なデータベースです。

上記のコマンドが成功した場合、それはデータベースサーバーに正常に接続できることを意味します。上
記の接続パラメーターは、サーバーの構成ファイルの conninfoパラメーターに書き込む必要があるもの
であるため、覚えておいてください。このコンテキストでは、このパラメーターは次のようになります。

[my-server]

; ...

conninfo = host=pghost user=barman dbname=postgres application_name=myapp

application_nameはオプションのパラメーターです。

5.3 Postgresクライアントツール
Postgresサーバーと対話するには、Postgresクライアントツールが必要です。 Barmanが最も一般的に使用
するツールは pg_basebackupおよび pg_receivewalです。これらは Postgresクライアントパッケージに
よって提供されます。
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Debianまたは Ubuntuに Postgresクライアントパッケージをインストールするには、 barmanhostで次の
コマンドを実行します。

sudo apt-get install postgresql-client

または、 barmanhostが RHEL、Rocky Linux、Alma Linuxを使用している場合、次のレシピに従います。

sudo dnf install postgresql

5.4 Postgresストリーミングレプリケーション接続
ストリーミングバックアップまたはWALファイルのストリーミングを使用する予定がある場合は、スト
リーミング接続をセットアップする必要があります。さらに、 pre-requisitesセクションで共有されている
ように、 Postgresクライアントツールをインストールする必要があります。

Postgresで streaming_barmanという名前の専用ユーザーを作成することをお勧めします。次のコマンド
でこれを行うことができます。

createuser -P --replication streaming_barman

ò 注釈

以下で実行する createuserコマンドは、パスワードの入力を求めます。パスワードは、 barmanhost

の Barmanホームディレクトリの下の .pgpassという名前の createuserに追加することをお勧めし
ます。さらに、Postgresが提供するものの中から希望のクライアント認証方法を選択できます。詳細に
ついては、 createuserを確認してください。

次のコマンドを使用して、ストリーミング接続が機能することを確認できます。

psql -U streaming_barman -h pghost -c "IDENTIFY_SYSTEM" replication=1

接続が機能している場合は、システム識別子、現在のタイムライン ID、現在のWALフラッシュの場所を
含む応答が表示されます。例

systemid | timeline | xlogpos | dbname

---------------------+----------+------------+--------

7139870358166741016 | 1 | 1/330000D8 |

(1 row)

Postgresで max_wal_senders パラメーターを構成する必要もあります。 WAL送信者の数は、実装した
Postgresアーキテクチャによって異なります。この例では、 2に設定しています。

max_wal_senders = 2

このオプションは、Postgresが管理できる同時ストリーミング接続の最大数を表します。
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もう 1つの重要なパラメーターは max_replication_slotsで、これは Postgresが管理できるレプリケー
ションスロットの最大数を表します。このパラメーターは、ストリーミング接続を使用してストリーミン
グ接続を介してWALファイルを受信する予定がある場合に関連します。

max_replication_slots = 2

max_replication_slots および max_wal_senders として提案された値は例として考えられる必要があ
り、実際のセットアップで使用する値は、アーキテクチャを注意深く評価した後に選択する必要がありま
す。ガイドラインと説明については、 Postgresのドキュメントを参照してください。

5.5 SSH接続
archive_commandを介して RsyncバックアップまたはWALアーカイブを使用する予定がある場合、SSH
接続が必要です。

SSHは、リモートサーバーへのリモートシェルを開き、サーバーとローカルシステム間でファイルをコピー
できるプロトコルとツールセットです。 SSHの使用に関する詳細ドキュメントは article /"SSH Essentials/"
by Digital Oceanで見つけることができます。

SSHキー交換は、別のマシン上のユーザー間の安全なパスワードレス接続を実装するために使用される非
常に一般的な手法であり、WALのアーカイブとバックアップに Rsyncを使用するために必要です。

5.5.1 postgresユーザーの SSH構成
これまでに行ったことがない限り、 postgresユーザーの SSHキーを作成する必要があります。 pghostに
postgresとしてログインし、実行します。

ssh-keygen -t rsa

このキーは、パスワードを提供せずにホストから接続するために使用する必要があるため、キーペアの作
成中にパスフレーズを入力する必要はありません。

5.5.2 barmanユーザーの SSH構成
barmanユーザーの SSHキーも作成する必要があります。 barmanhostに barmanとしてログインし、実
行します。

ssh-keygen -t rsa

繰り返しますが、パスフレーズは入力する必要はありません。

5.5.3 PostgresからBarmanへ
pghostから barmanhostへの SSH接続は、 archive_commandを使用してWALファイルを正しくアーカ
イブするために必要です。

pghostから barmanhostに正常に接続するには、 pghostユーザ `の公開キーを、 barmanhostの pghost

ユーザの許可されたキーに保存する必要があります。このキーは、 .ssh/id_rsa.pubという名前のファ
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イルの pghostユーザーホームディレクターにあり、そのコンテンツは、barmanhostの pghostユーザー
のホームディレクトリ内の .ssh/authorized_keys という名前のファイルに含まれる必要があります。
authorized_keysファイルが存在しない場合は、権限として 600を使用して作成します。

SSHキーペアの交換が正常に完了した場合、次のコマンドは出力なしで成功するはずです。

ssh barman@barmanhost -C true

5.5.4 Barmanから Postgresへ
barmanhostから pghost間の SSH接続は、Rsyncを使用した従来のバックアップに使用されます。

barmanhostから pghostに正常に接続するには、barmanhostユーザ `の公開キーを、pghostの barmanhost

ユーザの許可されたキーに保存する必要があります。このキーは、 barmanhostユーザーホームディレク
トリの .ssh/id_rsa.pubという名前のファイルにあります。そのコンテンツは、 pghostの barmanhost

ユーザーのホームディレクトリ内の .ssh/authorized_keysという名前のファイルに含まれる必要があり
ます。 authorized_keysファイルが存在しない場合は、権限として 600を使用して作成します。

SSHキーペアの交換が正常に完了した場合、次のコマンドは出力なしで成功するはずです。

ssh postgres@pghost -C true

5.6 archive_commandを介したWALアーカイブ
WALアーカイブ戦略セクションで述べたように、 Barmanで walsをアーカイブするには 2つのオプショ
ンがあります。ストリーミングレプリケーションプロトコルを使用してWALファイルをアーカイブする
場合は、WALアーカイブ戦略概念とWALアーカイブ戦略セクション、特にWALストリーミングによる
ストリーミングバックアップサブセクションを参照してください。それ以外の場合は、WALアーカイブ戦
略または Rsync / SSHで archive_commandを使用してWALアーカイブを構成できます。

5.6.1 barman-wal-archiveを使用する
Barman 2.6以降、書き込み先行ログファイルを安全にアーカイブするための推奨アプローチは、barman-cli
パッケージの barman-wal-archiveコマンドを利用することです。このパッケージをインストールする方
法については、 barman-wal-archiveセクションを参照してください。

rsyncや SSHなどの従来の方法の代わりに barman-wal-archiveを使用すると、WALファイルの Barman
サーバーへの転送中のデータ破損のリスクを最小限に抑えます。従来の方法には、ファイルのコンテンツ
が宛先のディスクに適切にフラッシュおよび fsyncされるという保証がありません。

barman-wal-archiveユーティリティは、barman-wal-archiveコマンドと直接対話します。このコマン
ドは、受信したWALファイルが fsyncされ、各サーバーの正しい受信ディレクトリに保存されるようにし
ます。 archive_commandに必要なパラメーターはサーバーの名前だけであるため、誤って配置される可
能性が減少します。
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ò 注釈

barman-wal-archiveクライアントは、障害を最小限に抑え、PostgreSQLサーバーにWALファイル
が蓄積するのを防ぐように設計されています。重複したWALファイルが Barmanホストに送信される
と、コマンドは成功コード 0で終了し、メッセージがログに記録されます。

複製ファイルの内容が Barmanホストに既に保存されているものと一致する場合、ファイルは無視され
ます。ただし、コンテンツが異なる場合、ファイルは Barmanサーバーの errorsディレクトリに移動し
ます。これにより、今後の barman check実行では、不一致による障害が報告されます。

barman-wal-archiveが Barmanサーバーに接続できること、および Postgresサーバーが着信WALファ
イルを受け入れるように正しく構成されていることを確認するには、次のコマンドを実行します。

barman-wal-archive --test backup pg DUMMY

ここで、 backupは Barmanホストを指し、 pgは Barmanで構成された Postgresサーバーの名前であり、
DUMMYは -tオプションを使用する場合に無視されるWALファイル名のプレースホルダーです。

設定が正しい場合は、次が表示されます。

Ready to accept WAL files for the server pg

ユーティリティは SSHを介して通信するため、postgresユーザーがバックアップサーバーに barmanとし
てログインするように SSHキー認証が設定されていることを確認します。 SSH接続がデフォルト 22以外
のポートを使用する場合、 --portオプションを使用してポートを指定できます。

WALアーカイブを使用した Rsyncバックアップを参照して、作業を開始します。

5.6.2 Rsync / SSHを使用する
archive_commandを構成するための alternative approachは、SSHを介して rsyncコマンドを利用するこ
とです。ここでは、 pgという名前の Postgresサーバー、 backupという名前の Barmanサーバー、および
barmanという名前のユーザーを効果的に設定するための初期手順を示します。

着信WALディレクトリを見つけるには、次のコマンドを使用して、 incoming_wals_directory値を確
認します。

barman show-servers pg | grep incoming_wals_directory

incoming_wals_directory: /var/lib/barman/pg/incoming

次に、 pgホスト上の Postgresインスタンスの postgresql.confファイルを編集して、アーカイブモード
を有効にします。

archive_mode = on

wal_level = 'replica'

archive_command = 'rsync -a %p barman@backup:INCOMING_WALS_DIRECTORY/%f'
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INCOMING_WALS_DIRECTORYプレースホルダーを、前のコマンドから取得した実際のパスに置き換えてく
ださい。これらの変更を行った後、Postgresサーバーを再起動します。

archive_commandプロセスのセキュリティを強化するには、より厳密なチェックを実装することを検討し
ます。たとえば、次のコマンドは、rsyncを実行する前にホスト名が一致することを確認します。

archive_command = 'test $(/bin/hostname --fqdn) = HOSTNAME \

&& rsync -a %p barman@backup:INCOMING_WALS_DIRECTORY/%f'

HOSTNAMEを hostname --fqdnからの出力に置き換えます。このアプローチは、サーバーがクローン化さ
れる際の潜在的な問題に対するセーフガードとして機能し、復旧した PostgresインスタンスからWALファ
イルが送信されないようにします。
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第6章 Barmanチェック

checkコマンドは、指定されたサーバーへの接続を検証し、サーバー構成が一貫していることを確認しま
す。このコマンドは、一連のチェックを実行して、SSHの適切なセットアップと Postgres接続が機能してい
ること、バックアップディレクトリの存在、およびWALアーカイブの整合性を検証します。また、Postgres
構成、保持ポリシー、バックアップの有効性、およびWALアーカイブプロセスも検証します。検出され
た問題を特定して報告するため、 Barmanが提供する最も重要な機能の 1つとなります。

このコマンドを実行すると、次のことが行われます。

• WALアーカイブが正しく構成されていることを確認します。

• Postgres接続と必要な特権を検証します。

• 必要なディレクトリがすべて存在することを確認します。

• 保持ポリシーが適切に設定されていることを確認します。

• バックアップとWALファイルの有効性を確認します。

• 構成エラーとアーカイバーの問題を検出します。

6.1 使用法
checkコマンドを使用するには、次のコマンドを実行します。

barman check <server_name>

構成されているすべてのサーバーでチェックを実行するには、次を使用します。

barman check all

� Tip

checkコマンドをアラートおよびモニタリングインフラストラクチャと統合して、バックアップ環境の
継続的な監視を保証します。 --nagiosオプションは、Nagios / Icingaのプラグインを作成するのに役
立ち、サーバーのステータスをシームレスに監視できます。例、次のことを実行できます。

barman check --nagios <server_name>

これにより、Nagiosと互換性のある形式で結果が出力され、既存のモニタリングセットアップへの統合が
容易になります。
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� Tip

他のバックアップおよびサーバー固有のチェックには、次のコマンドを使用できます。

• barman check-backup物理バックアップの一貫性を検証するために必要なすべてのWALファイ
ルが適切にアーカイブされていることを確認します。このコマンドは cronジョブによって使用さ
れ、各バックアップ操作の後に自動的に実行されます。詳細については、barman check-backup

を参照してください。

6.2 出力を理解する
barman checkを実行すると、次のような出力が表示されます。

$ barman check example

Server example:

PostgreSQL: OK

superuser or standard user with backup privileges: OK

PostgreSQL streaming: OK

wal_level: OK

replication slot: OK

directories: OK

retention policy settings: OK

backup maximum age: OK (no last_backup_maximum_age provided)

compression settings: OK

configuration files: OK

pg_basebackup: OK

pg_basebackup compatible: OK

received WAL files: OK

archiving: OK

archive_mode: OK

archive_command: OK

continuous archiving: OK

archive_timeout: OK

出力ラベルは、各チェックのステータスによって異なる場合があります。たとえば、チェックが失敗した
場合、FAILEDとしてマークされ、問題のトラブルシューティングに役立つヒントが含まれる場合がありま
す。チェックは合格したが警告がある場合、追加のコンテキストとともに WARNINGとしてマークされます。

barman checkコマンドは、 Barman機能の次の各側面のチェックを実行します。

WAL Archive

• WALアーカイブが正しく設定されていることを確認します。

• 受信ディレクトリとストリーミングディレクトリにあるWALファイルの数を確認します。

ò 注釈
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Barman構成に archiver = offがあり、受信ディレクトリにWALが存在する場合、チェックは失敗
します。これは、着信ディレクトリのWALが、Postgresがまだ archive_commandを使用しているか、
ユーザーが archiverから streaming_archiverに切り替え、BarmanのアーカイブにWALが保存さ
れていないことを示唆しているために発生します。

これを解決するには、着信のWALが必要か、または安全に削除できるかどうかを判断する必要があり
ます。これは次の方法で実行できます。

1. WALが最も古いバックアップの begin_walより新しいかどうかの確認。

2. これらのWALが既に Barmanのアーカイブに存在するかどうかの確認。

streaming_archiver = off とWALがストリーミングディレクトリで見つかった場合、同じ問題が
適用されます。

Postgres Connection

• Postgres接続を検証します。

• サーバーバージョンがサポートされていることを確認します。

• 必要な特権とストリーミングサポートを確認します。

Local Tools Validity

• バックアップを取るための pg_basebackup、WALファイルのストリーミング用の pg_receivewal

など、バックアップを取得しWALを受信するためのローカルツールがデータベースサーバーのバー
ジョンで正しく動作することを確認します。

Directory

• 必要なバックアップディレクトリがすべて存在することを確認します。

• ディレクトリが存在しない場合は作成します。

Retention Policy

• 保持ポリシー設定を検証します。

Backup Validity

• バックアップの有効性要件が満たされていることを確認します。

• バックアップの最大存続期間と最小サイズを確認します。

WAL Validity

• WALアーカイブ要件が満たされていることを確認します。

• WALファイルの最大存続期間とサイズを確認します。

Configuration

• サーバーのメッセージリストのエラーメッセージを検査します。

• 見つかったエラーを出力します。

Identity

6.2. 出力を理解する 47



Barman User Guide,リリース 3.17.0

• ストリーミング接続から取得したシステム IDが、標準接続からのシステム IDおよびディスクに保
存されているものと一致することを確認します。

Archiver Errors

• errorディレクトリでアーカイブエラーの存在を検査します。
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第7章 バックアップ

7.1 概要
backupコマンドは、構成ファイルパラメーターに従って、Postgresサーバー全体をバックアップするため
に使用されます。それを使用するには、次を実行します。

barman backup [OPTIONS] SERVER_NAME

ò 注釈

backupコマンドの詳細については、 backupコマンドリファレンスを参照してください。

s 重要

Barman との相互作用が予定されている場合、サーバーが正しく構成されていることを確認する必要
があります。バックアップを作成する前にカバーする必要がある手順については、 Quickstart および
Quickstart セクションを参照してください。

. 警告

WALファイルが archiverまたは streaming_archiverオプションを介して Barmanに正しくアーカ
イブされていない場合、バックアップの開始は失敗します。

Barmanは、Postgresサーバーの複数のバックアップ方法を提供しており、それぞれに独自のアプローチと
要件があります。

バージョン 2.0より前のバージョンでは、Barmanは標準バックアップとファイルレベルのインクリメンタ
ルバックアップの両方を rsyncにのみ依存していました。ストリーミングバックアップはこのバージョン
で導入されました。バージョン 3.11以降、 Barmanは、ストリーミング接続を介したブロックレベルのイ
ンクリメンタルバックアップもサポートします。

s 重要

Postgres 15以降では、 exclusiveバックアップはサポートされなくなりました。バックアップを取る
唯一の方法は、 concurrentバックアップを使用することです。 backup_optionsが設定されていな
い場合、 Barmanは自動的に concurrent_backupに設定します。
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7.2 バックアップの要件
Barmanサーバーの最も重要な要件は、利用可能なディスク領域の量です。バックアップするクラスター
のサイズ、1日あたり生成されるWALファイルの数、バックアップの頻度、および保持ポリシーに基づい
て、必要なディスク領域を計画することをお勧めします。

Barman開発者は、XFSおよび ext4ファイルシステムを使用して Barmanを定期的にテストします。 Post-
greSQLと同様に、Barmanは、バックアップとWALの保存に使用される NFSマウントポイントに対して
特別なことは何もしません。 NFSで Barmanを安全に使用するには、次の点が必要です。

• barman_lock_directoryはローカルファイルシステム上にある必要があります。

• 少なくとも NFSプロトコルバージョン 4を使用してください。

• ファイルシステムは、ハードおよび同期オプション hard、 syncを使用してマウントする必要があ
ります。

7.3 インクリメンタルバックアップ
インクリメンタルバックアップには、既存のバックアップを参照として使用し、Postgresサーバーでの最
後のバックアップ以降に発生したデータ変更のみをコピーすることが含まれます。

Barmanでのインクリメンタルバックアップの主な目的は次のとおりです。

• 完全なバックアッププロセスの時間を短縮します。

• 定期的なバックアップデータの重複排除にわたって冗長データを削除することにより、ディスク領域
の使用量を削減します。

Barmanは、2種類のインクリメンタルバックアップをサポートしています。

• ファイルレベルのインクリメンタルバックアップ rsyncを使用

• ブロックレベルのインクリメンタルバックアップ Postgres 17で pg_basebackupを使用

ò 注釈

異なる種類のインクリメンタルバックアップには、相互互換性がありません。たとえば、 rsyncバック
アップに加えてブロックレベルのインクリメンタルバックアップを取得することはできません。また、
pg_basebackupで作成されたストリーミングバックアップに基づいてファイルレベルのインクリメン
タルバックアップを取得することはできません。

7.4 帯域幅使用量の管理
bandwidth_limitオプショングローバルまたはサーバーごとに、1秒あたりのキロバイト単位の最大レー
トを指定することにより、I/O帯域幅の使用を制御できます。デフォルトでは、このオプションは 0に設
定されています。つまり、帯域幅制限がないことを意味します。

特定の表領域の I/Oワークロードを管理する必要がある場合は、tablespace_bandwidth_limitオプショ
ングローバルまたはサーバーごとを使用して、個々の表領域の制限を設定します。
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tablespace_bandwidth_limit = tbname:bwlimit[, tbname:bwlimit, ...]

このオプションは、テーブルスペース名と帯域幅制限のペア 1秒あたりのキロバイト単位のコンマ区切り
リストを取得します。

サーバーをバックアップするときに、 Barmanはこのオプションにリストされているテーブルスペースを
チェックします。一致するテーブルスペースが見つかった場合、指定された帯域幅制限が適用されます。
一致するものが見つからない場合、サーバーのデフォルトの帯域幅制限が使用されます。

s 重要

bandwidth_limit オプションは、 rsync および postgres バックアップ方法で使用できますが、
tablespace_bandwidth_limitオプションは rsyncを使用する場合にのみ適用されます。

7.5 ネットワーク圧縮
ネットワーク圧縮を使用することにより、ネットワーク上で転送されるデータのサイズを削減できます。
これは、 network_compressionオプショングローバルまたはサーバーごとを使用して有効にできます。

network_compression = true | false

s 重要

network_compressionオプションは、 postgresバックアップ方法では使用できません。

このオプションを trueに設定すると、バックアップとリカバリーの両方でネットワーク転送のデータ圧
縮が有効になります。デフォルトでは、このオプションは falseに設定されます。

7.6 バックアップ圧縮
Barman は、 pg_basebackup ツールを使用したバックアップ圧縮をサポートしています。この機能は、
backup_compressionオプショングローバルまたはサーバーごとを使用して有効にできます。

s 重要

backup_compressionオプションは、ここで説明する他のオプションと同様に、postgresバックアッ
プ方法でのみ使用できます。

7.6.1 圧縮アルゴリズム
backup_compressionオプションを設定すると、指定されたアルゴリズムを使用してバックアップが圧縮
されます。 Barmanでサポートされているアルゴリズムは次のとおりです。 gzip、 lz4、 zstd、および
none非圧縮のバックアップになります。
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backup_compression = gzip | lz4 | zstd | none

Barman、選択した圧縮アルゴリズムに対応する CLIユーティリティを Barmanサーバーと Postgresサー
バーの両方にインストールする必要があります。これらのユーティリティは、Debian、Ubuntu、RedHat、
CentOS、および SLESシステムに gzip、 lz4、および zstdという名前のシステムパッケージを介して
インストールできます。

• Ubuntu 18.04 bionicでは、 lz4ユーティリティは liblz4-toolパッケージで利用できます。

• lz4および zstdは、Postgres 15以降でサポートされています。

s 重要

backup_compressionを使用する場合、staging_pathおよび staging_locationを設定して圧縮バッ
クアップのリカバリーを有効にする必要があります。詳細については、backup_compressionセクショ
ンを参照してください。

7.6.2 コンプレッションワーカー
backup_compression_workersオプションデフォルトは 0を設定することにより、マルチプルのスレッド
を使用して圧縮を高速化できます。

backup_compression_workers = 2

ò 注釈

このオプションは、 zstd圧縮でのみ使用できます。 zstdバージョンは 1.5.0以上、またはマルチス
レッドが有効になっている場合は 1.4.4以上である必要があります。

7.6.3 圧縮レベル
backup_compression_levelオプションで圧縮レベルを指定します。これは、選択した圧縮アルゴリズム
でサポートされている整値である必要があります。指定しない場合、アルゴリズムのデフォルト値が使用
されます。

• none圧縮の場合、 backup_compression_levelを 0に設定する必要があります。

• 使用可能なレベルとデフォルト値は、選択した圧縮アルゴリズムによって異なります。詳細について
は、 backup configuration optionsセクションを確認してください。

• 15 より前の Postgres バージョンの場合、 gzip は、デフォルトの圧縮レベルを使用する
backup_compression_level = 0のみをサポートしています。
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7.6.4 圧縮場所
Postgres 15 以降では、圧縮を発生する場所 server または client で選択できます。
backup_compression_locationオプションを設定します。

backup_compression_location = server | client

• server圧縮は Postgresサーバーで発生し、ネットワーク帯域幅は削減されますが、サーバーのワー
クロードが増加します。

• client圧縮はクライアントサイドで pg_basebackupによって処理されます。

backup_compression_formatを使用してバックアップ形式を指定することもできます。

backup_compression_format = plain | tar

• plain pg_basebackupは、ディスクに書き込む前にデータを解凍します。

• tarバックアップは圧縮された tarボールとして書き込まれますデフォルト。

ò 注釈

backup_compression_location = serverおよび backup_compression_format = plainを設定す
ると、ファイルがサーバー側で圧縮され、クライアント側で解凍されることを考慮して、ネットワーク
使用量を削減できます。これは、ネットワーク帯域幅は制限されているが CPUは制限されておらず、
バックアップを非圧縮で保存する必要がある場合に役立ちます。

選択した backup_compression および backup_compression_format によっては、Postgres サーバーと
Barmanサーバーの両方に追加ツールをインストールする必要がある場合があります。

以下の表を参照して、構成に適切なツールを選択します。

backup_compression backup_compression_formatPostgres Barman

gzip プレーン タール なし
gzip タール タール タール
lz4 プレーン tar、lz4 なし
lz4 タール tar、lz4 tar、lz4
zstd プレーン tar、zstd なし
zstd タール tar、zstd tar、zstd
なし タール タール タール

7.7 バックアップの暗号化
Barmanは、バックアップとWALファイルの両方の暗号化をサポートしています。この機能は、encryption
オプショングローバルまたはサーバーごとを使用して有効にできます。
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7.7.1 要件
バックアップの現在の暗号化実装は、 tar形式でバックアップを取得する pg_basebackup機能に依存して
います。これを行うには、次のように構成を設定する必要があります。

• backup_method = postgres

• backup_compression = <compression_method>圧縮なしの場合は none

• backup_compression_format = tar

バックアップされた tarファイルは、 pg_basebackupが Barmanサーバーディスクへの書き込みを終了す
るとすぐに暗号化されます。

7.7.2 暗号化方法
encryptionオプションの設定は、ベースバックアップとWALに使用される暗号化方法を指定します。現
在、 gpgおよび none暗号化なしのみが受け入れられる値です。

ò 注釈

WAL暗号化の詳細については、 WAL暗号化を参照してください。

ò 注釈

復号の詳細については、暗号化されたバックアップの復元を参照してください。

GPG

この方法は、構成ファイルで encryption = gpgを設定することにより有効にされます。

暗号化に `GPG`を使用するには、サーバーに gpg バージョン 2.1 以降をインストールする必要がありま
す。また、事前に GPGキーペアを生成し、生成された公開キーの IDまたは受信者のメールアドレスで
encryption_key_idオプションを構成する必要があります。対応するプライベートキーは GPGのキーリ
ングに存在し、強力なパスフレーズで保護されている必要があります。

7.8 即時チェックポイント
バックアップを開始する前に、 Barmanはチェックポイントを要求します。これは、追加のワークロード
を生成する可能性があります。デフォルトでは、このチェックポイントは Postgresのワークロード制御設
定に従って管理され、バックアップが遅延する場合があります。

immediate_checkpoint構成オプションデフォルトは falseを使用して、このデフォルトの動作を変更で
きます。

immediate_checkpointが trueに設定されている場合、Postgresはスロットルなしで最大速度でチェッ
クポイントを実行し、できるだけ早くバックアップを開始できます。 barman backupコマンドで次のオプ
ションのいずれかを使用することにより、いつでもこの構成をオーバーライドできます。
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• --immediate-checkpoint即時チェックポイントを強制します。

• --no-immediate-checkpointバックアップを開始する前にチェックポイントが完了するのを待機し
ます。

7.9 ストリーミングバックアップ
Barmanは、 pg_basebackupとのストリーミング接続を使用して Postgresサーバーのバックアップを実行
できます。

s 重要

pg_basebackup は Barman サーバーにインストールする必要があります。下位互換性があるため、
pg_basebackupの最新バージョンを使用することをお勧めします。構成ファイルの path_prefixオプ
ションを使用して、複数のバージョンをインストールし、指定できます。

ストリーミングバックアップを構成するには、 backup_methodを postgresに設定します。

backup_method = postgres

7.9.1 ブロックレベルのインクリメンタルバックアップ
このタイプのバックアップは、Postgres 17で導入されたネイティブのインクリメンタルバックアップ機能
を使用します。

ブロックレベルのインクリメンタルバックアップは、Postgresのページレベルでデータを重複排除します。
これは、最後のバックアップ以降に変更されたページのみを保存する必要があることを意味し、特に頻繁
に書き込みを行う大規模なデータベースの場合、より効率的です。

Barman でブロックレベルのインクリメンタルバックアップを実行するには、backup コマンドで
--incremental オプションを使用します。重複排除のために backup_method=postgres で作成された
以前のバックアップ完全またはインクリメンタルを参照するバックアップ IDまたはショートカットを提供
する必要があります。または、 last-fullまたは latest-fullを使用して、カタログ内の最新の適格な
フルバックアップを参照できます。

コマンドの例

barman backup --incremental BACKUP_ID SERVER_NAME

Barmanでブロックレベルのインクリメンタルバックアップを使用するには、次のことを行う必要があり
ます。

• Postgres 17以降を使用してください。

• この機能はWAL要約に依存しているため、最初の完全バックアップを取得する前にデータベース
サーバーで summarize_walを有効にする必要があります。

• backup_method=postgresを使用します。
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ò 注釈

圧縮バックアップは、現在 Barmanのブロックレベルのインクリメンタルバックアップではサポートさ
れていません。

s 重要

ブロックレベルのインクリメンタルバックアップの間で data_checksumsを有効にする場合、新しい
完全バックアップを取ることをお勧めします。発散チェックサム構成は、リカバリ中に問題を発生させ
る可能性があります。

7.10 SSHを介したRsyncを使用したバックアップ
Barmanは、トランスポートメカニズムとして SSHを使用する Rsyncを使用して Postgresサーバーのバッ
クアップを実行できます。

rsyncを使用してバックアップを構成するには、Barmanサーバー構成ファイルに次のパラメーターを含め
ます。

backup_method = rsync

ssh_command = ssh postgres@pg

ここで、backup_methodは rsyncバックアップ方法をアクティブにし、ssh_commandは Barmanサーバー
から Postgresサーバーへの SSH接続の詳細を指定します。

ò 注釈

Barman 3.11以降、rsyncベースのバックアップにキープアライブメカニズムが使用されます。このメ
カニズムは、libpq接続を介して単純な SELECT 1クエリーを送信して、アイドル接続によるファイア
ウォールまたはルーターの切断を防ぎます。 keepalive_interval構成オプションを使用して、この
メカニズムを制御または無効にできます。

7.10.1 ファイルレベルのインクリメンタルバックアップ
ファイルレベルのインクリメンタルバックアップは rsyncまたはハードリンクに依存するため、オペレー
ティングシステムとバックアップデータが保存されるファイルシステムの両方がこれらの機能をサポート
する必要があります。

基本的なアイデアは、後続のベースバックアップ中に、最後のバックアップから変更されていないファイ
ルが共有され、ディスク領域を節約するということです。これは、 :term:`VLDB`および読み取り専用の履
歴テーブルの割合が高い場合に特に役立ちます。

Barmanコマンドを管理する reuse_backupと呼ばれるグローバル/サーバーオプションを介して rsyncイ
ンクリメンタルバックアップを有効にできます。 3つの値を受け入れます。

• off標準のフルバックアップデフォルト。
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• link最後のバックアップを再利用し、変更されていないファイルのハードリンクを作成するファイ
ルレベルのインクリメンタルバックアップ、バックアップ領域と時間の両方を削減します。

• copy最後のバックアップを再利用し、変更されていないファイルのコピーを作成するファイルレベ
ルのインクリメンタルバックアップ。バックアップ時間は削減されますが、領域は削減されません。

通常、次のように reuse_backupを linkに設定します。

reuse_backup = link

これをグローバルレベルで設定すると、すべてのサーバーのインクリメンタルバックアップが自動的に有
効になります。

Barmanコマンドの実行時に、 --reuse-backupランタイムオプションでこの設定をオーバーライドでき
ます。たとえば、1回限りのインクリメンタルバックアップを実行するには、次を使用します。

barman backup --reuse-backup=link <server_name>

ò 注釈

ブロックレベルのインクリメンタルバックアップとは異なり、rsyncファイルレベルのインクリメンタ
ルバックアップは自己完結型です。親バックアップが削除されても、他のバックアップの整合性は影
響を受けません。 rsyncバックアップの重複排除はハードリンクを使用します。つまり、再利用された
バックアップが削除されるときに、新しい完全バックアップを作成する必要はありません。共有ファイ
ルは、これらのファイルを使用した最後のバックアップも削除されるまでディスクに残ります。さら
に、初期バックアップに reuse_backup = linkまたは reuse_backup = copyを使用しても、リンク
またはコピーする既存のファイルが存在しないため完全バックアップとして扱われるため、効果はあり
ません。

7.11 ローカルでRsyncを使用したバックアップ
特別な状況では、Barmanは Postgresインスタンスが存在するサーバーにインストールでき、バックアップ
データは PGDATAおよび該当する場合はテーブルスペースとは別のボリュームに保存されます。通常、こ
れらのバックアップボリュームは、NFSのようなファイルシステムを備えたネットワークストレージアプ
ライアンスにあります。

このアーキテクチャは、 Barmanチームによって承認されていません。 Postgresのビジネス継続性エクス
ペリエンスを強化し、 :term:`RPO`および:term:`RTO`の点でより良い結果を得るには、引き続きウィット
ネスサーバのように機能する Barmanのリモートインストールを使用したシェアードナッシングアーキテ
クチャをお勧めします。レプリケーションとモニタリングのためのサーバー。

ローカルバックアップの唯一の要件は、Barmanが Postgresサーバーと同じユーザー、通常は postgresで
実行されることです。コミュニティパッケージはデフォルトで Barmanを barmanユーザーの下にインス
トールすることを考えると、このユースケースでは以下を含む手動インストール手順が必要です。

• cron構成

• ログ構成 logrotateを含む
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� ヒント

barman.confファイルの barman_userオプションを使用して、Barmanに別のユーザーを設定します。
権限の問題を回避するには、新しいユーザーがアクセスできるパスに応じて、ホーム、ログ、および
ロックディレクトリを変更することを忘れないでください。詳細については、 barman_userを参照し
てください。

Barmanで特定のサーバーのローカルバックアップを使用するには、 backup_methodを local-rsyncに
設定する必要があります。この機能は本質的に同等の rsyncと同じであり、代わりに SSHに依存し、リ
モートで動作します。 local-rsyncでは、ファイルコピーはローカルで rsyncコマンドを発行して実行さ
れますこのため、 Barmanは Postgresと同じユーザーで実行する必要があります。

7.12 スタンバイのコンカレントバックアップ
スタンバイサーバーからバックアップを実行する場合、次の構成オプションがスタンバイをポイントする
ように設定されていることを確認します。

• conninfo

• streaming_conninfo backup_method = postgresまたは streaming_archiver = onを使用する
場合

• ssh_command backup_method = rsyncを使用する場合

• wal_conninfo conninfoがスタンバイを指している場合、プライマリに接続します

primary_conninfo オプションは、プライマリサーバーを指す必要があります。 Barman は
primary_conninfo を使用して、プライマリで新しい WAL スイッチをトリガーし、自然な WAL ス
イッチを待たずにスタンバイからのコンカレントバックアップを完了できます。

ò 注釈

プライマリでの書き込みアクティビティが最小限または全くない期間にスタンバイをバックアップする
場合、 primary_conninfoを構成することが重要です。

Barman 3.8.0以降では、 primary_conninfoが構成されている場合、 primary_checkpoint_timeoutオ
プションを設定することもできます。これは、 Barmanがプライマリにチェックポイントを強制するまで
の、新しいWALファイルの最大待機時間秒単位を指定します。このタイムアウトは、プライマリに設定
された archive_timeout値を超える必要があります。

primary_conninfoが設定されていない場合、バックアップは続行されますが、最後にアーカイブされた
WALセグメントがバックアップに必要な最新のWALより新しくなるまで、stopbackupステージで一時停
止します。

Barmanでは、WALファイルとバックアップデータが同じ Postgresクラスターから発生する必要があります。
スタンバイがプライマリに昇格しても、既存のバックアップとWALは有効なままです。ただし、Barman
構成を更新して、今後のバックアップとWALの取得に新しいスタンバイを使用する必要があります。
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ò 注釈

Postgresクラスターでフェールオーバーが発生した場合、 Configuration Modelsで Barman構成を更新
できます。

WALは、WALストリーミングまたはWALアーカイブを介してスタンバイから取得できます。詳細につ
いては、 conceptsセクションを参照してください。WALストリーミングまたはWALアーカイブでの作
業を開始する場合は、 conceptsまたは conceptsのクイックスタートセクションを参照してください。

ò 注釈

Postgres 10以前の場合、 Barmanはスタンバイで同時のWALストリーミングとアーカイブを処理でき
ません。 Postgres 10以前のWALはバイナリレベルで異なる場合があり、Barmanでの誤検出問題が発
生する可能性があるため、他方を使用している場合は一方を無効にする必要があります。

7.13 外部構成ファイルの管理
Barmanは、使用されるバックアップ方法に応じて、外部構成ファイル<外部構成ファイル>`を異なる方法
で処理します。 ``rsync` メソッドでは、外部ファイルは PGDATAディレクトリにコピーされます。ただ
し、 postgresメソッドでは、外部ファイルはコピーされず、警告が発行されてこれらのファイルについ
てユーザーに通知します。

リカバリーの章のManaging external configuration filesセクションを参照して、バックアップを復元すると
きに外部ファイルがどのように処理されるかを理解します。

� ヒント

backup_method = postgresの場合、Barmanは PostgreSQLホストへの SSH接続を確立しないため、
バックアップ後フックを構成し、 barman show-serverコマンドの出力を使用して、バックアップが
完了した直後に外部構成ファイルを自分でバックアップすることができます。

7.14 バックアップに不変ストレージを使用する
Barmanは、不変ストレージにバックアップを保存するように構成して、悪意のあるアクターまたは誤った
削除から保護できます。このようなストレージは、`WORM`Write Once Read Manyストレージと呼ばれる
こともあります。

このタイプのストレージの主な使用例は、ランサムウェア攻撃からバックアップを保護することです。不
変のストレージを使用することにより、特定の期間バックアップを削除または変更できません。

Barmanが不変のバックアップを提供するには、バックアップとWALファイルのみを不変ストレージに配
置し、復元不可能なデータを通常のストレージに残す必要があります。この方法により、Barmanは、バッ
クアップとWALファイルのメタデータに関する一時的な情報を維持できます。その情報は定期的な更新
が必要です。
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上記を踏まえて、不変のストレージにバックアップを保存するように Barmanを構成するには、次の提案
に従う必要があります。

• 次の 2つのディレクトリのみが不変のストレージパスに保存されるように構成する必要があります。

– basebackups_directoryバックアップが保存されるディレクトリ。

– wal_directory WALファイルが保存されるディレクトリ。

• 他のすべてのディレクトリは、Barmanの内部プロセスによって使用され、クラスターの復元に重要
なデータを保持しないため、通常のストレージパスに保存する必要があります。これは、グローバル
構成で通常のストレージをポイントするように barman_homeオプションを構成するか、サーバーセ
クションで barman_homeオプションを構成することにより実現できます。これには、以前の箇条書
きのオプションをそれに応じて設定する必要があります。

• WALファイルカタログは、通常のストレージパスに保存する必要があります。これは、通常のスト
レージをポイントするように xlogdb_directoryオプションを構成することにより実現できます。

• staging_pathおよび staging_locationオプション詳細については staging_pathを参照してく
ださい。インクリメンタルまたは圧縮または暗号化されたバックアップの復元に使用されるパスも、
通常のストレージに存在する必要があります。

• 保持ポリシーは、少なくともバックアップファイルが不変である完全な期間をカバーする必要があり
ます。これは、serverセクションの retention_policyオプションを不変ストレージの不変期間よ
りも大きい値に設定することにより実現できます。これは、不変期間が終了する前にバックアップが
削除されないようにするためです。

バックアップの不変性を構成するには、有効にする必要がある worm_modeオプションがあります。これに
より、 Barmanは、バックアップとWALファイルが `WORM`環境に保存されている場合に問題のあるプ
ロセスをスキップできます。

ò 注釈

xlogdbファイルを再配置するオプションはBarman 3.12に含まれていました。詳細については、xlogdb
を参照してください。

7.14.1 電流制限
Barmanの不変バックアップサポートの現在の実装には、次の制限があります。

• WORM環境には猶予期間が必要です。猶予期間は、WORM制限が有効になる前にデータを変更ま
たは削除できる事前定義されたウィンドウを提供します。この要件は、Barmanが名前の変更を利用
してWALを外部パーティションに安全にコピーするため、ファイルが既にWORM状態に入ってい
る場合、これは失敗するために存在します。

一般に、Barmanが必要な操作を完了するための十分な時間を提供するため、少なくとも 15分の猶予期間
をお勧めします。

ò 注釈
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バックアップの暗号化も有効になっている場合、猶予期間は暗号化の実行に必要な時間をカバーするの
に十分な長さである必要があります特にバックアップにテーブルスペースが含まれ、複数の tarボール
が生成される場合。

これは、暗号化がバックアッププロセスの最後にのみ発生するため、 pg_basebackupが完了した後で
す。暗号化はインプレースで実行できないため、各 tarファイルは個別に暗号化され、完了すると非暗
号化バージョンが削除されます。

これらの制約を考慮すると、ユーザーは不変のバックアップサポートを有効にする前に、現在の実装が要
件を満たしているかどうかを評価する必要があります。

7.15 クラウドスナップショットバックアップ
Barmanは、ストレージボリュームのスナップショットを利用して、特定のクラウド環境に展開された Postgres
サーバーのバックアップを実行できます。この設定では、 Postgresファイルのバックアップはクラウドに
保存されているボリュームスナップショットとして表され、 Barmanは書き込み先行ログWALとバック
アップカタログのストレージサーバーとして機能します。バックアップデータはクラウドに保存されてい
るにもかかわらず、Barmanは、rsyncまたは postgresバックアップ方法で作成された従来のバックアッ
プと同様にこれらのバックアップを管理します。

ò 注釈

さらに、Postgresサーバーで barman-cloud-backupコマンドを直接使用することにより、Barmanサー
バーを使用せずにスナップショットバックアップを作成できます。このオプションを適切に使用する方
法の詳細については、 barman-cloud-backupセクションを参照してください。

s 重要

backup_method=snapshotを使用する場合、次の構成オプションと同等のコマンド引数該当する場合
は使用できません。

• backup_compression

• bandwidth_limit --bwlimit

• parallel_jobs --jobs

• network_compression

• reuse_backup --reuse-backup

スナップショットを使用してバックアップを構成するには、Barmanサーバー構成ファイルに次のパラメー
ターを含めます。

backup_method = snapshot

snapshot_provider = CLOUD_PROVIDER

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

snapshot_instance = INSTANCE_NAME

snapshot_disks = DISK_NAME1,DISK_NAME2

s 重要

snapshot_disksに、Postgresデータを保存するすべてのディスクが含まれていることを確認します。
リストされていないディスクに保存されているデータはバックアップされず、リカバリ中に使用できま
せん。

7.15.1 要件と構成
Barmanでスナップショットバックアップ方法を使用するには、展開が次の要件を満たしている必要があり
ます。

1. Postgresは、サポートされているクラウドプロバイダーが提供するコンピューティングインスタンス
で実行されている必要があります。

2. PGDATAやテーブルスペースデータを含むすべての重要なデータは、スナップショットをサポート
するストレージボリュームに保存する必要があります。

3. findmntコマンドは、Postgresホストで使用できる必要があります。

s 重要

PGDATAの外部に保存された構成ファイルは、スナップショットに含まれません。構成管理システムま
たはその他のメカニズムを使用して、これらのファイルを個別に管理する必要があります。

7.15.2 Google Cloud Platform

Barmanで `GCP`のスナップショットバックアップを使用するには、以下を確認してください。

1. Python Libraries

Barmanが使用する Pythonディストリビューションの google-cloud-computeおよび grpcioライブラリ
をインストールします。これらのライブラリはオプショナルであり、デフォルトでは含まれません。

pipを使用してインストールします。

pip3 install grpcio google-cloud-compute

ò 注釈

google-cloud-computeライブラリには、Python 3.7以降が必要です。 GCPスナップショットは、以
前の Pythonバージョンと互換性がありません。

2. Disk Requirements
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snapshotバックアップで使用されるディスクは、ゾーン永続ディスクである必要があります。現時点で
は、リージョン永続ディスクはサポートされていません。

3. Access Control

Barmanには、特定の権限を持つサービスアカウントが必要です。このアカウントを Barmanを実行してい
るコンピューティングインスタンスに接続するか、 GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS環境変数を使用
して資格情報ファイルを指定できます。

s 重要

サービスアカウントに以下にリストされている権限があることを確認します。

• compute.disks.createSnapshot

• compute.disks.get

• compute.globalOperations.get

• compute.instances.get

• compute.snapshots.create

• compute.snapshots.delete

• compute.snapshots.list

For provider specific credentials configurations, refer to the Google authentication methods and service account
impersonation.

4. Specific Configuration

フィールド gcp_projectおよび gcp_zoneは、GCPに固有の構成オプションです。

gcp_project = GCP_PROJECT_ID

gcp_zone = ZONE

7.15.3 Microsoft Azure

Barmanを使用して Azureでスナップショットバックアップを使用するには、以下を確認します。

1. Python Libraries

azure-mgmt-computeおよび azure-identityライブラリは、Barmanが使用する Pythonディストリビュー
ションで利用できる必要があります。これらのライブラリはオプショナルであり、デフォルトでは含まれ
ません。

pipを使用してインストールします。

pip3 install azure-mgmt-compute azure-identity
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ò 注釈

azure-mgmt-computeライブラリには、Python 3.7以降が必要です。 Azureスナップショットは、以前
の Pythonバージョンと互換性がありません。

2. Disk Requirements

スナップショットバックアップに関係するすべてのディスクは、データディスクとして VMインスタンス
に接続されている管理ディスクである必要があります。

3. Access Control

Barmanは、マネージド IDまたは CLIログインを介して取得した資格情報を使用して Azureにアクセスす
る必要があります。

次の環境変数がサポートされています。 AZURE_STORAGE_CONNECTION_STRING、 AZURE_STORAGE_KEYお
よび AZURE_STORAGE_SAS_TOKEN 。 Azure Active Directoryを介して認証するために、 --credential オ
プションを使用して、 default、 azure-cliまたは managed-identity資格情報を指定することもでき
ます。

s 重要

資格情報に以下にリストされている権限があることを確認します。

• Microsoft.Compute/disks/read

• Microsoft.Compute/virtualMachines/read

• Microsoft.Compute/snapshots/read

• Microsoft.Compute/snapshots/write

• Microsoft.Compute/snapshots/delete

For provider specific credential configurations, refer to the Azure environment variables configurations, Identity
Package and DefaultAzureCredential documentation.

4. Specific Configuration

フィールド azure_subscription_idおよび azure_resource_groupは、Azureに固有の構成オプション
です。

azure_subscription_id = AZURE_SUBSCRIPTION_ID

azure_resource_group = AZURE_RESOURCE_GROUP

7.15.4 アマゾンウェブサービス
Barmanで `AWS`のスナップショットバックアップを使用するには、以下を確認してください。

1. Python Libraries
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boto3ライブラリは、 Barmanが使用する Pythonディストリビューションで利用できる必要があります。
このライブラリはオプショナルであり、デフォルトでは含まれません。

pipを使用してインストールします。

pip3 install boto3

2. Disk Requirements

スナップショットバックアップに関係するすべてのディスクは、同じ VMインスタンスに接続されている
非ルート EBSボリュームである必要があります。

3. Access Control

Barmanは AWSにアクセスする必要があるため、postgresユーザーとして awscliツールを使用して AWS
資格情報を構成する必要があります、AWSコンソールの IAMセクションで事前に作成する必要があるア
クセスキーとシークレットキーを入力します。

s 重要

以下にリストされている権限があることを確認します。

• ec2:CreateSnapshot

• ec2:CreateTags

• ec2:DeleteSnapshot

• ec2:DescribeSnapshots

• ec2:DescribeInstances

• ec2:DescribeVolumes

プロバイダー固有の資格情報構成については、 AWS boto3 configurationsを参照してください。

4. Specific Configuration

フィールド aws_region、 aws_profile、および aws_await_snapshots_timeoutは、AWSに固有の構
成オプションです。

aws_profileは、資格情報ファイルの AWSプロファイルの名前です。使用しない場合、デフォルトのプ
ロファイルが適用されます。資格情報ファイルが存在しない場合、資格情報は環境から取得されます。

aws_regionは、AWSプロファイルで定義されたリージョンをオーバーライドします。

aws_await_snapshots_timeoutは、スナップショットが作成されるのを待機するタイムアウトです。デ
フォルトは 3600秒です。

snapshot_instanceまたは snapshot_disksを指定すると、Barmanはインスタンス/ボリューム IDまた
はリソースの名前を受け入れます。名前を使用する場合、 Barmanは AWSに照会して、一致する Nameタ
グを持つリソースを照会します。 0または複数の一致が見つかった場合、 Barmanはエラーを結果ます。
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aws_region = AWS_REGION

aws_profile = AWS_PROFILE_NAME

aws_await_snapshots_timeout = TIMEOUT_IN_SECONDS

5. Ransomware Protection

ランサムウェア保護は、データを保護し、動作の安定性を維持するために不可欠です。Amazon EBS Snapshot
Lockを使用すると、スナップショットが削除から保護され、ランサムウェア攻撃から保護する不変のバッ
クアップを提供します。スナップショットをロックすることにより、不要な削除が防止され、侵害された
場合に信頼できる復旧オプションが保証されます。 Barmanは、バックアップの作成時にスナップショッ
トをロックすることにより、バックアップの不要な削除を防ぐことができます。

ò 注釈

ロックされたバックアップを削除するには、最初に AWSコンソールでロックを手動で削除する必要が
あります。

バックアップの作成中にスナップショットをロックするには、次のオプションを構成する必要があります。

1. スナップショットロックモード complianceまたは governanceのいずれかを選択します。

2. ロック期間または有効期限のいずれかを設定します両方ではありません。ロックの期間は 1～36,500
の範囲で日単位で指定されます。有効期限を選択する場合、 YYYY-MM-DDTHH:MM:SS.sssZ形式を使
用して、スナップショット作成日時の少なくとも 1日後である必要があります。

3. オプションで、クールオフ期間時間単位を 1～72の範囲で設定します。このオプションは、ロック
モードが complianceに設定されている場合にのみ適用されます。

aws_snapshot_lock_mode = compliance | governance

aws_snapshot_lock_duration = 1

aws_snapshot_lock_cool_off_period = 1

aws_snapshot_lock_expiration_date = "2024-10-07T21:53:00.606Z"

s 重要

以下にリストされている権限があることを確認します。

• ec2:LockSnapshot

AWSスナップショットロックの概念については、Amazon EBS snapshot lock conceptsを参照してください。

7.15.5 バックアッププロセス
次に、スナップショットバックアッププロセスの概要を示します。

1. Barmanは、チェックを実行して、スナップショットオプション、インスタンス、ディスクを検証し
ます。

各バックアップの前と barman checkコマンドの実行中に、次のチェックが実行されます。
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• snapshot_instanceおよびプロバイダ固有の引数で指定されたコンピューティングインス
タンスが存在します。

• snapshot_disksにリストされているディスクは存在します。

• snapshot_disks にリストされているディスクは、 snapshot_instance に接続されてい
ます。

• snapshot_disksにリストされているディスクは、snapshot_instanceにマウントされて
います。

2. Barmanは、Postgresバックアップ APIを使用してバックアップを開始します。

3. クラウドプロバイダー APIは、指定された各ディスクのスナップショットを作成するために使用さ
れます。 Barmanは、各スナップショットがアプリケーションの一貫性を保証する状態に到達するま
で待機してから、次のディスクに進みます。

4. 各ディスクのデバイス名、各ディスクのマウントポイントとオプションなどの追加プロバイダー固有
の詳細は、バックアップメタデータに記録されます。

7.15.6 メタデータ
コードとしてのインフラストラクチャ、アドホック自動化、または手動でリカバリディスクとインスタン
スをプロビジョニングするかどうかに関係なく、Barmanを使用して特定のバックアップに必要なスナップ
ショットを特定する必要があります。これは、 barman show-backupコマンドで行うことができます。こ
のコマンドは、バックアップに含まれる各スナップショットの詳細を提供します。

例

Backup 20240813T200506:

Server Name : snapshot

System Id : 7402620047885836080

Status : DONE

PostgreSQL Version : 160004

PGDATA directory : /opt/postgres/data

Estimated Cluster Size : 22.7 MiB

Server information:

Checksums : on

Snapshot information:

provider : aws

account_id : 714574844897

region : sa-east-1

device_name : /dev/sdf

snapshot_id : snap-0d2288b4f30e3f9e3

snapshot_name : Barman_AWS:1:/dev/sdf-20240813t200506

Mount point : /opt/postgres

Mount options : rw,noatime,seclabel
(次のページに続く)
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Base backup information:

Backup Method : snapshot-concurrent

Backup Size : 1.0 KiB (16.0 MiB with WALs)

WAL Size : 16.0 MiB

Timeline : 1

Begin WAL : 00000001000000000000001A

End WAL : 00000001000000000000001A

Number of WALs : 1

Begin time : 2024-08-14 16:21:50.820618+00:00

End time : 2024-08-14 16:22:38.264726+00:00

Copy time : 47 seconds

Estimated throughput : 22 B/s

Begin Offset : 40

End Offset : 312

Begin LSN : 0/1A000028

End LSN : 0/1A000138

WAL information:

Number of files : 1

Disk usage : 16.0 MiB

WAL rate : 5048.32/hour

Last available : 00000001000000000000001B

Catalog information:

Retention Policy : not enforced

Previous Backup : - (this is the oldest base backup)

Next Backup : - (this is the latest base backup)

--format=jsonオプションは、外部ツールと統合する場合に使用できます。

{

"snapshots_info": {

"provider": "gcp",

"provider_info": {

"project": "project_id"

},

"snapshots": [

{

"mount": {

"mount_options": "rw,noatime",

"mount_point": "/opt/postgres"

},

"provider": {

"device_name": "pgdata",

(次のページに続く)
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"snapshot_name": "barman-av-ubuntu20-primary-pgdata-20230123t131430",

"snapshot_project": "project_id"

}

},

{

"mount": {

"mount_options": "rw,noatime",

"mount_point": "/opt/postgres/tablespaces/tbs1"

},

"provider": {

"device_name": "tbs1",

"snapshot_name": "barman-av-ubuntu20-primary-tbs1-20230123t131430",

"snapshot_project": "project_id",

}

}

]

}

}

snapshots_info/provider_infoおよび snapshots_info/snapshots/*/providerにあるメタデータは、
以降のセクションで詳細に説明するように、クラウドプロバイダーによって異なります。

GCP

snapshots_info/provider_info

• projectバックアップとリカバリーに関係するリソースを所有するプロジェクトの GCPプロジェク
ト ID。

snapshots_info/snapshots/*/provider

• device_nameスナップショットのソースディスクがバックアップ時にバックアップ VMに接続され
た短いデバイス名。

• snapshot_nameスナップショットの名前。

• snapshot_projectスナップショットを所有する GCPプロジェクト ID。

Azure

snapshots_info/provider_info

• subscription_idバックアップとリカバリーに関係するリソースを所有するAzureサブスクリプショ
ン ID。

• resource_groupバックアップに関係するリソースが属する Azureリソースグループ。

snapshots_info/snapshots/*/provider

• locationスナップショットが取得されたディスクの Azureの場所。

• lunバックアップ時にスナップショットが取得されたディスクを識別する LUN。
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• snapshot_nameスナップショットの名前。

AWS

snapshots_info/provider_info

• account_idバックアップの作成に使用されるリソースを所有する AWSアカウントの ID。

• regionバックアップに関係するリソースが存在する AWSリージョン。

snapshots_info/snapshots/*/provider

• device_nameバックアップ時にバックアップ VMでソースディスクがマッピングされたデバイス。

• snapshot_id AWSによって割り当てられたスナップショットの ID。

• snapshot_nameスナップショットの名前。
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第8章 WALアーカイブ

Barmanは、WALアーカイブに関する追加機能も提供します。

8.1 WAL圧縮
Barman は、Barman の WAL アーカイブに入るときに WAL ファイルを圧縮できます。このプロセスは、
barman cronによって自動的に処理されるか、barman archive-walコマンドが手動で実行されたときに
処理されます。

圧縮は、構成ファイルの compressionオプションを介して有効にされます。オプションでは、次のいずれ
かの値を使用できます。

• lz4 LZ4圧縮用 lz4ライブラリをインストールする必要があります。

• xz XZ圧縮用 Pythonの内部圧縮ライブラリを使用します。

• zstd Zstandard圧縮用 zstandardライブラリをインストールする必要があります。

• gzip Gzip圧縮用 Pythonの内部圧縮ライブラリを使用します。

• pygzip Gzip圧縮用現在は gzipと同じです非推奨。

• pigz Pigz圧縮用 pigzユーティリティが必要です。

• bzip2 Bzip2圧縮用 Pythonの内部圧縮ライブラリを使用します。

• pybzip2 Bzip2圧縮用現在は bzip2と同じです非推奨。

• custom カ ス タ ム 圧 縮 用 。同 様 に 次 の オ プ シ ョ ン を 設 定 す る 必 要 が あ り ま す
custom_compression_filter、 custom_decompression_filter、 custom_compression_magic

。詳細については、 customを確認してください。非推奨

バージョン 3.16で非推奨: pygzipおよび pybzip2圧縮オプションは非推奨であり、将来のリリースでは
削除される予定です。代わりに、同等の gzipおよび bzip2を使用してください。

バージョン 3.17で非推奨: custom圧縮オプションと関連する構成オプション custom_compression_filter

、custom_decompression_filter、および custom_compression_magicは非推奨であり、将来のリリー
スでは削除されます。代わりに、ビルトイン圧縮アルゴリズムのいずれかを使用します。

ò 注釈

pigzを使用する場合 Barmanは、圧縮のための新しいプロセスをフォークします。
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s 重要

Barmanは、各WALファイルが圧縮された方法や解凍方法に関するメタデータを保存しません。これ
は、主にサーバーの現在の構成に依存します。したがって、compression = customを使用する場合、
custom_decompression_filterがアーカイブで現在使用可能なWALとの互換性を維持していること
を確認する必要があります。たとえば、 custom_decompression_filterが途中で別の圧縮アルゴリ
ズムに変更された場合、Barmanは、復元時に、以前の圧縮アルゴリズムでアーカイブされた古いWAL
を解凍できません。

compression_level構成を使用して圧縮レベルを指定することもできます。有効な値は、選択したアルゴ
リズムまたは事前定義されたラベルのいずれか low、medium、および highのサポートされている範囲内の
整数です。各アルゴリズムの範囲と、各事前定義されたラベルがマップするレベルは compression_level

で見つかります。

barman-wal-archiveを使用して archive_commandを介してアーカイブする場合、選択したアルゴリズ
ムとレベルで --compressionおよび --compression-levelオプションを使用して圧縮を構成することも
できます。このような場合、圧縮はWALが Barmanサーバーに送信される前に、クライアント側で実行さ
れます。 archive_commandを参照してください。

ò 注釈

barman-wal-archiveで圧縮が有効になっている場合、Barmanサーバーで構成された圧縮設定が異な
る場合、それが優先されます。

s 重要

barman-wal-archiveで圧縮が有効になっている場合、ファイルが Barmanに送信される前に、クライ
アント側で実行されます。圧縮率を高くするとWALのシッピングが遅延し、WALファイルが蓄積さ
れる可能性があるため、データベースサーバーの負荷と選択した圧縮アルゴリズムとレベルに注意して
ください。

8.2 WAL暗号化
Barmanは、WALファイルが BarmanのWALアーカイブに入るときに暗号化できます。このプロセスは、
barman cronによって自動的に処理されるか、barman archive-walコマンドが手動で実行されたときに
処理されます。

WALとバックアップの暗号化は両方とも、構成ファイルの encryptionオプションを介して有効になりま
す。現在、 gpgおよび none暗号化なしのみが値として受け入れられます。暗号化の構成方法に関する詳
細なガイドは、 encryptionで利用できます。
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8.3 同期WALストリーミング
Barman は、同期スタンバイサーバーのようにトランザクション WAL ファイルを収集することにより、
`RPO`をゼロに削減することもできます。

`RPO`ゼロを使用してシナリオを構成するには、ストリーミング接続を介してWALをアーカイブするよう
に Barmanサーバーを構成し、receive-walプロセスを Postgresサーバーへの同期接続として構成する必要
があります。

最初に、 show-serversコマンドを使用して Barman require-walプロセスのアプリケーション名を取得す
る必要があります。

barman show-servers pg | grep streaming_archiver_name

出力

streaming_archiver_name: barman_receive_wal

ò 注釈

accept-wal プロセスを開始するときに Barman が使用するアプリケーション名は、
streaming_archiver_name 構成オプションで構成されます。このオプションのデフォルト値は
barman_receive_walです。

次に、アプリケーション名を postgresql.confファイルの synchronous_standby_namesパラメーター
に追加する必要があります。

synchronous_standby_names = 'barman_receive_wal'

s 重要

このトピックの詳細については、Barman:term: RPO zero adds more security to your backups and gives you
more recovery options. However, it should not be considered as a substitution of a real Postgres replica. Please
read the official Postgres documentation about /"Syncronous Replication/"。

変更を有効にするには、Postgresサーバー構成をリロードする必要があります。

サーバーが正しく構成されている場合、 barman replication-statusコマンドは、同期ストリーミング
クライアントとして receive-walプロセスを表示するはずです。

barman replication-status pg

出力

Status of streaming clients for server 'pg':

Current xlog location on master: 0/9000098

Number of streaming clients: 1

(次のページに続く)
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1. #1 Sync WAL streamer

Application name: barman_receive_wal

Sync stage : 3/3 Remote write

Communication : TCP/IP

IP Address : 139.59.135.32 / Port: 58262 / Host: -

User name : streaming_barman

Current state : streaming (sync)

Replication slot: barman

WAL sender PID : 2501

Started at : 2016-09-16 10:33:01.725883+00:00

Sent location : 0/9000098 (diff: 0 B)

Write location : 0/9000098 (diff: 0 B)

Flush location : 0/9000098 (diff: 0 B)
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第9章 カタログ情報

バックアップカタログは、Barmanノード上のすべてのサーバーとバックアップを追跡する包括的なレコー
ドです。サーバーは、 Barmanによって追跡およびバックアップされている Postgresデータベースシステ
ムであることに注意してください。各サーバーは Barmanノード内で構成され、データが定期的にバック
アップされ、必要に応じて復元できるようにします。 Barmanノードは、これらの Postgresサーバーのバッ
クアップとリカバリプロセスを管理する Barmanソフトウェアをホストする別のサーバーです。構成され
たサーバーと通信して、バックアップを実行、安全に保存し、すべてのバックアップアクティビティの詳
細なカタログを維持します。

バックアップカタログは、効果的なバックアップ管理とリカバリ操作に不可欠であり、 Barmanツールの
重要なコンポーネントとなる統一インターフェイスを提供します。すべてのバックアップアクティビティ
の包括的なビューと正確な制御を提供することにより、バックアップとリカバリタスクを組織、監視、お
よび実行において中心的な役割を果たします。この合理化されたアプローチにより、効率が向上し、管理
が簡素化され、シームレスな復旧プロセスが保証されます。

グローバル構成オプション barman_homeは、Barmanが複数のサーバーのバックアップを保存および管理
するディレクトリを指定します。デフォルトでは、このディレクトリは /var/lib/barmanに設定されま
すが、 /etc/barman.confにあるグローバル構成ファイルを変更することによりカスタマイズできます。
このディレクトリ内では、各サーバーからのバックアップは個別のサブディレクトリに編成され、各サー
バーのバックアップは <barman_home>/<SERVER_NAME>/baseの下にあります。この構造は、バックアッ
プを整理し、簡単にアクセスできるようにします。

9.1 目的
すべての Postgresサーバーとバックアップ関連の情報を追跡する集中リポジトリとして機能します。

ここで、それが果たす重要な役割をいくつか示します。

• Backup Metadata Storageバックアップの開始時間と終了時間、ステータス、取得された特定のPostgres
インスタンス、その他の多くのメトリックなど、各バックアップに関するメタデータを保存します。
このメタデータは、バックアップライフサイクルの追跡と管理に役立ちます。

• Backup Managementカタログは、バックアップを効率的に編成および管理する方法を提供します。
詳細な記録を保持することにより、使用可能なバックアップのリスト、バックアップのステータスの
確認、最新または特定のバックアップの特定、保持ポリシーの適用などの操作が簡素化されます。

• Restore Operationsリストア操作中に、カタログは、使用可能なバックアップとその詳細をすばやく
特定するのに役立ちます。これにより、バックアップとそれに関連するアーカイブログに関する必要
な情報を提供することにより、効率的な復元が促進されます。

• Ease of Use複数のバックアップとそれに関連するメタデータを管理するプロセスを簡素化し、管理
者が大量のバックアップと複雑なバックアップ戦略を処理しやすくします。
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9.2 使用法
Barmanは、 Postgresバックアップを管理し、バックアップカタログと対話するための簡単なターミナル
インターフェイスを提供します。このインターフェイスは、サーバー管理とバックアップ操作の両方の
ためのさまざまなサブコマンドを提供します。すべての Barmanサブコマンドは、 list-backupsおよび
show-backupの 2つの重要なコマンドを含む、 sub commandsセクションにあります。これらのコマンド
を例とともに以下に示します。

9.2.1 list-backups

サーバーの使用可能なバックアップを表示します。このコマンドは、バックアップ IDやバックアップタイ
プなどの最小限だが重要な情報を含むバックアップのリストを取得するのに役立ちます。

例

svr_pg17 20240901T103000 - F - Mon Nov 2 15:12:03 2024 - Size: 820.0 MiB - WAL Size:␣

↪→22 MiB

• svr_pg17はサーバー名です。

• 20240901T103000はバックアップ IDです。

• Fは、バックアップタイプのラベルです。

• Nov 1 11:12:03 2024は、バックアップ操作が終了した日時です。

• Size: 820.0 MiBは、バックアップのサイズです。

• WAL Size: 22 MiBは、このバックアップに関連するすべてのWALファイルのサイズです。

ò 注釈

バックアップタイプラベルは、フルバックアップの場合は F、ブロックレベルのインクリメンタルバッ
クアップの場合は Iです。 rsyncバックアップの場合は R、クラウドスナップショットバックアップの
場合は S。

9.2.2 show-backup

特定のバックアップに関する詳細情報を表示します。例、ブロックレベルのインクリメンタルバックアップ

Backup 20240902T130000:

Server Name : prod_pg17

Status : DONE

PostgreSQL Version : 170000

PGDATA directory : /var/lib/pgsql/17/data

Estimated Cluster Size : 244.7 GiB

Server information:

Checksums : on

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

WAL summarizer : on

Base backup information:

Backup Method : postgres

Backup Type : incremental

Backup Size : 3.4 GiB (36.7 GiB with WALs)

WAL Size : 32.3 GiB

Resources saved : 241.3 GiB (98.61%)

Timeline : 1

Begin WAL : 0000000100000CFD000000AD

End WAL : 0000000100000D0D00000008

Number of WALs : 3932

WAL compression ratio: 79.51%

Begin time : 2024-09-02 13:00:01.633925+00:00

End time : 2024-09-03 10:27:06.522846+00:00

Copy time : 1 second

Estimated throughput : 2.0 MiB/s

Begin Offset : 1575048

End Offset : 13853016

Begin XLOG : CFD/AD180888

End XLOG : D0D/8D36158

WAL information:

Number of files : 35039

Disk usage : 121.5 GiB

WAL rate : 275.50/hour

Compression ratio : 77.81%

Last available : 0000000100000D95000000E7

Catalog information:

Retention Policy : not enforced

Previous Backup : 20240902T120001

Next Backup : - (this is the latest base backup)

Root Backup : 20240801T015504

Parent Backup : 20240831T016504

Backup chain size : 3

Children Backup(s) : 20240903T018515,20240903T019515

ò 注釈

show-backupコマンドの出力は、Postgresサーバーのバージョンとバックアップの種類によって異なる
場合があります。

• フィールド Root Backup、Parent Backup、Backup chain sizeおよび Children Backup(s)

は、Postgres 17以降で backup_method=postgresで取得されたブロックレベルのインクリメン

9.2. 使用法 77



Barman User Guide,リリース 3.17.0

タルバックアップにのみ関連します。これらのフィールドは、他の種類のバックアップまたは古
い Postgresバージョンでは表示されません。

• show-backupコマンドは、バックアップメタデータに依存します。バックアップが Barmanバー
ジョン 3.10以前で作成された場合、Postgres 17のブロックレベルのインクリメンタルバックアッ
プに関連するフィールドなど、バージョン 3.11で導入されたフィールドは含まれません。

• フィールド Resource Savedは、rsyncおよびインクリメンタルバックアップで使用でき、Snapshot
Informationはスナップショットバックアップでのみ使用できます。

• バックアップが圧縮されている場合、使用された圧縮アルゴリズムを含む Backup Compression

フィールドが出力に表示されます。

• バックアップが暗号化されている場合、 Encryptionフィールドが出力に表示され、使用された
暗号化方法が含まれます。

• フィールド Backup Typeの可能な値は次のとおりです。

– rsync rsyncで取得したバックアップの場合。

– full pg_basebackupで取得したフルバックアップの場合。

– incremental pg_basebackupで取得したインクリメンタルバックアップ用。

– snapshotクラウドで取得されたスナップショットベースのバックアップ用。
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resumeコマンドは、backupコマンドで作成されたバックアップから Postgresサーバー全体を復元するため
に使用されます。バックアップを作成するときに、バックアップを一意に識別する backup_idが割り当て
られます。 resumeコマンドを使用するには、次を実行します。

barman restore [OPTIONS] SERVER_NAME BACKUP_ID DESTINATION_PATH

backup_idを autoとして指定することにより、バックアップを復元できます。この場合、Barmanはカタ
ログから最適なバックアップを自動的に選択します。リカバリターゲットが提供されない場合、デフォル
トで最新の使用可能なバックアップが選択されます。復旧ターゲットが指定されている場合、 Barmanは
それを使用して、復旧基準に基づいて適切なバックアップを特定します。

• target_time Barmanは、 target_time、たとえば 2025-01-21 10:00:00までで使用可能な最新
のバックアップを取得します。

• target_lsn Barmanは、 target_lsn、たとえば 3/64000000までで使用可能な最新のバックアッ
プを取得します。

• target_tli Barmanは、タイムライン target_tli、たとえば 2から利用可能な最新のバックアッ
プを取得します。

• target_tli、他の 2つのターゲットのいずれかと組み合わせた場合 Barmanは、target_tliに属す
る target_lsnまたは target_timeまでで利用可能な最新のバックアップを取得します 2025-01-21

10:00:00タイムライン 2から 2025-01-21 10:00:00。

ò 注釈

• Barmanのリカバリーの概念をより明確に理解するためには、リストアとリカバリーを参照して
ください。

• バックアップは指定されたディレクトリに復元され、Postgresインスタンスを起動する準備が整
います。

• list-backupsコマンドを使用して、必要な特定のバックアップ IDを見つけます。

• Barmanは、PGDATA内のシンボリックリンクを追跡しませんテーブルスペースを除きます。シ
ンボリックリンクを管理し、ディザスターリカバリー計画に含めます。

• backup_idを autoとして指定する場合、Barmanは backup_idを考慮しません。選択したバッ
クアップが特定の引数を必要とするか、特定のオプションをサポートしていない場合、復元は失
敗する場合があります。このような場合、それに応じて restoreコマンドを調整するのに役立つエ
ラーメッセージを受け取ります。たとえば、スナップショットバックアップを復元する場合は、
--snapshot-recovery-instanceが必要です。
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10.1 ローカルリカバリー
--remote-ssh-command が存在しない場合、 Barman はバックアップをローカルに復元します
DESTINATION_PATHで指定されたパス。

すべてのファイルとディレクトリは、barmanユーザーが所有します。したがって、Postgresを起動してリ
カバリーを実行するときは、2つのオプションがあります。

1. barman ユーザーとして Postgres を起動します。この場合、 --get-wal を使用すると、
restore_commandは sudoを必要とせずに get-walを呼び出すことができます。

2. postgres ユーザーとして Postgres を起動します。この場合、サーバーを起動する前に、復元され
たすべてのファイルとディレクトリこれには PGDATA およびテーブルスペースを含むの所有権を
postgresユーザーに変更する必要があります。 --get-walを使用する場合、restore_commandは
sudoを使用して、 barmanユーザーとして get-walを実行する必要があります。

WALリストアの設定の詳細については、 Fetching WALsを確認してください。

10.2 リモートリカバリー
--remote-ssh-command COMMANDを使用して、SSHを介してリモートサーバーでリカバリを実行します。
リモート復旧のターゲットノードで postgresユーザーを使用することをお勧めします。

Known Limitations

• get-wal が指定されない限り、システムの一時ディレクトリに少なくとも 4GB の空き領域が必要
です。

• SSHは公開キー認証を使用する必要があります

• リモートユーザーは、必要なディレクトリ構造を作成できる必要があります。

• リモートサーバーにベースバックアップとWALファイル用の十分な空き領域があることを確認し
ます。

10.3 デルタリカバリー
--delta-restoreを使用して、barmanがカスタムテーブルスペースとともに既存の宛先ディレクトリに
バックアップを上書きして復元できるようにします。

もう 1つのオプションは、リカバリ操作の前にグローバル/サーバーレベルで recovery_options構成内に
delta-restoreを含めて、 --delta-restoreフラグを指定せずにデルタリカバリを実行することです。

recovery_options = 'delta-restore'

recovery_optionsで delta-restoreが指定されているが、特定のリカバリー中には必要ない場合、barman
restoreコマンドで --no-delta-restoreオプションを使用して無効にできます。
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ò 注釈

get-walを有効にしてデルタリカバリーを実行している場合、両方を recovery_options = get-wal,

delta-restoreとして構成に追加できます。

s 重要

delta-restoreオプションは、次のシナリオでサポートされています delta-restore。

• Local restore of plain backups -インクリメンタル、圧縮、暗号化、またはマルチフォーマットの
バックアップはサポートされていません。

• Remote restore with staging_location=local - staging_location=remoteの使用はサポート
されていません。

10.4 テーブルスペースのリマッピング
--tablespace NAME:DIRECTORYを使用して、表領域を新しい場所に再マップします。 Barmanは、宛先
ディレクトリが存在しない場合、作成しようとします。

10.5 ポイントインタイムリカバリー
次のいずれかのオプションを使用してリカバリ targetを指定します。

• --target-time特定のタイムスタンプにリカバリーします。

• --target-xid特定のトランザクション IDにリカバリーします。

• --target-lsnログシーケンス番号にリカバリーします。

• --target-name名前付けの復元ポイントにリカバリーします。

• --target-tli特定のタイムラインにリカバリーします。

• --target-immediate一貫した状態に到達したら、リカバリーを終了します。

ò 注釈

• 復旧ターゲットは、バックアップ終了後の値である必要があります。バックアップ内のポイント
インタイムにリカバリするには、以前のバックアップを使用します。

• --target-timeのタイムスタンプで指定されない場合、タイムゾーンはデフォルトの Barmanホ
ストになります。

• --exclusiveを使用して、ターゲットの直前で停止するか、ターゲットを含めて停止するかを制
御します。

• --target-tliは、ターゲットタイムラインを設定します。数値 IDまたはショートカット値 latest

または currentを使用します。
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• 少なくとも 1つの `--target-*オプションが指定される場合、バックアップの復元時に Barmanに
よって ``recovery.signal` ファイルが作成され、ターゲットリカバリを開始するようにサーバーに
通知されます。

• backup_id を auto として指定する場合、許可されるリカバリターゲットはのみです
--target-time、--target-lsnおよび --target-tli。 --target-timeおよび --target-lsn

は相互排他的であるが、--target-tliは独立してまたは --target-timeまたは --target-lsn

とともに使用できることに注意してください。

前述のターゲットは、次の値を取ることができる --target-actionで使用できます。

• shutdown目標に到達したら、Postgresをシャットダウンします。

• pauseターゲットに到達したら、検査のために Postgresを一時停止します。

• promoteターゲットに到達すると、Postgresをプライマリに昇格させます。

--standby-modeを呼び出すことにより、インスタンスをスタンバイとして構成することもできます。バッ
クアップが復元された後、復元されたノードをリカバリモードで起動する前に、目的の上流ノードに接続
するように構成を変更してください。

ò 注釈

• --standby-modeを指定すると、 recovery.signalファイルの代わりに standby.signalファ
イルが作成されます。

• --standby-modeを使用する場合、可能ですが、 --target-*オプションを設定する必要はあり
ません。

ã 参考
For more information regarding Postgres recovery behavior, refer to Archive Recovery and Recovery Target

10.6 BarmanからWALの取得
--get-walを使用して、リカバリ中に BarmanからWALを取得するように Postgresを構成します。設定
されていない場合、 Barmanは restoreコマンドの一部として Postgresリカバリに必要なすべてのWALを
コピーします。

ò 注釈

--target-xid、 --target-name、または --target-timeなどのターゲットで --no-get-walを使
用する場合、 BarmanはWALアーカイブ全体をコピーして可用性を保証します。

もう 1つのオプションは、復旧オペレーションの前にグローバル/サーバーレベルで recovery_options

構成内に get-wal を含めて、リカバリプロセス中に --get-wal を指定せずに WAL ファイルを取得し、
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Barmanサーバーを効果的にサーバーのWALハブに変えることです。

recovery_options = 'get-wal'

復元中に get-wal が含まれる場合、 Barman は、リカバリがローカルかリモートかに応じて、 barman

get-wal または barman-wal-restore のいずれかを使用して必要な WAL ファイルを取得するように
restore_commandを設定します。

recovery_options で get-wal が指定されているが、特定のリカバリー中には必要ない場合、 barman

restoreコマンドで --no-get-walオプションを使用して無効にできます。

ò 注釈

get-walを有効にしてデルタリカバリーを実行している場合、両方を recovery_options = get-wal,

delta-restoreとして構成に追加できます。

10.6.1 ローカルリカバリーでの get-walの使用
barman get-walコマンドは、 Barmanによって管理されるWALカタログへのアクセスが必要であるため、
ローカルリカバリでは常に barmanユーザーとして実行する必要があります。

restore_command = 'barman get-wal SERVER_NAME %f > %p'

これは、 PostgreSQLサーバーが barmanユーザーとしても実行されることを前提としています。

別のユーザーたとえば postgresで PostgreSQLを実行する場合、あなたには以下の責任があります。

• サーバーを実行するユーザーに一致するように PGDATAおよびすべての表領域の所有権を更新します。

• barmanユーザーとして barman get-walを呼び出すことができるように restore_commandを調整
しますたとえば、そのユーザーになるように sudoまたは他のメカニズムを構成することにより。

言い換えれば、 barman以外のユーザーを使用してローカルリカバリーで PostgreSQLを実行する場合、追
加の構成でWALファイルを Barmanから取得でき、サーバーを起動できるようにする必要があります。

たとえば、postgresユーザーが barmanユーザーとして get-walコマンドを実行できるようにするには、
次の行を /etc/sudoersファイルに追加します SERVERを実際のサーバー名に置き換えます。

postgres ALL=(barman) NOPASSWD: /usr/bin/barman get-wal SERVER *

10.6.2 リモートリカバリーでの get-walの使用
リモートリカバリーの場合、recovery_optionsを get-walに設定すると、SSH接続エラーをより堅牢に
処理するように設計された recovery_optionsスクリプトを使用して restore_commandが作成されます。

このスクリプトは、WALファイルの自動圧縮および解凍や peek機能などの便利な機能を提供し、Postgres
が以前のWALファイルを処理しているときに今後のWALファイルを取得でき、 Postgresと Barman間の
帯域幅を最適化します。
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barman-wal-restore は、 barman-cli パッケージに含まれています。次に、 barman-wal-restore の
restore_commandの例を示します。

restore_command = 'barman-wal-restore -U barman backup SERVER_NAME %f %p'

ここで、 backupは、 Barmanがインストールされているホストを指します。 SSH経由で通信するため、
postgresユーザーがバックアップサーバーに barmanとしてログインするには、SSHキー認証が必要で
す。デフォルト以外の SSHポートを使用する必要がある場合は、 --portオプションで指定できます。

barman-wal-restoreが Barmanサーバーに接続できること、および必要な PostgresサーバーがWALファ
イルを送信するように設定されていることを確認するには、次のコマンドを使用します。

barman-wal-restore --test backup pg DUMMY DUMMY

ここで、backupは Barmanがインストールされているホストを指し、pgは Barmanで構成された Postgres
サーバーの名前であり、 DUMMYはプレースホルダーとして機能しますスクリプトには、WALファイル名
と宛先ディレクトリの 2つの引数が必要ですが、これらは無視されます。

すべてが正しく設定されている場合、次が表示されます。

Ready to retrieve WAL files from the server pg

barman-wal-restore コマンドの詳細については、 barman-cli がインストールされたホストで man

barman-wal-restoreと入力するか、 barman-wal-restoreコマンドリファレンスを参照してください。

� Tip

pg_walディレクトリと spoolディレクトリの両方が同じファイルシステムにある場合、ファイルはコ
ピーされるのではなく名前が変更されるため、WALファイルの提供が速くなります。ただし、これら
のディレクトリが別のファイルシステム上にある場合、操作にはファイルのコピーと元の削除の両方
が含まれるため、パフォーマンスの向上はありません。WALファイル管理効率を最適化するために、
ファイルシステムの場所に注意してください。

10.7 暗号化されたバックアップの復元
暗号化されたバックアップとWALは、復元フェーズで最終的な宛先にコピーされる前に復号されます。リ
ストア中に、プライベートキーのパスフレーズを取得するコマンドが encryption_passphrase_command

に存在する必要があります。このコマンドは、パスフレーズを標準出力に出力する必要があり、パスワー
ドボールト、外部キー管理サービス、ファイルなどの安全な場所からパスフレーズを取得するために使用
できます。

これらは、パスフレーズコマンドを設定する方法のいくつかの例です。

• 環境変数からの読み取りの例

encryption_passphrase_command="echo $BARMAN_PASSPHRASE"

• ファイルからの読み取りの例
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encryption_passphrase_command="cat /path/to/barman_passphrase"

• HashiCorp Vaultからの読み取り例

encryption_passphrase_command="vault kv get -field=<FIELD> <KEY>"

• AWS Secret Managerからの読み取り例

encryption_passphrase_command="aws secretsmanager get-secret-value --secret-id

<SECRET_NAME> --profile <AWS_PROFILE> --output text --query SecretString | jq -r

'.<SECRET_KEY>'"

バックアップの復号化は次のように発生します。

1. バックアップは、staging_location=remoteが設定されているかどうかに関係なく、Barmanサー
バー上のステージングディレクトリに復号されます。これは、復号化が Barmanノードでローカルに
発生するように設計されているためです。復号化に使用されるディレクトリは、 staging_pathオ
プションでも定義されます。

2. 解凍や組み合わせなど、インクリメンタルバックアップの場合など、追加の操作が必要な場合、それ
らはステージングディレクトリのコンテンツをソースとして使用して実行されます。それ以外の場
合、復号化されたファイルは最終的な宛先に直接コピーされます。

3. 追加の操作が必要な場合、後続の操作が完了した後にステージングディレクトリは削除されます。

WALファイルの復号化は、リカバリ中にファイルが取得される方法によって異なります。

1. --no-get-walオプションデフォルトを使用する場合、必要なWALファイルはすべてステージングディ
レクトリに復号され、最終的な宛先にコピーされます。これは、encryption_passphrase_command

が 1回呼び出され、出力がすべてのWALファイルに再利用されることを意味します。また、コマン
ドは barman restoreコマンドの実行中にのみ必要であり、Postgresリカバリプロセス中には必要あ
りません。

2. --get-walオプションを使用すると、復旧プロセス中に必要に応じて、WALファイルが Postgresサー
バーに提供されます。このシナリオでは、Barmanは Postgresサーバーに送信する前に、各WALファ
イルをローカルで復号化します。これは、 restore_commandを介して取得されるWALファイルご
とに encrytion_passphrase_commandが 1回呼び出されることも意味します。

s 重要

staging_location=remoteを使用する場合、staging_pathは、ローカルノードでの読み取りおよび
書き込みのためにアクセス可能な場所を指す必要があります。これは、復号化が常にローカルノードで
発生するためです。
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10.8 圧縮バックアップの復元
backup_compressionオプションを使用してバックアップが圧縮されている場合、 Barmanはリストア中
にそれを解凍できます。

このプロセスには、いくつかの手順が含まれます。

1. ローカルに復元する場合、圧縮されたバックアップファイルは復元先ディレクトリに直接解凍されま
す。リモートで復元する場合、動作は staging_location設定によって異なります。

• staging_location=local圧縮されたバックアップは、 Barmanサーバー上の staging_path

で解凍され、rsyncを使用してリモートの復元先にコピーされます。

• staging_location=remote 圧縮バックアップは、rsync を使用してリモートサーバーの
staging_pathにコピーされ、リモートの復元先にて解凍されます。

2. リモートリカバリーの場合、特別な処理を必要とする構成ファイルは、復元先ディレクトリから barman
ノードのローカル一時ディレクトリにコピーされ、必要に応じて編集および変更されて、Rsyncを使
用してリストアディレクトリに戻されます。ローカル復旧の場合、ローカル一時ディレクトリは復元
先自分自身であるため、編集とマングリング操作はインプレースで実行されます。バックアップディ
レクトリには圧縮された tarballファイルのみが含まれているため、Barmanは復元ディレクトリ内の
個々のファイルにのみアクセスできるため、この中間手順が必要です。

3. 追加の操作が必要な場合、後続の操作が完了した後にステージングディレクトリは削除されます。

Barmanはデプロイ環境の知識がないため、 staging_pathおよび staging_locationオプションに依存
して、ステージングディレクトリの適切な場所を決定します。グローバル/サーバー構成でオプションを設
定するか、 barman restoreコマンドで --staging-pathおよび --staging-locationオプションを使
用します。 Barmanは自分自身で適切な場所を推測できないため、そうしないとエラーが発生します。

10.9 ブロックレベルのインクリメンタルバックアップのリカバリー
ブロックレベルのインクリメンタルバックアップから復旧する場合、 Barmanは pg_combinebackupを使
用してバックアップチェーンを結合します。このチェーンは、ルートバックアップと、リカバリされるも
のまでの後続のすべての増分バックアップで構成されています。

ブロックレベルのインクリメンタルバックアップから正常にリカバリーするには、グローバル/サーバー構
成で staging_pathおよび staging_locationオプションを指定するか、barman restoreコマンドで同
等の --staging-pathおよび --staging-locationオプションを使用する必要があります。 Barmanは適
切なステージング場所を自動的に決定できないため、そうしないとエラーが発生します。

このプロセスには、次の手順が含まれます。

1. Barmanは、バックアップのチェーンを組み合わせて、合成バックアップを作成します。ローカルに
復元する場合、バックアップのチェーンは復元先ディレクトリに直接結合されます。リモートで復元
する場合、動作は staging_location設定によって異なります。

• staging_location=localバックアップのチェーンは Barmanサーバー上の staging_pathで
結合され、rsyncを使用してリモートの復元先にコピーされます。

• staging_location=remoteバックアップのチェーンは、rsyncを使用してリモートサーバーの
staging_pathにコピーされ、リモートの復元先で結合されます。

86 第 10章リカバリー



Barman User Guide,リリース 3.17.0

2. 追加の操作が必要な場合、後続の操作が完了した後にステージングディレクトリは削除されます。

s 重要

チェーン内のバックアップがチェックサムを無効にして取得されたが、最終的なバックアップでチェッ
クサムが有効になっている場合、結果の合成バックアップには、無効なチェックサムを含むページが
含まれる場合があります。詳細については、 pg_combinebackup documentationの制限を参照してくだ
さい。

10.9.1 結合モード
結合バックアップにファイルを作成するために使用される方法は、 --combine-mode コマンドの
--combine-modeオプションで制御できます。

サポートされているモードは次のとおりです。

copy ̶ チェーン内のファイルごとに標準のファイルコピーを実行します。これはデフォルトモードであ
り、すべてのシステムで動作します。生成されるバックアップのファイルは元のファイルから完全に独立
しているため、最高レベルの安全性を提供しますが、より多くの時間、追加のディスク領域と I/Oが犠牲
になります。

copy-file-range̶ copy_file_rangeシステムコールを使用して、効率的なファイルコピーを行います。一
部のファイルシステムでは、これは物理ディスクブロックを共有することにより --cloneと同様の結果を
達成できますが、他のファイルシステムでは、最適化されたパスを介してフルコピーを実行します。この
モードは、現在 Linuxと FreeBSDでサポートされています。バックアップマニフェストが利用できないか、
互換性のあるチェックサムが含まれていない場合でも、ファイルはコピーされますが、チェックサム検証
のためにブロックごとに読み取られます。

link ̶可能な場合、ファイルを合成バックアップにコピーする代わりに、ハードリンクを作成します。こ
のアプローチは場合によってはより速く、ディスク領域を節約できますが、潜在的なリスクをもたらしま
す。復元ディレクトリに加えられた変更は、元のバックアップディレクトリにも影響を与えます。その逆
も同様です。したがって、このモードは、入力ディレクトリが結合後に削除される使い捨てコピーである
場合にのみ使用する必要があります。入力バックアップと出力ディレクトリは、同じファイルシステムに
存在する必要があります。バックアップマニフェストに互換性のあるチェックサムが含まれていない場合、
ハードリンクは作成されますが、ファイルはチェックサム計算のためにブロックごとに読み取られます。

clone ̶一部のファイルシステムが提供するファイルクローン機能 reflinkなどを使用して、最初にデータ
ブロックを共有するファイルの軽量コピーを作成します。このアプローチは、リンクの速度と領域効率と
コピーの分離を組み合わせます。いずれかのコピーを変更しても、他方には影響しません。このモードの
サポートは、基になるファイルシステムによって異なりますたとえば、XFSおよび Btrfsはクローンをサ
ポートしています。

これらのモードの動作の詳細については、 pg_combinebackup documentationを参照してください。
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10.10 マルチフォーマットバックアップのリカバリパイプライン
バックアップは、圧縮、暗号化、インクリメンタル、またはこれらの組み合わせが可能です。 Barmanは、
復元中に必要に応じて解凍、復号、およびインクリメンタルなバックアップチェーンの組み合わせを自動的
に処理することにより、復旧プロセスを合理化します。 barman restoreコマンドを発行すると、Barman
はバックアップタイプを検出し、必要なすべての操作を正しい順序で実行し、手動介入を削除します。

例

• バックアップが暗号化されている場合、Barmanは構成された encryption_passphrase_commandを
使用してバックアップを復号します。

• バックアップが圧縮されている場合、 Barmanはデータファイルを復元する前にそれを解凍します。

• バックアップがブロックレベルのインクリメンタルの場合、 Barmanは pg_combinebackupを使用
してバックアップチェーンを結合して、復元可能な完全なバックアップを生成します。

• バックアップが暗号化、圧縮、およびインクリメンタルの両方である場合、Barmanは次の順序で自
動的に処理します。復号、解凍、およびインクリメンタルチェーンの組み合わせ。ステップごとに、
Barmanは選択した場所に一時的なステージングディレクトリを作成します。ステップが完了すると、
前のステップのステージングディレクトリが削除されます。これは、3つまでのステージングディレ
クトリが同時にディスク領域を使用しないことを意味します。

構成ファイルまたはコマンドライン引数として staging_pathおよび staging_locationオプションを使
用して、これらの操作の場所を制御できます。この柔軟性により、特にリモート復旧シナリオで、使用可
能なディスク領域とネットワーク帯域幅を最適化できます。

たとえば、バックアップが暗号化、圧縮、およびインクリメンタルであり、 staging_location=remote

および staging_path=/tmpを使用したリモートリカバリーの場合

1. チェーン内のすべてのバックアップは、 Barman ノードのステージングパスたとえば /tmp/

decrypt-staging-locationに復号されます。

2. 次に、それらは rsyncでリモートノードたとえばリモートノードの /tmp/rsync-staging-location

のステージングディレクトリにコピーされ、コピーが完了すると、Barmanノードのステージングパ
ス /tmp/decrypt-staging-locationが削除されます。

3. 次に、コピーされたバックアップは別のリモートステージングディレクトリなどに解凍されます。リ
モートノード上の /tmp/decompress-staging-location、解凍後、リモートノード上のステージン
グパス /tmp/rsync-staging-locationが削除されます。

4. 最後に、解凍されたファイルは、復元先を出力として使用する合成バックアップに結合されます。

5. この後、解凍ステージングディレクトリ /tmp/decompress-staging-locationも削除されます。

staging_location=localの場合、すべての操作は Barmanサーバーで実行されますが、順序はわずかに
異なります。rsyncコピーは最後に遅延されます。結合オペレーションは独自の staging_pathを使用し、
最後のステップは、合成バックアップをリモートノードのリストア先に転送することです。
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10.11 .partial WALファイルの制限
streaming_archiverを使用する場合、Barmanは pg_receivewalを利用して、ネイティブストリーミングレ
プリケーションプロトコルを介してPostgresサーバーマスターまたはスタンバイからトランザクションログを
継続的に受信します。デフォルトでは、pg_receivewalはこれらのログを .partialサフィックスを持つファ
イルに書き込み、これらがまだ完了していないことを示します。 Barmanは、streaming_wals_directory

でこれらの .partialファイルを探します。 pg_receivewalはファイルが完了すると、.partialサフィッ
クスを削除し、永続的なストレージと圧縮のために Barmanの archive-walコマンドに渡します。

マスター Postgres サーバーに突然障害が発生し、復旧できない場合、 Barman にストリーミングされた
.partialファイルには、アーカイブプロセスに配信されなかった重要なデータが含まれている可能性があ
ります。

Barmanバージョン 2.10以降、get-walコマンドは、--partialまたは -Pオプションを使用して、現在の
.partialWALファイルのコンテンツを取得できます。これは、完全な復元を実行するか、ポイントインタイ
ムリカバリーを実行するかにかかわらず、リカバリーに役立ちます。 get-walを使用し、--standby-mode

を使用せずに restoreコマンドを開始すると、 Barmanは barman-wal-restoreコマンドに -Pオプション
を自動的に含めて、 .partialファイルを処理します。

さらに、 get-walは、 incomingディレクトリをチェックして、 Barmanに送信されたがまだアーカイブ
されていないWALファイルがないかを確認します。

no-get-walでリカバリーする場合、BarmanはアーカイブされたすべてのWALを宛先ノードにコピーし
ます。この場合、部分的なWALファイルはコピーされず、トランザクションからの最終的な損失データ
は部分ファイルに記録されます。

このような制限を回避するには、 streaming_wals_directoryにある部分WALファイルを宛先ノードの
streaming_wals_directoryにコピーし、`.partial`サフィックスなしで名前を変更できます。

10.12 外部構成ファイルの管理
Barmanは、バックアップが最初に取得された方法に応じて、異なる方法で外部構成ファイルを復元します。
rsyncバックアップを復元する場合、外部ファイルは元の場所ではなく、rsyncを介して `PGDATA`ディレ
クトリに復元されます。構成ファイルに関連するものを含む、潜在的に危険な設定に関する警告が発行さ
れます。対照的に、 postgresバックアップを復元する場合、外部ファイルはバックアップされていない
ため、復元されません。警告は、復元されなかったファイルについてユーザーに通知します。

バックアップの章のManaging external configuration filesセクションを参照して、バックアップを作成する
ときに外部ファイルがどのように処理されるかを理解します。

10.13 スナップショットバックアップからの復旧
Barmanは現在、スナップショットバックアップからの完全な自動リカバリーをサポートしていません。こ
の制限は、スナップショットのリカバリーには、新しいインフラストラクチャのプロビジョニングと管理
が必要であり、このタスクは、Terraformや OpenTofuのような専用の `IAC`ソリューションで処理するの
に最適なタスクであるために発生します。

ただし、barman resumeコマンドを使用して、スナップショットリカバリインスタンスを検証し、安全でな
い設定の Postgres構成を確認したり、必要な PITRオプションの構成などのリカバリ後のタスクを実行する
ことはできます。また、このコマンドは、 backup_labelファイルはボリュームスナップショットに含ま
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れていないため、 backup_labelファイルをコピーし、必要なWALファイルを転送します。 --get-wal

リカバリオプションが指定されていない場合、WAL。

barman-cloud-backup で作成したバックアップから復元する場合、 barman restore の代わりに
barman-cloud-restoreコマンドを使用する必要があります。

ò 注釈

クラウドプロバイダーを使用する場合、同じ要件と構成が復元に適用されます。 Requirements and

Configurationセクションと、 Requirements and Configurationセクションで作業している特定
のクラウドプロバイダーを参照してください。

10.13.1 リカバリーの手順
1. バックアップ中に作成されるスナップショットごとに、新しいディスクをプロビジョニングします。

2. ステップ 1の各ディスクがバックアップメタデータに従って接続およびマウントされるコンピュー
ティングインスタンスをプロビジョニングします。

3. barman restoreまたは barman-cloud-restoreコマンドを使用して、リカバリーを検証およびファ
イナライズします。

ステップ 1および 2は、既存の IACシステムで管理するのが理想的ですが、手動またはカスタムスクリプ
トを介して実行することもできます。

10.13.2 役立つリソース
Example recovery script for GCP。

Example runbook for Azure。

これらのリソースは、バックアップおよびリカバリー環境を想定しているため、運用環境で使用する前に
カスタマイズする必要があります。

10.13.3 resumeコマンドの実行
リカバリインスタンスがプロビジョニングされ、バックアップスナップショットからクローン作成された
ディスクが接続およびマウントされたら、次の追加引数を使用して barman resumeコマンドを実行します。

• --remote-ssh-commandリカバリインスタンスにログインするために必要な SSHコマンド。

• --snapshot-recovery-instanceクラウドプロバイダーによって指定されたリカバリインスタンス
の名前。

• スナップショットプロバイダーに固有の追加引数。
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コマンドの例

barman restore SERVER_NAME BACKUP_ID REMOTE_RECOVERY_DIRECTORY \

--remote-ssh-command 'ssh USER@HOST' \

--snapshot-recovery-instance INSTANCE_NAME

Barmanは、バックアップをスナップショットとして自動的に認識し、接続されたディスクが対応するス
ナップショットからクローンされたことを確認します。次に、バックアップラベルとWALをコピーし、必
要な復旧オプションで Postgres構成を調整することにより、Postgresの復旧の準備をします。

プロバイダー固有の引数

GCPの場合

• --gcp-zoneリカバリインスタンスが存在するアベイラビリティーゾーン。省略すると、 Barmanは
サーバー構成で設定された gcp_zone値を使用します。

Azureの場合

• --azure-resource-groupリカバリインスタンスのリソースグループ。提供されない場合、Barman
はサーバー構成の azure_resource_group値を参照します。

AWSの場合

• --aws-regionリカバリインスタンスの AWSリージョン。指定しない場合、 Barmanはデフォルト
でサーバー構成で設定された aws_region値を使用します。
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第11章 リテンションポリシー

11.1 概要
バックアップの保持ポリシーは、データのバックアップコピーが時間の経過とともに処理される方法を管
理するように設計された一連の戦略的ガイドラインです。このポリシーは、バックアップを保持する期間、
アーカイブまたは削除する時期、および編成方法に関するルールとガイドラインの概要を示しています。
明確に定義された保持ポリシーの実装は、データ保護を保証、ストレージ使用の最適化、およびコンプラ
イアンス要件を満たすために重要です。

ò 注釈

保持ポリシーは、ステータスが DONEのバックアップにのみ適用されます。不完全なバックアップたと
えば、 WAITING_FOR_WALS状態または FAILEDは、保持ルールによって考慮されません。

11.2 リテンションポリシーの主要コンポーネント
これらのポリシーの主要コンポーネントを理解することは、データ保護、ストレージ効率、コンプライア
ンスのバランスを保つシステムを設計するために重要です。

11.2.1 リテンション期間
• Time-Based Retentionこのコンポーネントは、バックアップを固定期間 30日、1年など、バックアッ
プを保持する期間を指定します。時間ベースの保持は簡単で、特定の期間より古いバックアップが自
動的に削除されます。

• Quantity-Based Retentionあるいは、保持ポリシーは、保持されたバックアップの数たとえば、最後
の 10バックアップなどに基づくことができます。この方法は、経過期間に関係なく、特定の数の最
近のバックアップを維持するのに役立ちます。

11.2.2 バックアップの種類
• Full Backups :これらのバックアップはデータセット全体をキャプチャし、その包括的な性質により
長く保持されることがよくあります。他の種類と比べて、フルバックアップには異なる保持ポリシー
が適用される場合があります。

• Incremental Backupsインクリメンタルバックアップは、最後のバックアップ以降の変更をキャプ
チャします。これらのバックアップの保持ポリシーは、バックアップチェーンでのロールと他のバッ
クアップへの依存関係を反映して、異なる場合があります。
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11.2.3 クリーンアップルール
• Automated Cleanup効果的な保持ポリシーには、事前定義されたルールに従って古いバックアップ
を特定および削除する自動クリーンアップメカニズムが含まれます。これにより、手動介入が削減さ
れ、不要なデータが保持されるリスクが最小限に抑えられます。

• Archiving and Deletionクリーンアップルールでは、古いバックアップを削除前にアーカイブするか、
直接削除するかを指定できます。アーカイブは、コンプライアンスまたはその他の目的で履歴データ
を維持するのに役立ちます。

11.3 リテンションポリシーの主な目的
堅牢なリテンションポリシーの実装は、効果的なバックアップ管理の基礎であり、いくつかの重要な目的
を含みます。

11.3.1 十分なデータ保護の確保
• Historical Recovery保持ポリシーは、さまざまな時点からのリカバリーを促進するためにバックアッ
プを保持する期間を定義します。これは、データの損失、破損、または誤った変更が発生した場合に、
最近のバックアップからだけでなく、古いバックアップからデータを復旧するためにも重要です。

• Recovery Flexibilityさまざまな期間にわたってバックアップを保持することにより、最新のデータ
の復元、破損の問題への対処、または誤った操作の元に戻すなど、さまざまな種類のデータ復旧シナ
リオに対応できます。

11.3.2 ストレージ使用の最適化
• Efficient Storage Management保持ポリシーは、貴重なストレージ領域を消費する古いバックアップ
の蓄積を防ぐのに役立ちます。これは、バックアップの数または保持期間に制限を設定することによ
り実現され、それによりストレージ使用率が最適化され、コストが効果的に管理されます。

• Cost Control古いバックアップのクリーンアップを自動化することにより、組織はストレージインフ
ラストラクチャと関連するメンテナンスに関連する不必要な費用を回避できます。

11.3.3 コンプライアンスとレギュレーション
• Meeting Legal Requirements多くの業界には、データ保持を管理する特定の規制があり、バックアッ
プの最小保持期間を規定する場合があります。明確に定義された保持ポリシーにより、これらの規制
要件が満たされることが保証され、組織が法的および業界標準に準拠し続けるのに役立ちます。

• Audit Readiness適切な保持ポリシーは、保持規制へのコンプライアンスを示す明確で編成されたバッ
クアップ履歴を維持することにより、監査を容易にします。

11.4 最小限の冗長性の安全性
グローバルまたはサーバーごとの構成で minimum_redundancyオプションを使用して、Postgresサーバー
のバックアップの最小数を設定できます。デフォルトでは、このオプションは 0に設定されています。
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minimum_redundancyを 0より大きい数値に設定すると、 Barmanは常に少なくともその数のバックアッ
プがサーバー上で利用できるようにします。

この設定は、バックアップの誤った削除からの保護に役立ちます。

ò 注釈

リテンションポリシーが最小冗長設定と競合しないことを確認します。 Barmanのログに関連するメッ
セージがないか定期的にチェックしてください。

11.5 リテンションポリシーの範囲
Barman、2つの方法で保持ポリシーを定義できます。

11.5.1 バックアップの冗長性
保持するバックアップの数を指定します。 Barmanは、最新のバックアップを指定された数まで保持しま
す。このタイプのポリシーは、保持期間は考慮せず、バックアップ数に焦点を当てます。

たとえば、冗長性を 3に設定すると、 Barmanは 3つの最新のバックアップを保持し、古いものは破棄し
ます。

11.5.2 リカバリーウィンドウ
そのウィンドウ内の任意のポイントにリカバリーできるように、バックアップを保持する期間を指定しま
す。間隔ウィンドウは常に現在の時刻に終了し、指定された期間逆方向にスパンします。 Barmanは、こ
のウィンドウ内の任意の時点へのポイントインタイムリカバリーに必要なバックアップとアーカイブログ
を保持します。

たとえば、7日間の復旧ウィンドウを設定すると、 BarmanはバックアップとWALファイルを保持して、
過去 7日以内の任意のポイントにリカバリーできるようにします。これは、ウィンドウの外にある最初の
バックアップは対応するWALで保持されますが、このバックアップとすべての古いWALより前のバック
アップは時代遅れとしてマークされ、最終的に削除されることを意味します。

11.5.3 Keepコマンド
keepコマンドを使用して、特定のバックアップをマークして、無期限に保持できます。これは、そのバック
アップについて前述した保持ポリシーをオーバーライドします。 keepコマンドの詳細については、 keep

を参照してください。

ò 注釈

インクリメンタルバックアップは、keepコマンドの対象外です。この制限は、インクリメンタルバッ
クアップが親バックアップに依存し、独自にリカバリーに使用できないために存在します。独立して使
用できないため、ベースなしでインクリメンタルを保持しても意味がありません。
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インクリメンタルバックアップに keepを適用しようとすると、Barmanは、インクリメンタルバック
アップを保持できないことを示すエラーを返します。

Only the full base backup̶the one that starts the backup chain̶ can be marked with keep.

11.6 ユースケース
11.6.1 ポイントインタイムリカバリー
ベースバックアップとアーカイブされたWALファイルには、同じ保持ポリシーがあります。この設定に
より、Postgresサーバーからデータを最も古いバックアップの終了時間からの任意の時点に復旧できます。

11.6.2 業務効率とスペース管理
特にリソースが制限されている環境では、古いバックアップを定期的に削除して、ストレージコストを節約
し、ストレージ領域を効果的に管理しながら、特定の数の最近のバックアップを維持することができます。

11.6.3 長期アーカイブ
コンプライアンスまたは履歴の目的で、通常の操作要件を超えて長期間バックアップを保持する必要があ
る場合があります。これは、データを特定の期間保持する必要がある規制業界で多くの場合必要です。

11.7 保持ポリシーが適用される方法
Barmanのリテンションポリシーは、 barman cronによって実行される Barmanのメンテナンスタスクに
よって自動的に適用されます。

11.8 構成と構文
リテンションポリシーは、マルチサーバー環境での柔軟性を提供する retention_policyオプションを使
用してグローバルまたはサーバーごとに構成されます。デフォルトでは、 retention_policyオプション
の値が設定されていないため、保持は強制されません。

リテンションポリシーの構文は次のとおりです。

retention_policy = {REDUNDANCY value | RECOVERY WINDOW OF value {DAYS | WEEKS |

MONTHS}}

• 値は 0より大きい整数である必要があります。

• バックアップ冗長性の場合、値はサーバーの最小冗長レベル以上である必要があります。

• リカバリウィンドウの場合、値は逆の順序でサーバーの最小冗長レベルと少なくとも同じ高さである
必要があります。

• 値が割り当てられていない場合、警告が生成されます。
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s 重要

ブロックレベルのインクリメンタルバックアップは、親バックアップとルートバックアップに依存する
ため、リテンションポリシーでは考慮されません。ルートバックアップのみが保持期間を決定するため
に使用されます。

11.9 ブロックレベルのインクリメンタルバックアップのリテンションポ
リシー

保持ポリシーが適用される場合

• Barmanはルートバックアップに焦点を当てます。

• ルートバックアップが KEEP:FULLとしてマークされている場合、ルートバックアップが保持ポリシー
内にあるかどうかに関係なく、関連するすべてのインクリメンタルバックアップは VALIDとしてマー
クされます。

• ルートバックアップが KEEP:STANDALONEとしてマークされ、保持ポリシー内にある場合、関連するす
べてのインクリメンタルバックアップは VALIDとしてマークされます。ただし、ルートバックアップ
が保持ポリシーの対象外である場合、関連するすべてのインクリメンタルバックアップは OBSOLETE

としてマークされます。

• ルートバックアップが KEEPフラグでマークされていない場合、関連するすべてのインクリメンタル
バックアップは同じラベルを継承します。たとえば、ルートバックアップが OBSOLETEとしてマーク
されている場合、関連するすべてのインクリメンタルバックアップも OBSOLETEとしてマークされ
ます。

11.10 クラウドバックアップのリテンションポリシー
クラウドバックアップには 2つのシナリオがあります。

1. Barmanサーバーで snapshots backupsを一元化されたバックアップおよびリカバリーマネージャーと
して使用する。

2. クラウドオブジェクトストレージで cloud backupsを使用して、 Barmanサーバーを使用せずにバッ
クアップを管理します。

最初のシナリオでは、Barmanは cronで説明しているように、メンテナンス操作と保持ポリシーの適用に
cronを使用します。この場合、snapshotバックアップは他の rsyncまたは postgresバックアップと同
じように扱われます。

2番目のシナリオでは、Barmanサーバーが存在しないため、保持ポリシーを適用するためのメンテナンス
操作用の cronがありません。代わりに、 barman-cloud-backup-deleteを -r RETENTION_POLICYオプ
ションとともに使用する必要があります barman-cloud-backup-deleteを参照してください。これによ
り、指定された保持ポリシーを満たさないバックアップが削除されます。さらに、フックスクリプトまた
はカスタムスクリプトを使用してこれらのコマンドをスケジュールして、クラウドバックアップの cronメ
ンテナンスをシミュレートすることもできます。
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第12章 診断と障害対応

ツールに必要な機能の 1つは、効率的な方法で問題をトラブルシューティングする機能です。 Barmanは、
問題を診断およびトラブルシューティングする複数の方法を提供します。

通常、問題は barman checkから返されたエラーまたは警告メッセージから発生しますが、他のソースから
発生する場合もあります。

12.1 Barmanステータス
barman statusコマンドを使用して、特定の Postgresサーバーのステータスを確認できます。このコマンド
は、PostgreSQLバージョン、現在のデータサイズ、PostgreSQLデータディレクトリ、現在のWAL、archive
コマンド、最後にアーカイブされたWAL、使用可能なバックアップの数など、サーバーのステータスの詳
細ビューを提供します:

$ barman status pg16

Server pg16:

Description: PostgreSQL 16 Database (via SSH)

Active: True

Disabled: False

PostgreSQL version: 16.4

Cluster state: in production

Current data size: 31.9 MiB

PostgreSQL Data directory: /var/lib/pgsql/16/data

Current WAL segment: 000000010000003B00000010

PostgreSQL 'archive_command' setting: barman-wal-archive barman_server pg16 %p

Last archived WAL: 000000010000003B0000000F, at Mon Nov 18 07:54:54 2024

Failures of WAL archiver: 0

Passive node: False

Retention policies: not enforced

No. of available backups: 2

First available backup: 20240911T085206

Last available backup: 20240911T085736

Minimum redundancy requirements: satisfied (2/0)

これは、サーバーの構成が barmanサーバーの構成と連携するための良いツールです。
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12.2 Barmanショーサーバー
barman show-serversコマンドを使用して、バックアップ用に構成された特定の Postgresサーバーのすべて
の構成オプションと値をリストできます。

$ barman show-servers pg16

Server local16:

active: True

archive_command: barman-wal-archive barman-server pg16 %p

archive_mode: on

archive_timeout: 0

archived_count: 1

...

12.3 Barman複製ステータス
barman replication-statusコマンドを使用して、特定の Postgresサーバーのレプリケーションステータスを
すばやく確認できます。このコマンドは、レプリケーションのステータスの詳細なビューを提供します。

$ barman replication-status pg16

Status of streaming clients for server 'pg16':

Current LSN on master: 3B/10000148

Number of streaming clients: 1

1. Async WAL streamer

Application name: barman_receive_wal

Sync stage : 3/3 Remote write

Communication : Unix domain socket

User name : barman

Current state : streaming (async)

Replication slot: standby

WAL sender PID : 165959

Started at : 2024-11-18 07:49:01.837787+00:00

Sent LSN : 3B/10000148 (diff: 0 B)

Write LSN : 3B/10000148 (diff: 0 B)

Flush LSN : 3B/10000000 (diff: -328 B)

12.4 Barman診断
barman diagnoseコマンドは、構成されているすべてのサーバーのステータスに関する重要な情報を収集し
ます。これは、 Barmanによってバックアップされている構成済みの Postgresサーバーの全体図です。

barman diagnose

diagnoseコマンド出力は barmanサーバーの完全なスナップショットであり、グローバル構成、SSHバー
ジョン、Pythonバージョン、rsyncバージョン、PostgreSQLクライアントバージョン、すべてのサーバー
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の現在の構成とステータスなどの役立つ情報を提供します。

diagnoseコマンドは、Barmanインストールのステータスに関するグローバルビューを提供するため、問
題のトラブルシューティングに非常に役立ちます。
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第13章 構成リファレンス

Barmanは、構成より慣例のアプローチに従います。これにより、一部のオプションをグローバルに定義し、
サーバーレベルでオーバーライドできることにより構成が簡素化されます。これは、サーバーのデフォル
トの動作を設定し、必要に応じて特定のサーバーをカスタマイズできることを意味します。このデザイン
により、柔軟性を維持しながら、過剰な構成の必要性が削減されます。

13.1 使用法
効果的な操作には、適切な構成が重要です。 Barmanは、さまざまな種類の構成ファイルを使用して、グ
ローバル設定、サーバー固有の設定、および 3つのスコープで構成されるモデル固有の設定を管理します。

1. Global Configuration: It comprises one file with a set of configurations for the barman system, such as the
main directory, system user, log file, and other general options. Default location is /etc/barman.conf and it can
be overridden on a per-user level by ~/.barman.conf or by specifying a .conf file using the -c / --config with
the barman command directly in the CLI.

Barmanは、事前に定義された順序で構成ファイルを検索し、最初に見つけたものを使用します。検索順序
は次のとおりです。

• ~/.barman.conf -ユーザーごとの構成ファイル。

• /etc/barman.conf -メインのグローバル構成ファイル。

• /etc/barman/barman.conf -代替グローバル構成ファイル。

2. Server Configuration: It comprises one or more files with a set of configurations for a Postgres server that you
want to keep track and interact for backup, recovery and/or replication. Default location is /etc/barman.d and
must use the .conf suffix. You may have one or multiple files for servers. You can override the default location
by setting the configuration_files_directory option in the global configuration file and placing the files in
that particular location.

3. Model Configuration: It comprises one or more files with a set of configurations overrides that can be ap-
plied to Barman servers within the same cluster as the model. These overrides can be implemented using the
barman config-switch command. Default location is /etc/barman.d and must use the .conf suffix. The
same configuration_files_directory override option from the server configuration applies for models. You
may have one or multiple files for models.

ò 注釈

歴史的には、グローバル、サーバー、およびモデルオプションを含む単一の構成ファイルを使用できま
すが、メンテナンス上の理由から、このアプローチは非推奨です。
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構成ファイルは INIフォーマットに従い、角かっこ内のヘッダーで示されるセクションで構成されていま
す。各セクションにはさまざまなオプションを含めることができます。

モデルとサーバーには一意の識別子が必要で、予約語は名前として使用できません。

Reserved Words

次の予約語は、サーバー名またはモデル名として使用できません。

• barmanグローバルセクションを識別します。

• allすべての管理対象サーバーでコマンドを実行するための特別なショートカット。

Parameter Types

構成オプションには次のタイプがあります。

• Stringテキストデータファイルパス、名前など。

• Enum列挙値、多くの場合事前定義された選択に制限されます。

• Integer数値。

• Boolean on、 true、 1 trueまたは off、 false、 0 falseです。

ò 注釈

一部の列挙型では、 offは許可されますが、 falseは許可されません。

13.2 オプション
構成ファイルのオプションには、特定のスコープまたは共有スコープを持つことができます。次の構成オ
プションは、Barmanがバックアップとリカバリーを実行する方法を構成するだけでなく、Barmanが構成
済みの Postgresサーバーと相互作用して、バックアップとリカバリー、および高可用性戦略を適用できる
方法のさまざまな側面を構成するために使用されます。

13.2.1 一般
これらは一般的な構成オプションです。

active

このオプションが trueデフォルトに設定されている場合、サーバーは完全に動作します。 falseに設定さ
れている場合、サーバーは診断使用のみに制限されます。つまり、バックアップ実行やWALアーカイブな
どの操作コマンドが一時的に無効になります。新しいサーバーを Barmanに組み込む場合、最初に active

= falseを設定することをお勧めします。サーバーをアクティブにする前に、バーマンチェックで問題が
示されないことを確認します。このアプローチは、初期セットアップ中に Barmanでの過度のエラーログ
を防ぐのに役立ちます。

スコープサーバー/モデル。

archiver
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このオプションは、サーバーの Postgresの archive_commandを介したログファイルの配布を有効にしま
す。 trueに設定すると、 Barmanは継続的アーカイブが構成されることを想定し、Postgresが受信ディレ
クトリ incoming_wals_directoryに保存するWALファイルを、チェック、処理、圧縮を含めて管理し
ます。 falseデフォルトに設定されている場合、継続的なアーカイブは無効になります。

ò 注釈

archiverも streaming_archiverも構成されていない場合、 Barmanはこのオプションを trueに自
動的に設定して、デフォルトでアーカイブが有効になっていた以前のデフォルト動作との互換性を維持
します。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

archiver_batch_size

このオプションは、0より大きい値に設定することにより、アーカイバープロセスのWALファイルのバッチ処
理を有効にします。設定されていない場合、アーカイバーはWALキューに無制限のデフォルトの処理モード
を使用します。バッチ処理が有効になると、アーカイバープロセスは実行ごとに最大 archiver_batch_size

WALセグメントを処理します。この値は整数である必要があります。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

bandwidth_limit

バックアップおよびリカバリー操作の最大転送速度を 1秒あたりのキロバイト単位で指定します。 0の値
は、制限なしデフォルトを示します。

ò 注釈

backup_method = postgres | rsyncの場合にのみ適用されます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

barman_home

Barmanのメインデータディレクトリを指定します。デフォルトの /var/lib/barman。

範囲グローバル。

barman_lock_directory

ロックファイルのディレクトリを指定します。デフォルトは barman_homeです。

ò 注釈

barman_lock_directoryは、非ネットワークローカルファイルシステム上にある必要があります。NFS
またはその他のネットワークファイルシステムを使用してバックアップとWALファイルを保存する場
合、lockディレクトリがローカルファイルシステムにあることを確認してください。

範囲グローバル。
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check_timeout

サーバーごとに Barman checkコマンドの最大実行時間を秒単位で設定します。タイムアウトを無効にする
には、 0に設定します。デフォルトは 30秒です。負でない整数である必要があります。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

cluster

サーバーまたはモデルを、関連するクラスター名にタグ付けします。 Barmanは、この関連付けを使用し
て、このクラスター内のすべてのサーバー/モデルの構成をオーバーライドします。サーバーで省略した場
合、デフォルトのサーバーの名前が使用されます。

ò 注釈

該当するサーバーをグループ化するには、構成モデルに指定する必要があります。

スコープサーバー/モデル。

config_changes_queue

barman config-updateコマンドを介して要求された構成の変更を処理する Barmanのキューのファイル
システムの場所を指定します。このキューは、構成変更要求のシリアル化と再試行を管理します。デフォ
ルトでは、 Barmanは barman_homeの下の cfg_changes.queueという名前のファイルに書き込みます。

範囲グローバル。

configuration_files_directory

サーバー/モデル構成ファイルが Barmanによって読み取られるディレクトリを指定します。デフォルトの
/etc/barman.d/。

範囲グローバル。

conninfo

Barmanが Postgresサーバーに接続するために使用する接続文字列を指定します。これは libpq接続文字列
です。一般的に使用されるキーには、 host、 hostaddr、 port、 dbname、 userおよび passwordが含
まれます。詳細については、 host PostgreSQLドキュメントを参照してください。

スコープサーバー/モデル。

create_slot

ストリーミングWALファイルにレプリケーションスロットがまだ存在しない場合、Barmanがレプリケー
ションスロットを自動的に作成するかどうかを決定します。 autoに設定され、 slot_nameが定義されて
いる場合、 Barmanはスロットを自動的に作成しようとします。 manualデフォルトに設定している場合、
レプリケーションスロットを手動で作成する必要があります。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

description

人間が読めるサーバーの説明を提供します。
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スコープサーバー/モデル。

errors_directory

Barmanによるアーカイブ中にエラーが発生したWALファイルが保存されるディレクトリ。これには、重
複したWALファイルたとえば、既にストリーミングされたが、異なるハッシュを持つアーカイブされた
WALファイル、およびWALアーカイブディレクトリで見つかった予期しないファイルが含まれます。

このディレクトリにファイルを配置する目的は、誰かが後でアーカイブされなかった理由を確認し、適切
なアクションを実行できるようにすることです。破棄、どこか別の場所に保存、以前にアーカイブされた
重複ファイルを置き換えるなど

スコープサーバー。

encryption

バックアップとWALファイルの暗号化に使用される暗号化方法を指定します。サポートされている値は
次のとおりです。

• noneデフォルト暗号化は適用されません。

• gpg暗号化に `GPG`を使用します。システムに `GPG`をインストールし、適切に構成する必要があり
ます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

encryption_key_id

バックアップと WAL ファイルの暗号化に使用される暗号化キー ID を指定します。このオプションは
encryption = gpgの場合に必要で、システムで使用可能な有効な:term:`GPG`キー IDに対応する必要が
あります。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

encryption_passphrase_command

バックアップとWALファイルを復号するための暗号化パスフレーズを取得するために使用されるコマン
ドを指定します。コマンドはパスフレーズを標準出力に書き込む必要があります。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

forward_config_path

cronまたは sync-infoコマンド中に、パッシブノードが構成ファイルパスをプライマリノードに転送す
るかどうかを決定します。 Barmanが -c / --configオプションで呼び出され、構成パスがパッシブとプ
ライマリ Barmanサーバーの両方で同じである場合、 trueに設定します。デフォルトの false。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

immediate_checkpoint

Postgresがバックアップの開始時にチェックポイントを処理する方法を制御します。 falseデフォルトに
設定して、 checkpoint_completion_targetに従ってチェックポイントを完了できます。即時チェック
ポイントの場合は trueに設定します。Postgresはできるだけ早くチェックポイントを完了します。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

keepalive_interval
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ハートビートクエリーを送信する間隔を秒単位で設定して、rsyncバックアップ中に libpq接続をアクティ
ブに保ちます。デフォルトは 60秒です。これを 0に設定すると、ハートビートが無効になります。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

lock_directory_cleanup

barman_lock_directoryの未使用のロックファイルの自動クリーンアップを有効にします。

範囲グローバル。

log_file

Barmanのログファイルの場所を指定します。デフォルトの /var/log/barman/barman.log。

範囲グローバル。

log_level

ロギングのレベルを設定します。オプションには次のものが含まれます DEBUG、INFO、WARNING、ERROR

、および CRITICAL。

範囲グローバル。

minimum_redundancy

保持するバックアップの最小数を指定します。デフォルトは 0です。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

model

trueに設定すると、サーバーセクションを構成ファイルからクラスターのモデルに変更します。この場
合、 falseオプションはありません。 falseオプションをシミュレートする場合は、構成内のオプション
をコメントアウトする #model=trueまたは削除します。サーバー名のデフォルト。

スコープモデル。

network_compression

ネットワーク転送のデータ圧縮を有効または無効にします。圧縮を無効にするには falseデフォルトに設
定し、有効にしてネットワーク使用量を削減するには trueに設定します。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

parallel_jobs

バックアップまたはリカバリー中にファイルのコピーに使用されるパラレルワーカーの数を制御します。
正の整数である必要があります。デフォルトは 1です。

ò 注釈

backup_method = rsyncの場合にのみ適用されます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

parallel_jobs_start_batch_period
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並列ジョブの単一バッチが開始される時間間隔を秒単位で指定します。デフォルトは 1秒です。これは、
parallel_jobs_start_batch_sizeが 10であり、parallel_jobs_start_batch_periodが 1である場
合、 1秒以内に開始できる 10ジョブの最大数があるため、1秒あたりの 10ジョブの有効レート制限が得
られることを意味します。

ò 注釈

backup_method = rsyncの場合にのみ適用されます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

parallel_jobs_start_batch_size

単一のバッチで開始する並列ジョブの最大数を定義します。デフォルトは 10 ジョブです。これは、
parallel_jobs_start_batch_size が 10 であり、 parallel_jobs_start_batch_period が 2 である
場合、これは、 2秒以内に開始できる最大 10ジョブを生成することを意味します。

ò 注釈

backup_method = rsyncの場合にのみ適用されます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

path_prefix

コロンで区切られた 1 つ以上の絶対パスをリストします。Barman は、PostgreSQL バイナリ
PG_MAJOR_VERSION の適切な bin ディレクトリから rsync 、暗号化、圧縮ツールなどの実行可能ファ
イルを検索します。これらのパスは PATH環境変数の先頭に追加され、他のパスより前にチェックされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

primary_checkpoint_timeout

プライマリサーバーにチェックポイントを強制する前に、新しいWALファイルを待機する時間。デフォ
ルトの 0。

スコープサーバー/モデル。

primary_conninfo

スタンバイバックアップ中に Barmanがプライマリ Postgresサーバーに接続するための接続文字列。

スコープサーバー/モデル。

primary_ssh_command

Barmanがパッシブの場合、プライマリ Barmanサーバーに接続するための SSHコマンド。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

slot_name

streaming_archiverが有効になっている場合の receive-walコマンドのレプリケーションスロット名。
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スコープグローバル/サーバー/モデル。

ssh_command

Barmanが rsyncバックアップのために Postgresサーバーに接続するために使用する SSHコマンド。

スコープサーバー/モデル。

streaming_archiver

WALファイルの Postgresのストリーミングプロトコルを有効にします。デフォルトの false。

ò 注釈

archiverも streaming_archiverも構成されていない場合、Barmanは archiverオプションを true

に自動的に設定して、デフォルトでアーカイブが有効になっていた以前のデフォルト動作との互換性を
維持します。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

streaming_archiver_batch_size

ストリーミングアーカイバーでWALファイルを処理するためのバッチサイズ。デフォルトの 0。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

streaming_archiver_name

receive-walコマンドのアプリケーション名。デフォルト barman_receive_wal。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

streaming_backup_name

pg_basebackupコマンドのアプリケーション名。デフォルト barman_streaming_backup。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

streaming_conninfo

ストリーミングレプリケーションプロトコルの接続文字列。デフォルトの conninfo。

スコープサーバー/モデル。

tablespace_bandwidth_limit

バックアップおよびリカバリー操作の特定のテーブルスペースの最大転送速度。 0の値は、制限なしデフォ
ルトを示します。

ò 注釈

backup_method = rsyncの場合にのみ適用されます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。
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13.2.2 バックアップ
これらの構成オプションは、 Barmanがバックアップを実行する方法に関連しています。

autogenerate_manifest

これは、バックアップマニフェストファイルの自動作成を許可するブールオプションです。 JSONドキュメ
ントであるマニフェストファイルには、バックアップに含まれるすべてのファイルがリストされています。
バックアップの完了時に生成され、backupディレクトリに保存されます。マニフェストファイルの形式は、
backup manifest format PostgreSQLドキュメントで概要を示した仕様に準拠しており、 pg_verifybackup

ツールと互換性があります。デフォルトは falseです。

ò 注釈

backup_methodが rsyncでない場合、このオプションは無視されます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

backup_compression

バックアッププロセスの圧縮方法を指定します。 gzip、 lz4、 zstd、または noneに設定できます。選
択した圧縮方法の CLIツールが Barmanと Postgresサーバーの両方で利用できることを確認します。

ò 注釈

lz4および zstdには、Postgresバージョン 15以降が必要であることに注意してください。このオプショ
ンの設定を解除するか、noneを使用すると、非圧縮アーカイブデフォルトになります。 backup_method

= postgresの場合のみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

backup_compression_format

圧縮バックアップを保存するときに pg_basebackupが使用する形式を決定します。オプションは plain

または tarで、設定されていない場合はデフォルトで tar。 plain形式は、 Postgresバージョン 15以降
を使用しており、backup_compression_locationが serverに設定されている場合にのみ使用できます。

ò 注釈

backup_method = postgresの場合のみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

backup_compression_level

バックアップの圧縮レベルを整数として定義します。許容値は、 backup_compressionで指定された圧縮
方法によって異なります。
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ò 注釈

backup_method = postgresの場合のみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

backup_compression_location

バックアップ中に圧縮を発生する場所を指定します clientまたは serverのいずれか。 serverオプショ
ンは、Postgresバージョン 15以降を使用している場合にのみ使用できます。

ò 注釈

backup_method = postgresの場合のみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

backup_compression_workers

バックアッ プ プロセ ス中の圧縮に使用されるスレッドの数を設定します。これは、
backup_compression=zstd の場合にのみ適用されます。デフォルト値は 0 で、標準の圧縮動作を
使用します。

ò 注釈

backup_method = postgresの場合のみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

backup_directory

サーバーのバックアップデータを保存するディレクトリを指定します。デフォルトの <barman_home>/

<server_name>。

スコープサーバー。

backup_method

Barmanがバックアップを実行するために使用する方法を定義します。オプションには次のものが含まれ
ます

• rsyncデフォルト SSHで rsyncコマンドを使用してバックアップを実行します ssh_commandが必要
。

• postgresバックアップに pg_basebackupコマンドを使用します。

• local-rsync Barmanは Postgresデータベースと同じサーバーで同じユーザーとして実行され、rsync
ファイルシステムコピーを実行すると仮定します。

• snapshot snapshot_provider オプションで指定されたクラウドプロバイダーの APIを利用して、
snapshot_disksで定義されたディスクスナップショットを作成し、バックアップラベルとメタデー
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タのみを独自のストレージに保存します。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

backup_options

バックアップ中に Barmanが Postgresと対話する方法を制御します。これは、次のものを含めることがで
きるコンマ区切りリストです。

• concurrent_backupデフォルト同時バックアップを使用し、Postgresバージョン 9.6以降で推奨さ
れ、スタンバイサーバーからのバックアップをサポートします。

• exclusive_backup非推奨の排他的バックアップ方法を使用します。 15より前の Postgresバージョ
ンのみ。このオプションは、将来的に削除される予定です。

• external_configurationバックアップ実行中の外部構成ファイルに関する警告を抑制します。

ò 注釈

exclusive_backupと concurrent_backupは一緒に使用できません。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

basebackups_directory

ベースバックアップが保存されるディレクトリを指定します。デフォルトの <backup_directory>/base。

スコープサーバー。

basebackup_retry_sleep

ベースバックアップコピーが失敗した後、再試行するまでに待機する秒数を設定します。デフォルトは 30

秒です。負でない整数である必要があります。

ò 注釈

これは、バックアップ操作とリカバリー操作の両方に適用されます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

basebackup_retry_times

エラーが発生した後のベースバックアップコピーの再試行回数を定義します。デフォルトは 0再試行なし
です。負でない整数である必要があります。

ò 注釈

これは、バックアップ操作とリカバリー操作の両方に適用されます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

reuse_backup
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backup_method=rsyncを使用する場合、最後に使用可能なバックアップを再利用することにより、インク
リメンタルバックアップのサポートを制御します。オプションは次のとおりです。

• offデフォルト標準のフルバックアップ。

• copyサーバーの最後のバックアップを再利用し、変更されていないファイルのコピーを作成するこ
とによる、ファイルレベルのインクリメンタルバックアップバックアップ時間の短縮のためのみ

• linkサーバーの最後のバックアップを再利用し、変更されていないファイルのハードリンクを作成
することによる、ファイルレベルのインクリメンタルバックアップバックアップ領域と時間の削減
のため

ò 注釈

このオプションは backup_method=postgresの場合無視されます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

worm_mode

onに設定している場合、WORMライトワンスリードメニーストレージのサポートを有効にし、Barmanが
不変ストレージのバックアップを正しく処理できるようにします。デフォルトは offです。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

13.2.3 クラウドバックアップ
これらの構成オプションは、 Barmanがクラウドでバックアップを実行する方法に関連しています。

aws_await_snapshots_timeout

タイムアウトが発生する前に AWSスナップショットが作成されるのを待機する時間を秒単位で指定しま
す。デフォルト値は 3600秒です。これは正の整数である必要があります。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = awsの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

aws_profile

AWSで認証するときに使用する AWSプロファイルの名前たとえば、AWS資格情報ファイルの INIセク
ション。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = awsの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。
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aws_region

snapshot_instanceおよび snapshot_disksで定義された EC2 VMとストレージボリュームが存在する
AWSリージョンを示します。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = awsの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

aws_snapshot_lock_mode

スナップショットのロックモード。これは、snapshot_instanceおよび snapshot_diskが設定されてい
る場合にのみ有効です。

許可されるオプション

• compliance。

• governance。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = awsの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

aws_snapshot_lock_duration

ロック期間は、スナップショットがロックされた期間日単位であり、1～36,500の範囲です。ロック期間ま
たは有効期限のいずれかを設定します両方ではありません。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = awsの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

aws_snapshot_lock_cool_off_period

クーリングオフ期間は、 complianceモードでスナップショットをロックするときに指定できるオプショ
ンの時間時間単位で、1～72の範囲で指定します。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = awsの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

13.2. オプション 115



Barman User Guide,リリース 3.17.0

aws_snapshot_lock_expiration_date

ロックの期間は、将来の有効期限によって決まります。 YYYY-MM-DDTHH:MM:SS.sssZ形式を使用して、ス
ナップショット作成日時から少なくとも 1日後である必要があります。ロック期間または有効期限のいず
れかを設定します両方ではありません。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = awsの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

azure_credential

認証に使用する Azure資格情報の種類を指定します azure-cli、 managed-identityまたは default。
指定しない場合、デフォルトの Azure認証方法が使用されます。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = azureの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

azure_resource_group

コンピューティングインスタンスと、 snapshot_instanceおよび snapshot_disksで定義されたディス
クを含む Azureリソースグループの名前を指定します。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = azureの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

azure_subscription_id

snapshot_instanceおよび snapshot_disksで定義されたインスタンスとストレージボリュームを所有
する Azureサブスクリプションを識別します。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = azureの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

gcp_project

snapshot_instanceおよび snapshot_disksで定義されたインスタンスとストレージボリュームを所有
する GCPプロジェクトの IDを指定します。
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ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = gcpの場合にのみサポートされます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

gcp_zone

スナップショットバックアップ用にコンピューティングインスタンスとディスクが配置されているアベイ
ラビリティーゾーンを示します。

ò 注釈

backup_method = snapshotおよび snapshot_provider = gcpの場合にのみサポートされます。

スコープサーバー/モデル。

snapshot_disks

このオプションは、クラウドスナップショットバックアップに含めるディスクのコンマ区切りリストです。

ò 注釈

backup_method = snapshotの場合に必須。

snapshot_disksリストには、Postgresデータを保存するすべてのディスクが含まれていることを確認
します。これらのリストされたディスクにないデータはバックアップに含まれず、リカバリ中に使用で
きません。

スコープサーバー/モデル。

snapshot_instance

ストレージボリュームが接続されている VMまたはコンピューティングインスタンスの名前。

ò 注釈

backup_method = snapshotの場合に必須。

スコープサーバー/モデル。

snapshot_provider

スナップショットの作成に使用するクラウドプロバイダーの名前。サポートされている値 aws、 azureお
よび gcp。

ò 注釈
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backup_method = snapshotの場合に必須。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

13.2.4 フックスクリプト
これらの構成オプションは、フックスクリプトの実行前または実行後に関連しています。

post_archive_retry_script

WALファイルがアーカイブされた後に実行するフックスクリプトを指定します。 Barmanは、 SUCCESS

(0)、 ABORT_CONTINUE (62)、または ABORT_STOP (63)を返すまで、このスクリプトを再試行します。アー
カイブ後のシナリオでは、 ABORT_STOPは ABORT_CONTINUEと同じ効果があります。

スコープグローバル/サーバー。

post_archive_script

WAL フ ァ イ ル が ア ー カ イ ブ さ れ た 後 に 実 行 す る フ ッ ク ス ク リ プ ト を 指 定 し ま す
post_archive_retry_script。

スコープグローバル/サーバー。

post_backup_retry_script

ベースバックアップの後に実行するフックスクリプトを指定します。 Barman は、 SUCCESS (0)、
ABORT_CONTINUE (62)、または ABORT_STOP (63)を返すまで、このスクリプトを再試行します。バックアッ
プ後シナリオでは、 ABORT_STOPは ABORT_CONTINUEと同じ効果があります。

スコープグローバル/サーバー。

post_backup_script

ベースバックアップの後に実行するフックスクリプトを指定します post_backup_retry_script。

スコープグローバル/サーバー。

post_delete_retry_script

バックアップを削除した後に実行するフックスクリプトを指定します。 Barman は、 SUCCESS (0)、
ABORT_CONTINUE (62)、または ABORT_STOP (63)を返すまで、このスクリプトを再試行します。削除後シナ
リオでは、 ABORT_STOPは ABORT_CONTINUEと同じ効果があります。

スコープグローバル/サーバー。

post_delete_script

post_delete_retry_scriptに従って、バックアップを削除した後に実行するフックスクリプトを指定し
ます。

スコープグローバル/サーバー。

post_recovery_retry_script
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リカバリ後に実行するフックスクリプトを指定します。 Barmanは、SUCCESS (0)、ABORT_CONTINUE (62)、
または ABORT_STOP (63) を返すまで、このスクリプトを再試行します。リカバリー後のシナリオでは、
ABORT_STOPは ABORT_CONTINUEと同じ効果があります。

スコープグローバル/サーバー。

post_recovery_script

post_recovery_retry_scriptに従って、リカバリ後に実行するフックスクリプトを指定します。

スコープグローバル/サーバー。

post_wal_delete_retry_script

WAL ファイルを削除した後に実行するフックスクリプトを指定します。 Barman は、 SUCCESS (0)、
ABORT_CONTINUE (62)、または ABORT_STOP (63)を返すまで、このスクリプトを再試行します。WAL削除
後のシナリオでは、 ABORT_STOPは ABORT_CONTINUEと同じ効果があります。

スコープグローバル/サーバー。

post_wal_delete_script

post_wal_delete_retry_scriptに従って、WALファイルを削除した後に実行するフックスクリプトを
指定します。

スコープグローバル/サーバー。

pre_archive_retry_script

pre_archive_scriptに続いて、メンテナンス中にWALファイルがアーカイブされる前に実行するフッ
クスクリプトを指定します。再試行フックスクリプトとして、Barmanは SUCCESS (0)、 ABORT_CONTINUE

(62)、または ABORT_STOP (63)のいずれかを返すまでスクリプトを繰り返し実行します。 ABORT_STOPを
返すと、障害がエスカレートし、WALアーカイブプロセスが停止します。

スコープグローバル/サーバー。

pre_archive_script

WALファイルがメンテナンスによってアーカイブされる前に起動されるフックスクリプトを指定します。

スコープグローバル/サーバー。

pre_backup_retry_script

pre_backup_scriptに続いて、ベースバックアップの前に実行するフックスクリプトを指定します。再試
行フックスクリプトとして、 Barmanは SUCCESS (0)、 ABORT_CONTINUE (62)、または ABORT_STOP (63)を
返すまで、スクリプトの実行を繰り返し試行します。 ABORT_STOPを返すと、障害がエスカレートし、バッ
クアッププロセスが中断されます。

スコープグローバル/サーバー。

pre_backup_script

ベースバックアップを開始する前に実行するフックスクリプトを指定します。

スコープグローバル/サーバー。

pre_delete_retry_script
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pre_delete_scriptに続いて、バックアップを削除する前に実行する再試行フックスクリプトを指定しま
す。再試行フックスクリプトとして、Barmanは SUCCESS (0)、ABORT_CONTINUE (62)、または ABORT_STOP

(63)を返すまで、スクリプトの実行を繰り返し試行します。 ABORT_STOPを返すと、障害がエスカレート
し、バックアップの削除が中断されます。

スコープグローバル/サーバー。

pre_delete_script

バックアップを削除する前に実行するフックスクリプトを指定します。

スコープグローバル/サーバー。

pre_recovery_retry_script

pre_recovery_scriptに従って、リカバリーの前に実行する再試行フックスクリプトを指定します。再試
行フックスクリプトとして、 Barmanは SUCCESS (0)、 ABORT_CONTINUE (62)、または ABORT_STOP (63)を
返すまで、スクリプトの実行を繰り返し試行します。 ABORT_STOPを返すと、障害がエスカレートし、リ
カバリプロセスが中断されます。

スコープグローバル/サーバー。

pre_recovery_script

リカバリを開始する前に実行するフックスクリプトを指定します。

スコープグローバル/サーバー。

pre_wal_delete_retry_script

pre_wal_delete_scriptの前に実行される、WALファイル削除の再試行フックスクリプトを指定します。
再試行フックスクリプトとして、Barmanは SUCCESS (0)、ABORT_CONTINUE (62)、または ABORT_STOP (63)
を返すまで、スクリプトの実行を繰り返し試行します。 ABORT_STOPを返すと、障害がエスカレートし、
WALファイルの削除が中断されます。

スコープグローバル/サーバー。

pre_wal_delete_script

WALファイルを削除する前に実行するフックスクリプトを指定します。

スコープグローバル/サーバー。

13.2.5 ログ先行書き込みWAL

これらの構成オプションは、Barmanが PostreSQLサーバーの書き込み先行ログWALを管理する方法に関
連しています。

compression

WALファイルの標準の圧縮アルゴリズムを指定します。オプションには次のものが含まれます。 lz4、xz

、 zstd、 gzip、 pygzip、 pigz、 bzip2、 pybzip2、 snappyおよび custom。

バージョン 3.16で非推奨: pygzipおよび pybzip2圧縮オプションは非推奨であり、将来のリリースでは
削除される予定です。代わりに、同等の gzipおよび bzip2を使用してください。
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バージョン 3.17で非推奨: custom圧縮オプションと関連する構成オプション custom_compression_filter

、custom_decompression_filter、および custom_compression_magicは非推奨であり、将来のリリー
スでは削除されます。代わりに、ビルトイン圧縮アルゴリズムのいずれかを使用します。

ò 注釈

これらのオプションはすべて、圧縮が発生する場所にモジュールをインストールする必要があります。

customオプションはカスタム圧縮用であり、次のオプションも設定する必要があります。

• custom_compression_filter圧縮フィルター。

• custom_decompression_filter解凍フィルタ

• custom_compression_magicカスタム圧縮 walファイルを識別する 16進文字列。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

バージョン 3.17で非推奨: この構成オプションは非推奨であり、将来のリリースでは削除される予定です。

custom_compression_filter

WALファイルのカスタム圧縮アルゴリズムを指定します。これは bashコマンドを作成するために内部で
使用される stringである必要があり、次の文字列 > /"$2/" < /"$1/";の先頭にあります。標準出力に
書き込み、入力ファイルは削除しません。

� Tip

custom_compression_filter = /"xz -c/"

これは、 xz -c > /"$2/" < /"$1/";を実行するのと同じです。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

バージョン 3.17で非推奨: この構成オプションは非推奨であり、将来のリリースでは削除される予定です。

custom_compression_magic

カスタムマジック値を定義して、WALファイルで使用されるカスタム圧縮アルゴリズムを識別します。こ
れが設定されている場合、Barmanは、指定されたアルゴリズムで既に圧縮されたWALにカスタム圧縮を
適用することを回避します。構成されていない場合、Barmanは事前圧縮されたものを含むすべてのWAL
ファイルにカスタム圧縮を適用します。

� Tip

たとえば、 xz圧縮アルゴリズムでは、マジックナンバーを使用して .xzファイルのフォーマットを検
出します。

xzファイルの場合、マジックナンバーは次のバイトシーケンスです。
マジックナンバー FD 37 7A 58 5A 00
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16進数表現では、これは次のように表すことができます。
16進数文字列 fd377a585a00

Barmanは custom_compression_magicの値の先頭に 0xが付けられることを想定しているため、次の
ようにその構成オプションを設定する必要があります。
custom_compression_magic = 0xfd377a585a00

参照 xz-file-format

スコープグローバル/サーバー/モデル。

バージョン 3.17で非推奨: この構成オプションは非推奨であり、将来のリリースでは削除される予定です。

custom_decompression_filter

圧縮WALファイルのカスタム解凍アルゴリズムを指定します。これは bashコマンドを作成するために内
部で使用される stringである必要があり、次の文字列 > /"$2/" < /"$1/";の先頭にあります。使用さ
れる圧縮アルゴリズムに対応する必要があります。

� Tip

custom_compression_filter = /"xz -c -d/"

これは、 xz -c -d > /"$2/" < /"$1/";を実行するのと同じです。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

compression_level

選択した圧縮アルゴリズムで使用される圧縮レベルを指定します。有効な値は、選択したアルゴリズムま
たは事前定義されたラベルのいずれかショートカットとして機能する low、 medium、および highのサ
ポートされている範囲内の整数です。

• low低レベルの圧縮を使用し、圧縮率よりも圧縮速度を優先します。

• medium中レベルの圧縮を使用し、圧縮速度と圧縮率のバランスをとります。

• high高レベルの圧縮を使用し、圧縮速度よりも圧縮率を優先します。

事前定義されたラベルは、以下に詳細を示すように、アルゴリズム固有のレベルにマッピングされます。

表 1: 圧縮レベル

アルゴリズム レベルレンジ 低い 中 ハイ
lz4 0～16 0 6 10
xz 1～9 1 3 5
zstd -22～22 1 4 9
gzip、 pygzipおよび pigz 1～9 1 6 9
bzip2および pybzip2 1～9 1 5 9
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指定された圧縮レベルがアルゴリズムの最大レベルより大きい場合、その最大レベルが使用されます。同
様に、最小レベルよりも低い場合、その最小レベルが使用されます。デフォルト値は mediumです。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

incoming_wals_directory

着信WALファイルをアーカイブするディレクトリを指定します。 archiverを有効にする必要がありま
す。デフォルト <backup_directory>/incoming。

スコープサーバー。

last_wal_maximum_age

最新のアーカイブされたWALファイルが該当する時間フレームを定義します。最新のWALファイルがこ
の期間よりも古い場合、barman checkコマンドはエラーを報告します。空のままの場合デフォルト、WAL
ファイルの古さはチェックされません。フォーマットは last_backup_maximum_ageと同じです。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

max_incoming_wals_queue

barman checkコマンドがエラーを返す前に、着信キューストリーミングプールとアーカイブプールの両方
を含むWALファイルの最大数を定義します。デフォルトは None無効です。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

streaming_wals_directory

ストリーミングWALファイルのためのディレクトリ。デフォルトの <backup_directory>/streaming。

ò 注釈

このオプションは、 streaming_archiverがアクティブな場合に適用されます。

スコープサーバー。

wal_conninfo

wal_conninfo接続文字列は、BarmanがWALを受信するレプリケーションスロットのステータスを監視す
るために使用されます。指定すると、これらのチェックでは wal_streaming_conninfoより優先されます。
wal_conninfoが設定されていないが、wal_streaming_conninfoが設定されている場合、wal_conninfo

は wal_streaming_conninfoにフォールバックします。 wal_conninfoも wal_streaming_conninfoも
設定されていない場合、 wal_conninfoは conninfoにフォールバックします。どちらの接続文字列も、
streaming_conninfoおよび conninfoで定義されたものと同じクラスター内の Postgresインスタンスに
アクセスする必要があります。 wal_conninfoと wal_streaming_conninfoの両方が設定されている場
合、 wal_conninfoのみが設定を読み取り、レプリケーションスロットのステータスを確認するために適
切な権限を必要とします。ただし、 wal_streaming_conninfo のみが設定されている場合、これらのタ
スクを実行するには必要な権限が必要です。必要な権限には、 pg_monitor、 pg_read_all_settingsと
pg_read_all_statsの両方、またはスーパーユーザー権限などのロールが含まれます。

スコープサーバー/モデル。

wal_streaming_conninfo
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この接続文字列は、BarmanがPostgresサーバーに接続するために使用され、ストリーミングレプリケーション
を介してWALセグメントを受信し、wal_conninfoが設定されていない場合にレプリケーションスロットの
ステータスを確認します。指定しない場合、Barmanはこれらのタスクにデフォルトで streaming_conninfo

を使用します。 wal_streaming_conninfoは、streaming_conninfoで定義されたのと同じクラスター内
の Postgresインスタンスに接続する必要があり、ストリーミングレプリケーションをサポートする必要があ
ります。 wal_streaming_conninfoと wal_conninfoの両方が設定されている場合、wal_conninfoのみ
が設定を読み取り、レプリケーションスロットのステータスを確認するために必要な権限を必要とします。
wal_streaming_conninfoのみを指定する場合、これらの権限が必要です。必要な権限には、pg_monitor

、 pg_read_all_settingsと pg_read_all_statsの両方、またはスーパーユーザー権限などのロールが
含まれます。

スコープサーバー/モデル。

wals_directory

WALファイルを含むディレクトリ。デフォルトの <backup_directory>/wals。

スコープサーバー。

xlogdb_directory

SERVER-xlog.dbファイルのカスタムディレクトリ。 SERVERはサーバー名です。このファイルには、アー
カイブされたWALファイルのメタデータが保存され、Barmanによって内部的に使用されます。設定され
ていない場合、デフォルトの wals_directoryの値が使用されます。

スコープグローバル/サーバー。

13.2.6 リストア
これらの構成オプションは、 Barmanが復元バックアップを管理する方法に関連しています。

local_staging_path

リカバリ中にブロックレベルのインクリメンタルバックアップを結合するためのローカルパスを指定しま
す。この場所には、新しい合成バックアップを一時的に保存するための十分な領域が必要です。ブロック
レベルのインクリメンタルバックアップからのリカバリーに必要です。

ò 注釈

backup_method = postgresの場合にのみ適用されます。

バージョン 3.15で非推奨: local_staging_pathは非推奨であり、将来のリリースで削除される予定です。
代わりに staging_pathおよび staging_locationを使用してください。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

recovery_options

リカバリ操作のオプション。現在、get-walおよび delta-restoreのみがサポートされています。 get-wal

は、リカバリ構成での基本的な restore_commandの作成を有効にします。これは、 barman get-walコ
マンドを使用して BarmanのWALアーカイブからWALファイルを直接取得します。 delta-restoreを
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使用すると、barmanは既存のカスタムテーブルスペースとともに、既存の宛先ディレクトリにバックアッ
プを上書きして復元できます。この設定は、コンマ区切りの値のリストを受け入れ、デフォルトで空です。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

recovery_staging_path

圧縮バックアップからファイルをステージングするための復旧ホスト上のパスを指定します。この場所に
は、圧縮バックアップを一時的に保存するための十分な領域が必要です。

ò 注釈

圧縮バックアップにのみ適用されます。

バージョン 3.15で非推奨: recovery_staging_pathは非推奨であり、将来のリリースで削除される予定
です。代わりに staging_pathおよび staging_locationを使用してください。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

staging_path

リストア中に中間ファイルがステージングされるパス。圧縮されたバックアップを復元する場合、最終的
な宛先にコピーする前に、解凍の一時的な場所として機能します。インクリメンタルバックアップを復元
する場合、最終的な宛先にコピーする前にバックアップが結合されます。この場所には、解凍/結合された
バックアップを保存するための十分な領域が必要です。デフォルトは /tmpです。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

staging_location

staging_pathがローカルパスかリモートパスであるかを指定します。有効な値は localおよび remote

です。デフォルトは localです。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

combine_mode

リストア中にインクリメンタルバックアップを組み合わせる場合、pg_combinebackupのコピーモードを
指定します。

オプションには次のものが含まれます

• copyデフォルトインクリメンタルバックアップを組み合わせる場合、標準のファイルコピーを使用
します。

• linkインクリメンタルバックアップを組み合わせる場合、ハードリンクを使用します。合成バック
アップの再構成はより速くなりファイルコピーなし、使用するディスク領域は少なくなります。

• clone新しいデータディレクトリにファイルをコピーする代わりに、効率的なファイルクローン作成
一部のシステムでは「reflink」としても知られますを使用します。これにより、データファイルのほ
ぼ瞬時のコピーが行われます。

• copy-file-range copy_file_rangeシステムコールを使用して、効率的なコピーを行います。一部
のファイルシステムでは、これにより cloneと同様の結果が得られ、物理ディスクブロックを共有

13.2. オプション 125



Barman User Guide,リリース 3.17.0

しますが、他のファイルシステムでは、ブロックをコピーする場合がありますが、最適化されたパス
を介して実行します。

各モードの詳細と制限については、 pg_combinebackup documentationを参照してください。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

13.2.7 リテンションポリシー
これらの構成オプションは、 Barmanがバックアップの保持ポリシーを管理する方法に関連しています。

last_backup_maximum_age

最新のバックアップが含まれる時間フレームを定義します。最新のバックアップがこの期間よりも古い場
合、barman checkコマンドはエラーを報告します。空のままの場合デフォルト、最新のバックアップは常
に有効であるとみなされます。受け入れられる形式は /"n {DAYS|WEEKS|MONTHS|HOURS}/"で、nは 0よ
り大きい整数です。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

last_backup_minimum_size

最近成功したバックアップの最小許容サイズを指定します。最新のバックアップがこのサイズより小さい
場合、barman checkコマンドはエラーを報告します。空のままの場合デフォルト、最新のバックアップは常
に有効であるとみなされます。受け入れられるフォーマットは /"n {k|Ki|M|Mi|G|Gi|T|Ti}/"で、大文
字と小文字が区別されます。ここで、nは、ゼロより大きい整数で、オプションの SIまたは IECサフィッ
クスが付きます。 kは k = 1000のキロを表し、Kiはキロバイト Ki = 1024を表します。残りのオプション
は、より大きな測定単位についても同じ理由があります。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

retention_policy

バックアップとWALファイルを保持する期間を定義します。このオプションを空白のままにした場合、保
持ポリシーは適用されません。オプションには、冗長性とリカバリウィンドウポリシーが含まれます。

retention_policy = {REDUNDANCY value | RECOVERY WINDOW OF value {DAYS | WEEKS |␣

↪→MONTHS}}

• retention_policy = REDUNDANCY 2は、バックアップカタログに 2つのバックアップのみを保持
し、新しいバックアップが作成されると、古いバックアップを自動的に削除します。数値は正の整数
である必要があります。

• retention_policy = RECOVERY WINDOW OF 2 DAYSは、過去 2日間の任意の時点にリカバリする
ために必要なバックアップのみを保持し、古いバックアップは自動的に削除します。期間番号は正の
整数である必要があり、次のオプションを適用できます。 DAYS、 WEEKS、 MONTHS。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

retention_policy_mode

保持ポリシーを適用するためのモード。現在は autoのみをサポートしています。

スコープグローバル/サーバー/モデル。
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wal_retention_policy

WALファイルを保持するためのポリシー。現在、 mainのみが使用できます。

スコープグローバル/サーバー/モデル。

13.3 構成モデル
構成モデルは、Postgresサーバーを特定の cluster名前の下で編成することにより、Postgresサーバーの
構成オーバーライドを管理および適用する体系的なアプローチを提供します。

13.3.1 目的
構成モデルの主な目的は、同じ clusterによってグループ化された Postgresサーバーの構成設定の管理を
簡素化することです。モデルを使用することにより、一般的な構成オーバーライドのセットを適用でき、
業務効率が向上します。これらはクラスター環境で特に有益であり、フェールオーバーイベント中に利用
できるさまざまな構成モデルを作成できます。

13.3.2 アプリケーション
モデルファイルで定義された構成は、モデルで指定された同じ cluster名前を共有する Postgresサーバー
に適用できます。したがって、そのモデルを利用するサーバーはこれらの設定を継承でき、すべてのサー
バーにわたって一貫した適応可能な構成を促進します。

13.3.3 使用法
モデルオプションは、サーバーセクションと同じ方法で識別されるモデルセクション内でのみ定義できま
す。サーバーセクションとモデルセクションの識別子の間に競合がないことを確認することが重要です。

構成モデルを適用するには、 barman config-switch SERVER_NAME MODEL_NAMEを実行します。このコ
マンドは、指定されたクラスター名に関連付けられている関連 Barmanサーバーへのモデルのオーバーラ
イドの適用を容易にします。

オーバーライドを削除する場合は、モデル構成ファイルの削除だけでは効果がないため、次のようにコマ
ンドで --reset引数を使用して削除できます。 barman config-switch SERVER_NAME --reset。

ò 注釈

config-switchコマンドは、モデル名が存在し、サーバーと同じ clusterに関連付けられている場合
にのみ成功します。さらに、一度にアクティブなモデルは 1つだけです。異なるモデルでコマンドを複
数回実行した場合、最後のモデルで定義されたオーバーライドのみが適用されます。

モデルからすべてのオプションを構成できるわけではありません。使用可能な構成の範囲を確認して、
モデルに適用する設定を決定してください。
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13.3.4 特典
• 一貫性クラスター内の複数の Barmanサーバー全体で均一な構成を保証します。

• 効率一元的な更新とオーバーライドを許可することにより、構成管理を簡素化します。

• 柔軟性複数のモデルファイルを使用でき、必要に応じてさまざまなオーバーライドのセットを定義
できる機能を提供します。
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第14章 コマンドリファレンス

Barmanには、 barmanという名前のコマンドラインインターフェイスがあり、これは基本的に Barmanの
バックエンドと対話するために使用されます。

barmanの各サブコマンドに入る前に、 barmanには、すべてのサブコマンドで使用可能なグローバルオプ
ションがあることに注意してください。これらのオプションは、サブコマンドの動作を変更でき、次のよ
うに使用できます。

14.1 barman

14.1.1 概要

barman

[ { -c | --config } CONFIG ]

[ { --color | --colour } { never | always | auto } ]

[ { -d | --debug } ]

[ { -f | --format } { json | console } ]

[ { -h | --help } ]

[ --log-level { NOTSET | DEBUG | INFO | WARNING | ERROR | CRITICAL } ]

[ { -q | --quiet } ]

[ { -v | --version } ]

[ SUBCOMMAND ]

ò 注釈

これは、概要の構文です。

• 角かっこ間のオプションはオプショナル。

• 中括弧間のオプションは、いずれかの設定操作の選択を表します。

• [ ... ]を使用したオプションは複数回指定できます。

• 大文字で書かれたものは、値を与える必要があるリテラルを表します。

以下のセクションで barmanサブコマンドを説明するときに、これと同じ構文を使用します。

また、以降のセクションでサブコマンドを説明するときは、コマンドの概要を SUBCOMMANDの代わりに
見る必要があります。
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14.1.2 パラメーター
-c / --config CONFIG

使用する構成ファイルを指定します。提供されない場合、デフォルトの /etc/barman.conf。

--color / --colour { never | always | auto }
出力で色を使用するかどうかを制御します。デフォルトは autoです。オプションは次のとおりです。

• never色を使用しません。

• always常にカラーを使用します。

• auto出力が端末にある場合は色を使用します。

-d / --debug
デバッグ出力を有効にします。デフォルトは falseです。トラブルシューティングのための詳細な
ログ情報を提供します。

-f / --format { json | console }
出力形式を指定します。オプションは次のとおりです。

• json JSON形式で出力します。

• console人間が判読できる形式で出力しますデフォルト。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--log-level { NOTSET | DEBUG | INFO | WARNING | ERROR | CRITICAL }

デフォルトのログレベルをオーバーライドします。オプションは次のとおりです。

• NOTSETこれは、特定のロギングレベルが設定されていない場合のデフォルトレベルです。これ
は本質的にログメッセージの/"フィルタリングなし"を意味し、構成で設定されたレベルに従っ
てすべてのメッセージを処理できます。

• DEBUGこのレベルは、詳細な診断情報に使用され、多くの場合、開発者が問題を診断する際に
役立ちます。これには、プログラムの実行のトレースを支援することを目的とした、より粒度
が高く詳細なメッセージが含まれています。

• INFOこのレベルは、アプリケーションの通常のオペレーションに関する一般的な情報を提供し
ます。これは、アプリケーションの進行状況を示すメッセージ、または実行フローのキーポイ
ントを強調表示するために使用されますが、問題は示していません。

• WARNINGこのレベルは、予期しない何かが発生したか、潜在的な問題がある可能性を示します。
これは、重要ではないが懸念される可能性のあるメッセージに使用され、注意が必要である可
能性があることを示します。

• ERRORこのレベルは、特定の操作を正常に完了できないエラーが発生した場合に使用されます。
これは、対処する必要があるが、必ずしもアプリケーションの実行を停止するわけではない重
要な問題を示すために使用されます。

• CRITICALこれは、最高レベルの重大度であり、アプリケーションを終了させた可能性が高い、
またはすぐに対処しないと重大な結果をもたらす重大なエラーを示します。緊急の注意が必要
な重要な問題に使用されます。
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-q / --quiet
すべての出力を抑制します。 cronジョブまたは自動スクリプトに役立ちます。

-v / --version
プログラムバージョン番号を表示して終了します。

14.2 ショートカット
一部のコマンドでは、次のショートカットまたはエイリアスを使用して、特定のサーバーのバックアップ
を識別できます。具体的には、 allショートカットを使用して、すべてのサーバーを識別できます。

Shortcut Description

all 使用可能なすべてのサーバー
first/oldest サーバーの使用可能な最も古いバックアップ時系列。
last/latest サーバーで使用可能な最新のバックアップ時系列。
last-full/latest-full rsyncまたは postgres方法で取得された最新のフルバックアップ。
last-failed 失敗した最新のバックアップ時系列。

14.3 終了ステータス
ステータスコード 0は 0を意味し、ステータスコード 0は 0を意味します。

14.4 サブコマンド
barmanは、いくつかの便利な操作を公開します。このセクションでは、それぞれを説明することを目的と
しています。

以下のセクションでは、 barmanによって実装される各コマンドの説明を見つけます。これらのコマンド
の一部には、このドキュメントの別のメインセクションに詳細な情報が含まれている場合があります。そ
の場合、すぐに移動できるリファレンスが提供されています。

14.4.1 barman archive-wal

概要

archive-wal

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME

説明

標準の archive_commandまたは pg_receivewalを使用したストリーミングレプリケーションから受信し
たWALファイルを取得し、サーバーのWALアーカイブに保存します。構成ファイルで compressionを
有効にしている場合、WALファイルはアーカイブされる前に圧縮されます。
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パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.2 barman backup

概要

backup

[ --bwlimit KBPS ]

[ { -h | --help } ]

[ --incremental BACKUP_ID ]

[ --immediate-checkpoint ]

[ { -j | --jobs } PARALLEL_WORKERS ]

[ --jobs-start-batch-period PERIOD ]

[ --jobs-start-batch-size SIZE ]

[ --keepalive-interval SECONDS ]

[ --manifest ]

[ --name NAME ]

[ --no-immediate-checkpoint ]

[ --no-manifest ]

[ --no-retry ]

[ --retry-sleep SECONDS ]

[ --retry-times NUMBER ]

[ --reuse-backup { off | copy | link } ]

[ { --wait | -w } ]

[ --wait-timeout SECONDS ]

SERVER_NAME [ SERVER_NAME ... ]

説明

PostreSQLサーバーのバックアップを実行します。 Barmanは、グローバル構成ファイルとサーバー構成
ファイルで指定されたパラメーターを使用します。 Barmanノードで構成されているすべてのサーバーから
バックアップを実行するには、サーバー名の代わりに allショートカットを指定します。複数のサーバー
名を順番に指定して、特定のサーバーのバックアップを実行することもできます。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前。

--bwlimit

最大転送速度をキロバイト/秒で指定します。値 0 は制限がないことを示します。この設定は、
bandwidth_limit構成オプションをオーバーライドします。
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-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--incremental

ブロックレベルのインクリメンタル バックアップを実行します。 BACKUP_ID または以前のバック
アップへのショートカットを提供する必要があります。これは、インクリメンタルバックアップの親
バックアップとして機能します。

ò 注釈

バックアップと親バックアップには backup_method=postgresが必要です。

--immediate-checkpoint

初期チェックポイントをできるだけ早く実行させ、構成ファイルの immediate_checkpointパラメー
ターに設定された値をオーバーライドします。

-j / --jobs
バックアップ中にファイルのコピーに使用するパラレルワーカーの数を指定します。この設定は、構
成ファイルで指定されている場合、 parallel_jobsパラメーターをオーバーライドします。

--jobs-start-batch-period

ジョブの単一のバッチを開始する時間を秒単位で指定します。この値は、構成ファイルで設定されて
いる場合、parallel_jobs_start_batch_periodパラメーターをオーバーライドします。デフォル
トは 1秒です。

--jobs-start-batch-size

単一のバッチで開始するパラレルワーカーの最大数を指定します。この値は、構成ファイルで定義さ
れている場合、parallel_jobs_start_batch_sizeパラメーターをオーバーライドします。デフォ
ルトは 10ワーカーです。

--keepalive-interval

サーバーにハートビートクエリを送信して、Rsyncバックアップ中に libpq接続をアクティブに保つ
間隔を秒単位で指定します。デフォルトは 60秒です。 0の値はハートビートを無効にします。

--manifest

バックアップの完了時に、バックアップマニフェストファイルの作成を強制します。構成ファイルか
ら autogenerate_manifestパラメーターをオーバーライドします。 rsyncバックアップ戦略にのみ
適用されます。

--name

barmanコマンドでバックアップ IDの代わりに使用できるこのバックアップのフレンドリ名を指定
します。

--no-immediate-checkpoint

構成ファイルの immediate_checkpointパラメーターに設定された値をオーバーライドして、チェッ
クポイントが実行されるまでバックアップを強制的に待機します。

--no-manifest

バックアップの完了時に、バックアップマニフェストファイルの自動作成を無効にします。この設定
は、構成ファイルの autogenerate_manifestパラメーターをオーバーライドし、rsyncバックアッ
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プストラテジーにのみ適用されます。

--no-retry

エラーが発生した場合の再試行はありません。 --retry-times 0の設定と同じです。

--retry-sleep

コピーが失敗した後、再試行するまでに待機する秒数を指定します。この設定は、バックアップとリ
カバリー操作の両方に適用され、構成ファイルで定義されている場合 basebackup_retry_sleepパ
ラメーターをオーバーライドします。

--retry-times

エラーが発生した場合に、ベースバックアップコピーを再試行する回数を指定します。これ
は、バックアップとリカバリー操作の両方に適用され、構成ファイルで設定されている場合
basebackup_retry_timesパラメーターをオーバーライドします。

--reuse-backup

構成ファイルで構成された reuse_backupオプションの動作をオーバーライドします。可能な値は
次のとおりです。

• off最後の使用可能なバックアップを再利用しません。

• copy サーバーの最後に利用可能なバックアップを再利用し、変更されていないファイルのコ
ピーを作成しますバックアップ時間を削減します。

• linkデフォルトサーバーの最後に利用可能なバックアップを再利用し、変更されていないファ
イルへのハードリンクを作成しますバックアップ時間と領域の両方を節約します。

ò 注釈

これは、最後に使用可能なバックアップが backup_method=rsyncで実行された場合にのみ効果
があります。

--wait / -w
ベースバックアップに必要なすべてのWALファイルがアーカイブされるまで待ちます。

--wait-timeout

タイムアウトになる前に、必要なWALファイルがアーカイブされるのを待機する時間を秒単位で指
定します。

14.4.3 barman check-backup

概要

check-backup

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME BACKUP_ID
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説明

物理バックアップの一貫性を検証するために必要なWALファイルがすべて適切にアーカイブされている
ことを確認します。このコマンドは、cronジョブによって、および各バックアップ操作の最後に自動的に
実行されます。 BACKUP_IDの代わりにショートカットを使用できます。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前。

BACKUP_ID

barmanカタログのバックアップの ID。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.4 barman check

概要

check

[ { -h | --help } ]

[ --nagios ]

SERVER_NAME [ SERVER_NAME ... ]

説明

SSH接続、Postgresバージョン、構成とバックアップディレクトリ、アーカイブとストリーミングプロセ
ス、レプリケーションスロットなど、サーバーに関するステータス情報を表示します。 allをショートカッ
トとして使用して、構成されているすべてのサーバーの診断情報を表示します。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--nagios

Nagiosプラグイン互換出力。

14.4.5 barman config-switch

概要
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config-switch

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME { --reset | MODEL_NAME }

説明

モデルから Barmanのサーバーに一連の構成オーバーライドを適用します。最終的な構成は、サーバーの
既存の設定をモデルで指定された設定と組み合わせるかオーバーライドします。 --reset引数を使用して
サーバー構成をリセットできます。

ò 注釈

特定のサーバーで一度に 1つのモデルのみをアクティブにできます。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前。

MODEL_NAME

モデルの名前。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--reset

サーバーの構成をリセットします。

14.4.6 barman config-update

概要

config-update

[ { -h | --help } ]

STRING

説明

Barmanでサーバーおよび/またはモデルの構成を作成または更新します。パラメーターは、ドキュメント
の配列を含む JSON文字列である必要があります。各ドキュメントには、サーバーまたはモデルの scope

キーと、スコープ値に応じて server_nameまたは model_nameキーのいずれかを含める必要があります。
さらに、ドキュメントには、 Barman構成オプションとその目的の値を表す他のキーを含める必要があり
ます。
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ò 注釈

barman config-updateコマンドは、 barman_homeディレクトリにある .barman.auto.conf という
名前のファイルに構成オプションを書き込みます。この構成ファイルは優先順位が高く、グローバル
Barman構成ファイル通常は /etc/barman.conf および configuration_files_directoryで指定さ
れたインクルードファイル通常は /etc/barman.dのファイルからの値をオーバーライドします。後で
これらのファイルの構成オプションを手動で変更する場合は、これに注意してください。

パラメーター

STRING

JSON形式の文字列のリスト。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

例

JSON_STRING='[{“scope”: “server”, “server_name”: “my_server”, “archiver”: “on”
, “streaming_archiver”: “off”}]'

14.4.7 barman cron

概要

cron

[ { -h | --help } ]

[ --keep-descriptors ]

説明

保持ポリシーの適用やWALファイルの管理などのメンテナンスタスクを実行します。

パラメーター

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--keep-descriptors

Barmanサブプロセスの `stdout`および `stderr`ストリームをメインプロセスに接続したままにします。
これは、Dockerベースのインストールに特に役立ちます。
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14.4.8 barman delete

概要

delete

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME BACKUP_ID

説明

指定されたバックアップを削除します。 BACKUP_IDの代わりにショートカットを使用できます。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

BACKUP_ID

barmanカタログのバックアップの ID。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.9 barman diagnose

概要

diagnose

[ { -h | --help } ]

[ --show-config-source ]

説明

BarmanがインストールされているサーバーであるBarmanノード、および構成されているすべての Postgres
サーバーに関する診断情報を表示します。これには、グローバル構成、SSHバージョン、Pythonバージョ
ン、rsyncバージョン、すべてのサーバーの現在の構成とステータスなどの詳細が含まれます。

パラメーター

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--show-config-source

各構成オプションの有効な値を提供するソースファイルを含めます。
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14.4.10 barman generate-manifest

概要

generate-manifest

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME BACKUP_ID

説明

バックアップ用の backup_manifestファイルを生成します。 BACKUP_IDの代わりにショートカットを使
用できます。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

BACKUP_ID

barmanカタログのバックアップの ID。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.11 barman get-wal

概要

get-wal

[ { --bzip | -j } ]

[ { --gzip | -z | -x } ]

[ { -h | --help } ]

[ --keep-compression ]

[ { --output-directory | -o } OUTPUT_DIRECTORY ]

[ { --peek | -p } VALUE ]

[ { -P | --partial } ]

[ { -t | --test } ]

SERVER_NAME WAL_NAME

説明

指定されたサーバーの xlogアーカイブから WALファイルを取得します。デフォルトでは、要求された
WALファイルが見つかると、非圧縮コンテンツとして STDOUTに返されます。
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パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

WAL_NAME

barmanカタログのバックアップの ID。

--bzip2 / -j
出力は bzip2を使用して圧縮されます。

--gzip / -z / -x
出力は gzipを使用して圧縮されます。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--keep-compression

ファイルの内容は解凍しないでください。出力は元の圧縮ファイルになります。

--output-directory / -o
barmanがWALファイルを保存する宛先ディレクトリ。

--peek / -p
指定されたWALファイルからこのパラメーターで指定された値までのWALファイルを取得するに
は、1以上の整数値を指定します。このオプションを使用する場合、 get-walは、行ごとに 1つの
名前を含む 0から指定されたWALセグメント名のリストを結果ます。

-P / --partial
さらに、部分的なWALファイル.partialを収集します。

-t / --test
WAL取得のために Barmanで指定された Postgresサーバーの接続と構成の両方をテストします。こ
のオプションを使用する場合、必須の WAL_NAME引数は無視されます。

. 警告

-z / --gzipおよび -j / --bzip2オプションは非推奨であり、将来的に削除される予定です。WAL圧
縮の場合、 compression構成オプションを介して Barmanサーバーで直接有効にしてください。

14.4.12 barman keep

概要

keep

[ { -h | --help } ]

{ { -r | --release } | { -s | --status } | --target { full | standalone } }

SERVER_NAME BACKUP_ID
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説明

指定されたバックアップを無期限に保持するアーカイブバックアップとして targetでマークし、アクティ
ブな保持ポリシーをオーバーライドします。バックアップの keep statusとバックアップの keepマーク
releaseを確認することもできます。 BACKUP_IDの代わりにショートカットを使用できます。

ò 注釈

インクリメンタルバックアップは、keepコマンドの対象外です。この制限は、インクリメンタルバッ
クアップが親バックアップに依存し、独自にリカバリーに使用できないために存在します。独立して使
用できないため、ベースなしでインクリメンタルを保持しても意味がありません。

インクリメンタルバックアップに keepを適用しようとすると、Barmanは、インクリメンタルバック
アップを保持できないことを示すエラーを返します。

Only the full base backup̶the one that starts the backup chain̶ can be marked with keep.

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

BACKUP_ID

barmanカタログのバックアップの ID。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

-r / --release
このバックアップからキープマークを解放します。これにより、アーカイブステータスが削除され、
直接または保持ポリシーによって削除できるようになります。

-s / --status
バックアップのアーカイブステータスを報告します。ステータスは、アーカイブバックアップの場合
は fullまたは standalone、アーカイブとして指定されていないバックアップの場合は nokeepに
なります。

--target

アーカイブバックアップのリカバリターゲットを定義します。可能な値は次のとおりです。

• fullバックアップは、最新のポイント・インタイムにリカバリーするために使用できます。こ
れをサポートするために、Barmanは必要なすべてのWALを保持して、バックアップの一貫性
と後続のWALを維持します。

• standaloneバックアップは、サーバーをバックアップ時の状態に復元するためにのみ使用でき
ます。 Barmanは、バックアップの一貫性を保証するために必要なWALのみを保持します。
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14.4.13 barman list-backups

概要

list-backups

[ { -h | --help } ]

[ --minimal ]

SERVER_NAME

説明

サーバーの使用可能なバックアップを表示します。このコマンドは、バックアップ IDとバックアップタイ
プの両方を取得するのに役立ちます。このコマンドの詳細については、Catalog usageを参照してください。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--minimal

機械可読出力。

14.4.14 barman list-files

概要

list-files

[ { -h | --help } ]

[ --target { data | full | standalone | wal } ]

[ --list-empty-directories ]

SERVER_NAME BACKUP_ID

説明

特定のバックアップ内のすべてのファイルをリストします。 BACKUP_IDの代わりにショートカットを使用
できます。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

BACKUP_ID

barmanカタログのバックアップの ID。
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-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--target

リストする特定のファイルを定義します。可能な値は次のとおりです。

• standaloneデフォルト必要なWALファイルを含むベースバックアップファイルをリストし
ます。

• dataデータファイルのみをリストします。

• walベースバックアップの開始とログの最後または次のベースバックアップの開始までのすべ
てのWALファイルをリストします指定されたベースバックアップが使用可能な最新のものか
どうかに応じて。

• full data + walと同じ。

--list-empty-directories

空のディレクトリをリストに追加します。

14.4.15 barman list-processes

概要

list-processes

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME

説明

list-processesサブコマンドは、 Barmanサーバーのすべてのアクティブなサブプロセスを出力します。
アクティブなサブプロセスごとにプロセス識別子 PIDと、対応するバーマンタスクが表示されます。

パラメーター

SERVER_NAME

アクティブなサブプロセスをリストするサーバーの名前。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。

14.4.16 barman list-servers

概要

list-servers

[ { -h | --help } ]

[ --minimal ]
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説明

構成されているすべてのサーバーをその説明とともに表示します。

パラメーター

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--minimal

機械可読出力。

14.4.17 barman lock-directory-cleanup

概要

lock-directory-cleanup

[ { -h | --help } ]

説明

未使用のロックファイルを barman_lock_directoryから自動的に削除します。

パラメーター

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.18 barman put-wal

概要

put-wal

[ { -h | --help } ]

[ { -t | --test } ]

SERVER_NAME

説明

リモートサーバーからWALファイルを受信し、サーバーの受信ディレクトリに安全に保存します。WAL
ファイルは STDIN を介して提供され、検証用の SHA256SUMS または MD5SUMS ファイルとともに tar ス
トリームにカプセル化されています sha256 はデフォルトのハッシュアルゴリズムですが、ユーザーは
barman-wal-archiveを介して archive-commandを設定するときに md5を選択できます。このコマンド
は、リモートの barman-wal-archiveユーティリティ barman-cliパッケージに含まれているから SSHを
介して実行することを目的としています。ファイルのコンテンツを完全に管理する場合を除き、このコマ
ンドを直接使用しないでください。
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パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

-t / --test
WAL取得のために Barmanで指定された Postgresサーバーの接続と構成の両方をテストします。

14.4.19 barman rebuild-xlogdb

概要

rebuild-xlogdb

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME [ SERVER_NAME ... ]

説明

ディスクの内容に基づいて、サーバーまたは allショートカットを使用するすべてのサーバーのWALファ
イルメタデータを再構築します。WALアーカイブメタデータは xlog.dbファイルに保存され、各 Barman
サーバーが独自のコピーを維持します。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.20 barman recover

ò 注釈

このコマンドは非推奨です。代わりに commands-barman-restoreコマンドを使用します。

14.4.21 barman receive-wal

概要

receive-wal

[ --create-slot ]

[ --if-not-exists ]

[ --drop-slot ]

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

[ { -h | --help } ]

[ --reset ]

[ --stop ]

SERVER_NAME

説明

サーバーのトランザクションログのストリーミングを開始します。このプロセスは、pg_receivewalまた
は pg_receivexlogを使用して、ストリーミングプロトコルを介して PostgresサーバーからWALファイ
ルを受信します。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前。

--create-slot

slot_name構成パラメーターで構成された物理レプリケーションスロットを作成します。

--if-not-exists

--create-slotが指定され、指定された名前のスロットが既に存在する場合、エラーアウトしません。

--drop-slot

slot_name構成パラメーターで構成された物理レプリケーションスロットをドロップします。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--reset

receive-walのステータスをリセットし、サーバーの現在のWALファイルからストリーミングをリ
スタートします。

--stop

サーバーのプロセスを停止します。

. 警告

barman receive-walコマンドの --stopオプションは、将来のリリースでは廃止されます。ユーザー
は代わりに --stopコマンドの使用を優先する必要があります。これは、この機能を処理する新しい方
法です。

14.4.22 barman restore

概要
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restore

[ --aws-region AWS_REGION } ]

[ --azure-resource-group AZURE_RESOURCE_GRP ]

[ --bwlimit KBPS ]

[ --exclusive ]

[ --gcp-zone GCP_ZONE ]

[ { --get-wal | --no-get-wal } ]

[ { -h | --help } ]

[ { -j | --jobs } PARALLEL_WORKERS ]

[ --jobs-start-batch-period SECONDS ]

[ --jobs-start-batch-size NUMBER ]

[ --local-staging-path PATH ]

[ { --network-compression | --no-network-compression } ]

[ --no-retry ]

[ --recovery-conf-filename FILENAME ]

[ --recovery-staging-path PATH ]

[ --staging-path STAGING_PATH ]

[ --staging-location STAGING_LOCATION ]

[ --combine-mode COMBINE_MODE ]

[ --remote-ssh-command STRING ]

[ --retry-sleep SECONDS ]

[ --retry-times NUMBER ]

[ --snapshot-recovery-instance INSTANCE_NAME ]

[ --snapshot-recovery-zone GCP_ZONE ]

[ --standby-mode ]

[ --tablespace NAME:LOCATION [ --tablespace NAME:LOCATION ... ] ]

[ --target-action { pause | shutdown | promote } ]

[ --target-immediate ]

[ --target-lsn LSN ]

[ --target-name RESTORE_POINT_NAME ]

[ --target-time TIMESTAMP ]

[ --target-tli TLI ]

[ --target-xid XID ]

[ --staging-wal-directory ]

SERVER_NAME BACKUP_ID DESTINATION_DIR

説明

PostreSQLサーバーの復元操作を実行します。 Barmanは、宛先ディレクトリのサーバーからバックアップ
を復元します。復元は、ローカルに barmanノード自分自身でまたはリモートで SSH経由でアクセス可能
な別のマシンで実行できます。場所は、--remote-ssh-commandオプションを使用するかどうかによって
決まります。このコマンドの詳細については、 --remote-ssh-commandセクションを参照してください。
BACKUP_IDの代わりにショートカットを使用できます。
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パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

BACKUP_ID

barmanカタログのバックアップの ID。 autoを使用して、 Barmanが復元操作に最適なバックアッ
プを自動的に見つけます。

DESTINATION_DIR

バックアップを復元する宛先ディレクトリ。

--aws-region

スナップショットリカバリー用のインスタンスとディスクが存在するAWSリージョンを指定します。
このオプションを使用すると、 Barman構成の aws_region値をオーバーライドできます。

--azure-resource-group

スナップショットリカバリーのインスタンスとディスクを含む Azureリソースグループを指定しま
す。このオプションを使用すると、 Barman構成の azure_resource_group値をオーバーライドで
きます。

--bwlimit

最大転送速度をキロバイト/秒で指定します。 0の値は、制限がないことを示します。この設定は、
bandwidth_limit構成オプションをオーバーライドします。

--delta-restore / --no-delta-restore
デルタリカバリーでの delta-restoreの使用を有効/無効にします。デフォルトは recovery_options

設定に基づいています。

--exclusive

ターゲット時間、XID、または LSNを非包括的に設定します。

--gcp-zone

スナップショットリカバリーのインスタンスとディスクが存在する GCPゾーンを指定します。この
オプションを使用すると、 Barman構成の gcp_zone値をオーバーライドできます。

--get-wal / --no-get-wal
リカバリー中の WAL 取得での get-wal の使用を有効/無効にします。デフォルトは
recovery_options設定に基づいています。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

-j / --jobs
バックアップ中にファイルのコピーに使用するパラレルワーカーの数を指定します。この設定は、構
成ファイルで指定されている場合、 parallel_jobsパラメーターをオーバーライドします。

--jobs-start-batch-period

ジョブの単一のバッチを開始する時間を秒単位で指定します。この値は、構成ファイルで設定されて
いる場合、parallel_jobs_start_batch_periodパラメーターをオーバーライドします。デフォル
トは 1秒です。

--jobs-start-batch-size

単一のバッチで開始するパラレルワーカーの最大数を指定します。この値は、構成ファイルで定義さ
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れている場合、parallel_jobs_start_batch_sizeパラメーターをオーバーライドします。デフォ
ルトは 10ワーカーです。

--local-staging-path

宛先ディレクトリにコピーされる前にバックアップチェーンが結合される Barmanホスト上のパスを
指定します。ステージングパス内で作成されたコンテンツは、復元プロセスが完了すると削除されま
す。このオプションは、ブロックレベルのインクリメンタルバックアップから復元するために必要で
あり、それ以外の場合は効果がありません。

バージョン 3.15で非推奨: --local-staging-pathは非推奨であり、将来のリリースで削除される
予定です。代わりに --staging-pathおよび --staging-locationを使用してください。

--network-compression / --no-network-compression
リモート復元中のネットワーク圧縮を有効/無効にします。デフォルトは network_compression構
成設定に基づいています。

--no-retry

エラーが発生した場合の再試行はありません。 --retry-times 0の設定と同じです。

--recovery-conf-filename

Postgresバージョン 12以降のバックアップを復旧するときに、 Barmanが復旧オプションを書き込
むファイルの名前を指定します。デフォルトでは、これは postgresql.auto.confに設定されます。
ただし、 --recovery-conf-filenameが指定されている場合、リカバリオプションは代わりに指定
された値に書き込まれます。デフォルト値はほとんどの Postgresインストールに適していますが、こ
のオプションにより、 Postgresが構成メカニズムを変更するツールで管理されている場合たとえば、
postgresql.auto.confが /dev/nullにシンボリックリンクされている場合、代替の場所を指定で
きます。

--recovery-staging-path

圧縮バックアップのファイルが宛先ディレクトリに解凍される前にステージングされる復旧ホスト
上のパスを指定します。バックアップは、命名規則 barman-staging-SERVER_NAME-BACKUP_IDに
従って、ステージングパス内の独自のディレクトリにステージングされます。このステージングディ
レクトリは、復元プロセスが完了すると削除されます。このオプションは圧縮バックアップから復元
するために必須であり、それ以外の場合は効果がありません。

バージョン 3.15で非推奨: --recovery-staging-pathは非推奨であり、将来のリリースで削除され
る予定です。代わりに --staging-pathおよび --staging-locationを使用してください。

--staging-path

リストア中に中間ファイルがステージングされるパス。圧縮されたバックアップを復元する場合、最
終的な宛先にコピーする前に、解凍の一時的な場所として機能します。インクリメンタルバックアッ
プを復元する場合、最終的な宛先にコピーする前にバックアップが結合されます。この場所には、解
凍/結合されたバックアップを保存するための十分な領域が必要です。

--staging-location

--staging-pathがローカルパスかリモートパスであるかを指定します。有効な値は localおよび
remoteです。

--combine-mode

リストア中にインクリメンタルバックアップを組み合わせる場合、pg_combinebackupのコピーモー
ドを指定します。
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オプションには次のものが含まれます

• copyデフォルトインクリメンタルバックアップを組み合わせる場合、標準のファイルコピー
を使用します。

• linkインクリメンタルバックアップを組み合わせる場合、ハードリンクを使用します。合成
バックアップの再構成はより速くなりファイルコピーなし、使用するディスク領域は少なくな
ります。

• clone新しいデータディレクトリにファイルをコピーする代わりに、効率的なファイルクロー
ン作成一部のシステムでは「reflink」としても知られますを使用します。これにより、データ
ファイルのほぼ瞬時のコピーが行われます。

• copy-file-range copy_file_rangeシステムコールを使用して、効率的なコピーを行います。
一部のファイルシステムでは、これにより cloneと同様の結果が得られ、物理ディスクブロッ
クを共有しますが、他のファイルシステムでは、ブロックをコピーする場合がありますが、最
適化されたパスを介して実行します。

各モードの詳細と制限については、 pg_combinebackup documentationを参照してください。

--remote-ssh-command

このオプションは、リモートホストで実行する secure Shellコマンドを指定することにより、リモート復
元を有効にします。これは、リモートリストアの構成ファイル 'ssh USER@SERVER'の ssh_command

サーバーオプションと同様に機能します。

--retry-sleep

コピーが失敗した後、再試行するまでに待機する秒数を指定します。この設定は、バックアップとリ
ストア操作の両方に適用され、構成ファイルで定義されている場合 basebackup_retry_sleepパラ
メーターをオーバーライドします。

--retry-times

エラーが発生した場合に、ベースバックアップコピーを再試行する回数を指定します。これ
は、バックアップ操作とリストア操作の両方に適用され、構成ファイルに設定されている場合
basebackup_retry_timesパラメーターをオーバーライドします。

--snapshot-recovery-instance

スナップショットから復元されたディスクが接続されているインスタンスの名前を指定します。こ
のオプションは、 backup_method=snapshotで作成されたバックアップをリカバリする場合に必要
です。

--snapshot-recovery-zone非推奨
スナップショットリカバリーのインスタンスとディスクを含むゾーン非推奨: --gcp-zoneに置き換
えられます。

--standby-mode

Postgresサーバーをスタンバイとして起動するかどうか。

--tablespace

テーブルスペースの再配置ルールを指定します。 NAMEはテーブルスペース名であり、 LOCATIONは
テーブルスペースを復元するための復旧ホスト宛先パスです。

--target-action

回復目標に到達すると、指定されたアクションをトリガーします。このオプションでは、これらのア
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クションのいずれかとともにターゲットを定義する必要があります。可能な値は次のとおりです。

• pause復旧目標に到達すると、サーバーは一時停止状態で起動され、ユーザーはインスタンス
を検査できます

• promote復旧ターゲットに到達すると、サーバーは復旧オペレーションを終了し、マスターと
して昇格します。

• shutdown復旧目標に到達すると、サーバーはシャットダウンされます。

--target-immediate

一貫した状態に到達すると、リカバリは完了しますベースバックアップの終了。

--target-lsn

指定された LSNログシーケンス番号にリカバリします。 Postgres 10以上が必要です。

--target-name

pg_create_restore_point(name)で以前に作成した復元ポイントの指定された名前にリカバリー
します。

--target-time

指定した時間にリカバリーします。 YYYY-MM-DD HH:MM:SS.mmm形式を使用します。

--target-tli

指定されたタイムラインを復元します。数値のタイムライン IDに加えて、特別な値 currentおよび
latestを使用できます。 Postgresバージョン 12以降の場合、デフォルトでは、WALアーカイブの
最新のタイムラインにリカバリーします。 12より前の Postgresバージョンの場合、デフォルトでは、
バックアップが取得された時点のタイムラインにリカバリーします。

--target-xid

指定されたトランザクション IDにリカバリします。

--staging-wal-directory

PITRを実行する際のWALファイルの宛先ホスト上のステージングディレクトリ。指定しない場合、
宛先ディレクトリ内の barman_walディレクトリを使用します。

14.4.23 barman replication-status

概要

replication-status

[ { -h | --help } ]

[ --minimal ]

[ --source { backup-host | wal-host } ]

[ --target { hot-standby | wal-streamer | all } ]

SERVER_NAME [ SERVER_NAME ... ]

14.4. サブコマンド 151



Barman User Guide,リリース 3.17.0

説明

指定したサーバーに接続しているストリーミングクライアントのリアルタイム情報とステータスを表示し
ます。構成されているすべてのサーバーの情報を表示するには、 allショートカットを指定します。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--minimal

機械可読出力。

--source

可能な値は次のとおりです。

• backup-hostデフォルトサーバーのバックアップ接続情報を使用してクライアントをリストし
ます。

• wal-hostサーバーのWALストリーミング接続情報を使用してクライアントをリストします。

--target

可能な値は次のとおりです。

• hot-standbyホットスタンバイサーバーのみをリストします。

• wal-streamer pg_receivewalなどのWALストリーミングクライアントのみをリストします。

• allデフォルトすべてのストリーミングクライアントをリストします。

14.4.24 barman show-backup

概要

show-backup

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME BACKUP_ID

説明

特定のバックアップに関する詳細情報を表示します。このコマンドの詳細については、Catalog usageを参
照してください。 BACKUP_IDの代わりにショートカットを使用できます。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前
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BACKUP_ID

barmanカタログのバックアップの ID。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.25 barman show-servers

概要

show-servers

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME [ SERVER_NAME ... ]

説明

conninfo、 backup_directory、 wals_directory、 archive_commandなどを含むサーバーに関する
詳細情報を表示します。構成されているすべてのサーバーに関する情報を表示するには、サーバー名の代
わりに allショートカットを指定します。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.26 barman status

概要

status

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME [ SERVER_NAME ... ]

説明

状態、Postgresバージョン、WAL情報、使用可能なバックアップなどの詳細を含むサーバーのステータス
に関する情報を表示します。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。
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14.4.27 barman switch-wal

概要

switch-wal

[ --archive ]

[ --archive-timeout ]

[ --force ]

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME [ SERVER_NAME ... ]

説明

ターゲットサーバー Postgresバージョン 10以降で pg_switch_wal()を実行するか、 pg_switch_xlog()

Postgresバージョン 8.3～9.6の場合を実行します。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

--archive

1つのWALファイルがアーカイブされるのを待機します。指定された時間以内にWALファイルが
アーカイブされない場合デフォルト 30秒、 Barmanは失敗終了コードで終了します。このオプショ
ンは、スタンバイサーバーでも使用できます。

--archive-timeout

タイムアウトになる前に、新しいWALファイルがアーカイブされるのをアーカイバーが待機する
時間を秒単位で指定しますデフォルト 30秒。このオプションは、スタンバイサーバーでも使用でき
ます。

--force

pg_switch_wal()の前に CHECKPOINTを実行することにより、スイッチを強制します。

ò 注釈

CHECKPOINTを実行すると、Postgresサーバーの I/O負荷が増加する可能性があるため、このオ
プションは注意して使用します。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.28 barman switch-xlog

説明

switch-walコマンドのエイリアス。
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14.4.29 barman sync-backup

概要

sync-backup

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME BACKUP_ID

説明

このコマンドは、サーバーノードに存在するバックアップからすべてのファイルをコピーすることにより、
パッシブノードをプライマリと同期します。これはパッシブノードでのみ利用でき、primary_ssh_command
オプションを使用してプライマリノードとの安全な接続を確立します。 BACKUP_IDの代わりにショート
カットを使用できます。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

BACKUP_ID

barmanカタログのバックアップの ID。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.30 barman sync-info

概要

sync-info

[ { -h | --help } ]

[ --primary ]

SERVER_NAME [ LAST_WAL [ LAST_POS ] ]

説明

同期のために、 Barmanサーバーの現在のステータスに関する情報を収集します。

このコマンドは、正常に完了したすべてのバックアップ、アーカイブされたすべてのWALファイル、構成、
xlog.dbから読み取られた最後のWALファイル、およびファイル内のその位置を含むサーバーの JSON
出力を結果ます。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前
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LAST_WAL

指定されたファイルより前のWALファイルをスキップするように sync-infoに指示しますインクリ
メンタル同期の場合。

LAST_POS

xlog.dbファイルにすばやく配置するためのヒントインクリメンタル同期用。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

--primary

プライマリノードで sync-infoを実行します設定されている場合。

14.4.31 barman sync-wals

概要

sync-wals

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME

説明

このコマンドは、サーバーノードからアーカイブされたすべてのWALファイルをコピーすることにより、
パッシブノードをプライマリと同期します。これはパッシブノードでのみ利用でき、primary_ssh_command
オプションを使用してプライマリノードとの安全な接続を確立します。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.32 barman terminate-process

概要

terminate-process SERVER_NAME TASK_NAME

説明

barman terminate-processコマンドは、指定されたサーバーでアクティブな Barmanサブプロセスを終
了します。ターゲットプロセスは、タスク名たとえば backupまたは receive-walなどで識別されます。
サーバーレベルで実行中のプロセスのみを終了できるため、 cronや config-updateのようなグローバル
プロセスはこのコマンドでは終了できないことに注意してください。
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barman list-processesの出力を使用して、特定のサーバーのアクティブなプロセスをすべて表示し、終
了できるタスクを判断することもできます。このコマンドの詳細については、 barman list-processes

を参照してください。

パラメーター

SERVER_NAME

サブプロセスが実行されているサーバーの名前。

TASK_NAME

終了するサブプロセスを識別するタスク名。

14.4.33 barman verify-backup

概要

verify-backup

[ { -h | --help } ]

SERVER_NAME BACKUP_ID

説明

バックアップマニフェストファイルに対して pg_verifybackupを実行します Postgresバージョン 13以降
で利用可能。 rsyncバックアップの場合、generate-manifestコマンドを使用してマニフェストファイル
を作成した後に使用できます。バックアップサーバーに pg_verifybackupをインストールする必要があ
ります。 BACKUP_IDの代わりにショートカットを使用できます。

パラメーター

SERVER_NAME

barmanノードのサーバーの名前

BACKUP_ID

barmanカタログのバックアップの ID。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。コマンドの使用法に関する情報を提供します。

14.4.34 barman verify

説明

verify-backupコマンドのエイリアス。
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14.5 barman-cliコマンド
barman-cli パッケージには、Postgresサーバーとともにインストールする必要がある推奨クライアント
ユーティリティのコレクションが含まれています。次に、両方のユーティリティのコマンドリファレンス
を示します。

14.5.1 barman-wal-archive

概要

barman-wal-archive

[ { -h | --help } ]

[ { -V | --version } ]

[ { -U | --user } USER ]

[ --port PORT ]

[ { { -z | --gzip } | { -j | --bzip2 } | --xz | --snappy | --zstd | --lz4 } ]

[ --compression-level COMPRESSION_LEVEL ]

[ { -c | --config } CONFIG ]

[ { -t | --test } ]

[ --md5 ]

BARMAN_HOST SERVER_NAME WAL_PATH

説明

このスクリプトは、 Postgresサーバーの archive_commandで利用でき、 put-walコマンド Barman 2.6で
紹介を使用してWALファイルを Barmanホストに転送できます。 Barmanホストへの SSH接続を確立し、
Postgresクラスター内での Barmanのシームレスな統合を可能にして、ビジネスの継続性を向上させます。

Exit Statusesは次のとおりです。

• SUCCESSの場合は 0。

• FAILUREの場合は non-zero。

パラメーター

SERVER_NAME

WALファイルが取得される Postgresサーバーの Barmanで構成されたサーバー名。

BARMAN_HOST

Barmanサーバーのホスト。

WAL_PATH

'%p'キーワードの値 archive_commandによると。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。

-V / --version
プログラムのバージョン番号を表示して終了します。
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-U / --user
Barmanサーバーへの SSH接続のユーザーを指定しますデフォルトは barman。

--port

Barmanサーバーへの SSH接続に使用されるポートを定義します。

-z / --gzip
Barmanサーバーに送信する前に、WALファイルを gzip圧縮します。

-j / --bzip2
Barmanサーバーに送信する前に、WALファイルを bzip2圧縮します。

--xz

Barmanサーバーに送信する前に、WALファイルを xz圧縮します。

--snappy

Barmanサーバーに送信する前に、WALファイルを snamppy圧縮します python-snappy Pythonラ
イブラリをインストールする必要があります。

--zstd

Barmanサーバーに送信する前に、WALファイルを zstd圧縮します zstandard Pythonライブラリを
インストールする必要があります。

--lz4

Barmanサーバーに送信する前に、WALファイルを lz4圧縮します lz4 Pythonライブラリをインス
トールする必要があります。

--compression-level

選択した圧縮アルゴリズムで使用される圧縮レベル。有効な値は、選択したアルゴリズムまたは事
前定義されたラベルのいずれか low、 medium、および highのサポートされている範囲内の整数で
す。各アルゴリズムの範囲と、各事前定義されたラベルがマップするレベルは lowで見つかります。

-c / --config
Barmanサーバー上の構成ファイルを指定します。

-t / --test
Barmanで指定された Postgresサーバーの接続と構成をテストして、WALファイルを受信する準備
ができていることを確認します。このオプションは、必須引数 WAL_PATHを無視します。

--md5

Barmanサーバーに送信するときにWALファイルのチェックサムを計算するハッシュアルゴリズム
として SHA256の代わりにMD5を使用します。 Barmanサーバーの古いバージョンはMD5のみを
サポートしていたため、これは古いサーバーバージョンとの互換性を維持するために使用されます。

ò 注釈

barman-wal-archiveで圧縮が有効になっている場合、Barmanサーバーで構成された圧縮設定が異な
る場合、それが優先されます。
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s 重要

barman-wal-archiveで圧縮が有効になっている場合、ファイルが Barmanに送信される前に、クライ
アント側で実行されます。圧縮率を高くするとWALのシッピングが遅延し、WALファイルが蓄積さ
れる可能性があるため、データベースサーバーの負荷と選択した圧縮アルゴリズムとレベルに注意して
ください。

14.5.2 barman-wal-restore

概要

barman-wal-restore

[ { -h | --help } ]

[ { -V | --version } ]

[ { -U | --user } USER ]

[ --port PORT ]

[ { -s | --sleep } SECONDS ]

[ { -p | --parallel } JOBS ]

[ --spool-dir SPOOL_DIR ]

[ { -P | --partial } ]

[ { { -z | --gzip } | { -j | --bzip2 } | --keep-compression } ]

[ { -c | --config } CONFIG ]

[ { -t | --test } ]

BARMAN_HOST SERVER_NAME WAL_NAME WAL_DEST

説明

このスクリプトは、Postgresサーバーの restore_commandとして機能し、Barmanの get-wal機能を介し
てWALファイルの取得を有効にします。 Barmanホストへの SSH接続を確立し、Postgresクラスター内
での Barmanの統合を促進し、ビジネス継続性を強化します。

Exit Statusesは次のとおりです。

• SUCCESSの場合は 0。

• リモート get-walコマンド FAILUREの場合 1、おそらく要求されたWALが見つからないためです。

• 2 ssh接続の場合 FAILURE。

• FAILUREのその他の non-zero。

パラメーター

SERVER_NAME

WALファイルが取得される Postgresサーバーの Barmanで構成されたサーバー名。

BARMAN_HOST

Barmanサーバーのホスト。
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WAL_NAME

'%f'キーワードの値 restore_commandによると。

WAL_DEST

'%p'キーワードの値 restore_commandによると。

-h / --help
ヘルプメッセージを表示して終了します。

-V / --version
プログラムのバージョン番号を表示して終了します。

-U / --user
Barmanサーバーへの SSH接続のユーザーを指定しますデフォルトは barman。

--port

Barmanサーバーへの SSH接続に使用されるポートを定義します。

-s / --sleep
get-wal要求が失敗した後、 SECONDSのために一時停止しますデフォルトは 0 -待機なし。

-p / --parallel
ファイルの数を peekに指定し、同時に転送しますデフォルトでは 0 -無効になっています。

--spool-dir

WALファイルのスプールディレクトリを指定しますデフォルトで /var/tmp/walrestore。

-P / --partial
取得には部分的なWALファイル.partialを含めます。

-z / --gzip
gzipで圧縮したWALファイルを転送します。

-j / --bzip2
bzip2で圧縮したWALファイルを転送します。

--keep-compression

指定すると、圧縮ファイルはそのまま転送され、クライアントサイドで到着時に解凍されます。

-c / --config
Barmanサーバー上の構成ファイルを指定します。

-t / --test
Barmanで指定された Postgresサーバーの接続と構成をテストして、WALファイルを受信する準備
ができていることを確認します。このオプションは、必須引数 WAL_NAMEおよび WAL_DESTを無視し
ます。

. 警告

-z / --gzipおよび -j / --bzip2オプションは非推奨であり、将来的に削除される予定です。WAL圧
縮の場合、 compression構成オプションを介して Barmanサーバーで直接有効にしてください。
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第15章 地理的な冗長性

Barmanを使用してカスケードバックアップアーキテクチャをセットアップすることが可能です。ここで、
Barmanバックアップサーバーのソースは、PostgreSQLサーバーではなく別の Barmanインストールです。

この機能を使用すると、ユーザーは PostgreSQLバックアップの地理的に分散したコピーを透過的に保持で
きます。

Barmanの専門用語では、PostgreSQLサーバーではなく別のBarmanインストールに接続されているBarman
バックアップサーバーは、パッシブノードとして定義されます。パッシブノードは primary_ssh_command

オプションを介して構成され、グローバルプライマリ Barmanインストールの完全なレプリカの場合とサー
バーレベル直接サーバーとパッシブサーバーの両方を持つ混合シナリオの場合の両方で使用できます。

15.1 同期情報
barman sync-infoコマンドは、 Barmanサーバーの現在のステータスに関する情報を収集するために使
用されます。同期に役立ちます。使用可能な構文は次のとおりです。

barman sync-info [--primary] <server_name> [<last_wal> [<last_position>]]

コマンドは、以下を含む JSONオブジェクトを結果ます。

• そのサーバーのステータスが DONEであるすべてのバックアップを含むマップ。

• アーカイブされたすべてのWALファイルのリスト。

• サーバーの構成。

• 最後に読み取られた位置 xlogデータベースファイル内。

• 最後に読み取られたWALファイルの名前。

JSON応答には、 primaryと passiveノード間の同期に必要なすべての情報が含まれています。

--primaryが指定された場合、コマンドはローカルにではなく、定義されたプライマリノードで実行され
ます。

15.2 構成
サーバーをパッシブノードとしての構成は、簡単な操作です。サーバー構成に次のオプションを追加する
だけです。

primary_ssh_command = ssh barman@primary_barman
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このオプションは、プライマリサーバーへの SSH接続パラメーターを指定し、パッシブサーバーのバック
アップデータのソースを指定します。

-c/--config オプションを使用して barman を呼び出しており、パッシブノードがプライマリノードで
barmanを呼び出すときに同じオプションを使用する場合、次のオプションを追加します。

forward_config_path = true

15.3 ノードの同期
ノードがパッシブとしてマークされている場合、 Barmanによって特別な方法で扱われます。

• 標準メンテナンス操作の対象外です。

• barman backupを含む Postgresへの直接操作は禁止されています。

パッシブサーバーとそのプライマリ間の同期は、以下を透過的に呼び出す barman cronによって自動的に
管理されます。

1. barman sync-info --primary、同期情報を収集するため。

2. barman sync-backup、プライマリノードで使用可能なすべてのバックアップのローカルコピーを
作成するため。

3. barman sync-wals、プライマリノードで使用可能なすべてのWALファイルをローカルにコピーす
るため。

15.4 手動同期
barman cronはパッシブ/プライマリノードの同期を自動的に管理しますが、次の方法でバックアップの同
期を手動でトリガーすることが可能です。

barman sync-backup <server_name> <backup_id>

sync-backup barmanは primary_ssh_commandを使用してプライマリサーバーに接続し、リモートマシン
にバックアップが存在する場合、rsyncを使用してすべてのファイルのコピーを開始します。バックアップ
ごとに一度に 1つの同期プロセスのみが許可されます。

WALファイルは、次の方法で同期することもできます。

barman sync-wals <server_name>
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第16章 フックスクリプト

Barmanでは、 :term:`DBA < DBA>`が特定のイベント中にフックスクリプトを実行できます。

• Before and after creating a backup。

• Before and after deleting a backup。

• Before and after a WAL file is archived 。

• Before and after a WAL file is deleted 。

• Before and after restoring a backup。

s 重要

これらのスクリプトは、個々のサーバーに対してオーバーライドできるグローバルオプションを使用し
て構成できます。削除およびリカバリーフックスクリプトは version 2.4で導入されました。

Barmanが管理できるフックスクリプトには 2種類があります。

• Standard Hook Scriptsこれらのスクリプトは 1回実行され、リターンコードはチェックされません。

• Retry Hook Scripts これらのスクリプトは、戻りコードによっては、複数回実行される場合があり
ます。

再試行フックスクリプトを実行すると、 Barmanは戻りコードを確認し、次のいずれかを返すまでスクリ
プトの再試行を続けます。

• SUCCESS標準リターンコード 0

• ABORT_CONTINUEリターンコード 62

• ABORT_STOPリターンコード 63

他のリターンコードは一時的な障害として扱われ、Barmanにスクリプトを再試行するように求めます。こ
れにより、ユーザーはより詳細な制御が可能になり、フックスクリプトで障害を一時的なものと見なすかど
うかを決定できます。さらに、プリフックスクリプトの場合、 ABORT_STOPを返すと、ユーザーは Barman
が失敗してメインオペレーションを中断するように要求できます。

フックスクリプトは次の順序で実行されます存在しない場合はスキップされます。

1. Standard pre hook script。

2. Retry pre hook script。

3. Main eventバックアップオペレーション、リストアオペレーションまたはWALアーカイブ、再試行
プリフックスクリプトが ABORT_STOPで中止された場合を除きます。
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4. Retry post hook script。

5. Standard post hook script。

フックスクリプトによって生成されたすべての出力は、Barmanのログファイルに記録されます。

ò 注釈

現在、 ABORT_STOPは、再試行ポストフックスクリプトによって無視されます。このような場合、これ
により追加の警告がログに記録され、 ABORT_STOPは ABORT_CONTINUEと同じように動作します。

16.1 バックアップを作成する前と後
• pre_backup_script終了コードをチェックせずに、ベースバックアップの前に 1回実行されるフッ
クスクリプト。

• pre_backup_retry_scriptベースバックアップの前に実行される再試行フックスクリプト。成功す
るか中止されるまで繰り返し実行されます。

• post_backup_retry_scriptベースバックアップの後に実行される再試行フックスクリプト。成功
するか中止されるまで繰り返し実行されます。

• post_backup_scriptベースバックアップの後、終了コードをチェックせずに 1回実行されるフッ
クスクリプト。

シェル環境には、 backup scriptsの次の変数が含まれます。

• BARMAN_BACKUP_DIRバックアップの宛先ディレクトリ。

• BARMAN_BACKUP_IDバックアップの ID。

• BARMAN_BACKUP_INFO_PATH `backup.info`ファイルのパス。

• BARMAN_CONFIGURATION Barmanが使用する構成ファイル。

• BARMAN_ERROR任意のエラーメッセージ postフェーズにのみ適用されます。

• BARMAN_PHASEスクリプトのフェーズを示します preまたは post。

• BARMAN_PREVIOUS_ID以前のバックアップの ID、使用可能な場合。

• BARMAN_RETRY再試行スクリプトの場合は 1に設定します。それ以外の場合は、 0です。

• BARMAN_SERVERサーバーの名前。

• BARMAN_STATUSバックアップのステータス。

• BARMAN_VERSION Barmanのバージョン。
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16.2 バックアップを削除する前と後
• pre_delete_scriptバックアップの削除の前に 1回トリガーされ、終了コードチェックなしのフッ
クスクリプト。

• pre_delete_retry_scriptバックアップの削除前に実行される再試行フックスクリプト。成功また
は中止されるまで繰り返し実行されます。

• post_delete_retry_scriptバックアップの削除後に実行される再試行フックスクリプト。成功ま
たは中止されるまで繰り返し実行されます。

• post_delete_scriptバックアップの削除後に 1回トリガーされ、終了コードチェックなしのフッ
クスクリプト。

Delete scriptsは、 Delete scriptsと同じ環境変数に加えて、

BARMAN_NEXT_ID使用可能な場合、次のバックアップの ID。

16.3 WALがアーカイブされる前と後
• pre_archive_script終了コードをチェックせずに、メンテナンスによってWALファイルがアーカ
イブされる前に、通常は Barman cronを介して 1回実行されるフックスクリプト。

• pre_archive_retry_script WALファイルがメンテナンスによってアーカイブされる前に実行され
る再試行フックスクリプト。成功または中止されるまで繰り返し実行されます。

• post_archive_retry_script WALファイルがメンテナンスによってアーカイブされた後に実行さ
れる再試行フックスクリプト。成功または中止されるまで繰り返し実行されます。

• post_archive_scriptメンテナンスによってWALファイルがアーカイブされた後、終了コードを
チェックせずに 1回実行されるフックスクリプト。

WAL archive scriptsは、WAL archive scriptsといくつかの環境変数を共有します。

• BARMAN_CONFIGURATION Barmanが使用する構成ファイル。

• BARMAN_ERROR生成されたエラーメッセージ事後フェーズのみ。

• BARMAN_PHASEスクリプトのフェーズ前または後。

• BARMAN_SERVERサーバーの名前。

さらに、次の変数はWAL archive scriptsに固有です。

• BARMAN_SEGMENT WALファイルの名前。

• BARMAN_FILE WALファイルのフルパス。

• BARMAN_SIZE WALファイルのサイズ。

• BARMAN_TIMESTAMP WALファイルのタイムスタンプ。

• BARMAN_COMPRESSION WALファイルに適用される圧縮のタイプ。
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16.4 WALファイルが削除される前と後
• pre_wal_delete_script WALファイルが削除される前に実行されるフックスクリプト。

• pre_wal_delete_retry_script WALファイルを削除する前に実行される再試行フックスクリプト。
成功または中止されるまで繰り返し実行されます。

• post_wal_delete_retry_script WALファイルが削除された後に実行される再試行フックスクリ
プト。成功または中止されるまで繰り返し実行されます。

• post_wal_delete_script WALファイルが削除された後に実行されるフックスクリプト。

WAL delete scriptsは、WAL delete scriptsと同じ環境変数を利用します。

16.5 バックアップを復元する前と後
• pre_recovery_script終了コードをチェックせずに、バックアップ復元の前に 1回実行されるフッ
クスクリプト。

• pre_recovery_retry_scriptバックアップ復元の前に実行される再試行フックスクリプト。成功ま
たは中止されるまで繰り返し実行されます。

• post_recovery_retry_scriptバックアップ復元の後に実行される再試行フックスクリプト。成功
するか中止されるまで繰り返し実行されます。

• post_recovery_scriptバックアップ復元後に終了コードをチェックせずに 1回実行されるフック
スクリプト。

Recovery scriptsは、 Recovery scriptsと同じ環境変数に加えて、

• BARMAN_DESTINATION_DIRECTORY新しいインスタンスが復元されるディレクトリ。

• BARMAN_TABLESPACES表領域の再配置マップ JSON形式、該当する場合。

• BARMAN_REMOTE_COMMAND復元中に使用される secure Shellコマンド該当する場合。

• BARMAN_RECOVER_OPTIONS追加のリカバリオプション JSON形式、該当する場合。

16.6 barmanでフックとして barman-cloud-*スクリプトを使用する
installation sectionのプロセスに従って、 installation sectionの使用を開始します。

ò 注釈

構成オプションの詳細については、 configurationセクションを参照してください。

barman-cloud-backupは、次のBarmanバックアップタイプの post-backup scriptとして使用できます。

• backup_method = rsyncで作成されたバックアップ。

• backup_compression が適用されない場合に backup_method = postgres で作成されたバックア
ップ。
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これを構成するには、 Barmanのサーバー構成に次の行を追加します。

post_backup_retry_script = barman-cloud-backup [ OPTIONS ] DESTINATION_URL SERVER_NAME

. 警告

barman-cloud-backupは、フックスクリプトとして使用する場合、バックアップステータスが DONE

である必要があります。バックアップに他のステータスがある場合、バックアップは失敗します。問題
を回避するには、 -w / --waitオプションを使用してバックアップを実行し、バックアップステータス
が WAITING_FOR_WALS中にフックスクリプトが実行されないようにすることをお勧めします。

さらに、Postgresサーバーの Barman構成に次の行を追加することにより、WAL以前のアーカイブスクリ
プトとして barman-cloud-wal-archiveをセットアップします。

pre_archive_retry_script = barman-cloud-wal-archive [ OPTIONS ] DESTINATION_URL␣

↪→SERVER_NAME
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第17章 クラウドのBarman

Barmanは、Postgresサーバーをクラウドにバックアップする 2つの主な方法を提供しています。

• Creating disk volume snapshots as base backups.

これは、2つの異なるアプローチで実現できます。

1. バックアップはクラウドにディスクボリュームのスナップショットとして作成されますが、バッ
クアップメタデータとWALファイルを保存するように Barmanサーバーをセットアップしま
す。これは Barmanの統合機能です。このアプローチを選択する場合、詳細については cloud
snapshots backupsセクションを参照してください。

2. Barmanサーバーを必要とせず、barmanクラウドクライアントパッケージが提供するコマンド
ラインユーティリティと直接対話してバックアップを管理します。バックアップメタデータと
WALファイルはクラウドオブジェクトストレージに保存されますが、ベースバックアップはク
ラウドにディスクボリュームのスナップショットとして作成されます。

• Creating and transferring base backups to a cloud object storage.

これは、2つの異なるアプローチを通じて達成することもできます。

1. Barmanサーバーを使用せず、Postgresホストの barmanクラウドクライアントパッケージが提
供するユーティリティを使用します。ベースバックアップとWALは両方ともローカルホスト
Postgresホストから読み取られ、バックアップメタデータとともにクラウドオブジェクトスト
レージに保存されます。

2. ベースバックアップを取得し、バックアップメタデータと WAL ファイルを保存するように
Barmanサーバーを設定し、barmanクラウドクライアントパッケージがフックスクリプトとし
て提供するユーティリティを使用して、クラウドオブジェクトストレージにコピーします。こ
のアプローチを選択する場合、詳細については barmanでフックとして barman-cloud-*スクリ
プトを使用するセクションを参照してください。

ドキュメントのこのセクションでは、専用の barmanサーバーを必要とせずにバックアップを管理および対
話するために使用できる barman-cloud-*コマンドに焦点を当てています。それで作業を開始するには、
Postgresサーバーと同じマシンに barmanクラウドクライアントパッケージをインストールする必要があり
ます。

これらのオプションを理解することは、クラウドのバックアップとリカバリーのニーズに適切なアプロー
チを選択し、Barmanの可能性を最大限に活用するのに役立ちます。
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17.1 Barmanクラウドクライアントパッケージ
barmanクラウドクライアントパッケージは、 Barmanサーバーを必要とせずに、オブジェクトストレージ
とディスクボリュームのスナップショットの両方でクラウドバックアップを管理するためのコマンドを提
供します。

このユーティリティを使用すると、次のことができます。

• スナップショットバックアップを直接作成および管理します。

• バックアップを作成してクラウドオブジェクトストレージに転送します。

クラウドストレージとディスクボリュームのバックアップを個別に処理するための追加機能を提供します
が、Barmanのネイティブ機能を完全に拡張するものではありません。 Barmanの統合機能と比較して制限
があり、一部の操作が異なる場合があります。

ò 注釈

Barmanは、AWS S3および S3互換オブジェクトストア、Azure Blob Storage、およびGoogle Cloud Storage
をサポートしています。

ò 注釈

一部の S3サードパーティプロバイダーは、 boto3>=1.36でデフォルトで提供される新しいデータ完
全性保護チェックと互換性がありません。プロバイダーがこのグループに該当する場合、AWS S3との
非互換性を克服するのに役立つ回避策があります。

この場合、 barman-cloudツールが動作するためには、 when_requiredを以下に示す 2つの環境変数
に設定する必要があります。動作する保証はありませんが、これらを設定すると、そのような環境で
barman-cloudが動作することが確認されています。
AWS_REQUEST_CHECKSUM_CALCULATION=when_required

AWS_RESPONSE_CHECKSUM_VALIDATION=when_required

s 重要

AWS boto3 1.36から、Data Integrity Protection checksの動作が変更されました。 Barmanが使用する
一部のメソッドは、 Content-MD5ヘッダーを必要としません。

これは、新しい boto3バージョンで使用した場合の S3-compatible storage providers that have not updated
their server-side code may failを意味します。たとえば、MinIOは、boto3 1.36発表の直後にこの変更
に対応しました。

MinIOを使用している場合、最新リリースまたは少なくとも RELEASE.2025-02-03T21-03-04Z以降に
must upgradeして、互換性を保証し、バックアップを削除するときや keepアノテーションをリリース
する際の障害を回避します。
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17.2 インストール
Postgresサーバーをクラウドプロバイダーに直接バックアップするには、これらのサーバーに `barmanク
ラウドクライアントパッケージ `をインストールする必要があります。インストールプロセスは、使用して
いるディストリビューションによって異なることに注意してください。

インストールプロセスについては installationセクションを参照し、各ディストリビューションの重要な情
報を必ずメモしてください。

17.3 オブジェクトロックのサポート
Barmanクラウドは、クラウドオブジェクトストレージに保存されているバックアップのWrite-Once-Read-
ManyWORM保護を提供するオブジェクトロックメカニズムと連携できます。オブジェクトロックは、デー
タ保持要件へのコンプライアンスを保証し、バックアップファイルの誤ってまたは悪意のある削除を防止
し、重要なバックアップデータをランサムウェア攻撃または不正な削除から保護します。

オブジェクトロックは、一定の期間保持期間または無期限にリーガルホールドでオブジェクトが削除また
は上書きされるのを防ぎます。これは、規制コンプライアンス要件の場合に特に役立ちます。

ò 注釈

オブジェクトロック検証は、現在 AWS S3および S3互換ストレージプロバイダーでのみサポートされ
ています。

s 重要

Barmanは、オブジェクトロックを作成または管理しません。適切な保持ポリシーを使用してクラウド
ストレージバケットを構成するのはユーザーの責任です。 Barmanは、削除操作中にこれらのロックを
検証および尊重して、構成されたポリシーへのコンプライアンスを保証できます。

17.3.1 S3オブジェクトロック
Barmanは、AWS S3オブジェクトロックと連携して、バックアップの不変性を維持できます。この機能を
使用するには、必要なオブジェクトロック設定で S3バケットを構成する必要があります。

• Object versioning enabledファンクションへのオブジェクトロックに必要です。

• Default retention policy バケット内の新しいオブジェクトのデフォルトの保持ポリシーを構成しま
す。このポリシーは、 Barmanによってではなく、AWS S3内で完全に管理されます。

これらの設定が S3 バケットで構成されている場合、AWS は barman-cloud-backup および
barman-cloud-wal-archiveを介してアップロードされたオブジェクトに保持ポリシーを自動的に適用し
ます。オブジェクトは、バケットの保持構成に従って保護され、保持期間が終了するまで削除または変更
することはできません。

barman-cloud-backup-deleteでバックアップとWALを削除する場合、--check-object-lockオプショ
ンを使用して、削除を試行する前にオブジェクトがオブジェクトロックで保護されているかどうかを確認
できます。このフラグは、バックアップファイルのロックステータスを確認し、構成された保持ポリシー
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を尊重するように Barmanに指示し、削除の失敗を防ぎ、データ保持要件へのコンプライアンスを保証し
ます。

AWS S3オブジェクトロックの詳細については、 AWS S3 Object Lock documentationを参照してください。

削除プロセスやパフォーマンスの考慮事項に関する情報を含む、--check-object-lockオプションの動作
の詳細については、 barman-cloud-barman-cloud-backup-deleteコマンドリファレンスを参照してください。

17.4 コマンドリファレンス
このユーティリティを使用して、クラウドでバックアップとリカバリーを管理するために使用できるコマ
ンドがいくつかあります。これらの終了ステータスは、SUCCESS (0)、FAILURE (1)、FAILED CONNECTION

(2)、および INPUT_ERROR (3)です。その他のゼロ以外の値は FAILUREです。

ò 注釈

Barmanクラウドコマンドを実行するときに、バックアップ IDの代わりにバックアップ shortcutsを指定
できます。クラウドコマンドは、次のショートカットをサポートしています。 first / oldest、 last

/ latestおよび last-failed。

17.4.1 barman-cloud-backup

Synopsis

barman-cloud-backup

[ { -V | --version } ]

[ --help ]

[ { { -v | --verbose } | { -q | --quiet } } ]

[ { -t | --test } ]

[ --cloud-provider { aws-s3 | azure-blob-storage | google-cloud-

↪→storage } ]

[ { { -z | --gzip } | { -j | --bzip2 } | --snappy } ]

[ { -h | --host } HOST ]

[ { -p | --port } PORT ]

[ { -U | --user } USER ]

[ { -d | --dbname } DBNAME ]

[ { -n | --name } BACKUP_NAME ]

[ { -J | --jobs } JOBS ]

[ { -S | --max-archive-size } MAX_ARCHIVE_SIZE ]

[ --immediate-checkpoint ]

[ --min-chunk-size MIN_CHUNK_SIZE ]

[ --max-bandwidth MAX_BANDWIDTH ]

[ --snapshot-instance SNAPSHOT_INSTANCE ]

[ --snapshot-disk NAME [ --snapshot-disk NAME ... ] ]

[ --snapshot-zone GCP_ZONE ]

[ -snapshot-gcp-project GCP_PROJECT ]

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

[ --tag KEY,VALUE [ --tag KEY,VALUE ... ] ]

[ --endpoint-url ENDPOINT_URL ]

[ { -P | --aws-profile } AWS_PROFILE ]

[ --profile AWS_PROFILE ]

[ --read-timeout READ_TIMEOUT ]

[ { -e | --encryption } { AES256 | aws:kms } ]

[ --sse-kms-key-id SSE_KMS_KEY_ID ]

[ --aws-region AWS_REGION ]

[ --aws-await-snapshots-timeout AWS_AWAIT_SNAPSHOTS_TIMEOUT ]

[ --aws-snapshot-lock-mode { compliance | governance } ]

[ --aws-snapshot-lock-duration DAYS ]

[ --aws-snapshot-lock-cool-off-period HOURS ]

[ --aws-snapshot-lock-expiration-date DATETIME ]

[ { --azure-credential | --credential } { azure-cli | managed-

↪→identity | default } ]

[ --encryption-scope ENCRYPTION_SCOPE ]

[ --azure-subscription-id AZURE_SUBSCRIPTION_ID ]

[ --azure-resource-group AZURE_RESOURCE_GROUP ]

[ --gcp-project GCP_PROJECT ]

[ --kms-key-name KMS_KEY_NAME ]

[ --gcp-zone GCP_ZONE ]

DESTINATION_URL SERVER_NAME

Description

barman-cloud-backupスクリプトは、Postgresサーバーのローカルバックアップを作成し、 Barmanサー
バーをバイパスして、サポートされているクラウドプロバイダーに転送するために使用されます。また、
Barmanサーバーからサポートされているクラウドのいずれかに Barmanバックアップをコピーするための
フックスクリプト post_backup_retry_scriptとして利用することもできます。

このスクリプトには、 PGDATAおよびテーブルスペースへの読み取りアクセスが必要で、通常は postgres
ユーザーとして実行されます。 Barmanサーバーで使用する場合、Barmanバックアップが保存されている
ディレクトリへの読み取りアクセスが必要です。 --snapshot-引数が使用され、選択したクラウドプロバイ
ダーでスナップショットがサポートされている場合、バックアップは指定されたディスク --snapshot-disk

のスナップショットを使用して実行されます。バックアップラベルとメタデータもクラウドにアップロー
ドされます。

ò 注釈

GCPの場合、 GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS envでの認証のみがサポートされています。

s 重要

設定された --max-archive-sizeより大きいファイルがデータディレクトリまたはテーブルスペース
に存在する場合、クラウドのアップロードは失敗する場合があります。ただし、 1GBまでの Postgres
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ファイルは、 --max-archive-size設定に関係なく、常に許可されます。

Parameters

SERVER_NAME

バックアップするサーバーの名前。

DESTINATION_URL

AWS S3のバケットなどのクラウド宛先の URL。例 s3://bucket/path/to/folder。

-V / --version
バージョンを表示して終了します。

--help

このヘルプメッセージを表示して終了します。

-v / --verbose
出力の詳細度を増やしますたとえば、 -vvは -vより大きいです。

-q / --quiet
出力の詳細度を減らしますたとえば、 -qqは -qより小さいです。

-t / --test
クラウドの接続をテストして終了します。

--cloud-provider

ストレージバックエンドとして使用するクラウドプロバイダー。

許可されるオプション

• aws-s3。

• azure-blob-storage。

• google-cloud-storage。

-z / --gzip
クラウドへのアップロード中にバックアップを gzip圧縮します Python < 3.2では使用しないでくだ
さい。

-j / --bzip2
クラウドへのアップロード中にバックアップを bzip2圧縮します Python < 3.3では使用しないでくだ
さい。

--snappy

クラウドへのアップロード中にバックアップを snappy-圧縮しますオプションの python-snappyラ
イブラリが必要です。

-h / --host
Postgres接続用のホストまたは Unixソケットデフォルト libpq設定。

-p / --port
Postgres接続用のポートデフォルト libpq設定。
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-U / --user
Postgres接続のユーザー名デフォルト libpq設定。

-d / --dbname
Postgres接続のデータベース名または conninfo文字列デフォルト/"postgres/"。

-n / --name
barman-cloud-restoreや barman-cloud-backup-deleteなどのコマンドでこのバックアップを参
照するために使用できる名前。

-J / --jobs
クラウドストレージにデータをアップロードするサブプロセスの数デフォルト 2。

-S / --max-archive-size
クラウドストレージにアップロードする際のアーカイブの最大サイズデフォルト 100GB。

--immediate-checkpoint

初期チェックポイントをできるだけ早く実行するように強制します。

--min-chunk-size

クラウドストレージにアップロードする際の個々のチャンクの最小サイズデフォルト aws-s3の場合
は 5MB、 azure-blob-storageの場合は 64KB、 google-cloud-storageには適用されません。

--max-bandwidth

オブジェクトストレージにバックアップするときに 1秒ごとにアップロードされるデータの最大量
デフォルト 0 -制限なし。

--snapshot-instance

スナップショットとしてバックアップされるディスクが接続されているインスタンス。

--snapshot-disk

スナップショットを取得するディスクの名前。

--tag

クラウドストレージにアップロードされたすべてのファイル、および/またはスナップショットを使
用する場合は作成されたスナップショットに追加されるタグ。

--tags

クラウドストレージにアップロードされたすべてのファイル、および/またはスナップショットを使
用する場合は作成されたスナップショットに追加されるタグ。

ò 注釈

位置引数の前に --tagsを使用している場合、その後に --を挿入してオプショナル引数の終了を示す
必要があります。これは、 --以降のすべてを位置引数として扱うようにパーサーに指示します。 --

がないと、 Barmanは位置引数を最後のオプションの値と誤って解釈する可能性があります。

バージョン 3.15で非推奨: --tagsは非推奨です。代わりに --tagを使用してください。

Extra options for the AWS cloud provider
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--endpoint-url

デフォルトの S3エンドポイント URLを指定されたものでオーバーライドします。

-P / --aws-profile
プロファイル名 AWS資格情報ファイルの INIセクションなど。

--profile非推奨
プロファイル名AWS資格情報ファイルの INIセクションなど --aws-profileに置き換えられます。

--read-timeout

接続からの読み取りを待機しているときにタイムアウトが発生するまでの秒単位の時間デフォルト
60秒。

-e / --encryption
アップロードされたデータを S3に保存するときに使用される暗号化アルゴリズム。

許可されるオプション

• AES256。

• aws:kms。

--sse-kms-key-id

S3にアップロードされたデータの暗号化に使用するAWS KMSキー ID。独自のキー IDを使用して、
またはキーの完全な ARNを使用して指定できます。 -e / --encryptionが aws:kmsに設定されて
いる場合にのみ許可されます。

--aws-region

EC2 VMと、--snapshot-instanceおよび --snapshot-disk引数で定義されたストレージボリュー
ムを含む AWSリージョンの名前。

--aws-await-snapshots-timeout

タイムアウトになるまでに AWSでスナップショットが作成されるのを待機する秒単位の時間デフォ
ルト 3600秒。

--aws-snapshot-lock-mode

スナップショットのロックモード。これは、 --snapshot-instanceおよび --snapshot-diskが設
定されている場合にのみ有効です。

許可されるオプション

• compliance。

• governance。

--aws-snapshot-lock-duration

ロック期間は、スナップショットがロックされた期間日単位であり、1～36,500の範囲です。ロック
期間または有効期限のいずれかを設定します両方ではありません。

--aws-snapshot-lock-cool-off-period

クーリングオフ期間は、complianceモードでスナップショットをロックするときに指定できるオプ
ションの時間時間単位で、1～72の範囲で指定します。

--aws-snapshot-lock-expiration-date

ロックの期間は、将来の有効期限によって決まります。 YYYY-MM-DDTHH:MM:SS.sssZ形式を使用し
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て、スナップショット作成日時から少なくとも 1日後である必要があります。ロック期間または有効
期限のいずれかを設定します両方ではありません。

Extra options for the Azure cloud provider

--azure-credential / --credential

オプションで、Azureで認証するときに使用する資格情報の種類を指定します。省略すると、Azure
Blob Storageの資格情報が環境から取得され、デフォルトの Azure認証フローが他のすべての Azure
サービスでの認証に使用されます。環境で資格情報が見つからない場合、デフォルトの Azure認証フ
ローは Azure Blob Storageにも使用されます。

許可されるオプション

• azure-cli。

• managed-identity。

• default。

--encryption-scope

Azure のデータの暗号化に使用される Azure Blob Storage サービスで定義された暗号化スコープの
名前。

--azure-subscription-id

--snapshot-instance および --snapshot-disk 引数で定義されたインスタンスとストレージボ
リュームを所有する Azureサブスクリプションの ID。

--azure-resource-group

--snapshot-instanceおよび --snapshot-disk引数で定義されたコンピューティングインスタン
スとディスクが属する Azureリソースグループの名前。

Extra options for GCP cloud provider

--gcp-project

ディスクスナップショットを保存する GCPプロジェクト。

--snapshot-gcp-project非推奨
ディスクスナップショットを保存する GCPプロジェクト --gcp-projectに置き換えられます。

--kms-key-name

GCSでアップロードされたデータの暗号化に使用する GCP KMSキーの名前。

--gcp-zone

スナップショットを取得するディスクのゾーン。

--snapshot-zone非推奨
スナップショットを取得するディスクのゾーン- --gcp-zoneに置き換えられます。

17.4.2 barman-cloud-backup-delete

Synopsis
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barman-cloud-backup-delete

[ { -V | --version } ]

[ --help ]

[ { { -v | --verbose } | { -q | --quiet } } ]

[ { -t | --test } ]

[ --cloud-provider { aws-s3 | azure-blob-storage | google-cloud-

↪→storage } ]

[ --endpoint-url ENDPOINT_URL ]

[ { -r | --retention-policy } RETENTION_POLICY ]

[ { -m | --minimum-redundancy } MINIMUM_REDUNDANCY ]

[ { -b | --backup-id } BACKUP_ID]

[ --dry-run ]

[ --check-object-lock ]

[ { -P | --aws-profile } AWS_PROFILE ]

[ --profile AWS_PROFILE ]

[ --read-timeout READ_TIMEOUT ]

[ { --azure-credential | --credential } { azure-cli | managed-

↪→identity | default } ]

[--batch-size DELETE_BATCH_SIZE]

SOURCE_URL SERVER_NAME

Description

barman-cloud-backup-delete スクリプトは、 barman-cloud-backup コマンドで作成した 1 つ以上の
バックアップをクラウドストレージから削除し、関連するWALファイルを削除するために使用されます。

バックアップは、バックアップ ID barman-cloud-backup-listから取得または保持ポリシーによって指
定できます。保持ポリシーは Barmanサーバーで使用されるものをミラーリングし、指定されたポリシー
を満たすために必要でないすべてのバックアップを削除します。バックアップが削除されると、そのバッ
クアップに関連付けられている未使用のWALファイルも削除されます。

WALは、次の場合に未使用とみなされます。

• WALは、残っている最も古いバックアップの begin_wal値よりも古いです。

• WALは、クラウドに保存されるアーカイブバックアップには必要ありません。

ò 注釈

GCPの場合、 GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS envでの認証のみがサポートされています。

s 重要

各バックアップの削除には、クラウドプロバイダーへの 3つの個別の要求が含まれます。1つはバック
アップファイル用、もう 1つは backup.infoファイル用、もう 1つは関連するWAL用です。大量の
バックアップがクラウドストレージに蓄積されている場合、保持ポリシーによって削除すると、大量の
削除要求が発生する場合があります。
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s 重要

AWS boto3 1.36から、Data Integrity Protection checksの動作が変更されました。 Barmanが使用する
一部のメソッドは、 Content-MD5ヘッダーを必要としません。

これは、新しい boto3バージョンで使用した場合の S3-compatible storage providers that have not updated
their server-side code may failを意味します。たとえば、MinIOは、boto3 1.36発表の直後にこの変更
に対応しました。

MinIOを使用している場合、最新リリースまたは少なくとも RELEASE.2025-02-03T21-03-04Z以降に
must upgradeして、互換性を確保し、障害を回避します。

Parameters

SERVER_NAME

削除するバックアップを保持するサーバーの名前。

SOURCE_URL

AWS S3のバケットなどのクラウドソースの URL。例 s3://bucket/path/to/folder。

-V / --version
バージョンを表示して終了します。

--help

このヘルプメッセージを表示して終了します。

-v / --verbose
出力の詳細度を増やしますたとえば、 -vvは -vより大きいです。

-q / --quiet
出力の詳細度を減らしますたとえば、 -qqは -qより小さいです。

-t / --test
クラウドの接続をテストして終了します。

--cloud-provider

ストレージバックエンドとして使用するクラウドプロバイダー。

許可されるオプションは次のとおりです。

• aws-s3。

• azure-blob-storage。

• google-cloud-storage。

-b / --backup-id
削除するバックアップの ID。バックアップ IDの代わりにショートカットを使用できます。

-m / --minimum-redundancy
常に使用可能なバックアップの最小数。

-r / --retention-policy
指定した場合、提供された保持ポリシーに従って、削除の対象となるすべてのバックアップを削除し
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ます。

構文 REDUNDANCY value | RECOVERY WINDOW OF value { DAYS | WEEKS | MONTHS }

--batch-size

クラウドプロバイダーへの 1回の要求で削除されるオブジェクトの最大数。設定されていない場合、
指定されたクラウドプロバイダーの最大許可バッチサイズが使用されます aws-s3の場合は 1000 、
azure-blob-storageの場合は 256、および google-cloud-storageの場合は 100。

--dry-run

削除する必要があるオブジェクトを見つけますが、削除しません。

Extra options for the AWS cloud provider

--check-object-lock

削除する前に、バックアップファイルが S3オブジェクトロックで保護されているかどうかを確認し
ます。 S3バケットにオブジェクトロックが構成されており、削除操作がオブジェクトレベルの保持
ポリシーを尊重したい場合に、これを有効にします。ベースバックアップファイルがアクティブな保
持期間またはリーガルホールドによってロックされている場合、削除はエラーで中止されます。

パフォーマンス上の理由から、ロックチェックはベースバックアップファイルに対してのみ実行さ
れます。ベースバックアップが削除されると、対応するWALファイルは使用できなくなるためで
す。このチェックでは、ロックステータスを確認するためにファイルごとに 1つの要求が必要である
ため、多くのファイルを含むバックアップの削除時間が増加する場合があることに注意してくださ
い。この機能はAWS S3互換オブジェクトストアでのみ利用でき、s3:GetObjectRetentionおよび
s3:GetObjectLegalHold IAM権限も必要です。

--endpoint-url

デフォルトの S3エンドポイント URLを指定されたものでオーバーライドします。

-P / --aws-profile
プロファイル名 AWS資格情報ファイルの INIセクションなど。

--profile非推奨
プロファイル名AWS資格情報ファイルの INIセクションなど --aws-profileに置き換えられます。

--read-timeout

接続からの読み取りを待機しているときにタイムアウトが発生するまでの秒単位の時間デフォルト
60秒。

Extra options for the Azure cloud provider

--azure-credential / --credential

オプションで、Azureで認証するときに使用する資格情報の種類を指定します。省略すると、Azure
Blob Storageの資格情報が環境から取得され、デフォルトの Azure認証フローが他のすべての Azure
サービスでの認証に使用されます。環境で資格情報が見つからない場合、デフォルトの Azure認証フ
ローは Azure Blob Storageにも使用されます。

許可されるオプションは次のとおりです。

• azure-cli。

• managed-identity。

• default。
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17.4.3 barman-cloud-backup-show

Synopsis

barman-cloud-backup-show

[ { -V | --version } ]

[ --help ]

[ { { -v | --verbose } | { -q | --quiet } } ]

[ { -t | --test } ]

[ --cloud-provider { aws-s3 | azure-blob-storage | google-cloud-

↪→storage } ]

[ --endpoint-url ENDPOINT_URL ]

[ { -P | --aws-profile } AWS_PROFILE ]

[ --profile AWS_PROFILE ]

[ --read-timeout READ_TIMEOUT ]

[ { --azure-credential | --credential } { azure-cli | managed-

↪→identity | default } ]

[ --format FORMAT ]

SOURCE_URL SERVER_NAME BACKUP_ID

Description

このスクリプトは、 barman-cloud-backupコマンドで作成された特定のバックアップに関する詳細情報
を表示します。出力は、 barman-cloud-backupコマンドリファレンスの barman show-backupに似てい
ますが、情報が少ないです。

ò 注釈

GCPの場合、 GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS envでの認証のみがサポートされています。

Parameters

BACKUP_ID

バックアップの ID。バックアップ IDの代わりにショートカットを使用できます。

SERVER_NAME

表示するバックアップを保持するサーバーの名前。

SOURCE_URL

AWS S3のバケットなどのクラウドソースの URL。例 s3://bucket/path/to/folder。

-V / --version
バージョンを表示して終了します。

--help

このヘルプメッセージを表示して終了します。

-v / --verbose
出力の詳細度を増やしますたとえば、 -vvは -vより大きいです。
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-q / --quiet
出力の詳細度を減らしますたとえば、 -qqは -qより小さいです。

-t / --test
クラウドの接続をテストして終了します。

--cloud-provider

ストレージバックエンドとして使用するクラウドプロバイダー。

許可されるオプションは次のとおりです。

• aws-s3。

• azure-blob-storage。

• google-cloud-storage。

--format

出力フォーマット consoleまたは json。デフォルト console。

Extra options for the AWS cloud provider

--endpoint-url

デフォルトの S3エンドポイント URLを指定されたものでオーバーライドします。

-P / --aws-profile
プロファイル名 AWS資格情報ファイルの INIセクションなど。

--profile非推奨
プロファイル名AWS資格情報ファイルの INIセクションなど --aws-profileに置き換えられます。

--read-timeout

接続からの読み取りを待機しているときにタイムアウトが発生するまでの秒単位の時間デフォルト
60秒。

Extra options for the Azure cloud provider

--azure-credential / --credential

オプションで、Azureで認証するときに使用する資格情報の種類を指定します。省略すると、Azure
Blob Storageの資格情報が環境から取得され、デフォルトの Azure認証フローが他のすべての Azure
サービスでの認証に使用されます。環境で資格情報が見つからない場合、デフォルトの Azure認証フ
ローは Azure Blob Storageにも使用されます。

許可されるオプションは次のとおりです。

• azure-cli。

• managed-identity。

• default。
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17.4.4 barman-cloud-backup-list

Synopsis

barman-cloud-backup-list

[ { -V | --version } ]

[ --help ]

[ { { -v | --verbose } | { -q | --quiet } } ]

[ { -t | --test } ]

[ --cloud-provider { aws-s3 | azure-blob-storage | google-cloud-

↪→storage } ]

[ --endpoint-url ENDPOINT_URL ]

[ { -P | --aws-profile } AWS_PROFILE ]

[ --profile AWS_PROFILE ]

[ --read-timeout READ_TIMEOUT ]

[ { --azure-credential | --credential } { azure-cli | managed-

↪→identity | default } ]

[ --format FORMAT ]

SOURCE_URL SERVER_NAME

Description

このスクリプトは、クラウドに保存されている barman-cloud-backupコマンドを使用して作成されたバッ
クアップをリストします。

ò 注釈

GCPの場合、 GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS envでの認証のみがサポートされています。

Parameters

SERVER_NAME

リストするバックアップを保持するサーバーの名前。

SOURCE_URL

AWS S3のバケットなどのクラウドソースの URL。例 s3://bucket/path/to/folder。

-V / --version
バージョンを表示して終了します。

--help

このヘルプメッセージを表示して終了します。

-v / --verbose
出力の詳細度を増やしますたとえば、 -vvは -vより大きいです。

-q / --quiet
出力の詳細度を減らしますたとえば、 -qqは -qより小さいです。

-t / --test
クラウドの接続をテストして終了します。
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--cloud-provider

ストレージバックエンドとして使用するクラウドプロバイダー。

許可されるオプションは次のとおりです。

• aws-s3。

• azure-blob-storage。

• google-cloud-storage。

--format

出力フォーマット consoleまたは json。デフォルト console。

Extra options for the AWS cloud provider

--endpoint-url

デフォルトの S3エンドポイント URLを指定されたものでオーバーライドします。

-P / --aws-profile
プロファイル名 AWS資格情報ファイルの INIセクションなど。

--profile非推奨
プロファイル名AWS資格情報ファイルの INIセクションなど --aws-profileに置き換えられます。

--read-timeout

接続からの読み取りを待機しているときにタイムアウトが発生するまでの秒単位の時間デフォルト
60秒。

Extra options for the Azure cloud provider

--azure-credential / --credential

オプションで、Azureで認証するときに使用する資格情報の種類を指定します。省略すると、Azure
Blob Storageの資格情報が環境から取得され、デフォルトの Azure認証フローが他のすべての Azure
サービスでの認証に使用されます。環境で資格情報が見つからない場合、デフォルトの Azure認証フ
ローは Azure Blob Storageにも使用されます。

許可されるオプションは次のとおりです。

• azure-cli。

• managed-identity。

• default。

17.4.5 barman-cloud-backup-keep

Synopsis

barman-cloud-backup-keep

[ { -V | --version } ]

[ --help ]

[ { { -v | --verbose } | { -q | --quiet } } ]

[ { -t | --test } ]

(次のページに続く)

186 第 17章クラウドの Barman



Barman User Guide,リリース 3.17.0

(前のページからの続き)

[ --cloud-provider { aws-s3 | azure-blob-storage | google-cloud-

↪→storage } ]

[ --endpoint-url ENDPOINT_URL ]

[ { -P | --aws-profile } AWS_PROFILE ]

[ --profile AWS_PROFILE ]

[ --read-timeout READ_TIMEOUT ]

[ { --azure-credential | --credential } { azure-cli | managed-

↪→identity | default } ]

[ { { -r | --release } | { -s | --status } | --target { full |␣

↪→standalone } } ]

SOURCE_URL SERVER_NAME BACKUP_ID

Description

このスクリプトを使用して、クラウドストレージのバックアップをアーカイブバックアップとして指定し、
保持ポリシーに関係なく無期限の保持を保証します。

このスクリプトを使用すると、 barman-cloud-backupで以前に作成したバックアップをアーカイブバッ
クアップとしてマークできます。アーカイブとしてフラグが設定されると、これらのバックアップは無期
限に保存され、標準の保持ポリシーの対象ではありません。

ò 注釈

GCPの場合、 GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS envでの認証のみがサポートされています。

s 重要

AWS boto3 1.36から、Data Integrity Protection checksの動作が変更されました。 Barmanが使用する
一部のメソッドは、 Content-MD5ヘッダーを必要としません。

これは、新しい boto3バージョンで使用した場合の S3-compatible storage providers that have not updated
their server-side code may failを意味します。たとえば、MinIOは、boto3 1.36発表の直後にこの変更
に対応しました。

MinIOを使用している場合、最新のリリースまたは少なくとも RELEASE.2025-02-03T21-03-04Z以降
に must upgradeして、互換性を確保し、keepアノテーションをリリースする際の障害を回避します。

Parameters

SERVER_NAME

保持するバックアップを保持するサーバーの名前。

SOURCE_URL

AWS S3のバケットなどのクラウドソースの URL。例 s3://bucket/path/to/folder。

BACKUP_ID

保持するバックアップの ID。バックアップ IDの代わりにショートカットを使用できます。
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-V / --version
バージョンを表示して終了します。

--help

このヘルプメッセージを表示して終了します。

-v / --verbose
出力の詳細度を増やしますたとえば、 -vvは -vより大きいです。

-q / --quiet
出力の詳細度を減らしますたとえば、 -qqは -qより小さいです。

-t / --test
クラウドの接続をテストして終了します。

--cloud-provider

ストレージバックエンドとして使用するクラウドプロバイダー。

許可されるオプションは次のとおりです。

• aws-s3。

• azure-blob-storage。

• google-cloud-storage。

-r / --release
指定すると、コマンドは keepアノテーションを削除し、バックアップは削除の対象になります。

-s / --status
バックアップの keepステータスを出力します。

--target

このバックアップのリカバリターゲットを指定します。許可されるオプションは次のとおりです。

• full

• standalone

Extra options for the AWS cloud provider

--endpoint-url

デフォルトの S3エンドポイント URLを指定されたものでオーバーライドします。

-P / --aws-profile
プロファイル名 AWS資格情報ファイルの INIセクションなど。

--profile非推奨
プロファイル名AWS資格情報ファイルの INIセクションなど --aws-profileに置き換えられます。

--read-timeout

接続からの読み取りを待機しているときにタイムアウトが発生するまでの秒単位の時間デフォルト
60秒。

Extra options for the Azure cloud provider
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--azure-credential / --credential

オプションで、Azureで認証するときに使用する資格情報の種類を指定します。省略すると、Azure
Blob Storageの資格情報が環境から取得され、デフォルトの Azure認証フローが他のすべての Azure
サービスでの認証に使用されます。環境で資格情報が見つからない場合、デフォルトの Azure認証フ
ローは Azure Blob Storageにも使用されます。

許可されるオプションは次のとおりです。

• azure-cli。

• managed-identity。

• default。

17.4.6 barman-cloud-check-wal-archive

Synopsis

barman-cloud-check-wal-archive

[ { -V | --version } ]

[ --help ]

[ { { -v | --verbose } | { -q | --quiet } } ]

[ { -t | --test } ]

[ --cloud-provider { aws-s3 | azure-blob-storage | google-cloud-

↪→storage } ]

[ --endpoint-url ENDPOINT_URL ]

[ { -P | --aws-profile } AWS_PROFILE ]

[ --profile AWS_PROFILE ]

[ --read-timeout READ_TIMEOUT ]

[ { --azure-credential | --credential }

{ azure-cli | managed-identity | default } ]

[ --timeline TIMELINE ]

DESTINATION_URL SERVER_NAME

Description

サーバーのWALアーカイブ宛先が新しい Postgresクラスターでの使用に適していることを確認します。デ
フォルトでは、WALアーカイブが空であるか、ターゲットバケットが見つからない場合、チェックは成功
します。他の条件では失敗します。

ò 注釈

barman-cloud-check-wal-archiveコマンドは、初期 HeadBucket呼び出しを実行して、ターゲット
バケットが S3ストレージに既に存在するかどうかを確認します。バケットが存在しない場合、コマン
ドは自動的に作成しようとします。

これは、これらの操作バケットの存在チェックと自動作成を実行する唯一の Barmanコマンドです。

17.4. コマンドリファレンス 189



Barman User Guide,リリース 3.17.0

ò 注釈

GCPの場合、 GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS envでの認証のみがサポートされています。

Parameters

SERVER_NAME

確認する必要があるサーバーの名前。

DESTINATION_URL

AWS S3のバケットなどのクラウド宛先の URL。例 s3://bucket/path/to/folder。

-V / --version
バージョンを表示して終了します。

--help

このヘルプメッセージを表示して終了します。

-v / --verbose
出力の詳細度を増やしますたとえば、 -vvは -vより大きいです。

-q / --quiet
出力の詳細度を減らしますたとえば、 -qqは -qより小さいです。

-t / --test
クラウドの接続をテストして終了します。

--cloud-provider

ストレージバックエンドとして使用するクラウドプロバイダー。

許可されるオプションは次のとおりです。

• aws-s3。

• azure-blob-storage。

• google-cloud-storage。

--timeline

WALがチェックを失敗させる最も古いタイムライン。

Extra options for the AWS cloud provider

--endpoint-url

デフォルトの S3エンドポイント URLを指定されたものでオーバーライドします。

-P / --aws-profile
プロファイル名 AWS資格情報ファイルの INIセクションなど。

--profile非推奨
プロファイル名AWS資格情報ファイルの INIセクションなど --aws-profileに置き換えられます。

--read-timeout

接続からの読み取りを待機しているときにタイムアウトが発生するまでの秒単位の時間デフォルト
60秒。
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Extra options for the Azure cloud provider

--azure-credential / --credential

オプションで、Azureで認証するときに使用する資格情報の種類を指定します。省略すると、Azure
Blob Storageの資格情報が環境から取得され、デフォルトの Azure認証フローが他のすべての Azure
サービスでの認証に使用されます。環境で資格情報が見つからない場合、デフォルトの Azure認証フ
ローは Azure Blob Storageにも使用されます。

許可されるオプションは次のとおりです。

• azure-cli。

• managed-identity。

• default。

17.4.7 barman-cloud-restore

Synopsis

barman-cloud-restore

[ { -V | --version } ]

[ --help ]

[ { { -v | --verbose } | { -q | --quiet } } ]

[ { -t | --test } ]

[ --cloud-provider { aws-s3 | azure-blob-storage | google-cloud-

↪→storage } ]

[ --endpoint-url ENDPOINT_URL ]

[ { -P | --aws-profile } AWS_PROFILE ]

[ --profile AWS_PROFILE ]

[ --read-timeout READ_TIMEOUT ]

[ { --azure-credential | --credential } { azure-cli | managed-

↪→identity | default } ]

[ --snapshot-recovery-instance SNAPSHOT_RECOVERY_INSTANCE ]

[ --snapshot-recovery-zone GCP_ZONE ]

[ --aws-region AWS_REGION ]

[ --gcp-zone GCP_ZONE ]

[ --azure-resource-group AZURE_RESOURCE_GROUP ]

[ --tablespace NAME:LOCATION [ --tablespace NAME:LOCATION ... ] ]

[ --target-lsn LSN ]

[ --target-time TIMESTAMP ]

[ --target-tli TLI ]

SOURCE_URL SERVER_NAME BACKUP_ID RECOVERY_DESTINATION

Description

このスクリプトを使用して、 barman-cloud-backupコマンドで作成されたクラウドストレージからバッ
クアップを直接復元します。さらに、このスクリプトは、接続されたディスクが正しいスナップショット
からクローン化されたことを確認し、オブジェクトストレージからバックアップラベルをダウンロードす
ることにより、スナップショットバックアップからのリカバリーの準備をできます。
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このコマンドは、リカバリのために Postgresを自動的に準備しません。 Postgresを確実に起動するには、手
動または外部ツールを使用して、PITR`オプション、カスタム ``restore_command` 値、シグナルファイル、
または必要なWALファイルを手動で管理する必要があります。

ò 注釈

GCPの場合、 GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS envでの認証のみがサポートされています。

Parameters

SERVER_NAME

復元するバックアップを保持するサーバーの名前。

SOURCE_URL

AWS S3のバケットなどのクラウドソースの URL。例 s3://bucket/path/to/folder。

BACKUP_ID

復元するバックアップの ID。バックアップ IDの代わりにショートカットを使用できます。それに加
えて、 autoを使用して、 Barmanに復元操作に最適なバックアップを自動的に見つけさせることが
できます。

RECOVERY_DESTINATION

リカバリー用のディレクトリへのパス。

-V / --version
バージョンを表示して終了します。

--help

このヘルプメッセージを表示して終了します。

-v / --verbose
出力の詳細度を増やしますたとえば、 -vvは -vより大きいです。

-q / --quiet
出力の詳細度を減らしますたとえば、 -qqは -qより小さいです。

-t / --test
クラウドの接続をテストして終了します。

--cloud-provider

ストレージバックエンドとして使用するクラウドプロバイダー。

許可されるオプションは次のとおりです。

• aws-s3。

• azure-blob-storage。

• google-cloud-storage。

--snapshot-recovery-instance

スナップショットから復元されたディスクが接続されているインスタンス。
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--tablespace

テーブルスペースの再配置ルール。

--target-lsn

リカバリターゲット lsn、たとえば 3/64000000。

--target-time

タイムゾーンの有無にかかわらず、%Y-%m-%d %H:%M:%S形式でのリカバリターゲットのタイムスタ
ンプ。

--target-tli

リカバリターゲットのタイムライン。

Extra options for the AWS cloud provider

--endpoint-url

デフォルトの S3エンドポイント URLを指定されたものでオーバーライドします。

-P / --aws-profile
プロファイル名 AWS資格情報ファイルの INIセクションなど。

--profile非推奨
プロファイル名AWS資格情報ファイルの INIセクションなど --aws-profileに置き換えられます。

--read-timeout

接続からの読み取りを待機しているときにタイムアウトが発生するまでの秒単位の時間デフォルト
60秒。

--aws-region

EC2 VMと、--snapshot-instanceおよび --snapshot-disk引数で定義されたストレージボリュー
ムを含む AWSリージョンの名前。

Extra options for the Azure cloud provider

--azure-credential / --credential

オプションで、Azureで認証するときに使用する資格情報の種類を指定します。省略すると、Azure
Blob Storageの資格情報が環境から取得され、デフォルトの Azure認証フローが他のすべての Azure
サービスでの認証に使用されます。環境で資格情報が見つからない場合、デフォルトの Azure認証フ
ローは Azure Blob Storageにも使用されます。

許可されるオプションは次のとおりです。

• azure-cli。

• managed-identity。

• default。

--azure-resource-group

--snapshot-instanceおよび --snapshot-disk引数で定義されたコンピューティングインスタン
スとディスクが属する Azureリソースグループの名前。

Extra options for GCP cloud provider

--gcp-zone

スナップショットを取得するディスクのゾーン。

17.4. コマンドリファレンス 193



Barman User Guide,リリース 3.17.0

--snapshot-recovery-zone非推奨
スナップショットリカバリーのインスタンスとディスクを含むゾーン - --gcp-zoneに置き換えられ
ます。

17.4.8 barman-cloud-wal-archive

Synopsis

barman-cloud-wal-archive

[ { -V | --version } ]

[ --help ]

[ { { -v | --verbose } | { -q | --quiet } } ]

[ { -t | --test } ]

[ --cloud-provider { aws-s3 | azure-blob-storage | google-cloud-

↪→storage } ]

[ { { -z | --gzip } | { -j | --bzip2 } | --xz | --snappy | --zstd | --

↪→lz4 } ]

[ --compression-level COMPRESSION_LEVEL ]

[ --tag KEY,VALUE [ --tag KEY,VALUE ... ] ]

[ --history-tag KEY,VALUE [ --history-tag KEY,VALUE ... ] ]

[ --endpoint-url ENDPOINT_URL ]

[ { -P | --aws-profile } AWS_PROFILE ]

[ --profile AWS_PROFILE ]

[ --read-timeout READ_TIMEOUT ]

[ { -e | --encryption } ENCRYPTION ]

[ --sse-kms-key-id SSE_KMS_KEY_ID ]

[ { --azure-credential | --credential } { azure-cli | managed-

↪→identity |

default } ]

[ --encryption-scope ENCRYPTION_SCOPE ]

[ --max-block-size MAX_BLOCK_SIZE ]

[ --max-concurrency MAX_CONCURRENCY ]

[ --max-single-put-size MAX_SINGLE_PUT_SIZE ]

[ --kms-key-name KMS_KEY_NAME ]

DESTINATION_URL SERVER_NAME [ WAL_PATH ]

Description

barman-cloud-wal-archiveコマンドは、Postgresサーバーの archive_commandで使用して、WALファ
イルをクラウドストレージに直接シップするように設計されています。

ò 注釈

Python 2または Python 3のサポートされていないバージョンを使用している場合は、圧縮オプション
--gzipまたは --bzip2の使用を避けてください。このスクリプトは、Python < 3.2で gzip圧縮された
WAL、または Python < 3.3で bzip2圧縮されたWALを復元できません。
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このスクリプトにより、Barmanサーバーをバイパスして、WALファイルをクラウドストレージに直接転
送できます。さらに、WALアーカイブ pre_archive_retry_scriptのフックスクリプトとして利用できます。

ò 注釈

GCPの場合、 GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS envでの認証のみがサポートされています。

Parameters

SERVER_NAME

WALをアーカイブするサーバーの名前。

DESTINATION_URL

AWS S3のバケットなどのクラウド宛先の URL。例 s3://bucket/path/to/folder。

WAL_PATH

'%p'キーワードの値 archive_commandによると。

-V / --version
バージョンを表示して終了します。

--help

このヘルプメッセージを表示して終了します。

-v / --verbose
出力の詳細度を増やしますたとえば、 -vvは -vより大きいです。

-q / --quiet
出力の詳細度を減らしますたとえば、 -qqは -qより小さいです。

-t / --test
クラウドの接続をテストして終了します。

--cloud-provider

ストレージバックエンドとして使用するクラウドプロバイダー。

許可されるオプションは次のとおりです。

• aws-s3。

• azure-blob-storage。

• google-cloud-storage。

-z / --gzip
クラウドにアップロードするときにWALを gzip圧縮します。

-j / --bzip2
クラウドへのアップロード中にWALを bzip2-圧縮します。

--xz

クラウドにアップロードするときにWALを xz圧縮します。
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--snappy

クラウドへのアップロード中にWALを Snappy-圧縮します python-snappy Pythonライブラリをイ
ンストールする必要があります。

--zstd

クラウドへのアップロード中にWALを zstd圧縮します zstandard Pythonライブラリをインストー
ルする必要があります。

--lz4

クラウドへのアップロード中にWALを lz4圧縮します lz4 Pythonライブラリをインストールする必
要があります。

--compression-level

選択した圧縮アルゴリズムで使用される圧縮レベル。有効な値は、選択したアルゴリズムまたは事
前定義されたラベルのいずれか low、 medium、および highのサポートされている範囲内の整数で
す。各アルゴリズムの範囲と、各事前定義されたラベルがマップするレベルは lowで見つかります。

--tag

クラウドストレージにアーカイブされたWALファイルに追加されるタグ。

--tags

クラウドストレージにアーカイブされたWALファイルに追加されるタグ。

ò 注釈

位置引数の前に --tagsを使用している場合、その後に --を挿入してオプショナル引数の終了を示す
必要があります。これは、 --以降のすべてを位置引数として扱うようにパーサーに指示します。 --

がないと、 Barmanは位置引数を最後のオプションの値と誤って解釈する可能性があります。

バージョン 3.15で非推奨: --tagsは非推奨です。代わりに --tagを使用してください。

--history-tag

クラウドストレージにアーカイブされた履歴ファイルに追加されるタグ。

--history-tags

クラウドストレージにアーカイブされた履歴ファイルに追加されるタグ。

ò 注釈

位置引数の前に --history-tagsを使用している場合、その後に --を挿入してオプショナル引数の終
了を示す必要があります。これは、 --以降のすべてを位置引数として扱うようにパーサーに指示しま
す。 --がないと、 Barmanは位置引数を最後のオプションの値と誤って解釈する可能性があります。

バージョン 3.15で非推奨: --history-tagsは非推奨です。代わりに --history-tagを使用してください。

Extra options for the AWS cloud provider

--endpoint-url

デフォルトの S3エンドポイント URLを指定されたものでオーバーライドします。
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-P / --aws-profile
プロファイル名 AWS資格情報ファイルの INIセクションなど。

--profile非推奨
プロファイル名AWS資格情報ファイルの INIセクションなど --aws-profileに置き換えられます。

--read-timeout

接続からの読み取りを待機しているときにタイムアウトが発生するまでの秒単位の時間デフォルト
60秒。

-e / --encryption
アップロードされたデータを S3に保存するときに使用される暗号化アルゴリズム。

許可されるオプション

• AES256。

• aws:kms。

--sse-kms-key-id

S3にアップロードされたデータの暗号化に使用するAWS KMSキー ID。独自のキー IDを使用して、
またはキーの完全な ARNを使用して指定できます。 -e / --encryptionが aws:kmsに設定されて
いる場合にのみ許可されます。

Extra options for the Azure cloud provider

--azure-credential / --credential

オプションで、Azureで認証するときに使用する資格情報の種類を指定します。省略すると、Azure
Blob Storageの資格情報が環境から取得され、デフォルトの Azure認証フローが他のすべての Azure
サービスでの認証に使用されます。環境で資格情報が見つからない場合、デフォルトの Azure認証フ
ローは Azure Blob Storageにも使用されます。

許可されるオプションは次のとおりです。

• azure-cli。

• managed-identity。

• default。

--encryption-scope

Azure のデータの暗号化に使用される Azure Blob Storage サービスで定義された暗号化スコープの
名前。

--max-block-size

コンカレントチャンク方法デフォルト 4MBを介してオブジェクトをアップロードするときに使用さ
れるチャンクサイズ。

--max-concurrency

同時にアップロードされるチャンクの最大数デフォルト 1。

--max-single-put-size

Azureクライアントが単一の要求でオブジェクトをアップロードする最大サイズデフォルト 64MB。
これが適用された圧縮後の Postgres WALセグメントサイズよりも低く設定されている場合、WAL
アーカイブのコンカレントチャンクアップロード方法が使用されます。
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Extra options for GCP cloud provider

--kms-key-name

GCSでアップロードされたデータの暗号化に使用する GCP KMSキーの名前。

17.4.9 barman-cloud-wal-restore

Synopsis

barman-cloud-wal-restore

[ { -V | --version } ]

[ --help ]

[ { { -v | --verbose } | { -q | --quiet } } ]

[ { -t | --test } ]

[ --cloud-provider { aws-s3 | azure-blob-storage | google-cloud-

↪→storage } ]

[ --endpoint-url ENDPOINT_URL ]

[ { -P | --aws-profile } AWS_PROFILE ]

[ --profile AWS_PROFILE ]

[ --read-timeout READ_TIMEOUT ]

[ { --azure-credential | --credential } { azure-cli | managed-identity

| default } ]

[ --no-partial ]

SOURCE_URL SERVER_NAME WAL_NAME WAL_DEST

Description

barman-cloud-wal-restoreスクリプトは、クラウドストレージからWALファイルを取得し、 Barman
サーバーをバイパスして Postgresスタンバイサーバーに直接配置するための restore_commandとして機
能します。

このスクリプトは、以前に barman-cloud-wal-archiveコマンドでアーカイブされたWALファイルをダ
ウンロードするために使用されます。 --no-partialオプションを呼び出して、 .partialファイルの自
動ダウンロードを無効にします。

s 重要

ターゲット Postgresノードで、 pg_wal とスプールディレクトリが同じファイルシステム上にある場
合、ファイルは名前変更を介して移動されます。これは、コピーや削除よりも高速です。これにより、
WALファイルの提供が大幅に高速化されます。ディレクトリが別のファイルシステム上にある場合で
も、プロセスにはコピーと削除が含まれるため、その場合パフォーマンスの向上はありません。

ò 注釈

GCPの場合、 GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS envでの認証のみがサポートされています。

Parameters
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SERVER_NAME

WALが復元されるサーバーの名前。

SOURCE_URL

AWS S3のバケットなどのクラウドソースの URL。例 s3://bucket/path/to/folder。

WAL_NAME

'%f'キーワードの値 restore_commandによると。

WAL_DEST

'%p'キーワードの値 restore_commandによると。

-V / --version
バージョンを表示して終了します。

--help

このヘルプメッセージを表示して終了します。

-v / --verbose
出力の詳細度を増やしますたとえば、 -vvは -vより大きいです。

-q / --quiet
出力の詳細度を減らしますたとえば、 -qqは -qより小さいです。

-t / --test
クラウドの接続をテストして終了します。

--cloud-provider

ストレージバックエンドとして使用するクラウドプロバイダー。

許可されるオプションは次のとおりです。

• aws-s3。

• azure-blob-storage。

• google-cloud-storage。

--no-partial

部分的なWALファイルをダウンロードしないでください

Extra options for the AWS cloud provider

--endpoint-url

デフォルトの S3エンドポイント URLを指定されたものでオーバーライドします。

-P / --aws-profile
プロファイル名 AWS資格情報ファイルの INIセクションなど。

--profile非推奨
プロファイル名AWS資格情報ファイルの INIセクションなど --aws-profileに置き換えられます。

--read-timeout

接続からの読み取りを待機しているときにタイムアウトが発生するまでの秒単位の時間デフォルト
60秒。

Extra options for the Azure cloud provider

17.4. コマンドリファレンス 199



Barman User Guide,リリース 3.17.0

--azure-credential / --credential

オプションで、Azureで認証するときに使用する資格情報の種類を指定します。省略すると、Azure
Blob Storageの資格情報が環境から取得され、デフォルトの Azure認証フローが他のすべての Azure
サービスでの認証に使用されます。環境で資格情報が見つからない場合、デフォルトの Azure認証フ
ローは Azure Blob Storageにも使用されます。

許可されるオプションは次のとおりです。

• azure-cli。

• managed-identity。

• default。
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第18章 用語集

AWS
アマゾンウェブサービス

Barman
バックアップリカバリーマネージャー。

DBA
データベース管理者。

DEB
Debianパッケージ。

外部構成ファイル
PGDATA の外部に保存されているファイル。たとえば、Ubuntu で pg_createcluster sudo

pg_createcluster 14 main などを使用して新しい PostgreSQLクラスターを作成すると、新しい
データディレクトリ、通常は /var/lib/postgresql/の下に設定されますが、postgresql.confや
pg_hba.confのような構成ファイルは、通常は /etc/postgresql/<version>/main/の下に保存さ
れて分離されます実際のデータから。

GCP
Google Cloud Platform

GPG
GNUプライバシーガード

IAC
コードとしてのインフラストラクチャ

ICT
情報通信技術。

libpq
Postgresへの Cアプリケーションプログラマのインターフェイス。 libpqは、クライアントプログラ
ムがクエリを Postgresバックエンドサーバーに渡し、これらのクエリの結果を受信できるようにする
ライブラリ関数セットです。

PGDATA
PostgreSQLデータディレクトリ。

PGDG
Postgresグローバル開発グループ。

PITR
ポイントインタイムリカバリー。
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RHEL
Red Hat Enterprise Linux。

RPM
Red Hatパッケージマネージャー。

RPO
目標リカバリーポイント。重大なインシデントにより ITサービスからデータが失われる可能性のあ
る最大目標期間。要約すると、これは、損失が許容されるデータの最大量を表します。

SLES
SUSE Linux Enterprise Server

SPOF
単一障害点

VLDB
非常に大規模なデータベース

WORM
一度書いて、たくさん読んでください
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第19章 リリースノート

19.1 Barman release notes
© Copyright EnterpriseDB UK Limited 2025 - All rights reserved.

19.1.1 3.17.0 (2026-01-07)

Notable changes

• Enable query, fetch, and selective operations on inactive/disabled servers

Multiple Barman commands now work with inactive and disabled servers based on their safety profile:

Query commands:

– list-backups: view backups from inactive/disabled servers

– status: check status of inactive/disabled servers

– show-backup: display backup details from inactive/disabled servers

– list-files: list files from backups on inactive/disabled servers

– verify-backup: verify backups on inactive/disabled servers

Fetch commands:

– restore: restore backups from inactive servers

– get-wal: retrieve WAL files from inactive servers

Modification commands:

– delete: delete backups from inactive servers

– config-switch: switch configuration models for inactive/disabled servers

This change improves operational flexibility by allowing users to query backup information and perform re-
store operations even when servers are manually disabled (inactive) or have configuration issues (disabled).
The different behavior for disabled servers provides safety against operations on servers with potential con-
figuration conflicts or path issues.

References: BAR-976.

• Deprecate custom compression for WAL files
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The custom compression option and its related configuration options (custom_compression_filter,
custom_decompression_filter, and custom_compression_magic) are now deprecated and will be
removed in a future release.

Users currently using custom compression are advised to migrate to one of the built-in compression algo-
rithms supported by Barman: gzip, bzip2, lz4, xz, zstd, or pigz.

The custom compression feature was designed to provide flexibility for users with specific compression re-
quirements, but maintaining compatibility with arbitrary external compression tools has proven to be com-
plex and error-prone. The built-in compression options provide better performance, reliability, and main-
tainability.

Existing configurations using custom compression will continue to work in the current release, but users
should plan to migrate their configurations before the feature is removed.

References: BAR-993.

Minor changes

• Handle non-UTF8 output when checking for file encryption

In certain scenarios, such as when recovering WALs via barman-wal-restore or running barman

rebuild-xlogdb, Barman executes the file command to check whether a file is encrypted.

On macOS systems (which are not officially supported), this command was reported to be raising a
UnicodeDecodeError exception if its output contained bytes that could not be decoded using UTF-8.

To prevent this, Barman now handles undecodable bytes gracefully, allowing the process to continue without
interruption.

Github issue: #1117

References: BAR-926.

• Add --recovery-option-port to barman restore command

When doing a remote restore with get-wal mode, Barman writes a restore_command which invokes
barman-wal-restore to fetch WALs. However, there was currently no way to specify a custom port to the
written barman-wal-restore command.

This change introduces the --recovery-option-port flag to the barman restore command, allowing
users to specify a value for the --port option of barman-wal-restore command during remote restores.

References: BAR-943.

• Add S3 Object Lock support for the deletion of backups in barman-cloud

barman-cloud-backup-delete now supports checking for Object Lock before deleting backups in AWS
S3. This feature helps prevent deletion of objects protected by compliance or governance retention policies.

A new --check-object-lock option has been added, which enables Object Lock verification before dele-
tion. When enabled, the deletion operation for all objects of a base backup will be aborted if any of those
objects is locked. For performance reasons, lock checks are only performed for base backup files, since once
the base backup is removed, the corresponding WAL files are no longer useful.
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Note that this feature adds overhead to the delete operation, as it requires an additional API call for each
object being deleted. This feature is only available for AWS S3-compatible object stores and requires the
appropriate permissions to function correctly.

References: BAR-946.

Bugfixes

• Increase coverage of non-compliant S3 object stores for backup deletion

With this fix we increase the coverage of non-compliant S3 object stores for backup deletion.

We've reduced the expression we were matching for the message returned on failure to catch any error code
that returns a message that contains "content-MD5".

We believe with this, almost all non-compliant S3 object stores for backup deletion will be covered

References: BAR-974.

• Fix passive node not syncing

In Barman 3.16 the "name" field was removed from the "config" key of the barman diagnose command.
Turns out the same "config" data is also used when syncing a passive node, and the absence of the "name"
field caused the sync to fail.

This change adds back the "name" field to the "config" key, fixing the sync of passive nodes.

Reported in GitHub issue #1125.

References: BAR-971.

• Fix delta restore not working

The delta restore feature was not functioning correctly due to an oversight where Barman was removing the
destination directory before performing a restore. The problem was fixed by avoiding the removal of the
destination directory on certain operations. Reported in GitHub issue #1139.

References: BAR-1002.

• Fix "rm execution failed" errors during restore

As a consequence of a refactoring implemented during the release of version 3.15, Barman started removing
the destination directory of the restore operation before copying backup files. This was to ensure that the
files were always being copied to a clean directory.

However, when the destination directory is a mount point, or a subdirectory where the user does not have
sufficient permissions on its parent, the removal of the directory fails, leading to errors like "rm execution
failed".

The issue is now fixed by avoiding the removal of the destination directory for PGDATA and tablespaces on
the restore final destination.

References: BAR-975.
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19.1.2 3.16.2 (2025-11-04)

Bugfixes

• Improve barman-cloud delete workaround to inspect error message content

Some S3-compatible storages return an "InvalidRequest" error instead of "MissingContentMD5" during
delete operations. Since we cannot rely on the error code alone, this updates the logic to also inspect the
error message text to detect MissingContentMD5-like issues and apply the appropriate fallback.

References: BAR-947.

19.1.3 3.16.1 (2025-10-14)

Notable changes

• Automatic bucket creation added to barman-cloud-check-wal-archive

The barman-cloud-check-wal-archive command now verifies whether the target bucket exists in the
configured cloud storage (e.g., AWS S3) and automatically creates it if it does not.

Previously, automatic bucket creation was handled by barman-cloud-backup. This change restores com-
patibility with CloudNativePG (CNPG) automations that depend on this behavior, which were affected after
the release of Barman 3.16.0.

In collaboration with the CloudNativePG team, we have reintroduced this functionality specifically in
barman-cloud-check-wal-archive to ensure seamless operation of CNPG workflows and internal tests
̶ all while preserving the intended behavior and simplicity for regular Barman users.

References: BAR-931.

19.1.4 3.16.0 (2025-10-02)

Notable changes

• The restore_command for local restores no longer includes sudo

When using barman restore --get-wal for a local restore (i.e. without --remote-ssh-command), the
generated restore_command no longer includes a sudo -u $USER prefix. This simplifies the process for
the common case where the locally restored Postgres cluster is run by the barman user, whom already owns
the files by the end of the barman restore operation.

Action Required: If you intend to run the restored cluster as a different user (e.g., postgres), you must
now manually add the appropriate sudo -u postgres prefix to the restore_command in the recovery
configuration and ensure file ownership is correct.

References: BAR-675.

• Deprecate pygzip and pybzip2 compression options

The pygzip and pybzip2 compression options are now deprecated and will be removed in a future release.
Users should migrate to the gzip and bzip2 options, which now use Python's internal libraries.
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This change was made to improve performance and code consistency. Previously, the gzip and bzip2

options relied on external subprocesses, while their py counterparts used native Python libraries. The core
compression logic for gzip and bzip2 has been updated to also use Python's built-in libraries, making the
pygzip and pybzip2 options redundant.

References: BAR-878.

• Add delta-restore flag and recovery option to barman restore

Introduces the --delta-restore flag for barman restore, enabling delta restore mode. This mode restores a
backup by reusing identical data already present in the destination directory, which drastically reduces restore
time and network traffic.

This feature is also configurable per-server via 'recovery_options' as a new field called delta-restore in the
server configuration file.

References: BAR-788.

• S3 Object Deletion Fallback for Object Stores non-compliant with boto3 >=1.36

When using delete_objects() with some non-compliant S3-compatible object stores, users could en-
counter a MissingContentMD5 ClientError due to a breaking change in boto3 1.36 that Botocore will
no longer automatically compute and populate the Content-MD5 header.

To address this, Barman now implements a fallback mechanism:

– Bulk deletion via delete_objects() is still attempted first.

– If delete_objects() fails with MissingContentMD5, Barman automatically falls back to deleting
objects individually using delete_object(), which does not require a Content-MD5 header.

– Other errors continue to raise exceptions as before.

This change ensures Barman remains compatible with non-compliant object stores without requiring changes
on the user's side.

Users with older S3-compatible storage can continue performing backup cleanups without failures, while
newer object stores are unaffected.

References: BAR-909.

• Cloud connectivity checks are now only performed with the -t/--test flag.

Previously, Barman always tested cloud connectivity and bucket existence for most of the commands, raising
errors if connectivity failed or if the bucket did not exist. Both checks are now executed only when the
-t/--test flag is specified. The only exception was barman-cloud-check-wal-archive, which still
checks connectivity and the existence of the bucket.

Additionally, buckets are no longer created automatically̶ Barman assumes the target bucket already exists,
making it the user's responsibility to provision the bucket in advance.

References: BAR-895, BAR-908, BAR-918.
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Minor changes

• Add combine-mode option to barman restore command

Added a --combine-mode option to the barman restore command, which can be used to specify a copy
mode for pg_combinebackup when combining incremental backups during a restore. Available modes
are copy, link, clone, and copy-file-range which are equivalent to the pg_combinebackup options
--copy, --link, --clone, and --copy-file-range, respectively. An equivalent combine_mode con-
figuration option can be specified in the configuration file.

This feature allows for greater optimization of the restore process based on the underlying filesystem capa-
bilities.

References: BAR-870.

• Reorganize fields in barman diagnose JSON

In the barman diagnose JSON, some fields appeared under the server's "config" section even though they
were not actual configuration fields.

The fields "barman_lock_directory", "lock_directory_cleanup", and "config_changes_queue" were relo-
cated under the "global" key, since they represent global configurations. The "name" field was removed
since the server name is already used as the key. Additionally, "msg_list" is now stored under the server's
name key.

References: BAR-134.

• Add '-p JOBS' to barman-wal-restore command when --get-wal is True

Adds '-p JOBS' to barman-wal-restore command when --get-wal or get_wal configuration option is True,
JOBS being the number of jobs chosen by the user via -p flag or parallel_jobs configuration option.

References: BAR-857.

• The `barman show-backup`` command now displays the backup compression method

The output of the barman show-backup command has been enhanced to include a new Backup

Compression field. If a backup was taken with compression enabled, this field will now display the com-
pression algorithm that was used (e.g., zstd). This makes it easier to quickly verify the compression status
of a backup.

References: BAR-901.

Bugfixes

• Fix parallelism (--parallel option) in barman-wal-restore

There has been a regression in barman-wal-restore when introducing the --keep-compression option
in Barman 3.12.0, which made the --parallel option not invoke processes as expected. This issue has
now been fixed.

References: BAR-865.

• Fix pg_combinebackup not being found in PATH when staging_location is remote
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When recovering an incremental backup to a remote server with staging_location set to remote, Bar-
man checks if pg_combinebackup is available in the remote PATH. However, a previous issue was mak-
ing it incorrectly check the local PATH as well, leading to errors if pg_combinebackup was not installed
locally. The problem has been fixed by ensuring that the check is only performed on the server where
pg_combinebackup is actually executed.

References: BAR-903.

19.1.5 3.15.0 (2025-08-05)

Notable changes

• Allow incremental backups to be taken with compression and encryption

Previously, Barman prevented incremental backups to be taken if compression was enabled or if the parent
backup was already compressed. Since encryption in Barman requires compression, this also meant that
incremental backups could not be taken with encryption.

This limitation existed due to the complexity of restoring such backups, which involves multiple staging
phases for decryption, decompression, and combination of backups.

After a significant refactoring effort, Barman now fully supports taking incremental backups with both com-
pression and/or encryption. This allows for more flexible backup strategies, enabling users to take advantage
of all available features without restrictions.

References: BAR-764, BAR-801, BAR-841.

• Deprecate local_staging_path and recovery_staging_path configuration options

The local_staging_path and recovery_staging_path configuration options have been deprecated in
favor of the new staging_path and staging_location options. The old options will continue to work
for backwards compatibility, but users are encouraged to migrate to the new configuration options for better
clarity and flexibility.

References: BAR-571, BAR-801.

• Improve flexibility and consistency of staging area configuration

Whenever restoring a compressed, encrypted or incremental backup, Barman needs a staging area to handle
intermediate files, such as decompressed or decrypted files, or the combined incremental backup data.

Previously, Barman used to have different configuration options for each scenario:

– For incremental backups, the staging area was specified via the local_staging_path in the Barman
configuration, which could only be a path in the Barman host.

– For compressed backups, the staging area was specified via the recovery_staging_path, which
could be a path in the Barman host (in case of local recovery) or a path in the target server (in case of
remote recovery to a different server).

– For encrypted backups, the staging area was specified via the local_staging_path in the Bar-
man configuration, which could only be a path in the Barman host. Note that, since encryption re-
quires compression to be enabled, when restoring an encrypted backup, users needed to specify both
recovery_staging_path and local_staging_path.
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Barman now provides a single, unified and more flexible staging area configuration:

– The new staging_path configuration option can be used to specify an absolute path for the staging
area, where intermediate files will be stored. The default value is /tmp.

– The new staging_location configuration option can be used to specify whether the staging area is
on the Barman host (local) or on the remote server (remote). The default value is local.

This means that, besides having a unified configuration for the staging path, users are now also able to specify
with more flexibility where the staging area should be located, either on the Barman host or on the remote
Postgres server.

Storage usage has also been optimized to reduce resource consumption whenever possible. This includes:

– Removing intermediate files as soon as they are no longer needed.

– Avoid using the staging area when not necessary, e.g. when restoring a compressed backup locally, no
staging is needed and the backup is decompressed directly to its final destination.

This change simplifies configuration and improves consistency and resource usage, making the recovery
management more transparent and predictable for end users.

References: BAR-764, BAR-765, BAR-801, BAR-841.

Minor changes

• Add --staging-path and --staging-location to barman restore

Added --staging-path and --staging-location options to barman restore command to allow the
user to specify a custom path for the staging area during the restore process. --staging-path is the absolute
path to be used while --staging-location defines its location i.e. local or remote. They also have its
equivalent configuration options in barman.conf as staging_path and staging_location respectively.

References: BAR-570.

• Add option --if-not-exists to barman receive-wal --create-slot

A new --if-not-exists flag has been added to the barman receive-wal --create-slot command.
This prevents the command from failing when attempting to create a replication slot that has already been
created, making it more reliable for use in scripts.

Special thanks to @crazybolillo antonio@zoftko.com a.k.a @antonag32 for creating a PR and contributing
to Barman.

References: BAR-527.

• Fail gracefully when an unexpected field is found in the backup metadata.

This update improves how Barman handles backup metadata that includes fields unknown to the current
version. This situation can occur when attempting to restore a backup created with a newer version of
Barman using an older one. For example, if a newer version adds metadata about encryption, and the older
version doesn't recognize that field. That's a case where this change is relevant.

Previously, this would cause an unhelpful exception. Now, Barman will display a clearer message explaining
that the backup was created with a newer version and may not be compatible with the current version.
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References: BAR-763.

• Improve orphan backup warning for proper cleanup

The warning message for orphan backups has been improved to help users fully clean up incomplete or
manually removed backups. Previously, the message did not mention the location of the backup.info file,
which led to confusion. The updated message now clearly indicates the location of the backup.info file to
help users properly remove it.

References: BAR-793.

• Improve tag handling in cloud commands to fix parsing errors

The --tags command-line option in barman-cloud-backup and barman-cloud-wal-archive has been
replaced to improve parsing reliability and align with standard CLI practices. The previous space-separated
format could cause parsing errors, especially when placed before positional arguments.

The commands now accept multiple --tag flags, one for each key-value pair.

Before: barman-cloud-backup ... --tags key1,val1 key2,val2

After: barman-cloud-backup ... --tag key1,val1 --tag key2,val2

The --tags option is now deprecated. While existing scripts using the old --tags format will continue to
work, users are encouraged to update their scripts to the new format. This change is backward compatible
and does not introduce a breaking change.

References: BAR-441.

• Clarify WAL Number label in barman show-backup output

Rename misleading WAL Number label in barman show-backup output to Number of WALs.

References: BAR-791.

• Change "No of files" to "Number of files" in show-backup command

In the Wal Information section of the show-backup command, the output of "No of files" was changed to
"Number of files".

References: BAR-798.

• Validate options passed for servers and models through config-update

The barman config-update command now performs extra validation on each provided section before
enqueuing changes. It verifies, among other things, that all required fields are present, that the provided
values conform to the expected types, and that each value also passes its respective parser. In addition, the
command will now error out if any of the checks fail. This prevents partial or malformed updates from being
applied.

References: BAR-142.

• Add --check-timeout argument to barman check and barman backup commands

A new CLI option has been introduced for the barman check and barman backup commands to address
situations where the check operation duration exceeds the configured check_timeout, preventing backups
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from being scheduled. This option allows users to disable the timeout or override the default or configured
check_timeout value.

References: BAR-219.

• Add --list-empty-directories to barman list-files command

Adds a new --list-empty-directories argument to the list-files command to add empty directories
to the listing.

References: BAR-220.

• Improve archiving check with automatic WAL switching and archiving

To improve the user experience, especially during initial server configuration, the barman check command
is now more robust.

Previously, when the WAL archive was empty, the check would fail and require manual intervention.

Barman now intelligently handles this by first attempting to archive any existing WAL present in the Barman
server. If none exists, it automatically triggers a WAL switch in the Postgres server and tries to archive the
resulting file. This enhancement automates a common manual step and makes the initial health check more
reliable out-of-the-box.

References: BAR-718.

• Support shortcuts as backup IDs in Barman cloud scripts

It is now possible to specify the shortcuts first/oldest, last/latest and last-failed when referenc-
ing backups in the Barman cloud commands. Barman now automatically parses these shortcuts and returns
their associated backup ID.

References: BAR-717.

Bugfixes

• Ignore data files of temporary tables during backups

Files that match the pattern of temporary relation files will now be ignored during a rsync backup, similar
to the exclusion implicitly performed by pg_basebackup. This is needed to avoid errors when running
Barman in rsync-concurrent mode against a Postgres instance that creates and drops many temporary tables,
since rsync might try to copy a temp file that had already been removed, causing Barman to hang until
manually unblocked.

References: BAR-266.

• Improve error message when pg_combinebackup is not found

Previously, when restoring an incremental backup and pg_combinebackup was not available in the PATH,
Barman did not handle the exception properly, which made it difficult to understand and fix the error. Now,
a proper exception is raised with a clear message indicating that pg_combinebackup could not found in the
target server.

References: BAR-840.
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• Fail on restore if the target data or tablespace directories are not empty.

Previously, Barman did not verify whether tablespace destination directories were empty before restoring,
which could result in their contents being silently overwritten̶ potentially causing data loss or corruption.
Now, the restore process ensures that all destination directories, including those for data and tablespaces,
are empty before proceeding. If any are not, Barman will halt the operation and display an appropriate error
message, significantly improving safety and data integrity for both local and remote restores.

References: BAR-787.

• Fix errors when deleting orphaned and obsolete backups

Resolved an issue where applying retention policies could fail if a backup was both orphaned and obsolete.
Barman now verifies that a base backup directory exists before attempting to delete it, preventing errors
when the directory has already been removed.

References: BAR-794.

• Ensure correct WAL segment naming for PG17 boundary LSNs

Addresses a backup hang issue experienced with PostgreSQL 17 and later versions when using barman
backup <server> --wait on low-activity instances and modifies the logic within the methods and properties
that interact with pg_walfile_name() and pg_walfile_name_offset().

As described in barman#1041, PostgreSQL 17 altered the behavior where the end WAL of a backup is
now the currently written WAL file, rather than the last completed one. On servers with minimal activity,
this current WAL file might not be completed or archived promptly, leading to the backup process stalling
indefinitely until a pg_switch_wal() occurs.

More details on the PostgreSQL change can be found at https://www.postgresql.org/docs/release/
17.0/.

References: BAR-519.

• Snapshot Backup Now Supports Non-Root EBS Volumes of Nitro instances on AWS

Resolved an issue where snapshot backups failed to detect non-root EBS volumes on NVMe (Nitro) devices
in AWS. Snapshot backups now work reliably with all non-root EBS volumes attached to the instance.

References: BAR-500.

19.1.6 3.14.1 (2025-06-18)

Bugfixes

• Fix WAL archiving performance issues

The Barman WAL archiving process was suffering from a performance degradation due to processing of
WAL files that would not be archived in the current run. There was also an oversight in the encryption logic
introduced in 3.14, that caused Barman to check for encryption in WAL files streamed to the server, which
is unnecessary as streamed WALs are never GPG-encrypted, nor compressed. With both issues fixed, the
archiving process will be significantly faster and more resource-efficient.

Thanks to @thealex55 for the detailed analysis in the issue #1087.
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References: BAR-775.

19.1.7 3.14.0 (2025-05-15)

Notable changes

• Implementation of GPG encryption for tar backups and WAL files

Implement GPG encryption of tar backups. Encryption starts at the end of the backup, encrypting the backup
of PGDATA and tablespaces present in the backup directory. Encrypted backup files will have the .gpg

extension added.

Barman supports the decryption and restoration of GPG-encrypted backups using a passphrase obtained
through the new encryption_passphrase_command configuration option. During the restore process,
decrypted files are staged in the local_staging_path setting on the Barman host, ensuring a reliable and
safe restore process.

New configuration options required for encryption and decryption of backups and WAL
files needed to be added. The new options are encryption, encryption_key_id, and
encryption_passphrase_command.

WAL files are all encrypted with GPG when encryption = gpg. This includes changing the way that
xlogdb records are read and written (maintaining backwards compatibility), and a new logic to detect when
files are encrypted and the encryption process itself.

Decryption of GPG-encrypted WAL files during the restore process when using the get-wal and no-get-wal
flags of the barman restore command. This extends the functionality added for decrypting backups via the
encryption_passphrase_command configuration option.

There's a new field in show-backup to expose if a backup was encrypted, and specifies the encryption
method that was used, if any.

The barman check command verifies if the user's encryption settings are correctly configured in the Bar-
man server and functioning as expected.

References: BAR-683, BAR-687, BAR-693, BAR-669, BAR-671, BAR-692, BAR-685, BAR-680, BAR-
670, BAR-681, BAR-702.

• Deprecation of Python versions 3.6 and 3.7

As of version 3.14 of Barman, we are deprecating support for Python 3.6 and 3.7, which are not supported
by the Python community anymore. Barman still supports Python 3.8 as it's the newest version available on
RHEL 8 systems which contains all needed modules.

References: BAR-737.

Minor changes

• Allow compression level to be specified for WAL compression in Barman server

Add a new compression_level parameter to the Barman configuration. This option accepts a valid integer
value or one of the predefined options: low, medium, and high. Each option corresponds to a different level
depending on the compression algorithm chosen.
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References: BAR-540.

• Add client-side compression to barman-wal-archive

Client-side compression options have been added to barman-wal-archive, supporting the same algorithms
that are available on a Barman server. When enabled, compression is applied on the client side before
sending the WAL to the Barman server. The --compression-level parameter allows specifying a desired
compression level for the chosen algorithm.

References: BAR-262.

• Add --compression-level parameter to barman-cloud-wal-archive

A parameter called compression-level was added to barman-cloud-wal-archive, which allows a
level to be specified for the compression algorithm in use.

References: BAR-557.

• Add Snappy compression algorithm to Barman server

The Snappy compression, previously only available in barman-cloud-wal-archive, is now also available
for standard Barman server. As with all other algorithms, it can be configured by setting snappy in the
compression configuration parameter.

References: BAR-557.

• Introduce the new list-processes sub-command for listing the server processes

Add a new list-processes command that outputs all active subprocesses for a Barman server. The com-
mand displays each process's PID and task.

References: BAR-664.

• Introduce the new terminate-process sub-command for terminating Barman subprocesses

Add a new terminate-process command that allows users to terminate an active Barman subprocess for
a given server by specifying its task name. Barman will terminate the subprocess as long as it belongs to the
specified server and it is currently active.

References: BAR-665.

• Remove the pin from boto3 version used in cloud scripts

After thorough investigation of issues with boto3 >= 1.36, we've decided to remove the pin that kept the
dependency at version 1.35.

Both AWS and MinIO object stores work correctly with the latest version, and using a version of boto3 that
is >= 1.36 ensures the Barman cloud scripts work in a FIPS-compliant environment.

References: BAR-637.
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Bugfixes

• Ensure minimum redundancy check considers only 'non-incremental backups'

An issue was reported where the minimum_redundancy rule could be violated due to the inclusion of
incremental backups in the redundancy count. As an example: in a scenario where the catalog contained
one full backup and two dependent incremental backups, and the user had minimum_redundancy = 2, the
rule was incorrectly considered satisfied. As a result, deleting the full backup triggered cascading deletion
of its incremental dependents, leaving zero backups in the catalog.

This issue has been fixed by updating the minimum_redundancy logic to consider only non-incremental
backups (i.e. only full, rsync, snapshot). This ensures that full backups cannot be deleted if doing so would
violate the configured minimum redundancy level.

References: BAR-707.

• Fix usage of barman-wal-restore with --keep-compression using gzip, bzip2, and pigz compres-
sion algorithms

Fix an issue in barman-wal-restore where, when trying to restore WALs compressed with gzip, bzip2
or pigz while having --keep-compression specified, leading to unexpected errors.

References: BAR-722.

19.1.8 3.13.3 (2025-04-24)

Bugfixes

• Fix local restore of block-level incremental backups

When performing a local restore of block-level incremental backups, Barman was facing errors like the
following:

ERROR: Destination directory '/home/vagrant/restore/internal_no_get_wal' must be␣

↪→empty

That error was caused by a regression when the option --staging-wals-directory was introduced in
version 3.13.0. Along with it came a new check to ensure the WAL destination directory was empty before
proceeding. However, when restoring block-level incremental backups locally, Barman was setting up the
WAL destination directory before performing this check, triggering the error above.

References: BAR-655.

• Fix regression when running barman-cloud-backup as a hook

Barman 3.13.2 changed the location of the backup.info metadata file as part of the work delivered to fix
issues in WORM environments.

However, those changes introduced a regression when using barman-cloud-backup as a backup hook in
the Barman server: the hook was not aware of the new location of the metadata file.

This update fixes that issue, so barman-cloud-backup becomes aware of the new folder structure, and
properly locates the backup.info file, avoiding runtime failures.
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References: BAR-696.

• Avoid decompressing partial WAL files when custom compression is configured

Fixed an issue where Barman attempted to decompress partial WAL files when custom compression was
configured. Partial WAL files are never compressed, so any attempt to decompress them is incorrect and
caused errors when using the --partial flag with barman-wal-restore or barman get-wal.

References: BAR-697.

• Fixed barman-cloud-backup not recycling temporary part files

This fixes a barman-cloud-backup problem where temporary part files were not deleted after being up-
loaded to the cloud, leading to disk space exhaustion. The issue happened only when using Python >= 3.12
and it was due to a change in Python that removed the delete attribute of named-temporary file objects,
which Barman used to rely on when performing internal checks.

References: BAR-674.

• Fixed backup annotations usage in WORM environments

Barman previously stored backup annotation files, used to track operations like barman keep and barman

delete, inside the backup directory itself. These annotations help determine whether a backup should be
kept or marked for deletion. However, in WORM environments, files in the backup directory cannot be mod-
ified or deleted after a certain period, which caused issues with managing backup states. This fix relocates
annotation files to a dedicated metadata directory, as to ensure that such operations function correctly in
WORM environments.

References: BAR-663.

19.1.9 3.13.2 (2025-03-27)

Minor changes

• Fix errors when using an immutable storage

Added a new worm_mode configuration to enable WORM (Write Once Read Many) handling in Barman,
allowing it to support backups on immutable storage.

This fix also provides automatic relocation of the backup.info file in a new directory meta inside
backup_directory. This will let Barman update it in future when needed.

Barman will also not purge the wals directory for WAL files that are not needed when running the first
backup. This will add some extra space which will be reclaimed when this first backup is obsolete and
removed (by that time, the backups and the WALs will be outside the retention policy window).

Added additional notes to the documentation explaining limitations when running with an immutable storage
for backups. In particular the need for a grace period in the immutability of files and the fact that barman
keep is not supported in these environments.

References: BAR-649, BAR-645, BAR-650, BAR-651, BAR-652.
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19.1.10 3.13.1 (2025-03-20)

Minor changes

• Improve behavior of the backup shortcuts last-full / latest-full

The shortcuts last-full / latest-full were retrieving not the last full backup of the server, but the last
full backup of the server which was eligible as the parent for an incremental backup.

While this was the expected behavior, the feedback from the community has shown that it was confusing for
the users.

From now on, the shortcuts last-full / latest-full will retrieve the last full backup of the Barman
server, independently if that backup is eligible as the parent for an incremental backup or not.

The eligibility of the full backup as the parent of an incremental backup will still be validated by Barman in
a later step, and a proper message will be displayed in case it doesn't suit as a parent.

References: BAR-555.

Bugfixes

• Fix error message when parsing invalid --target-time in barman restore

When using the barman restore command, the error message when parsing invalid --target-time

string was:

EXCEPTION: local variable 'parsed_target' referenced before assignment

That exception was replaced with an understandable error message.

References: BAR-627.

• Fix mutual exclusive arguments in the cloud restore command

In the barman-cloud-restore command, we were checking that target_tli and target_lsn were
mutually exclusive arguments, where the correct pair to check would be target_time and target_lsn.

References: BAR-624.

• Fix Barman not honoring custom_decompression_filter

Fixed an issue where Barman was not honoring the configured custom_decompression_filter if the
compression algorithm specified was natively supported by Barman. Custom filters now take priority over
native handlers when decompressing WAL files.

References: BAR-584.

• Fix barman restore with --no-get-wal and --standby

Fixed an issue where Barman was removing the pg_wal directory during recovery if --no-get-wal and
--standby-mode were specified together. The issue happened due to Barman incorrectly filling the recov-
ery parameters referencing pg_wal, including recovery_end_command, which led to this issue. Barman
will now ignore filling such parameters as they are not required for this specific case.

References: BAR-630.

218 第 19章リリースノート



Barman User Guide,リリース 3.17.0

• Fix argument parsing issue in barman restore and barman-cloud-restore

In Barman 3.13.0, a regression was introduced causing errors when using barman restore and
barman-cloud-restore commands. Specifically, the backup_id positional argument, which was made
optional in that version, conflicted with other arguments, causing unrecognized arguments and errors.

For example, running barman-cloud-restore like this:

barman-cloud-restore source_url server_name backup_id --cloud-provider aws-s3␣

↪→recovery_dir

Would trigger an error like this:

barman-cloud-restore: error: unrecognized arguments: recovery_dir

This fix resolves the issue by making backup_id a required argument again. Additionally, a new "auto" value
is now accepted as a backup_id, allowing Barman to automatically choose the best backup for restoration
without needing a specific backup_id. This update fixes argument handling and still allows a smooth and
flexible restoration process for the user.

References: BAR-596.

19.1.11 3.13.0 (2025-02-20)

Notable changes

• Add new xlogdb_directory configuration

Introduces a new xlogdb_directory configuration option. This parameter can be set either globally or
per-server, and allows you to specify a custom directory for the xlog.db file. This file stores metadata of
archived WAL files and is used internally by Barman in various scenarios. If unset, it defaults to the value
of wals_directory. Additionally, the file was also renamed to contain the server name as a prefix.

References: BAR-483.

• Make "backup_id" optional when restoring a backup

Historically, Barman always required a "backup_id" to restore a backup, and would use that backup as the
source for the restore.

This feature removes the need for specifying which backup to use as a source for restore, making it optional.

This change applies to both Barman and the barman-cloud scripts.

Now the user is able to restore a backup in the following ways:

1. Provide a "backup_id"

2. Do not provide a "backup_id". It will retrieve the most recent backup

3. Do not provide a "backup_id", but provide a recovery target, such as: - "target_time" (mutually ex-
clusive with target_lsn) Will get the closest backup prior to the "target_time" - "target_lsn" (mutually
exclusive with "target_time") Will get the closest backup prior to the "target_lsn" - "target_tli" (can
be used combined with "target_time" or "target_lsn") Will get the most recent backup that matches
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the timeline. If combined with other recovery targets, it will get the most recent backup prior to the
target_time or target_lsn that matches the timeline

The recovery targets --target-xid, --target-name and --target-immediate are not supported, and
will error out with a message if used.

This feature will provide flexibility and ease when restoring a postgres cluster.

References: BAR-541, BAR-473.

Minor changes

• Add current active model to barman show-server and barman status

Previously, after applying a configuration model, the only way to check which model is currently active for
a server was via the barman diagnose command. With this update, the barman status and barman

show-server commands now also display the current active configuration model for a server, if any.

References: BAR-524, BAR-400.

• Add --staging-wal-directory option to barman restore command to allow alternative WAL direc-
tory on PITR

A new command line option --staging-wal-directory was added to the restore/recover command
to allow an alternative destination directory for WAL files when performing PITR. Previously, WAL files
were copied to a barman_wal directory within the restore destination directory. This enhancement provides
greater flexibility, such as storing WALs on separate partitions during recovery.

References: BAR-224.

• Pin boto3 version to any version <= 1.35.99

Boto3 version 1.36 has changed the way S3 integrity is checked making this version incompatible with the
current Barman code, generating the following error:

An error occurred (MissingContentLength) when calling the PutObject operation

As a temporary workaround, the version for boto3 is pinned to any version <= 1.35.99 until support for 1.36
is implemented in Barman.

References: BAR-535.

• Make barman-wal-archive smarter when dealing with duplicate WAL files

Under some corner cases, Postgres could attempt to archive the same WAL twice. For example: if
barman-wal-archive copies the WAL file over to the Barman host, but the script is interrupted before
reporting success to Postgres. New executions of barman-wal-archive could fail when trying to archive
the same file again because the WAL was already copied from Postgres to Barman, but not yet processed by
the asynchronous Barman WAL archiver.

This minor change deals with this situation by verifying the checksum of the existing and the incoming
file. If the checksums match the incoming file is ignored, otherwise an output info message is sent and the
incoming file is moved to the errors directory. The code will exit with 0 in both situations, avoiding WALs
piling up in the Postgres host due to a failing archive_command.
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References: BAR-225.

• Document procedure to clear WAL archive failure check

While redesigning the Barman docs we missed adding a note advising users to run a switch-wal command
if the server is idle and barman check returns a failure on "WAL archiving".

This addresses the gap left from the previous documentation.

References: BAR-521.

• Delete WALs by deleting the entire directory at once, when possible

Previously, when WAL files needed to be deleted (e.g., due to deletion of a backup), Barman would iterate
over every WAL file and delete them individually. This could cause performance issues, mainly in systems
which use ZFS filesystem. With this change, the entire directory will be deleted whenever noticed that all
files in the directory are no longer needed by Barman.

References: BAR-511.

• Add support for DefaultAzureCredential option on Azure authentication

Users can now explicitly use Azure's DefaultAzureCredential for authentication by using the default
option for azure_credential in the server configuration or the --azure-credential default option
in the case of barman-cloud-*. Previously, that could only be set as a fallback when no credential was
provided and no environment variables were set.

References: BAR-539.

• Improve diagnose output for retention policy info

Improves the output of the barman diagnose command to display a more user-friendly string representations.
Specifically, "REDUNDANCY 2" is shown instead of "redundancy 2 b" for the 'retention_policy' attribute,
and "MAIN" is shown instead of "simple-wal 2 b" for the 'wal_retention_policy' attribute.

References: BAR-100.

Bugfixes

• Fix PITR when using barman restore with --target-tli

Barman was not creating the recovery.signal nor filling recovery_target_timeline in
postgresql.auto.conf in these cases:

– The only recovery target passed to barman restore was --target-tli; or

– --target-tli was specified with some other --target-* option, but the specified target timeline
was the same as the timeline of the chosen backup.

Now, if any --target-* option is passed to barman restore, that will be correctly treated as PITR.

References: BAR-543.

• Fix bug when AWS 'profile' variable is referenced before assignment
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An issue was introduced by BAR-242 as part of the Barman 3.12.0 release. The issue was caus-
ing barman-cloud-backup-delete (and possibly other commands) to fail with errors like this when
--aws-profile argument or aws_profile configuration were not set:

ERROR: Barman cloud backup delete exception: local

variable 'profile' referenced before assignment`

References: BAR-518.

• Fix --zstd flag on barman-cloud-wal-archive

Fixed a bug with the --zstd flag on barman-cloud-wal-archive where it was essentially being ignored
and not really compressing the WAL file before upload.

References: BAR-567.

19.1.12 3.12.1 (2024-12-09)

Bugfixes

• Add isoformat fields for backup start and end times in json output

This patch modifies the json output of the infofile object adding two new fields: begin_time_iso and
end_time_iso. The new fields allow the use of a more standard and timezone aware time format, preserving
compatibility with previous versions. It is worth noting that in the future the iso format for dates will be
the standard used by barman for storing dates and will be used everywhere non human readable output is
requested.

As part of the work, this patch reverts BAR-316, which was introduced on Barman 3.12.0.

References: BAR-494.

19.1.13 3.12.0 (2024-11-21)

Minor changes

• Add FIPS support to Barman

The md5 hash algorithm is not FIPS compliant, so it is going to be replaced by sha256. sha256 is FIPS
compliant, vastly used, and is considered secure for most practical purposes. Up until this release, Barman's
WAL archive client used hashlib.md5 to generate checksums for tar files before they were sent to the
Barman server. Here, a tar file is a file format used for bundling multiple files together with a MD5SUMS file
that lists the checksums and their corresponding paths. In this release, the md5 hashing algorithm is replaced
by sha256 as the default. As a result, checksums for the tar files will be calculated using sha256, and the
MD5SUMS file will be named SHA256SUMS. Barman still has the ability to use the nondefault md5 algorithm
and the MD5SUMS file from the client if there is a use case for it. The user just needs to add the --md5 flag to
the barman-wal-archive archive_command.

References: BAR-155, CP-34954, CP-34391.
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• Removed el7, debian10, and ubuntu1804 support; updated Debian and SLES.

Support for el7, debian10, and ubuntu1804 has been removed. Additionally, version 12 and version name
"bookworm" has been added for Debian, addressing a previously missing entry. The SLES image version
has also been updated from sp4 to sp5.

References: BAR-389.

• Add support for Postgres Extended 17 (PGE) and Postgres Advanced Server 17 (EPAS)

Tests were conducted on Postgres Extended 17 (PGE) and Postgres Advanced Server 17 (EPAS), confirming
full compatibility with the latest features in Barman. This validation ensures that users of the latest version
of PGE and EPAS can leverage all the new capabilities of Barman with confidence.

References: BAR-331.

• Improve WAL compression with zstd, lz4 and xz algorithms

Introduced support for xz compression on WAL files. It can be enabled by specifying xz in the compression
server parameter. WALs will be compressed when entering the Barman's WAL archive. For the cloud, it
can be enabled by specifying --xz when running barman-cloud-wal-archive.

Introduced support for zstandard compression on WAL files. It can be enabled by specifying zstd in the
compression server parameter. WALs will be compressed when entering the Barman's WAL archive. For
the cloud, it can be enabled by specifying --zstd when running barman-cloud-wal-archive.

Introduced support for lz4 compression on WAL files. It can be enabled by specifying lz4 in the
compression server parameter. WALs will be compressed when entering the Barman's WAL archive. For
the cloud, it can be enabled by specifying --lz4 when running barman-cloud-wal-archive.

References: BAR-265, BAR-423, BAR-264.

• Improve WAL upload performance on S3 buckets by avoiding multipart uploads

Previously, WAL files were being uploaded to S3 buckets using multipart uploads provided by the boto3
library via the upload_fileobj method. It was noticed that multipart upload is slower when used for
small files, such as WAL segments, compared to when uploading it in a single PUT request. This has been
improved by avoiding multipart uploads for files smaller than 100MB. The average upload time of each WAL
file is expected to be reduced by around 15% with this change.

References: BAR-374.

• Modify behavior when enforcing retention policy for KEEP:STANDALONE full backups

When enforcing the retention policy on full backups created with backup_method = postgres, Barman
was previously marking all dependent (child) incremental backups as VALID, regardless of the KEEP target
used. However, this approach is incorrect:

– For backups labeled KEEP:STANDALONE, Barman only retains the WAL files needed to restore the
server to the exact state of that backup. Because these backups are self-contained, any dependent child
backups are no longer needed once the root backup is outside the retention policy.

– In contrast, backups marked KEEP:FULL are intended for point-in-time recovery. To support this,
Barman retains all WALs, as well as any child backups, to ensure the backup's consistency and allow
recovery to the latest possible point.
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This distinction ensures that KEEP:STANDALONE backups serve as snapshots of a specific moment, while
KEEP:FULL backups retain everything needed for full point-in-time recovery.

References: BAR-366.

• Update documentation and user-facing features for Barman's recovery process.

Barman docs and the tool itself used to use the terms "recover"/"recovery" both for referencing:

– The Postgres recovery process;

– The process of restoring a backup and preparing it for recovery.

Both the code and documentation have been revised to accurately reflect the usage of the terms "restore" and
"recover"/"recovery".

Also, the barman recover command was renamed to barman restore. The old name is still kept as an
alias for backward compatibility.

References: BAR-337.

• Add --keep-compression flag to barman-wal-restore and get-wal

A new --keep-compression option has been added to both barman-wal-restore and get-wal. This
option controls whether compressed WAL files should be decompressed on the Barman server before being
fetched. When specified with get-wal, default decompression is skipped, and the output is the WAL file
content in its original state. When specified with barman-wal-restore, the WAL file is fetched as-is and,
if compressed, decompressed on the client side.

References: BAR-435.

• Ransomware protection - Add AWS Snapshot Lock Support

Barman now supports AWS EBS Snapshot Lock, a new integrated feature to prevent accidental or malicious
deletions of Amazon EBS snapshots. When a snapshot is locked, it can't be deleted by any user but remains
fully accessible for use. This feature enables you to store snapshots in WORM (Write-Once-Read-Many)
format for a specified duration, helping to meet regulatory requirements by keeping the data secure and
tamper-proof until the lock expires.

Special thanks to Rui Marinho, our community contributor who started this feature.

References: BAR-242.

• Prevent orphan files from being left from a crash while deleting a backup

This commit fixes an issue where backups could leave behind files if the system crashed during the deletion
of a backup.

Now, when a backup is deleted, it will get a "delete marker" at the start. If a crash happens while the backup
is being deleted, the marker will help recognize incomplete backup removals when the server restarts.

The Barman cron job has been updated to look for these deleted markers. If it finds a backup with a "delete
marker", it will complete the process.

References: BAR-244.
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• Add support for using tags with snapshots

Barman now supports tagging the snapshots when creating backups using the barman-cloud-backup script
command. A new argument called --tags was added.

Special thanks to Rui Marinho, our community contributor who started this feature.

References: BAR-417.

• Use ISO format instead of ctime when producing JSON output of Barman cloud commands

The ctime format has no information about the time zone associated with the timestamp. Besides that, that
format is better suited for human consumption. For machine consumption the ISO format is better suited.

References: BAR-316.

Bugfixes

• Fix barman check which returns wrong results for Replication Slot

Previously, when using architectures which backup from a standby node and stream WALs from the primary,
Barman would incorrectly use conninfo (pointing to a standby server) for replication checks, leading to
errors such as:

replication slot (WAL streaming): FAILED (replication slot 'barman' doesn't

exist. Please execute 'barman receive-wal --create-slot pg17')

This fixes the following issue #1024 by ensuring wal_conninfo is used for WAL replication checks if it's
set.

wal_conninfo takes precedence over wal_streaming_conninfo, when both are set. With this change,
if only wal_conninfo is set, it will be used and will not fall back to conninfo.

Also, in the documentation, changes were made so it is explicit that when conninfo points to a standby
server, wal_conninfo must be set and used for accurate replication status checks.

References: BAR-409.

• Fix missing options for barman keep

The error message that the Barman CLI emitted when running barman keep without any options suggested
there were shortcut aliases for status and release. These aliases, -s and -r, do not exist, so the error message
was misleading. This fixes the issue by including these short options in the Barman CLI, aligning it with
other tools like barman-cloud-backup-keep, where these shortcuts already exist.

References: BAR-356.

• Lighten standby checks related to conninfo and primary_conninfo

When backing up a standby server, Barman performs some checks to assert that conninfo is really pointing
to a standby (in recovery mode) and that primary_conninfo is pointing to a primary (not in recovery).

The problem, as reported in the issues #704 and #744, is that when a failover occurs, the conninfo will
now be pointing to a primary instead and the checks will start failing, requiring the user to change Barman
configs manually whenever a failover occurs.
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This fix solved the issue by making such checks non-critical, which means they will still fail but Barman
will keep operating regardless. Essentially, Barman will ignore primary_conninfo if conninfo does not
point to a standby. Warnings about this misconfiguration will also be emitted whenever running any Barman
command so the user can be aware.

References: BAR-348.

• Check for USAGE instead of MEMBER when calling pg_has_role in Barman

To work correctly Barman database user needs to be included in some roles. Barman was verifying the
conditions was satisfied by calling pg_has_role in Postgres. However, it was check for the MEMBER privilege
instead of USAGE. This oversight was fixed.

This change is a contribution from @RealGreenDragon.

References: BAR-489.

19.1.14 3.11.1 (2024-08-22)

Bugfixes

• Fix failures in barman-cloud-backup-delete. This command was failing when applying retention poli-
cies due to a bug introduced by the previous release.

19.1.15 3.11.0 (2024-08-22)

Notable changes

• Add support for Postgres 17+ incremental backups. This major feature is composed of several small changes:

– Add --incremental command-line option to barman backup command. This is used to specify the
parent backup when taking an incremental backup. The parent can be either a full backup or another
incremental backup.

– Add latest-full shortcut backup ID. Along with latest, this can be used as a shortcut to select
the parent backup for an incremental backup. While latest takes the latest backup independently if
it is full or incremental, latest-full takes the latest full backup.

– barman keep command can only be applied to full backups when backup_method = postgres.

– Retention policies do not take incremental backups into consideration. As incremental backups can-
not be recovered without having the complete chain of backups available up to the full backup, only
full backups account for retention policies. If a full backup has dependent incremental backups and
the retention policy is applied, the full backup will propagate its status to the associated incremental
backups. When the full backup is flagged with any KEEP target, Barman will set the status of all related
incremental backups to VALID.

– When deleting a backup all the incremental backups depending on it, if any, are also removed.

– barman recover needs to combine the full backup with the chain of incremental backups when recov-
ering. The new CLI option --local-staging-path, and the corresponding local_staging_path

configuration option, are used to specify the path in the Barman host where the backups will be com-
bined when recovering an incremental backup.
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• Changes to barman show-backup output:

– Add the “Estimated cluster size” field. It's useful to have an estimation of the data directory size
of a cluster when restoring a backup. It’s particularly useful when recovering compressed backups
or incremental backups, situations where the size of the backup doesn’t reflect the size of the data
directory in Postgres. In JSON format, this is stored as cluster_size.

– Add the“WAL summarizer”field. This field shows if summarize_walwas enabled in Postgres at the
time the backup was taken. In JSON format, this is stored as server_information.summarize_wal.
This field is omitted for Postgres 16 and older.

– Add“Data checksums”field. This shows if data_checkums was enabled in Postgres at the time the
backup was taken. In JSON format, this is stored as server_information.data_checksums.

– Add the “Backup method” field. This shows the backup method used for this backup. In JSON
format, this is stored as base_backup_information.backup_method.

– Rename the field “Disk Usage” as “Backup Size”. The latter provides a more comprehen-
sive name which represents the size of the backup in the Barman host. The JSON field under
base_backup_information was also renamed from disk_usage to backup_size.

– Add the“WAL size”field. This shows the size of the WALs required by the backup. In JSON format,
this is stored as base_backup_information.wal_size.

– Refactor the field “Incremental size”. It is now named “Resources saving”and it now shows an
estimation of resources saved when taking incremental backups with rsync or pg_basebackup. It
compares the backup size with the estimated cluster size to estimate the amount of disk and network
resources that were saved by taking an incremental backup. In JSON format, the field was renamed
from incremental_size to resource_savings under base_backup_information.

– Add the system_id field to the JSON document. This field contains the system identifier of Postgres.
It was present in console format, but was missing in JSON format.

– Add fields related with Postgres incremental backups:

∗ “Backup type”: indicates if the Postgres backup is full or incremental. In JSON format, this is
stored as backup_type under base_backup_information.

∗ “Root backup”: the ID of the full backup that is the root of a chain of one or more incremental
backups. In JSON format, this is stored as catalog_information.root_backup_id.

∗ “Parent backup”: the ID of the full or incremental backup from which this incremental backup
was taken. In JSON format, this is stored as catalog_information.parent_backup_id.

∗ “Children Backup(s)”: the IDs of the incremental backups that were taken with this backup as
the parent. In JSON format, this is stored as catalog_information.children_backup_ids.

∗ “Backup chain size”: the number of backups in the chain from this incremental backup up to
the root backup. In JSON format, this is stored as catalog_information.chain_size.

• Changes to barman list-backup output:

– It now includes the backup type in the JSON output, which can be either rsync for backups taken
with rsync, full or incremental for backups taken with pg_basebackup, or snapshot for cloud
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snapshots. When printing to the console the backup type is represented by the corresponding labels R,
F, I or S.

– Remove tablespaces information from the output. That was bloating the output. Tablespaces informa-
tion can still be found in the output of barman show-backup.

• Always set a timestamp with a time zone when configuring recovery_target_time through barman

recover. Previously, if no time zone was explicitly set through --target-time, Barman would configure
recovery_target_time without a time zone in Postgres. Without a time zone, Postgres would assume
whatever is configured through timezone GUC in Postgres. From now on Barman will issue a warning and
configure recovery_target_time with the time zone of the Barman host if no time zone is set by the user
through --target-time option.

• When recovering a backup with the“no get wal”approach and --target-lsn is set, copy only the WAL
files required to reach the configured target. Previously Barman would copy all the WAL files from its archive
to Postgres.

• When recovering a backup with the“no get wal” approach and --target-immediate is set, copy only
the WAL files required to reach the consistent point. Previously Barman would copy all the WAL files from
its archive to Postgres.

• barman-wal-restore now moves WALs from the spool directory to pg_wal instead of copying them. This
can improve performance if the spool directory and the pg_wal directory are in the same partition.

• barman check-backup now shows the reason why a backup was marked as FAILED in the output and
logs. Previously for a user to know why the backup was marked as FAILED, they would need to run barman

show-backup command.

• Add configuration option aws_await_snapshots_timeout and the corresponding
--aws-await-snapshots-timeout command-line option on barman-cloud-backup. This speci-
fies the timeout in seconds to wait for snapshot backups to reach the completed state.

• Add a keep-alive mechanism to rsync-based backups. Previously the Postgres session created by Barman to
run pg_backup_start() and pg_backup_stop() would stay idle for as long as the base backup copy
would take. That could lead to a firewall or router dropping the connection because it was idle for a
long time. The keep-alive mechanism sends heartbeat queries to Postgres through that connection, thus
reducing the likelihood of a connection getting dropped. The interval between heartbeats can be con-
trolled through the new configuration option keepalive_interval and the corresponding CLI option
--keepalive-interval of the barman backup command.

Bugfixes

• When recovering a backup with the“no get wal” approach and --target-time set, copy all WAL files.
Previously Barman would attempt to“guess” the WAL files required by Postgres to reach the configured
target time. However, the mechanism was not robust enough as it was based on the stats of the WAL file in
the Barman host (more specifically the creation time). For example: if there were archiving or streaming
lag between Postgres and Barman, that could be enough for recovery to fail because Barman would miss to
copy all the required WAL files due to the weak check based on file stats.

• Pin python-snappy to 0.6.1 when running Barman through Python 3.6 or older. Newer versions of
python-snappy require cramjam version 2.7.0 or newer, and these are only available for Python 3.7
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or newer.

• barman receive-wal now exits with code 1 instead of 0 in the following cases:

– Being unable to run with --reset flag because pg_receivewal is running.

– Being unable to start pg_receivewal process because it is already running.

• Fix and improve information about Python in barman diagnose output:

– The command now makes sure to use the same Python interpreter under which Barman is installed
when outputting the Python version through python_ver JSON key. Previously, if an environment had
multiple Python installations and/or virtual environments, the output could eventually be misleading,
as it could be fetched from a different Python interpreter.

– Added a python_executable key to the JSON output. That contains the path to the exact Python
interpreter being used by Barman.

19.1.16 3.10.1 (2024-06-12)

Bugfixes

• Make argcomplete optional to avoid installation issues on some platforms.

• Load barman.auto.conf only when the file exists.

• Emit a warning when the cfg_changes.queue file is malformed.

• Correct in documentation the postgresql version where pg_checkpoint is available.

• Add --no-partial option to barman-cloud-wal-restore.

19.1.17 3.10.0 (2024-01-24)

Notable changes

• Limit the average bandwidth used by barman-cloud-backup when backing up to either AWS S3 or Azure
Blob Storage according to the value set by a new CLI option --max-bandwidth.

• Add the new configuration option lock_directory_cleanup That enables cron to automatically clean up
the barman_lock_directory from unused lock files.

• Add support for a new type of configuration called model. The model acts as a set of overrides for configu-
ration options for a given Barman server.

• Add a new barman command barman config-update that allows the creation and the update of configu-
rations using JSON

Bugfixes

• Fix a bug that caused --min-chunk-size to be ignored when using barman-cloud-backup as hook script
in Barman.
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19.1.18 3.9.0 (2023-10-03)

Notable changes

• Allow barman switch-wal --force to be run against PG>=14 if the user has the pg_checkpoint role
(thanks to toydarian for this patch).

• Log the current check at info level when a check timeout occurs.

• The minimum size of an upload chunk when using barman-cloud-backup with either S3 or Azure Blob
Storage can now be specified using the --min-chunk-size option.

• backup_compression = none is supported when using pg_basebackup.

• For PostgreSQL 15 and later: the allowed backup_compression_level values for zstd and lz4 have
been updated to match those allowed by pg_basebackup.

• For PostgreSQL versions earlier than 15: backup_compression_level = 0 can now be used with
backup_compression = gzip.

Bugfixes

• Fix barman recover on platforms where Multiprocessing uses spawn by default when starting new pro-
cesses.

19.1.19 3.8.0 (2023-08-31)

Notable changes

• Clarify package installation. barman is packaged with default python version for each operating system.

• The minimum-redundancy option is added to barman-cloud-backup-delete. It allows to set the mini-
mum number of backups that should always be available.

• Add a new primary_checkpoint_timeout configuration option. Allows define the amount of seconds
that Barman will wait at the end of a backup if no new WAL files are produced, before forcing a checkpoint
on the primary server.

Bugfixes

• Fix race condition in barman retention policies application. Backup deletions will now raise a warning if
another deletion is in progress for the requested backup.

• Fix barman-cloud-backup-show man page installation.

19.1.20 3.7.0 (2023-07-25)

Notable changes

• Support is added for snapshot backups on AWS using EBS volumes.

• The --profile option in the barman-cloud-* scripts is renamed --aws-profile. The old name is
deprecated and will be removed in a future release.
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• Backup manifests can now be generated automatically on completion of a backup made with
backup_method = rsync. This is enabled by setting the autogenerate_manifest configuration vari-
able and can be overridden using the --manifest and --no-manifest CLI options.

Bugfixes

• The barman-cloud-* scripts now correctly use continuation tokens to page through objects in AWS S3-
compatible object stores. This fixes a bug where barman-cloud-backup-delete would only delete the
oldest 1000 eligible WALs after backup deletion.

• Minor documentation fixes.

19.1.21 3.6.0 (2023-06-15)

Notable changes

• PostgreSQL version 10 is no longer supported.

• Support is added for snapshot backups on Microsoft Azure using Managed Disks.

• The --snapshot-recovery-zone option is renamed --gcp-zone for consistency with other provider-
specific options. The old name is deprecated and will be removed in a future release.

• The snapshot_zone option and --snapshot-zone argument are renamed gcp_zone and --gcp-zone

respectively. The old names are deprecated and will be removed in a future release.

• The snapshot_gcp_project option and --snapshot-gcp-project argument are renamed to
gcp_project and --gcp-project. The old names are deprecated and will be removed in a future re-
lease.

Bugfixes

• Barman will no longer attempt to execute the replication-status command for a passive node.

• The backup_label is deleted from cloud storage when a snapshot backup is deleted with
barman-cloud-backup-delete.

• Man pages for the generate-manifest and verify-backup commands are added.

• Minor documentation fixes.

19.1.22 3.5.0 (2023-03-29)

Notable changes

• Python 2.7 is no longer supported. The earliest Python version supported is now 3.6.

• The barman, barman-cli and barman-cli-cloud packages for EL7 now require python 3.6 instead of
python 2.7. For other supported platforms, Barman packages already require python versions 3.6 or later so
packaging is unaffected.
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• Support for PostgreSQL 10 will be discontinued in future Barman releases; 3.5.x is the last version of Barman
with support for PostgreSQL 10.

• Backups and WALs uploaded to Google Cloud Storage can now be encrypted using a specific KMS key by
using the --kms-key-name option with barman-cloud-backup or barman-cloud-wal-archive.

• Backups and WALs uploaded to AWS S3 can now be encrypted using a specific KMS key by using the
--sse-kms-key-id option with barman-cloud-backup or barman-cloud-wal-archive along with
--encryption=aws:kms.

• Two new configuration options are provided which make it possible to limit the rate at which
parallel workers are started during backups with backup_method = rsync and recoveries.
parallel_jobs_start_batch_size can be set to limit the amount of parallel workers which will
be started in a single batch, and parallel_jobs_start_batch_period can be set to define the time in
seconds over which a single batch of workers will be started. These can be overridden using the arguments
--jobs-start-batch-size and --jobs-start-batch-period with the barman backup and barman

recover commands.

• A new option --recovery-conf-filename is added to barman recover. This can be used to change the
file to which Barman should write the PostgreSQL recovery options from the default postgresql.auto.
conf to an alternative location.

Bugfixes

• Fix a bug which prevented barman-cloud-backup-show from displaying the backup metadata for backups
made with barman backup and uploaded by barman-cloud-backup as a post-backup hook script.

• Fix a bug where the PostgreSQL connection used to validate backup compression settings was left open until
termination of the Barman command.

• Fix an issue which caused rsync-concurrent backups to fail when running for a duration greater than
idle_session_timeout.

• Fix a bug where the backup name was not saved in the backup metadata if the --wait flag was used with
barman backup.

• Thanks to mojtabash78, mhkarimi1383, epolkerman, barthisrael and hzetters for their contributions.

19.1.23 3.4.0 (2023-01-26)

Notable changes

• This is the last release of Barman which will support Python 2 and new features will henceforth require
Python 3.6 or later.

• A new backup_method named snapshot is added. This will create backups by taking snapshots of cloud
storage volumes. Currently only Google Cloud Platform is supported however support for AWS and Azure
will follow in future Barman releases. Note that this feature requires a minimum Python version of 3.7.
Please see the Barman manual for more information.

• Support for snapshot backups is also added to barman-cloud-backup, with minimal support for restoring
a snapshot backup added to barman-cloud-restore.
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• A new command barman-cloud-backup-show is added which displays backup metadata stored in cloud
object storage and is analogous to barman show-backup. This is provided so that snapshot metadata can
be easily retrieved at restore time however it is also a convenient way of inspecting metadata for any backup
made with barman-cloud-backup.

• The instructions for installing Barman from RPMs in the docs are updated.

• The formatting of NFS requirements in the docs is fixed.

• Supported PostgreSQL versions are updated in the docs (this is a documentation fix only - the minimum
supported major version is still 10).

19.1.24 3.3.0 (2022-12-14)

Notable changes

• A backup can now be given a name at backup time using the new --name option supported by the barman
backup and barman-cloud-backup commands. The backup name can then be used in place of the backup
ID when running commands to interact with backups. Additionally, the commands to list and show backups
have been been updated to include the backup name in the plain text and JSON output formats.

• Stricter checking of PostgreSQL version to verify that Barman is running against a supported version of
PostgreSQL.

Bugfixes

• Fix inconsistencies between the barman cloud command docs and the help output for those commands.

• Use a new PostgreSQL connection when switching WALs on the primary during the backup of a standby to
avoid undefined behaviour such as SSL error messages and failed connections.

• Reduce log volume by changing the default log level of stdout for commands executed in child processes to
DEBUG (with the exception of pg_basebackup which is deliberately logged at INFO level due to it being a
long-running process where it is frequently useful to see the output during the execution of the command).

19.1.25 3.2.0 (2022-10-20)

Notable changes

• barman-cloud-backup-delete now accepts a --batch-size option which determines the maximum
number of objects deleted in a single request.

• All barman-cloud-* commands now accept a --read-timeout option which, when used with the aws-s3
cloud provider, determines the read timeout used by the boto3 library when making requests to S3.

Bugfixes

• Fix the failure of barman recover in cases where backup_compression is set in the Barman configura-
tion but the PostgreSQL server is unavailable.
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19.1.26 3.1.0 (2022-09-14)

Notable changes

• Backups taken with backup_method = postgres can now be compressed using lz4 and zstd compression
by setting backup_compression = lz4 or backup_compression = zstd respectively. These options
are only supported with PostgreSQL 15 (beta) or later.

• A new option backup_compression_workers is available which sets the number of threads used
for parallel compression. This is currently only available with backup_method = postgres and
backup_compression = zstd.

• A new option primary_conninfo can be set to avoid the need for backups of standbys to wait for a
WAL switch to occur on the primary when finalizing the backup. Barman will use the connection string
in primary_conninfo to perform WAL switches on the primary when stopping the backup.

• Support for certain Rsync versions patched for CVE-2022-29154 which require a trailing newline in the
--files-from argument.

• Allow barman receive-wal maintenance options (--stop, --reset, --drop-slot and
--create-slot) to run against inactive servers.

• Add --port option to barman-wal-archive and barman-wal-restore commands so that a custom SSH
port can be used without requiring any SSH configuration.

• Various documentation improvements.

• Python 3.5 is no longer supported.

Bugfixes

• Ensure PostgreSQL connections are closed cleanly during the execution of barman cron.

• barman generate-manifest now treats pre-existing backup_manifest files as an error condition.

• backup_manifest files are renamed by appending the backup ID during recovery operations to prevent future
backups including an old backup_manifest file.

• Fix epoch timestamps in json output which were not timezone-aware.

• The output of pg_basebackup is now written to the Barman log file while the backup is in progress.

• We thank barthisrael, elhananjair, kraynopp, lucianobotti, and mxey for their contributions to this release.

19.1.27 3.0.1 (2022-06-27)

Bugfixes

• Fix package signing issue in PyPI (same sources as 3.0.0)
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19.1.28 3.0.0 (2022-06-23)

Breaking changes

• PostgreSQL versions 9.6 and earlier are no longer supported. If you are using one of these versions you will
need to use an earlier version of Barman.

• The default backup mode for Rsync backups is now concurrent rather than exclusive. Exclusive backups
have been deprecated since PostgreSQL 9.6 and have been removed in PostgreSQL 15. If you are running
Barman against PostgreSQL versions earlier than 15 and want to use exclusive backups you will now need
to set exclusive_backup in backup_options.

• The backup metadata stored in the backup.info file for each backup has an extra field. This means that
earlier versions of Barman will not work in the presence of any backups taken with 3.0.0. Additionally, users
of pg-backup-api will need to upgrade it to version 0.2.0 so that pg-backup-api can work with the updated
metadata.

Notable changes

• Backups taken with backup_method = postgres can now be compressed by pg_basebackup by setting
the backup_compression config option. Additional options are provided to control the compression level,
the backup format and whether the pg_basebackup client or the PostgreSQL server applies the compression.
NOTE: Recovery of these backups requires Barman to stage the compressed files on the recovery server in
a location specified by the recovery_staging_path option.

• Add support for PostgreSQL 15. Exclusive backups are not supported by PostgreSQL 15 therefore
Barman configurations for PostgreSQL 15 servers are not allowed to specify exclusive_backup in
backup_options.

• Use custom_compression_magic, if set, when identifying compressed WAL files. This allows Barman to
correctly identify uncompressed WALs (such as *.partial files in the streaming directory) and return
them instead of attempting to decompress them.

Minor changes

• Various documentation improvements.

Bugfixes

• Fix an ordering bug which caused Barman to log the message "Backup failed issuing start backup command."
while handling a failure in the stop backup command.

• Fix a bug which prevented recovery using --target-tli when timelines greater than 9 were present, due
to hexadecimal values from WAL segment names being parsed as base 10 integers.

• Fix an import error which occurs when using barman cloud with certain python2 installations due to issues
with the enum34 dependency.

• Fix a bug where Barman would not read more than three bytes from a compressed WAL when attempting
to identify the magic bytes. This means that any custom compressed WALs using magic longer than three
bytes are now decompressed correctly.

19.1. Barman release notes 235



Barman User Guide,リリース 3.17.0

• Fix a bug which caused the --immediate-checkpoint flag to be ignored during backups with
backup_method = rsync.

19.1.29 2.19 (2022-03-09)

Notable changes

• Change barman diagnose output date format to ISO8601.

• Add Google Cloud Storage (GCS) support to barman cloud.

• Support current and latest recovery targets for the --target-tli option of barman recover.

• Add documentation for installation on SLES.

Bugfixes

• barman-wal-archive --test now returns a non-zero exit code when an error occurs.

• Fix barman-cloud-check-wal-archive behaviour when -t option is used so that it exits after connec-
tivity test.

• barman recover now continues when --no-get-wal is used and "get-wal" is not set in
recovery_options.

• Fix barman show-servers --format=json ${server} output for inactive server.

• Check for presence of barman_home in configuration file.

• Passive barman servers will no longer store two copies of the tablespace data when syncing backups taken
with backup_method = postgres.

• We thank richyen for his contributions to this release.

19.1.30 2.18 (2022-01-21)

Notable changes

• Add snappy compression algorithm support in barman cloud (requires the optional python-snappy depen-
dency).

• Allow Azure client concurrency parameters to be set when uploading WALs with barman-cloud-wal-archive.

• Add --tags option in barman cloud so that backup files and archived WALs can be tagged in cloud storage
(aws and azure).

• Update the barman cloud exit status codes so that there is a dedicated code (2) for connectivity errors.

• Add the commands barman verify-backup and barman generate-manifest to check if a backup is
valid.

• Add support for Azure Managed Identity auth in barman cloud which can be enabled with the --credential
option.
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Bugfixes

• Change barman-cloud-check-wal-archive behavior when bucket does not exist.

• Ensure list-files output is always sorted regardless of the underlying filesystem.

• Man pages for barman-cloud-backup-keep, barman-cloud-backup-delete and barman-cloud-check-wal-
archive added to Python packaging.

• We thank richyen and stratakis for their contributions to this release.

19.1.31 2.17 (2021-12-01)

Notable changes

• Resolves a performance regression introduced in version 2.14 which increased copy times for barman

backup or barman recover commands when using the --jobs flag.

• Ignore rsync partial transfer errors for sender processes so that such errors do not cause the backup to fail
(thanks to barthisrael).

19.1.32 2.16 (2021-11-17)

Notable changes

• Add the commands barman-check-wal-archive and barman-cloud-check-wal-archive to validate
if a proposed archive location is safe to use for a new PostgreSQL server.

• Allow Barman to identify WAL that's already compressed using a custom compression scheme to avoid
compressing it again.

• Add last_backup_minimum_size and last_wal_maximum_age options to barman check.

Bugfixes

• Use argparse for command line parsing instead of the unmaintained argh module.

• Make timezones consistent for begin_time and end_time.

• We thank chtitux, George Hansper, stratakis, Thoro, and vrms for their contributions to this release.

19.1.33 2.15 (2021-10-12)

Notable changes

• Add plural forms for the list-backup, list-server and show-server commands which are now
list-backups, list-servers and show-servers. The singular forms are retained for backward com-
patibility.

• Add the last-failed backup shortcut which references the newest failed backup in the catalog so that you
can do:

– barman delete <SERVER> last-failed
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Bugfixes

• Tablespaces will no longer be omitted from backups of EPAS versions 9.6 and 10 due to an issue detecting
the correct version string on older versions of EPAS.

19.1.34 2.14 (2021-09-22)

Notable changes

• Add the barman-cloud-backup-delete command which allows backups in cloud storage to be deleted
by specifying either a backup ID or a retention policy.

• Allow backups to be retained beyond any retention policies in force by introducing the ability to tag existing
backups as archival backups using barman keep and barman-cloud-backup-keep.

• Allow the use of SAS authentication tokens created at the restricted blob container level (instead of the wider
storage account level) for Azure blob storage

• Significantly speed up barman restore into an empty directory for backups that contain hundreds of thou-
sands of files.

Bugfixes

• The backup privileges check will no longer fail if the user lacks "userepl" permissions and will return better
error messages if any required permissions are missing (#318 and #319).

19.1.35 2.13 (2021-07-26)

Notable changes

• Add Azure blob storage support to barman-cloud

• Support tablespace remapping in barman-cloud-restore via --tablespace name:location

• Allow barman-cloud-backup and barman-cloud-wal-archive to run as Barman hook scripts, to allow data to
be relayed to cloud storage from the Barman server

Bugfixes

• Stop backups failing due to idle_in_transaction_session_timeout https://github.com/EnterpriseDB/barman/
issues/333

• Fix a race condition between backup and archive-wal in updating xlog.db entries (#328)

• Handle PGDATA being a symlink in barman-cloud-backup, which led to "seeking backwards is not allowed"
errors on restore (#351)

• Recreate pg_wal on restore if the original was a symlink (#327)

• Recreate pg_tblspc symlinks for tablespaces on restore (#343)

• Make barman-cloud-backup-list skip backups it cannot read, e.g., because they are in Glacier storage (#332)
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• Add -d database option to barman-cloud-backup to specify which database to connect to initially (#307)

• Fix "Backup failed uploading data" errors from barman-cloud-backup on Python 3.8 and above, caused by
attempting to pickle the boto3 client (#361)

• Correctly enable server-side encryption in S3 for buckets that do not have encryption enabled by default.

In Barman 2.12, barman-cloud-backup's --encryption option did not correctly enable encryption for the
contents of the backup if the backup was stored in an S3 bucket that did not have encryption enabled. If this
is the case for you, please consider deleting your old backups and taking new backups with Barman 2.13.

If your S3 buckets already have encryption enabled by default (which we recommend), this does not affect
you.

19.1.36 2.12.1 (2021-06-30)

Bugfixes

• Allow specifying target-tli with other target-* recovery options.

• Fix incorrect NAME in barman-cloud-backup-list manpage.

• Don't raise an error if SIGALRM is ignored.

• Fetch wal_keep_size, not wal_keep_segments, from Postgres 13.

19.1.37 2.12 (2020-11-05)

Notable changes

• Introduce a new backup_method option called local-rsync which targets those cases where Barman is in-
stalled on the same server where PostgreSQL is and directly uses rsync to take base backups, bypassing the
SSH layer.

Bugfixes

• Avoid corrupting boto connection in worker processes.

• Avoid connection attempts to PostgreSQL during tests.

19.1.38 2.11 (2020-07-09)

Notable changes

• Introduction of the barman-cli-cloud package that contains all cloud related utilities.

• Add barman-cloud-wal-restore to restore a WAL file previously archived with barman-cloud-wal-archive
from an object store.

• Add barman-cloud-restore to restore a backup previously taken with barman-cloud-backup from an object
store.

• Add barman-cloud-backup-list to list backups taken with barman-cloud-backup in an object store.
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• Add support for arbitrary archive size for barman-cloud-backup.

• Add support for --endpoint-url option to cloud utilities.

• Remove strict superuser requirement for PG 10+ (by Kaarel Moppel).

• Add --log-level runtime option for barman to override default log level for a specific command.

• Support for PostgreSQL 13

Bugfixes

• Suppress messages and warning with SSH connections in barman-cli (GH-257).

• Fix a race condition when retrieving uploaded parts in barman-cloud-backup (GH-259).

• Close the PostgreSQL connection after a backup (GH-258).

• Check for uninitialized replication slots in receive-wal --reset (GH-260).

• Ensure that begin_wal is valorised before acting on it (GH-262).

• Fix bug in XLOG/WAL arithmetic with custom segment size (GH-287).

• Fix rsync compatibility error with recent rsync.

• Fix PostgreSQLClient version parsing.

• Fix PostgreSQL exception handling with non ASCII messages.

• Ensure each postgres connection has an empty search_path.

• Avoid connecting to PostgreSQL while reading a backup.info file.

If you are using already barman-cloud-wal-archive or barman-cloud-backup installed via RPM/Apt pack-
age and you are upgrading your system, you must install the barman-cli-cloud package. All cloud related tools are
now part of the barman-cli-cloud package, including barman-cloud-wal-archive and barman-cloud-backup
that were previously shipped with barman-cli. The reason is complex dependency management of the boto3 li-
brary, which is a requirement for the cloud utilities.

19.1.39 2.10 (2019-12-05)

Notable changes

• Pull .partial WAL files with get-wal and barman-wal-restore, allowing restore_command in a recovery sce-
nario to fetch a partial WAL file's content from the Barman server. This feature simplifies and enhances
RPO=0 recovery operations.

• Store the PostgreSQL system identifier in the server directory and inside the backup information file. Improve
check command to verify the consistency of the system identifier with active connections (standard and
replication) and data on disk.

• A new script called barman-cloud-wal-archive has been added to the barman-cli package to directly ship
WAL files from PostgreSQL (using archive_command) to cloud object storage services that are compatible
with AWS S3. It supports encryption and compression.
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• A new script called barman-cloud-backup has been added to the barman-cli package to directly ship base
backups from a local PostgreSQL server to cloud object storage services that are compatible with AWS S3.
It supports encryption, parallel upload, compression.

• Automated creation of replication slots through the server/global option create_slot. When set to auto, Bar-
man creates the replication slot, in case streaming_archiver is enabled and slot_name is defined. The default
value is manual for back-compatibility.

• Add '-w/--wait' option to backup command, making Barman wait for all required WAL files to be archived
before considering the backup completed. Add also the --wait-timeout option (default 0, no timeout).

• Redact passwords from Barman output, in particular from barman diagnose (InfoSec)

• Improve robustness of receive-wal --reset command, by verifying that the last partial file is aligned with the
current location or, if present, with replication slot's.

• Documentation improvements

Bugfixes

• Wrong string matching operation when excluding tablespaces inside PGDATA (GH-245).

• Minor fixes in WAL delete hook scripts (GH-240).

• Fix PostgreSQL connection aliveness check (GH-239).

19.1.40 2.9 (2019-08-01)

Notable changes

• Transparently support PostgreSQL 12, by supporting the new way of managing recovery and standby settings
through GUC options and signal files (recovery.signal and standby.signal)

• Add --bwlimit command line option to set bandwidth limitation for backup and recover commands

• Ignore WAL archive failure for check command in case the latest backup is WAITING_FOR_WALS

• Add --target-lsn option to set recovery target Log Sequence Number for recover command with PostgreSQL
10 or higher

• Add --spool-dir option to barman-wal-restore so that users can change the spool directory location from the
default, avoiding conflicts in case of multiple PostgreSQL instances on the same server (thanks to Drazen
Kacar).

• Rename barman_xlog  directory to barman_wal

• JSON output writer to export command output as JSON objects and facilitate integration with external tools
and systems (thanks to Marcin Onufry Hlybin). Experimental in this release.
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Bugfixes

• replication-status doesn’t show streamers with no slot (GH-222)

• When checking that a connection is alive (“SELECT 1” query), preserve the status of the PostgreSQL
connection (GH-149). This fixes those cases of connections that were terminated due to idle-in-transaction
timeout, causing concurrent backups to fail.

19.1.41 2.8 (2019-05-17)

Notable changes

• Add support for reuse_backup in geo-redundancy for incremental backup copy in passive nodes

• Improve performance of rsync based copy by using strptime instead of the more generic dateutil.parser
(#210)

• Add‘--test’option to barman-wal-archive and barman-wal-restore to verify the connection with the Barman
server

• Complain if backup_options is not explicitly set, as the future default value will change from exclu-
sive_backup to concurrent_backup when PostgreSQL 9.5 will be declared EOL by the PGDG

• Display additional settings in the show-server and diagnose commands: archive_timeout, data_checksums,
hot_standby, max_wal_senders, max_replication_slots and wal_compression.

• Merge the barman-cli project in Barman

Minor changes

• Improve messaging of check --nagios for inactive servers.

• Log remote SSH command with recover command.

• Hide logical decoding connections in replication-status command.

This release officially supports Python 3 and deprecates Python 2 (which might be discontinued in future releases).

PostgreSQL 9.3 and older is deprecated from this release of Barman. Support for backup from standby is now
limited to PostgreSQL 9.4 or higher and to WAL shipping from the standby (please refer to the documentation for
details).

Bugfixes

• Fix encoding error in get-wal on Python 3 (Jeff Janes, #221).

• Fix exclude_and_protect_filter (Jeff Janes, #217).

• Remove spurious message when resetting WAL (Jeff Janes, #215).

• Fix sync-wals error if primary has WALs older than the first backup.

• Support for double quotes in synchronous_standby_names setting.
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19.1.42 2.7 (2019-03-12)

Notable changes

• Fix error handling during the parallel backup. Previously an unrecoverable error during the copy could have
corrupted the barman internal state, requiring a manual kill of barman process with SIGTERM and a manual
cleanup of the running backup in PostgreSQL. (GH#199).

• Fix support of UTF-8 characters in input and output (GH#194 and GH#196).

• Ignore history/backup/partial files for first sync of geo-redundancy (GH#198).

• Fix network failure with geo-redundancy causing cron to break (GH#202).

• Fix backup validation in PostgreSQL older than 9.2.

• Various documentation fixes.

19.1.43 2.6 (2019-02-04)

Notable changes

• Add support for Geographical redundancy, introducing 3 new commands: sync-info, sync-backup and sync-
wals. Geo-redundancy allows a Barman server to use another Barman server as data source instead of a
PostgreSQL server.

• Add put-wal command that allows Barman to safely receive WAL files via PostgreSQL's archive_command
using the barman-wal-archive script included in barman-cli.

• Add ANSI colour support to check command.

Bugfixes

• Fix switch-wal on standby with an empty WAL directory.

• Honour archiver locking in wait_for_wal method.

• Fix WAL compression detection algorithm.

• Fix current_action in concurrent stop backup errors.

• Do not treat lock file busy as an error when validating a backup.

19.1.44 2.5 (2018-10-23)

Notable changes

• Add support for PostgreSQL 11

• Add check-backup command to verify that WAL files required for consistency of a base backup are present
in the archive. Barman now adds a new state (WAITING_FOR_WALS) after completing a base backup,
and sets it to DONE once it has verified that all WAL files from start to the end of the backup exist. This
command is included in the regular cron maintenance job. Barman now notifies users attempting to recover
a backup that is in WAITING_FOR_WALS state.
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• Allow switch-xlog --archive to work on a standby (just for the archive part)

Bugfixes

• Fix decoding errors reading external commands output (issue #174).

• Fix documentation regarding WAL streaming and backup from standby.

19.1.45 2.4 (2018-05-25)

Notable changes

• Add standard and retry hook scripts for backup deletion (pre/post).

• Add standard and retry hook scripts for recovery (pre/post).

• Add standard and retry hook scripts for WAL deletion (pre/post).

• Add --standby-mode option to barman recover to add standby_mode = on in pre-generated recovery.conf.

• Add --target-action option to barman recover, allowing users to add shutdown, pause or promote to the pre-
generated recovery.conf file.

• Improve usability of point-in-time recovery with consistency checks (e.g.  recovery time is after end time
of backup).

• Minor documentation improvements.

• Drop support for Python 3.3.

Bugfixes

• Fix remote get_file_content method (GitHub #151), preventing incremental recovery from happening.

• Unicode issues with command (GitHub #143 and #150).

• Add --wal-method=none when pg_basebackup >= 10 (GitHub #133).

• Stop process manager module from overwriting lock files content

• Relax the rules for rsync output parsing

• Ignore vanished files in streaming directory

• Case insensitive slot names (GitHub #170)

• Make DataTransferFailure.from_command_error() more resilient (GitHub #86)

• Rename command() to barman_command() (GitHub #118)

• Initialise synchronous standby names list if not set (GitHub #111)

• Correct placeholders ordering (GitHub #138)

• Force datestyle to iso for replication connections

• Returns error if delete command does not remove the backup
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• Fix exception when calling is_power_of_two(None)

• Downgraded sync standby names messages to debug (GitHub #89)

19.1.46 2.3 (2017-09-05)

Notable changes

• Add support to PostgreSQL 10

• Follow naming changes in PostgreSQL 10:

– The switch-xlog command has been renamed to switch-wal.

– In commands output, the xlog word has been changed to WAL and location has been changed to LSN
when appropriate.

• Add the --network-compression/--no-network-compression options to barman recover to enable or disable
network compression at run-time

• Add --target-immediate option to recover command, in order to exit recovery when a consistent state is
reached (end of the backup, available from PostgreSQL 9.4)

• Show cluster state (master or standby) with barman status command

• Documentation improvements

Bugfixes

• Fix high memory usage with parallel_jobs > 1 (#116)

• Better handling of errors using parallel copy (#114)

• Make barman diagnose more robust with system exceptions

• Let archive-wal ignore files with .tmp extension

19.1.47 2.2 (2017-07-17)

Notable changes

• Implement parallel copy for backup/recovery through the parallel_jobs global/server option to be overridden
by the --jobs or -j runtime option for the backup and recover command. Parallel backup is available only for
the rsync copy method. By default, it is set to 1 (for behaviour compatibility with previous versions).

• Support custom WAL size for PostgreSQL 8.4 and newer. At backup time, Barman retrieves from Post-
greSQL wal_segment_size and wal_block_size values and computes the necessary calculations.

• Improve check command to ensure that incoming directory is empty when archiver=off, and streaming di-
rectory is empty when streaming_archiver=off (#80).

• Add external_configuration to backup_options so that users can instruct Barman to ignore backup of con-
figuration files when they are not inside PGDATA (default for Debian/Ubuntu installations). In this case,
Barman does not display a warning anymore.
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• Add --get-wal and --no-get-wal options to barman recover

• Add max_incoming_wals_queue global/server option for the check command so that a non blocking error is
returned in case incoming WAL directories for both archiver and the streaming_archiver contain more files
than the specified value.

• Documentation improvements

• File format changes:

– The format of backup.info file has changed. For this reason a backup taken with Barman 2.2 cannot be
read by a previous version of Barman. But, backups taken by previous versions can be read by Barman
2.2.

Bugfixes

• Allow replication-status to work against a standby

• Close any PostgreSQL connection before starting pg_basebackup (#104, #108)

• Safely handle paths containing special characters

• Archive .partial files after promotion of streaming source

• Recursively create directories during recovery (SF#44)

• Improve xlog.db locking (#99)

• Remove tablespace_map file during recover (#95)

• Reconnect to PostgreSQL if connection drops (SF#82)

19.1.48 2.1 (2017-01-05)

Notable changes

• Add --archive and --archive-timeout options to switch-xlog command.

• Preliminary support for PostgreSQL 10 (#73).

• Minor additions:

– Add last archived WAL info to diagnose output.

– Add start time and execution time to the output of delete command.

Bugfixes

• Return failure for get-wal command on inactive server

• Make streaming_archiver_names and streaming_backup_name options global (#57)

• Fix rsync failures due to files truncated during transfer (#64)

• Correctly handle compressed history files (#66)
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• Avoid de-referencing symlinks in pg_tblspc when preparing recovery (#55)

• Fix comparison of last archiving failure (#40, #58)

• Avoid failing recovery if postgresql.conf is not writable (#68)

• Fix output of replication-status command (#56)

• Exclude files from backups like pg_basebackup (#65, #72)

• Exclude directories from other Postgres versions while copying tablespaces (#74)

• Make retry hook script options global

19.1.49 2.0 (2016-09-27)

Notable changes

• Support for pg_basebackup and base backups over the PostgreSQL streaming replication protocol with
backup_method=postgres (PostgreSQL 9.1 or higher required)

• Support for physical replication slots through the slot_name configuration option as well as the --create-slot
and --drop-slot options for the receive-wal command (PostgreSQL 9.4 or higher required). When slot_name
is specified and streaming_archiver is enabled, receive-wal transparently integrates with pg_receivexlog, and
check makes sure that slots exist and are actively used

• Support for the new backup API introduced in PostgreSQL 9.6, which transparently enables concurrent
backups and backups from standby servers using the standard rsync method of backup. Concurrent backup
was only possible for PostgreSQL 9.2 to 9.5 versions through the pgespresso extension. The new backup
API will make pgespresso redundant in the future

• If properly configured, Barman can function as a synchronous standby in terms of WAL streaming. By prop-
erly setting the streaming_archiver_name in the synchronous_standby_names priority list on the master, and
enabling replication slot support, the receive-wal command can now be part of a PostgreSQL synchronous
replication cluster, bringing RPO=0 (PostgreSQL 9.5.5 or higher required)

• Introduce barman-wal-restore, a standard and robust script written in Python that can be used as re-
store_command in recovery.conf files of any standby server of a cluster. It supports remote parallel fetch-
ing of WAL files by efficiently invoking get-wal through SSH. Currently available as a separate project
called barman-cli. The barman-cli package is required for remote recovery when get-wal is listed in recov-
ery_options

• Control the maximum execution time of the check command through the check_timeout global/server con-
figuration option (30 seconds by default)

• Limit the number of WAL segments that are processed by an archive-wal run, through the
archiver_batch_size and streaming_archiver_batch_size global/server options which control archiving of
WAL segments coming from, respectively, the standard archiver and receive-wal

• Removed locking of the XLOG database during check operations

• The show-backup command is now aware of timelines and properly displays which timelines can be used as
recovery targets for a given base backup. Internally, Barman is now capable of parsing .history files
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• Improved the logic behind the retry mechanism when copy operations experience problems. This involves
backup (rsync and postgres) as well as remote recovery (rsync)

• Code refactoring involving remote command and physical copy interfaces

Bugfixes

• Correctly handle .history files from streaming

• Fix replication-status on PostgreSQL 9.1

• Fix replication-status when sent and write locations are not available

• Fix misleading message on pg_receivexlog termination

19.1.50 1.6.1 (2016-05-23)

Minor changes

• Add --peek option to get-wal command to discover existing WAL files from the Barman's archive

• Add replication-status command for monitoring the status of any streaming replication clients connected to
the PostgreSQL server. The --target option allows users to limit the request to only hot standby servers or
WAL streaming clients

• Add the switch-xlog command to request a switch of a WAL file to the PostgreSQL server. Through the
'--force' it issues a CHECKPOINT beforehand

• Add streaming_archiver_name option, which sets a proper application_name to pg_receivexlog when
streaming_archiver is enabled (only for PostgreSQL 9.3 and above)

• Check for superuser privileges with PostgreSQL's standard connections (#30)

• Check the WAL archive is never empty

• Check for 'backup_label' on the master when server is down

• Improve barman-wal-restore contrib script

Bugfixes

• Treat the "failed backups" check as non-fatal

• Rename '-x' option for get-wal as '-z'

• Add archive_mode=always support for PostgreSQL 9.5 (#32)

• Properly close PostgreSQL connections when necessary

• Fix receive-wal for pg_receive_xlog version 9.2

248 第 19章リリースノート



Barman User Guide,リリース 3.17.0

19.1.51 1.6.0 (2016-02-29)

Notable changes

• Support for streaming replication connection through the streaming_conninfo server option

• Support for the streaming_archiver option that allows Barman to receive WAL files through PostgreSQL's
native streaming protocol. When set to 'on', it relies on pg_receivexlog to receive WAL data, reducing
Recovery Point Objective. Currently, WAL streaming is an additional feature (standard log archiving is still
required)

• Implement the receive-wal command that, when streaming_archiver is on, wraps pg_receivexlog for WAL
streaming. Add --stop option to stop receiving WAL files via streaming protocol. Add --reset option to reset
the streaming status and restart from the current xlog in Postgres.

• Automatic management (startup and stop) of receive-wal command via cron command

• Support for the path_prefix configuration option

• Introduction of the archiver option (currently fixed to on) which enables continuous WAL archiving for a
specific server, through log shipping via PostgreSQL's archive_command

• Support for streaming_wals_directory and errors_directory options

• Management of WAL duplicates in archive-wal command and integration with check command

• Verify if pg_receivexlog is running in check command when streaming_archiver is enabled

• Verify if failed backups are present in check command

• Accept compressed WAL files in incoming directory

• Add support for the pigz compressor (thanks to Stefano Zacchiroli zack@upsilon.cc)

• Implement pygzip and pybzip2 compressors (based on an initial idea of Christoph Moench-Tegeder
christoph@2ndquadrant.de)

• Creation of an implicit restore point at the end of a backup

• Current size of the PostgreSQL data files in barman status

• Permit archive_mode=always for PostgreSQL 9.5 servers (thanks to Christoph Moench-Tegeder
christoph@2ndquadrant.de)

• Complete refactoring of the code responsible for connecting to PostgreSQL

• Improve messaging of cron command regarding sub-processes

• Native support for Python >= 3.3

• Changes of behaviour:

– Stop trashing WAL files during archive-wal (commit:e3a1d16)
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Bugfixes

• Atomic WAL file archiving (#9 and #12)

• Propagate "-c" option to any Barman subprocess (#19)

• Fix management of backup ID during backup deletion (#22)

• Improve archive-wal robustness and log messages (#24)

• Improve error handling in case of missing parameters

19.1.52 1.5.1 (2015-11-16)

Minor changes

• Add support for the 'archive-wal' command which performs WAL maintenance operations on a given server

• Add support for "per-server" concurrency of the 'cron' command

• Improved management of xlog.db errors

• Add support for mixed compression types in WAL files (SF.net#61)

Bugfixes

• Avoid retention policy checks during the recovery

• Avoid 'wal_level' check on PostgreSQL version < 9.0 (#3)

• Fix backup size calculation (#5)

19.1.53 1.5.0 (2015-09-28)

Notable changes

• Add support for the get-wal command which allows users to fetch any WAL file from the archive of a specific
server

• Add support for retry hook scripts, a special kind of hook scripts that Barman tries to run until they succeed

• Add active configuration option for a server to temporarily disable the server by setting it to False

• Add barman_lock_directory global option to change the location of lock files (by default: 'barman_home')

• Execute the full suite of checks before starting a backup, and skip it in case one or more checks fail

• Forbid to delete a running backup

• Analyse include directives of a PostgreSQL server during backup and recover operations

• Add check for conflicting paths in the configuration of Barman, both intra (by temporarily disabling a server)
and inter-server (by refusing any command, to any server).

• Add check for wal_level
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• Add barman-wal-restore script to be used as restore_command on a standby server, in conjunction with
barman get-wal

• Implement a standard and consistent policy for error management

• Improved cache management of backups

• Improved management of configuration in unit tests

• Tutorial and man page sources have been converted to Markdown format

• Add code documentation through Sphinx

• Complete refactor of the code responsible for managing the backup and the recover commands

• Changed internal directory structure of a backup

• Introduce copy_method option (currently fixed to rsync)

Bugfixes

• Manage options without '=' in PostgreSQL configuration files

• Preserve Timeline history files (Fixes: #70)

• Workaround for rsync on SUSE Linux (Closes: #13 and #26)

• Disables dangerous settings in postgresql.auto.conf (Closes: #68)

19.1.54 1.4.1 (2015-05-05)

Minor changes

• Improved management of xlogdb file, which is now correctly fsynced when updated. Also, the rebuild-
xlogdb command now operates on a temporary new file, which overwrites the main one when finished.

• Add unit tests for dateutil module compatibility

• Modified Barman version following PEP 440 rules and added support of tests in Python 3.4

Bugfixes

• Fix for WAL archival stop working if first backup is EMPTY (Closes: #64)

• Fix exception during error handling in Barman recovery (Closes: #65)

• After a backup, limit cron activity to WAL archiving only (Closes: #62)

• Improved robustness and error reporting of the backup delete command (Closes: #63)

• Fix computation of WAL production ratio as reported in the show-backup command
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19.1.55 1.4.0 (2015-01-26)

Notable changes

• Incremental base backup implementation through the reuse_backup global/server option. Possible values
are off (disabled, default), copy (preventing unmodified files from being transferred) and link (allowing for
deduplication through hard links).

• Store and show deduplication effects when using reuse_backup= link.

• Added transparent support of pg_stat_archiver (PostgreSQL 9.4) in check, show-server and status com-
mands.

• Improved administration by invoking WAL maintenance at the end of a successful backup.

• Changed the way unused WAL files are trashed, by differentiating between concurrent and exclusive backup
cases.

• Improved performance of WAL statistics calculation.

• Treat a missing pg_ident.conf as a WARNING rather than an error.

• Refactored output layer by removing remaining yield calls.

• Check that rsync is in the system path.

• Include history files in WAL management.

• Improved robustness through more unit tests.

Bugfixes

• Fixed bug #55: Ignore fsync EINVAL errors on directories.

• Fixed bug #58: retention policies delete.

19.1.56 1.3.3 (2014-08-21)

Notable changes

• Added "last_backup_max_age", a new global/server option that allows administrators to set the max age of
the last backup in a catalogue, making it easier to detect any issues with periodical backup execution

• Improved robustness of "barman backup" by introducing two global/ server options: "base-
backup_retry_times" and "basebackup_retry_sleep". These options allow an administrator to specify, re-
spectively, the number of attempts for a copy operation after a failure, and the number of seconds of wait
before retrying

• Improved the recovery process via rsync on an existing directory (incremental recovery), by splitting the
previous rsync call into several ones - invoking checksum control only when necessary

• Added support for PostgreSQL 8.3

252 第 19章リリースノート



Barman User Guide,リリース 3.17.0

Minor changes

• Support for comma separated list values configuration options

• Improved backup durability by calling fsync() on backup and WAL files during "barman backup" and "bar-
man cron"

• Improved Nagios output for "barman check --nagios"

• Display compression ratio for WALs in "barman show-backup"

• Correctly handled keyboard interruption (CTRL-C) while performing barman backup

• Improved error messages of failures regarding the stop of a backup

• Wider coverage of unit tests

Bugfixes

• Copies "recovery.conf" on the remote server during "barman recover" (#45)

• Correctly detect pre/post archive hook scripts (#41)

19.1.57 1.3.2 (2014-04-15)

Bugfixes

• Fixed incompatibility with PostgreSQL 8.4 (Closes #40, bug introduced in version 1.3.1)

19.1.58 1.3.1 (2014-04-14)

Minor changes

• Added support for concurrent backup of PostgreSQL 9.2 and 9.3 servers that use the "pgespresso" extension.
This feature is controlled by the "backup_options" configuration option (global/ server) and activated when
set to "concurrent_backup". Concurrent backup allows DBAs to perform full backup operations from a
streaming replicated standby.

• Added the "barman diagnose" command which prints important information about the Barman system (ex-
tremely useful for support and problem solving)

• Improved error messages and exception handling interface

Bugfixes

• Fixed bug in recovery of tablespaces that are created inside the PGDATA directory (bug introduced in version
1.3.0)

• Fixed minor bug of unhandled -q option, for quiet mode of commands to be used in cron jobs (bug introduced
in version 1.3.0)

• Minor bug fixes and code refactoring
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19.1.59 1.3.0 (2014-02-03)

Notable changes

• Refactored BackupInfo class for backup metadata to use the new FieldListFile class (infofile module)

• Refactored output layer to use a dedicated module, in order to facilitate integration with Nagios (NagiosOut-
putWriter class)

• Refactored subprocess handling in order to isolate stdin/stderr/ stdout channels (command_wrappers mod-
ule)

• Refactored hook scripts management

• Extracted logging configuration and userid enforcement from the configuration class.

• Support for hook scripts to be executed before and after a WAL file is archived, through the
'pre_archive_script' and 'post_archive_script' configuration options.

• Implemented immediate checkpoint capability with --immediate-checkpoint command option and 'immedi-
ate_checkpoint' configuration option

• Implemented network compression for remote backup and recovery through the 'network_compression' con-
figuration option (#19)

• Implemented the 'rebuild-xlogdb' command (Closes #27 and #28)

• Added deduplication of tablespaces located inside the PGDATA directory

• Refactored remote recovery code to work the same way local recovery does, by performing remote directory
preparation (assuming the remote user has the right permissions on the remote server)

• 'barman backup' now tries and create server directories before attempting to execute a full backup (#14)

Bugfixes

• Fixed bug #22: improved documentation for tablespaces relocation

• Fixed bug #31: 'barman cron' checks directory permissions for lock file

• Fixed bug #32: xlog.db read access during cron activities

19.1.60 1.2.3 (2013-09-05)

Minor changes

• Added support for PostgreSQL 9.3

• Added support for the "--target-name" recovery option, which allows to restore to a named point previously
specified with pg_create_restore_point (only for PostgreSQL 9.1 and above users)

• Introduced Python 3 compatibility
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Bugfixes

• Fixed bug #27 about flock() usage with barman.lockfile (many thanks to Damon Snyder damonsny-
der@users.sf.net)

19.1.61 1.2.2 (2013-06-24)

Bugfixes

• Fix python 2.6 compatibility

19.1.62 1.2.1 (2013-06-17)

Minor changes

• Added the "bandwidth_limit" global/server option which allows to limit the I/O bandwidth (in KBPS) for
backup and recovery operations

• Added the "tablespace_bandwidth_limit" global/server option which allows to limit the I/O bandwidth (in
KBPS) for backup and recovery operations on a per tablespace basis

• Added /etc/barman/barman.conf as default location

Bugfixes

• Avoid triggering the minimum_redundancy check on FAILED backups (thanks to Jérôme Vanandruel)

19.1.63 1.2.0 (2013-01-31)

Notable changes

• Added the "retention_policy_mode" global/server option which defines the method for enforcing retention
policies (currently only "auto")

• Added the "minimum_redundancy" global/server option which defines the minimum number of backups to
be kept for a server

• Added the "retention_policy" global/server option which defines retention policies management based on
redundancy (e.g. REDUNDANCY 4) or recovery window (e.g. RECOVERY WINDOW OF 3 MONTHS)

• Added retention policy support to the logging infrastructure, the "check" and the "status" commands

• The "check" command now integrates minimum redundancy control

• Added retention policy states (valid, obsolete and potentially obsolete) to "show-backup" and "list-backup"
commands

• The 'all' keyword is now forbidden as server name

• Added basic support for Nagios plugin output to the 'check' command through the --nagios option

• Barman now requires argh => 0.21.2 and argcomplete-

• Minor bug fixes
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19.1.64 1.1.2 (2012-11-29)

Minor changes

• Added "configuration_files_directory" option that allows to include multiple server configuration files from
a directory

• Support for special backup IDs: latest, last, oldest, first

• Management of multiple servers to the 'list-backup' command. 'barman list-backup all' now list backups for
all the configured servers.

• Added "application_name" management for PostgreSQL >= 9.0

Bugfixes

• Fixed bug #18: ignore missing WAL files if not found during delete

19.1.65 1.1.1 (2012-10-16)

Bugfixes

• Fix regressions in recover command.

19.1.66 1.1.0 (2012-10-12)

Notable changes

• Support for hook scripts to be executed before and after a 'backup' command through the 'pre_backup_script'
and 'post_backup_script' configuration options.

• Management of multiple servers to the 'backup' command. 'barman backup all' now iteratively backs up all
the configured servers.

• Add warning in recovery when file location options have been defined in the postgresql.conf file (issue #10)

• Fail fast on recover command if the destination directory contains the ':' character (Closes: #4) or if an
invalid tablespace relocation rule is passed

• Report an informative message when pg_start_backup() invocation fails because an exclusive backup is
already running (Closes: #8)

Bugfixes

• Fixed bug #9: "9.2 issue with pg_tablespace_location()"
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19.1.67 1.0.0 (2012-07-06)

Notable changes

• Backup of multiple PostgreSQL servers, with different versions. Versions from PostgreSQL 8.4+ are sup-
ported.

• Support for secure remote backup (through SSH)

• Management of a catalog of backups for every server, allowing users to easily create new backups, delete
old ones or restore them

• Compression of WAL files that can be configured on a per server basis using compression/decompression
filters, both predefined (gzip and bzip2) or custom

• Support for INI configuration file with global and per-server directives. Default location for configuration
files are /etc/barman.conf or ~/.barman.conf. The '-c' option allows users to specify a different one

• Simple indexing of base backups and WAL segments that does not require a local database

• Maintenance mode (invoked through the 'cron' command) which performs ordinary operations such as WAL
archival and compression, catalog updates, etc.

• Added the 'backup' command which takes a full physical base backup of the given PostgreSQL server con-
figured in Barman

• Added the 'recover' command which performs local recovery of a given backup, allowing DBAs to specify
a point in time. The 'recover' command supports relocation of both the PGDATA directory and, where
applicable, the tablespaces

• Added the '--remote-ssh-command' option to the 'recover' command for remote recovery of a backup. Remote
recovery does not currently support relocation of tablespaces

• Added the 'list-server' command that lists all the active servers that have been configured in barman

• Added the 'show-server' command that shows the relevant information for a given server, including all con-
figuration options

• Added the 'status' command which shows information about the current state of a server, including Postgres
version, current transaction ID, archive command, etc.

• Added the 'check' command which returns 0 if everything Barman needs is functioning correctly

• Added the 'list-backup' command that lists all the available backups for a given server, including size of the
base backup and total size of the related WAL segments

• Added the 'show-backup' command that shows the relevant information for a given backup, including time
of start, size, number of related WAL segments and their size, etc.

• Added the 'delete' command which removes a backup from the catalog

• Added the 'list-files' command which lists all the files for a single backup

• RPM Package for RHEL 5/6
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第20章 よくある質問

20.1 一般
Can Barman perform physical backups of Postgres instances?

はい。 Barmanは、ベースバックアップとWALアーカイブを管理する Postgresサーバーの物理バックアッ
プのためのアプリケーションです。ディザスターリカバリーアプリケーションです。 Barmanは、論理バッ
クアップ別名ダンプをサポートしていません。

I am already using pg_dump. What is the difference between pg_dump and Barman and why should I use
Barman instead?

すでに pg_dumpを使用している場合、それは良いことです。ただし、ビジネスがデータベースに基づいて
いる場合、論理バックアップ pg_dumpによって実行されるものでは十分ではありません。これらのダンプ
は、特定の時点でのデータベースのスナップショットです。通常、人々はこれらの活動を夜に行います。
日中にクラッシュが発生した場合、ダンプが開始されてからクラッシュまでのすべてのトランザクション
は永久に失われます。このコンテキストでは、ポイントインタイムリカバリーを可能にする物理的バッ
クアップに基づいて、ディザスターリカバリーのためのより堅牢なソリューションを導入する必要があり
ます。

I manage several Postgres instances. Can Barman manage multiple database servers?

はい。 Barmanは、Postgresサーバーのリモートバックアップを可能にするように設計されています。これ
により、̀DBA< DBA>`は一元化されたホストから複数のサーバーのバックアップを管理できます。 Barman
を使用すると、WALセグメントのベースバックアップと継続的アーカイブのためのバックアップサーバー
のカタログを定義できます。

Does Barman manage replication and high availability as well? How does it compare with repmgr, OmniP-
ITR, walmgr and similar tools?

いいえ。Barmanは、純粋なディザスターリカバリーソリューションを目指しています。 Postgresサーバー
のクラスターの唯一のバックアップを担当します。高可用性を探している場合は、Patroniや repmgrなど
のツールを使用することをお勧めします。 Barmanは、高可用性をカバーするために必要なデザインより
もシンプルで侵襲の少ないデザインが必要であるため、特にディザスターリカバリーのみをターゲットと
しています。これが、 Barmanが上記のような既存の HAツールを複製しない理由です。サーバーには何
もインストールする必要はありません。唯一の要件は、 Barmanクライアントのアクセスを構成すること
です。これは、高可用性に必要なものよりも侵襲的です。

Can I define retention policies for my backups?

はい。 Barman 1.2.0は、使用しているすべてのサーバーのベースバックアップとWALセグメントの両方
のリテンションポリシーのサポートを導入しました。サーバー構成ファイルで保持ポリシーを指定できま
す。リテンションポリシーは、時間たとえば RECOVERY WINDOW OF 30 DAYSまたはベースバックアップ
の数たとえば REDUNDANCY 3に基づくことができます。
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Can I specify different retention policies for base backups and WAL segments?

はい、確かに。たとえば、過去 12か月のベースバックアップを保持し、先月のみポイントインタイムリカ
バリーのWALを保持したい場合が考えられます。

Does Barman guarantee data protection and security?

Barmanは、SSH接続プロセスとファイル管理用と標準の Postgres接続データベースの照会用を使用して、
リモート/ローカルの Postgresサーバーと通信します。 SSH通信が安全な方法で発生することを確認する
のはシステム管理者の義務です。同様に、データベースサーバーとの通信が安全な方法で発生することを
確認するのはデータベース管理者の義務です。

Is the Barman interface complex or hard to understand?

Barmanには、サーバーのリスト、バックアップのリスト、バックアップの詳細情報の表示などのいくつ
かのコマンドを実行できるシンプルなコンソールインターフェイスがあります。サーバーの新しいベース
バックアップを起動すること、およびローカルに復元することも簡単です。またはリモートで。

Can Barman manage backups in the cloud e.g. using AWS S3 or Azure Blob Storage?

はい。 Barmanは現在、Amazon、Azure、Googleクラウドプロバイダーでバックアップを管理できます。
このバックアップ方法は、 Barman用語でスナップショットバックアップと呼ばれます。このシナリオで
は、データベースサーバーが存在するストレージボリュームのスナップショットを介してバックアップが取
得されます。この場合、Barmanは、主にWALファイルとバックアップカタログのストレージサーバーと
して機能します。詳細については、 Barman Cloud および Barman Cloud セクションを確認してください。

Do you have packages for RedHat and Debian based distributions?

Barman公式パッケージは、PGDG`によって提供されています。 Barmanパッケージは代替リポジトリで見
つけることができますが、互換性、安定性、最新の更新へのアクセスが保証されるため、 :term:`PGDG`リ
ポジトリの使用をお勧めします。詳細については、 :ref:`installationセクションを参照してください。

Does Barman allow me to limit the bandwidth usage for backup and recovery?

はい。 Barman 1.2.1は、グローバル、サーバー、およびテーブルスペースレベルでの帯域幅制限のサポー
トを導入しました。

20.2 バックアップ
Does Barman support incremental backups

はい。 Barmanは、使用しているバックアップ方法とバックアップする Postgresバージョンに応じて、ファ
イルレベルとブロックレベルのインクリメンタルバックアップをサポートしています。

How many backups can Barman handle for each Postgres instance?

Barman、データベースサーバーごとに複数のベースバックアップを保存できます。バックアップ数の唯一
の制限は、 Barmanホスト上のディスク領域です。

I have continuous archiving in place, but managing WAL files and understanding which ones“belong” to
a particular base backup is not obvious. Can Barman simplify this?

幸いなことに、はい。 Barmanが動作する方法は、特定のサーバーのWALセグメントからベースバック
アップを分離することです。これらは非常に関連していますが、 Barmanは、WALアーカイブを、最初
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のベースバックアップから最後に使用可能なデータまでの連続したデータのストリームと考えています。
Barmanの優れた機能は、すべてのWALファイルをベースバックアップにリンクすることにより、ベース
バックアップとWALセグメントの 2つのコンポーネントの観点からバックアップのサイズを決定できる
ことです。

Can Barman compress base backups?

現在、 Barmanは pg_basebackup圧縮機能のおかげで、 backup_method = postgresを使用してバック
アップを圧縮できます。これは、backup_compression構成オプションを使用して有効にできます。 Rsync
ベースのバックアップの場合、現時点では圧縮方法はありませんが、実行可能であり、現在のデザインで
許可されています。詳細については、 backup_method = postgresセクションを確認してください。

Can Barman compress WAL segments?

はい。 WAL セグメントの圧縮フィルタを指定し、WAL ファイルのサイズを 5/10 倍に大幅に削減でき
ます。これは、構成で compression オプションを設定することにより実行されます。詳細については、
compressionセクションを参照してください。

Can Barman back up tablespaces?

はい。テーブルスペースは、 Barmanによって透過的かつ自動的に処理されます。

Can I backup from a Postgres standby server?

はい、 Barmanは、 postgresおよび rsyncバックアップ方法の両方でスタンバイサーバーからのバック
アップをネイティブにサポートしています。

What's the difference between Full and Incremental backups when using the rsync backup method in Bar-
man?

rsyncバックアップ方法では、オンディスクバックアップにフルバックアップとインクリメンタルバック
アップの明確な区別はありません。実際、 rsyncで作成されるバックアップはすべてフルバックアップで
すが、ハードリンクを使用して共通ファイルを共有する場合があるため、記憶領域が削減され、バックアッ
プの作成が高速化されます。

rsyncを reuse_backup = linkとともに使用する場合、最後のバックアップ以降にまったく同じファイ
ルは再度コピーされません。代わりに、既存のファイルへのハードリンクが作成されます。これにより、す
べてのファイルがバックアップフォルダーで完全に利用できるため、バックアップがいっぱいであるよう
に見えますが、変更されていないファイルは複製されるのではなくリンクされているため、ディスク上で
使用および転送される実際のサイズは小さくなります。このため、各 rsyncバックアップは完全な/"スナッ
プショット/"であり、以前のバックアップとは独立しており、バックアップを削除しても他のバックアッ
プは変更されません。

ò 注釈

ハードリンクは、ディスクに保存されているファイルの実際のデータへのポインタです。ハードリンク
が作成されると、ストレージデバイス上の同じ基になるデータブロックを指すため、複数のファイル名
を介して同じデータにアクセスできます。

これと比較して、 backup_method = postgres方法 Postgres 17以降では、インクリメンタルバックアッ
プはバックアップのチェーンに依存し、インクリメンタルバックアップを復元するには、フルバックアッ
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プおよび中間インクリメンタルバックアップと組み合わせる必要があります。この場合、インクリメンタ
ルバックアップを削除すると、後続のインクリメンタルバックアップが無効になります。

要約すると、 rsyncバックアップは、変更のないファイルの重複を回避するという点でファイルレベルの
インクリメンタルですが、各バックアップは、以前のバックアップから独立した完全な/"スナップショッ
ト"のままです。

20.3 インストールと構成
Does Barman have to be installed on the same server as Postgres?

いいえ。Barmanは、Postgresが実行されているホストと同じホスト上にある必要はありません。ローカル
にインストールするか、別のサーバー通常はバックアップ専用にインストールするかは、あなたの選択で
す。 Barman専用のサーバーを使用することを強くお勧めします。

Can I have multiple configurations for different users in a Barman server?

はい。 Barmanには構成ファイルが必要です。システム全体の構成 /etc/barman.confまたはユーザー構
成 ~/.barman.confを使用できます。たとえば、Barmanを使用するシステムに複数のユーザーを設定し、
各ユーザーが管理対象 Postgresサーバーのサブセットで作業できます。この方法により、ユーザーごとに
バックアップを保護できます。

20.4 リカバリー
Does Barman manage recovery?

はい。 Barmanを使用すると、バックアップサーバーまたはリモートノードで Postgresインスタンスを復
旧できます。リモートでの復旧は、 recoverコマンドで SSHコマンドを指定するだけです。Barmanはこ
れを使用して、バックアップを復元するために宛先ホストに接続します。

Does Barman manage recovery to a specific transaction or to a specific time?

はい。 Barman、タイムスタンプ、トランザクション ID、ログシーケンス番号 LSN、または以前に作成した
名前付け復元ポイントを指定することにより、ポイントインタイムリカバリーを実行できます。 recover

コマンドに追加オプションを追加するだけです。詳細については、 Recoveryセクションの recoverを参
照してください。

Does Barman support timelines?

はい、 Barmanは、復旧の Postgresタイムラインを処理します。

Does Barman handle tablespaces and their mapping during recovery operations?

はい。デフォルトでは、テーブルスペースはソースサーバーにあったのと同じパスに復元されます。 recover

コマンドで --tablespaceオプションを指定することにより、必要に応じて再マップできます。

During recovery, does Barman allow me to relocate the PGDATA directory? What about tablespaces?

はい。サーバーを復旧するときに、 PGDATAディレクトリとすべてのテーブルスペースがある場合は、別
の場所を指定できます。これにより、一時的なサンドボックスサーバーをセットアップできます。これは、
サンドボックスサーバーからテーブルをダンプし、マスターサーバーで再作成することにより、マスター
から意図せずドロップしたテーブルを復旧する場合に特に役立ちます。
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20.5 要件
Does Barman work on Windows?

Barmanは、Windowsで Postgresサーバーのバックアップを取得できます。リカバリ部分はサポートされ
ていません。さらに、 Barmanは UNIXボックスで実行する必要があります。

20.5. 要件 263





265

第21章 ライセンス

Barmanは EnterpriseDB UK Limitedが所有しており、GNU General Public License v3に基づいてライセン
スされています。

Barmanは、当初、欧州委員会の第 7次フレームワークプログラムの支援によりサポートされている研究プ
ロジェクト 4CaaStから部分的な資金提供を受けています。

Barmanへの貢献を歓迎します。これらの貢献はリリースノートで確認されます。すべてのBarmanコードを
無料のままにするために、EnterpriseDB UK Limitedは、寄稿者に著作権の割り当てを完了し、雇用主からのレン
タル作品の請求を否認することを求めています。著作権譲渡フォームについては、barman@enterprisedb.com
までご連絡ください。

© Copyright EnterpriseDB UK Limited 2011-2025
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